
No. 組立て順序 説明図

①
軀体のベランダ手摺壁の高さに、余裕（α）をプラスして、脚の高さを決め、
差込脚をこれに合わせてピンでセットします。

②
ブリッジの天板が水平になるように、根がらみの位置を決めて固定します。根
がらみは、中央部が足場の内側にくるようにします。

③

本体Ａを根がらみの中央に載せ、軀体側の本体Ｂと組立て、ピンで固定します。
次に調整脚を等間隔の位置に合わせてセットします。また、本体Ａ側の吹き上
げ防止ネジを締め付けます。

④

手摺枠（固定手摺）部を、ブリッジ本体の固定金具（３ヶ所）に差し込みます。
この時、回転手摺のクランプには、開いたまま、建枠の建地に添わせるように
しておきます。次に手摺枠（回転手摺）部の高さを合わせてクランプを締め付
けます。

⑤
最後に、反対側の手摺枠を取り付けすると、組立て完了です。（なお、手摺枠は、
左右共用です。）

■組立て順序……（解体方法は、この逆手順で行います。）

■使用上の注意

用使  .1 前に、ネジ、ピン、クランプ等が確実に利いてい
る事を、確認してください。
容許  .2 荷重1470N（150㎏）を超える荷重は、かけな

いでください。
降昇  .3 する足場のレベルは、上下いずれからでも可能で

すが、安全のためできるだけ下位レベルから昇降する
ようにしてください。また、昇降するレベルは一方に
決めて下さい。この時、昇降しないレベルのブレスは、
外さないで下さい。

。いさ下でいなら乗はに摺手、合場るす用使  .4
ンラベ  .5 ダ側の脚端が、浮いている状態では、絶対に昇

降しないで下さい。

ンラベ  .6 ダブリッジは足場と軀体との間隔が300㎜開い
ている時にベランダの手摺壁がほぼブリッジの中央に
位置します。故にそれ以外の間隔の場合では、下図の
ように片寄り状態となります。（ただし300㎜より間隔
が大きい場合には、根がらみの取り付け方向によって
これを修正することが可能となります。約100㎜）

ンラベ  .7 ダブリッジをセットしたスパンの両サイドのブ
レスは、取り外さないで下さい。

リース・販売　取扱製品
ベランダブリッジ23

BK-15A

種　類 形　式 単重㎏ 寸法L 表面処理

ブラケット
BK-1606 49.4 1706

標準品
オレンジ色塗装
特注品

溶融亜鉛メッキ

BK-1306 43.4 1400

ブラケット
+

アタッチメント

BK-1606
+

BK-15A
73.3 1856

BK-1306
+

BK-15A
67.3 1550

6031-KB6061-KB目　項
許容曲げモーメントＭ 29.67kN-m 37.09kN-m

許容荷重Ｐ 59.35kN-m

（ℓ１＋ℓ２）m
74.18kN-m

（ℓ１＋ℓ２）m

上限荷重Ｐmax P≦39.2kN P≦49kN

BKブラケット

■特　徴

ブKB  .1 ラケットは、地上から直接足場を建てられない場
合（隣家との間隔が狭い、軀体の際に通路を設けたい、
その他）に、軀体に取り付けて足場を構築するための、
いわゆる張り出し足場の支持台として利用されていま
す。（右図参照）

の場足し出り張  .2 支持台は、解体作業時にアンカーボル
トの食い込みにより同部をガス溶断して撤去する場合
があります。BKブラケットは、専用のアタッチメント
を前もってセットしておき、このような場合の本体の
滅損を最小限にすることができます。 BKブラケット施工例

■種類仕様

法寸体本  .1

メチッタア  .2 ント取付け寸法

■強度等

ブKB  .1 ラケットの許容積荷強度は、使用条件（特に荷重
の架かり方）によって変わりますので、計画時には十
分な強度検討が必要です。
①許容荷重Ｐの求め方
　（ただし、荷重は２点均等とします。）

M＝P2ℓ1＋
P
2ℓ2

＝P2（ℓ1＋ℓ2）より

P＝ 2M
（ℓ１＋ℓ２）

②荷重点が軀体に近い場合等は、計算上許容荷重Pが
上限荷重Ｐmaxを超えることがありますが、使用上
は上限荷重以下として下さい。

●アタッチメントを併用した場合でも、軀体から荷重点ま
　での距離が同じであれば、計算方法は同一です。

ブKB ● ラケットの構造上、原則として先端から170㎜よ
り外側（左図Ａの箇所）には足場（中心）を建てないで
下さい。

（　　　  ）

※BKブラケットとアタッチメントの取付けは、左図のように専用六角ボルト（W1
×63L）六角ナット（１種）、平座金２ヶ、ばね座金、割りピンのセットで、４箇所
共締め付けます。

リース・販売　取扱製品
BKブラケット
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ンア .2 カーボルトの検討
①アンカーボルトに加わる引抜き力

②アンカーボルトの埋込み必要長さ

M＝P2（ℓ1＋ℓ2）－HBh＝0　より

HB＝ P（ℓ1＋ℓ2）2h ＝ P（ℓ1＋ℓ2）1.06 ＝HＡ

H ● Aは上部２本のアンカーに加わる引抜き力ですから、　
１本あたりはこの12となります。
H ● Bは圧縮力で、コンクリートに対して負荷される荷重
ですが、一般的にはアンカーボルトは４本とも同じもの
を使用します。

T＝ HA
2φh（１本あたり）より

L＝ HA
2φT＝

HA
2×3.14×2.54×7

≒ HA
112㎝以上（ストレートアンカーの場合）

L'＝ 2
3L＝

2HA
3×112

≒ HA
168㎝以上（フック付きアンカーの場合）

HA…⑵-①計算の引抜き力
φ…アンカーボルトの周長　　πD（㎝）
T…コンクリートの許容付着力　　7.0㎏ /㎠

（68.6N/㎠）

②アンカーボルトのせん断強度
　アンカーボルトのせん断力については、BKブラケ
　ットの上限許容強度が49KN（BK-1306の場合）
　であり、これを４本で支えるので次式によりチェッ
　クします。

せん断応力

τ＝せん断力Q断面積A ＝
P/4
πd2/4＝

4900/4
π×2.542/4

≒3253.6
N/㎠
＜8820

N/㎠
………OK

の材004SS（　 許容せん断応力度）

●改修工事等で後付けアンカーを使用しなければならない
場合は、計算により求めた引抜き力やせん断力に対して
十分安全であるものを使用して下さい。なお詳細につい
ては、各専門メーカーにご相談願います。なお、この場
合にはブラケットのアンカー取付け用の穴径が27㎜（ア
タッチは28㎜）に適合するボルトを選定して下さい。

●BKブラケットに使用するアンカーボルトの当社標準仕
様は、上記のように径が１インチ（25.4㎜）の丸棒埋
込みアンカー（SS400材）です。このアンカーを使用し、
上限強度以内で作業する限り、せん断強度については特
に都度計算しなくても安全と言えます。原則としてフッ
ク付きをご使用下さい。

埋込みアンカーの詳細、手配は弊社では行っておりません。

リース・販売　取扱製品
BKブラケット

記　号
荷重の種類

荷重（㎏）
訳　内分　区

W1 仮設重量⑴
【枠組足場８層分】

ジャッキベース・建枠・筋違・踏板
単管パイプ・クランプ・メッシュシート・他 880.7

W2 仮設重量⑵
【枠組足場の下部分】

合板足場板・巾木・ビーム・
ブラケット自重・他 429.3

W3 作業荷重 370㎏×２層同時作業×２スパン 1480

ΣW 合　計 W1＋W2＋W3 2790

計算例【比較検討の為、（㎏）（ton）（N）（KN）表記しております】

■施工計画図例

BKブラケット（BK-1306）上に、躯体から300㎜離し
て914幅の建枠を８段建てる。
BKブラケットは建枠２スパン毎とし、支持材としてニッ
タンビーム（ペコビーム）を３列敷きとする。

■BKブラケット（BK-1306）上にかかる荷重（２スパン分）

■ニッタンビーム（ペコビーム）の強度

■BKブラケットの強度

■アンカーボルトの強度

許容曲げモーメント（中央集中荷重）M＝1.0ton/m＝PL4 より
３列ではP＝4ML ×３

列＝4×1.0ton/m3.658m ×３≒3.28ton（32.1KN）
ビームにかかる荷重
P＝合計重量－BKブラケット重量（その他）≒2.696ton（26.4KN）
∴2.696ton＜3.28ton……OK
（∴26.4KN＜32.1KN……OK）

許容曲げモーメントM＝P2L1＋
P
2L2＝

P
2（L1＋L2）よりP＝

2M
（L1＋L2）

P＝2×3.785ton/m（0.3＋1.214）≒最大5.00
ton
（49.0

KN
）

BKブラケットにかかる荷重
P＝2790

㎏
（27.3

KN
）

∴2.790
ton
＜5.0

ton
……OK

（∴27.3
KN
＜49.0

KN
……OK）

【せん断力】
BKブラケット（BK 1306）の許容荷重は5000

㎏
であり、

これをボルト４本で支えるので
τ＝せん断力Q

断面積A
＝ P/4
πd2/4＝

5000㎏/4/
π×（2.19㎝）2/4≒332

㎏ /㎠

（ボルトの内径↑）
∴332

㎏ /㎠
＜900

㎏ /㎠
…OK

（SS400材の許容せん断応力度）
（∴3253.6

N/㎠
＜8820

N/㎠
…OK）

（SS400材の許容せん断応力度）
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ンア  .2 カーボルトの検討
①アンカーボルトに加わる引抜き力

②アンカーボルトの埋込み必要長さ

M＝P2（ℓ1＋ℓ2）－HBh＝0　より

HB＝ P（ℓ1＋ℓ2）2h ＝ P（ℓ1＋ℓ2）1.06 ＝HＡ

H● Aは上部２本のアンカーに加わる引抜き力ですから、　
１本あたりはこの12となります。
H● Bは圧縮力で、コンクリートに対して負荷される荷重
ですが、一般的にはアンカーボルトは４本とも同じもの
を使用します。

T＝ HA
2φh（１本あたり）より

L＝ HA
2φT＝

HA
2×3.14×2.54×7

≒ HA
112㎝以上（ストレートアンカーの場合）

L'＝ 2
3L＝

2HA
3×112

≒ HA
168㎝以上（フック付きアンカーの場合）

HA…⑵-①計算の引抜き力
φ…アンカーボルトの周長　　πD（㎝）
T…コンクリートの許容付着力　　7.0㎏ /㎠

（68.6N/㎠）

②アンカーボルトのせん断強度
　アンカーボルトのせん断力については、BKブラケ
ットの上限許容強度が49KN（BK-1306の場合）
　であり、これを４本で支えるので次式によりチェッ
　クします。

せん断応力

τ＝せん断力Q断面積A ＝
P/4
πd2/4＝

4900/4
π×2.542/4

≒3253.6
N/㎠
＜8820

N/㎠
………OK

の材004SS（　 許容せん断応力度）

●改修工事等で後付けアンカーを使用しなければならない
場合は、計算により求めた引抜き力やせん断力に対して
十分安全であるものを使用して下さい。なお詳細につい
ては、各専門メーカーにご相談願います。なお、この場
合にはブラケットのアンカー取付け用の穴径が27㎜（ア
タッチは28㎜）に適合するボルトを選定して下さい。

●BKブラケットに使用するアンカーボルトの当社標準仕
様は、上記のように径が１インチ（25.4㎜）の丸棒埋
込みアンカー（SS400材）です。このアンカーを使用し、
上限強度以内で作業する限り、せん断強度については特
に都度計算しなくても安全と言えます。原則としてフッ
ク付きをご使用下さい。

埋込みアンカーの詳細、手配は弊社では行っておりません。

リース・販売　取扱製品
BKブラケット25

記　号
荷重の種類

荷重（㎏）
訳　内分　区

W1 仮設重量⑴
【枠組足場８層分】

ジャッキベース・建枠・筋違・踏板
単管パイプ・クランプ・メッシュシート・他 880.7

W2 仮設重量⑵
【枠組足場の下部分】

合板足場板・巾木・ビーム・
ブラケット自重・他 429.3

W3 作業荷重 370㎏×２層同時作業×２スパン 1480

ΣW 合　計 W1＋W2＋W3 2790

計算例【比較検討の為、（㎏）（ton）（N）（KN）表記しております】

■施工計画図例

BKブラケット（BK-1306）上に、躯体から300㎜離し
て914幅の建枠を８段建てる。
BKブラケットは建枠２スパン毎とし、支持材としてニッ
タンビーム（ペコビーム）を３列敷きとする。

■BKブラケット（BK-1306）上にかかる荷重（２スパン分）

■ニッタンビーム（ペコビーム）の強度

■BKブラケットの強度

■アンカーボルトの強度

許容曲げモーメント（中央集中荷重）M＝1.0ton/m＝PL4 より
３列ではP＝4ML ×３

列＝4×1.0ton/m3.658m ×３≒3.28ton（32.1KN）
ビームにかかる荷重
P＝合計重量－BKブラケット重量（その他）≒2.696ton（26.4KN）
∴2.696ton＜3.28ton……OK
（∴26.4KN＜32.1KN……OK）

許容曲げモーメントM＝P2L1＋
P
2L2＝

P
2（L1＋L2）よりP＝

2M
（L1＋L2）

P＝2×3.785ton/m（0.3＋1.214）≒最大5.00
ton
（49.0

KN
）

BKブラケットにかかる荷重
P＝2790

㎏
（27.3

KN
）

∴2.790
ton
＜5.0

ton
……OK

（∴27.3
KN
＜49.0

KN
……OK）

【せん断力】
BKブラケット（BK 1306）の許容荷重は5000

㎏
であり、

これをボルト４本で支えるので
τ＝せん断力Q

断面積A
＝ P/4
πd2/4＝

5000㎏/4/
π×（2.19㎝）2/4≒332

㎏ /㎠

（ボルトの内径↑）
∴332

㎏ /㎠
＜900

㎏ /㎠
…OK

　　　（SS400材の許容せん断応力度）
（∴3253.6

N/㎠
＜8820

N/㎠
…OK）

　　　　　　（SS400材の許容せん断応力度）
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軀体からの位置ℓ1
BK1606 BK1306

建枠の種類Ｗ 許容荷重ＰKN 建枠の種類Ｗ 許容荷重

250
940162.93016
〃267〃267
〃419〃419
け付取91213.439121 不能

300
940162.93016
〃267〃267
〃419〃419
け付取912143.239121 不能

350
940162.93016
〃267〃267
80.5441962.63419

け付取912183.039121 不能

400
940162.93016
40.7426742.73267
21.344193.43419

け付取912124.829121 不能

450
940162.93016
1.4426782.53267
81.0441943.23419

け付取912144.729121 不能

500
60.6401662.63016
61.1426723.33267

け付取41983.03419 不能
け付取9121 け付取9121能不 不能

※

※

※

※

※

※

※

φ…ボルトの周長（㎝）
T…コンクリートの許容付着力
7㎏/㎠（68.6N/㎠）

■使用上の注意

（BKブラケットは、外足場の基礎に相当するものなので、施工上の十分な安全対策が必要です。）

本で階段画計  .1 章に掲載した内容に基づいて、強度の確
認を行って下さい。なお各項の補足説明にも留意して
下さい。また強度計算による許容強度および上限荷重
を超えて使用しないで下さい。特にアンカーボルトに
は十分な注意が必要です。
ブKB  .2 ラケットは、異常（変形、破損、顕著な錆、等）

があるものは使用しないで下さい。
はに時け付取体軀  .3 ブラケットの上面が水平になるよう

にして下さい。
ブKB .4 ラケットの設置間隔は7.2m以下として下さい。

スはに面上トッケラブ  .5 キマがないように足場板等を全
面に敷き並べて下さい。また先端部には、落下物等の
防止のため高さ15㎝以上の幅木材を設けて下さい。

平水  .6 方向の荷重に対し十分安全なように、水平筋違等
により補強して下さい。

定所、はに場足  .7 数の壁つなぎを設けることの他、根が
らみを取付けたり、ブラケットとビーム、Ｈ鋼等の梁材、
枕木、足場板、ジャッキベース等を番線、釘打ち、締
め付け金具等で固定して下さい。
ブKB  .8 ラケット本体で強度がもつのが絶対条件ですが、

BKブラケットの先端は、念のため軀体からワイヤー等
で吊りますと、より安全です。（下左図参照）
ブKB  .9 ラケットの取付け位置は、原則として軀体の梁や

スラブの箇所として下さい。特にベランダの手摺りや
軀体壁等のように、そのまま取付けると危険が予測さ
れる箇所は避けて下さい。（下右図参照）

ワイヤー補強の例 危険な取付け箇所の例

ブKBと置位の重荷  .01 ラケットの
許容荷重との関係は右表のよう
になります。

※中表 ● 印の場合はアタッチメント
の併用が条件になります。

（　　　 　　　 ）

【アンカーボルトに加わる引抜き力】
M＝P2（L1＋L2）－HBh＝0よりHB＝

P（L1＋L2）
2h ＝HA

HA＝2.790ton×（0.3＋1.214）2×0.530m ≒3.985
ton
（39.1

KN
）

【アンカーボルトの埋込み必要長さ】
T＝ HA

2φL（１本あたり）より
フック付きアンカーボルトでは、
L＝23×

HA
2φT＝

2
3×

39100
2×3.14×2.54×68.6

 ≒23.8
㎝

≒25
㎝
以上とする

埋込みアンカーの詳細、手配は弊社では行っておりません。

BKブラケット

①

③

⑤

④

②

型　　式
調　節　長

組立重量　㎏
耐圧強度　kN（ton）

最大L　max 最小L　min 最大破壊強度 許容強度
CH-18型 1850 1200 34.5

294kN（30ton） 147kN（15ton）CH-24型 2470 1815 40.1
CH-32型 3270 1865 49.0
CH-40型 4070 2665 58.0 264kN（27ton） 127kN（13ton）
CH-50型 5070 3665 69.3 225kN（23ton） 98kN（10ton）
CH-60型

上　　柱

CHI-24
CHI-24
CHI-32
CHI-40
CHI-50
CHI-60

下　　柱

CHO-09
CHO-16
CHO-16
CHO-16
CHO-16
CHO-166070 4665 80.6 147kN（15 ） 68kN（7ton）

№ 名　称 型　式 寸　法 材　質 ピン孔の
ピッチ数n 単重（㎏）

① 上柱

CHI-24 LA1009

STK500

4 12.6
CHI-32 1809 10 21.5
CHI-40 2609 10 30.5
CHI-50 3609 10 41.8
CHI-60 4609 10 53.1

② 下柱
CHO-09 LB971

STK500
11.4
0.71985161-OHC

③ ねじ筒 PCH-15 STPG 5.35
④ 雌ねじ PCH-14 FCD45 4.15
⑤ 鎖ピン PCH-19 19φ×160ℓ SCM440 0.89

諸　性　能 上柱
82.6φ×6t

下柱
114.3φ×3.5t

断 面 積 A㎠ 12.04 12.18
断面二次モーメント Ⅰ㎝4 71.3 187.1
断 面 係 数 Z㎤ 17.26 32.75

■種　類

■構　造

■特　徴

はに柱上  .1 直交する2本のピンをさして、上柱の長さを調
節していますが、これは1本ピンに比較して上柱の安定
性が得られ荷重に方向性がない大きい特長を持ってお
ります。

上、もかし　  　 柱の2つのピン穴は位置をずらせて強度を
確保しております。従って柱の偏芯荷重を少くして、
上柱の曲りを自動的に防ぎ得る有利な構造であります。
また、2本ピンですので最大荷重を加えてもピンの変化
は殆んどなく、耐久性がある構造です。

立て立み組  .2 柱後、上下柱の寸法差で生ずるがたつきに
よる偏芯荷重を防ぐ、2本ピンが交差して設置され、支
持力を高めております。

節調長柱  .3 用のネジは耐圧強度の高い角ネジを採用し、
挿込むことにより脱落しないようになっている安全構
造です。

は材部各  .4 降伏比が高く、充分吟味された高抗張力鋼管
が使用されて安全性を高めております。更に立柱の際、
長柱によって生ずる振動、横倒れ等の対策として強力
サポートに、布、筋違等を直交、自在クランプ等で固
定し安全の向上を計る事が出来ます。
下上  .5 柱は抜差式であり、大きな長さの調節はピンで、

微調整はネジで出来るため、如何なる長さの調節も可
能です。

　強力サポートは高抗張力鋼管製の支柱であり、一般の軽荷重サポートに比較し強度は約5～10倍に達し、従って仮設面
積は枠組足場等に比較しても甚しく減少され、工事現場での仮設材の林立を防ぎ充分な広さの空間を活用することが可能に
なります。

●部材表

 ●断面性状

実用新案登録　第3162829号

注.下柱組立重量（上表②＋③＋④）
CHO-09……21.0㎏
CHO-16……26.6㎏
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踏板（W＝500） 踏板（W＝400） 踏板（W＝240）

アルミ階段　K-3055SA　13.9㎏ 鋼製階段　K-4117S　21.7㎏ ステアレール　KL-25　5.3㎏ ステップガード　KG-18

（※リースのみ取扱） （※リースのみ取扱） ※メーター足場には使用不可。

型式 調節範囲（㎜） 単重（㎏）

KG-18 枠幅：914～ 1219
桁行スパン：1800～ 1829 15.6

型式 L（㎜） 単重（㎏）
SKN-6 1829 15.3

FPB-0515 1524 12.5
FPB-0512 1219 11.0
FPB-0509 914 9.0
FPB-0506 610 6.1

型式 L（㎜） 単重（㎏）
FPB-0418 1829 13.7
FPB-0415 1524 11.2
FPB-0412 1219 9.4
FPB-0409 914 7.4
FPB-0406 610 5.5

型式 L（㎜） 単重（㎏）
SKN-3 1829 10.4

FPB-0215 1524 7.0
FPB-0212 1219 6.0
FPB-0209 914 5.5
FPB-0206 610 3.7

型式 L（㎜） 単重（㎏）
N-127A 509 0.5
N-128 826 0.7
N-126 739 0.6
N-123 420 0.5
N-125 330 0.4

型式 寸法（㎜） 単重（㎏）A B C
N-14 1829

1219

2198 4.6
N-11 1524 1952 4.0
N-13 1219 1724 3.5
N-012 914 1524 3.1
N-19 1829

914
2045 4.5

N-18 1524 1777 3.7
N-07 914 1293 2.7
N-08 1829

610

1928 3.9
N-9 1524 1642 3.4
N-12 1219 1363 2.9
N-09 914 1099 2.3
N-06 610 863 2.0
N-16S 1829

280

1850 3.8
N-16 1524 1549 3.0
N-16A 1219 1251 2.4
N-16B 914 956 1.9
N-16C 610 671 1.4

1829 1524 1219 914 610

1700

N-4055B

N-14 N-11 N-13 N-012 N-12

N-3055A （S-3055）
N-4117

N-6117SN （S-6117）（S-4117）

1524
N-405
N-305

N-6115S

1219
N-404L （SB-404）

N-19 N-18 N-012 N-07 N-09N-304L （SB-304）
N-6112S

914
N-403L （SB-403）

N-08 N-9 N-12 N-09 N-06N-303L （SB-303）
N-6109S （SB-1809）

490
N-417 （SB-417）

N-16S N-16 N-16A N-16B N-16C－ （SB-317）
N-6104S

（階段用外側手摺） （階段用開口部手摺）

階段

交差筋違

スパン別筋違組合せ表

建枠建枠高さ（㎜）
スパン（㎜）

踏板 アームロック

リース・販売　取扱製品
3 枠組足場関連部材

リース・販売　取扱製品

※在庫要問合わせ。

Bブレス
（防護桟付き）

労働安全衛生規則改正（2009 年 6月施行）対応製品
仮設工業会  単品承認品

Bブレスの場合

在来型ブレスの場合

使用状態

収納状態

■種　類

こ、中業作ので内場足組枠はスレブB  .1 れまで墜落災害の
原因のひとつとされていたブレスの下部開口部を防護
桟が塞ぎます。これにより安全性が飛躍的に向上しま
す。

はスレブB  .2 防護桟一体型構造ですから、使用時X状に開
いた場合、建枠のブレスピンにほぼ近い角度になりま
すので、組立し易くなります。

在はスレブB  .3 来のブレスと同様に、棒状に折りたたむこ
とができますから、梱包や運搬、保管等は、ほぼ従来
通りに行うことができます。

在はスレブB  .4 来ブレスと同様に、品種が各スパンに対応
できます。従って在来品種との互換性を有します。

組立状況図

■特　徴

防護桟

ストッパー

ブレス材

A部詳細

のスレブB  .1 防護桟には、足をかけたりしないで下さい。
包梱  .2 の際には、極度に強く結束しないようにして下さ

い。
トーリクンコにスレブB  .3 等が付着すると、防護桟の動き

が悪くなりますので、ご使用の前か解体後にはケレン
等を行って付着物を取り除いて下さい。

スレブB  .4 を最下段に取付けた場合、一見して建枠同士の
連携材のように見えますが、防護桟は構造的に根がら
みの効果がありませんので、その代用にはなりません。

■使用上の注意

型式 単重㎏ 寸法

　 CBB-1812S（販売型式）
　 B-14（リース型式） 6.2kg

　　　 L=1829
L1=1219

　 CBB-1512S（販売型式）
　 B-11（リース型式） 5.4kg

　　　 L=1524
L1=1219

　 CBB-1212S（販売型式）
　 B-13（リース型式） 4.7kg

　　　 L=1219
L1=1219

　 CBB-0912S（販売型式）
　 B-012（リース型式） 4.0kg

　　　 L=　914
L1=1219

　 CBB-0612S（販売型式）
　 B-12（リース型式） 3.4kg

　　　 L=　610
L1=1219

型式 単重kg 寸法（L） 寸法（L1）
CB-1812S 6.1kg 1800 1200
CB-1512S 5.3kg 1500 〃
CB-1212S 4.6kg 1200 〃
CB-0912S 3.9kg 900 〃
CB-0612S 3.3kg 600 〃

護防 ◆ 桟はブレス材同様、材質STK400、
外径21.7です。

L1

●インチ専用Bブレス　※リース・販売取扱製品

●メーター専用Bブレス　※販売のみ取扱製品

リース・販売　取扱製品
Bブレス

リース・販売　取扱製品
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素材
特殊バネ鋼
寸法

2000×450（mm）
重量

6.2kg/1枚

LBマット

特徴・仕様

①ハンドメイドの品質と使い易さ。
　この二つの要素をみごとに一体化させました。ばね鋼を素材に有孔・網状・マット式の為、軽く持ち運びも簡単。
　また、壁や梁上に敷設してもコンクリート突き棒やバイブレーターが自由に使えます。
②条件選ばぬ働きぶり。
　コンクリート打設作業中のメリットもズバ抜けています。コンクリートポンプ筒先の耐用アップや打設後の片づけ、積み置きの
　簡単さ、勿論場所もとりません。鉄筋上の作業能率を増幅させます。
③ニーズに応える価値あるマット。
　作業能率アップが地域社会への貢献の第一ステップ。LBマット敷設により、スラブ鉄筋上に作業員の荷重が
　分散され、結束線切断とか鉄筋の押し曲げを完全に防ぎます。
④信頼出来る実用性。
　LBマットは木製足場板類と異なり腐食・破損が少なく、ばね鋼ならではの力を発揮。耐用性抜群で経済的です。
　また、従来のカート足場に比べても単品ですから段取り手間やストックヤードが省けます。
⑤滑らない・歩き易い。（クリンプの特徴）
　他にも、コンクリート打設の際、作業手順の確立統一に役立つ事。スラブ上との段差解消による災害防止。
　配筋上での容易な結合や固定。残コンクリートの付着処理解消などの多くのメリットが保証されます。

スラブ筋、乱れ防止
歯止め対策の決定版 !

LBマット
リース・販売　取扱製品

③

①

②

①②③

交差筋違

部品番号 部品名称 部品型式 必要数量 備考
① 固定金具 ST-1A 2 足場枠固定（ピン固定式）
② 手摺柱 ST-2A 1 □－50×30
③ 伸縮手摺 ST-3A 2 φ27.2（伸縮タイプ）

部　番 部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

① 固定金具 ST-1A 3.8㎏ 2

対応連結ビン
ラクビン 大和式連結ビン

部　番 部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

② 手摺柱 ST-2A 6.4㎏ 1

部　番 部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

③ 伸縮手摺 ST-3A 2.9㎏ 2

■より安全に、より能率的に■

ニユ１ ● ット（対、足場１スパン）の構成は①固定金具２、
②手摺柱１、③伸縮手摺２となり、これに終端部に①②
が追加されます。

のこ ● 先行手摺は、枠組足場の組立及び解体時用の安全手
摺として開発された、全く新しい方式の安全部材です。

品製当 ● は、軽量で安全性、作業性に富んだユニット組立
式の枠組足場専用部材です。

先行手摺【セーフティーレール】
リース・販売　取扱製品
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* 標準的な建枠であれば、形状に関係なく工具なしでそのまま取付が可能です。

（注）特殊形状な建枠、補鋼材の位置やYロック・アームロックの有無により取付不可能な場合があります。

* 独自のL型構造により、作業床の外側の隙間を塞ぎますから、建枠幅全面を作業床に出来ます。

* ふさぎ板、及び、建枠への固定金具が可動式になっている為、L型構造が1枚の板状に折畳めます。

よって持ち運びが容易に出来、また、収納時や運搬時の積み重ねもコンパクトに出来ます。

* 据置式先行手すりとの同時併用が可能です。（特殊形状な据置式先行手すり・先送り式先行手すりは除く）

* 表面処理は溶融亜鉛メッキを施しているので防錆等の耐久性に優れています。（リベット類は除く）

* おりへい幅木と同時設置可能な妻側専用幅木もございます。（別途オプション品扱い）

型式 重量(kg) L L1 L3 型式 重量(kg) L L1 L3
SGB6C 6.31 1829 1697 1854 SG 6C 6.22 1800 1668 1825
SGB5C 5.35 1524 1392 1549 SG 5C 5.28 1500 1368 1525
SGB4C 4.39 1219 1087 1244 SG 4C 4.33 1200 1068 1225
SGB3C 3.43 914 782 939 SG 3C 3.39 900 768 925
SGB2C 2.47 610 478 635 SG 2C 2.44 600 468 625

型式 重量(kg) L L1 型式 重量(kg) L L1
SGBT 12 2.24 1179 1149 SGT 12 2.21 1160 1130
SGBT 09 1.72 874 844 SGT 09 1.7 860 830
SGBT 06 1.2 570 540 SGT 06 1.19 560 530

　　　　　　　　※　妻側幅木
　　　　　　　　（オプション品）

メーターサイズ（妻側幅木）インチサイズ（妻側幅木）

　　労働災害を足元から防止する、折畳み方式Ｌ型幅木のパイオニア

<<<<<<<<<<<<仮設工業会仮設工業会仮設工業会仮設工業会　　　　幅木認定幅木認定幅木認定幅木認定（（（（2222種種種種））））取得済取得済取得済取得済みみみみ>>>>>>>>>>>>　　　　※幅木の「新」認定基準対応製品（2010年10月改正）

特　長 (抜粋）

インチサイズ メーターサイズ

種　類

特許出願中
出願番号

2010-278908
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妻側幅木
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* 取付位置は順不同でも可能ですが、確実に建枠柱管にフックを掛けて使用して下さい。
* ふさぎ板は通路面（踏板面上）に重ねて下さい。【重ね幅は20mm以上確保して下さい】
* おりへい幅木には材料等を立掛けたり、仮置き等を行なわないで下さい。
* おりへい幅木には乗ったり、衝撃を与えないで下さい。
* 保管や運搬時には製品の曲がり・変形等の原因になるような扱いは避けて下さい。

20110215

使用上の注意

おりへい幅木の取付方法・他の詳細につきましては「取扱説明書（別冊）」をご覧下さい。

お問い合わせは弊社・営業担当までお願い致します。

   梱包荷姿　※最高20枚迄の積重ねOK

　（上図はSGB6C時）

建機事業部　東京本社
〒210-0014
神奈川県川崎市川崎区貝塚 1-13-1 SNTビル5F
TEL : 044-200-7831   FAX : 044-200-7830

建機事業部　大阪営業所
〒561-0894
大阪府豊中市勝部 2-18-11
TEL : 06-6857-3380   FAX : 06-6857-3773

折畳み機構

　開状態（使用時） 　閉状態（保管等時）

フフフフ

ッッッッ
クククク

ふさぎ板

重ね幅

踏板

(≒1860）

(≒650）

(≒900）



■吊足場

吊足場枠　FL-1509

）トーレプけ付取（スーピのめたるす設架を枠場足り吊  .1
は、右図のものを使用して下さい。なお、プレートの
材質としては、SS400が適当です。

のトーレプけ付取  .2 溶接は鉄骨製作工場で行い、現場で
の溶接作業は極力避けて下さい。また、プレートの溶接
は必ず両面溶接とし、溶接箇所は十分点検して下さい。

用け付取、は立組の場足り吊  .3 馬等を利用して全て地上
にて行って下さい。なお、組立中に鉄骨が転ばないよう、
十分注意して下さい。

、はトルボるす用使にけ付取の枠場足吊  .4 M12かW1/2
の径で、長さが40のものを使用して下さい。ただし基
準によりF8T（JIS B1186・摩擦接合用高力六角ボ
ルト）以上のボルトとナット（1種）及び平座金のセット
を使用して下さい。枠1箇所あたり2セット使用します。

は材床  .5 基本的には認定品の踏板を使用し、左右の上部
は単管で手摺りを取付け、中断の環にロープを通して
下さい。
業作  .6 を行う前に、ボルトの締め付け具合や各部に異常

がないか確認して下さい。また、足場に取付けた補助
剤や資材等の載荷物は、吊り込み時に落下しないよう
十分結束して下さい。

片、は重荷全安の場足吊  .7 側で1.96kN以下とし、でき
るだけ両側平均に載荷して下さい。特に強度の低いト
ラス梁等では、片荷による横曲がりを起こす場合があ
りますので、注意して下さい。
骨鉄  .8 の柱回り等の足場の安全対策にも十分注意して下

さい。

■組立及び使用上の注意

■取付け図

■取付け部詳細

吊足場取付用馬　FL-26D　50.0㎏

片持吊足場　FL-0909　10.0㎏

※取付けプレートボルト類は取扱っておりません。

リース・販売　取扱製品
41 吊足場

　キャッチベース・クロウタイプはH形鋼用として開発し
たもので、その安定性と強度に優れ、取付け取外し作業は
極めて簡単です。
　H形鋼の骨柱使用への増加に伴い、ニッソー・ビルダー
ステージを組み合せることにより、吊り足場或いは組み足
場の設置、定格歩廊巾の確保に極めて有利であり、はね出
し足場への応用等が可能です。

キャッチ
ベース型式

Ⓑフランジ巾
（㎜）

ⓣフランジ巾
（㎜）

許容荷重 重量 色別

CB-1型
150～ 450

20以下 2.94kN 8.5㎏ グリーン
CB-2型 20～ 40 2.94kN 9.0㎏ 赤

キャッチベース・クロウタイプ

１９.６

１４.７

９.８

４.９

kN

荷重とたわみの関係線図

キャッチベース（クロウタイプ）
リースのみ取扱製品
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リースのみ取扱製品
43 トビック（ジュラルミン製吊足場）

■特　徴 ■許容積載荷重

■強度グラフ

■使用条件

■NSトビック寸法

■仕様

■使用上の注意

品　名 形　式 形状寸法（A） 組立寸法（B） 単重（㎏）

クイックボード

KB-624 240×1722 L1829 8.5
KB-524 ×1418 1524 6.7
KB-424 ×1113 1219 5.6
KB-324 ×808 914 4.6

取付金具 KB-1 42.7φ×48.6φ兼用 1.9

クイックボード
枠組足場と建築物のすき間からの墜落防護が簡単にでき作
業に合わせて巾木としても使えます。

■特　徴

具工、は外取、付取のドーボ  .1 不要のワンタッチ機構です。
のドーボ  .2 回転だけで落下養生、巾木と使い分けられ便

利です。
設量軽 .3 計ですので取扱いが非常に簡単です。
は材部 .4 ２種類で管理が容易です。
ドーボ .5 間のすき間もなく、安全です。

クイックボード

取付金具

■許容強度

中央集中荷重980N　等分布荷重1960N（安全率２）

■組立て順序

具金 .1 を枠足場の建枠横地上にクランプで取付けます。
ドイガ板側のドーボ  .2 孔を金具のガイドプレートにはめ

込みます。
ドーボ .3 をガイドプレートに沿っておろします。

トーレプドイガ  .4 が側板に完全に入ったらボードを前方
に回転させます。（一度巾木の状態にして若干、持ち上
げぎみにすると簡単です。）
ドーボ .5 が水平になったらボードを前方に押し出します。
ドーボ  .6 が完全に前方に出たら側板上のカバーを回転さ

せ、カバー受けの上に置くと、落下養生は組み上がり
ます。

※巾木の組み立ては3.の状態からボードをピンに落とし込みます。

リース・販売　取扱製品
クイックボード
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鋼管（単管パイプ）　φ48.6×2.4t

型式 長さ（L） 単重
S-6010 1.0m 4.06kg
S-6015 1.5m 6.09kg
S-6020 2.0m 8.12kg
S-6025 2.5m 10.15kg
S-6030 3.0m 12.18kg
S-6035 3.5m 14.21kg
S-6040 4.0m 16.24kg
S-6045 4.5m 18.27kg
S-6050 5.0m 20.30kg
S-6055 5.5m 22.33kg
S-6060 6.0m 24.36kg
S-6070 7.0m 28.42kg
S-6080 8.0m 32.48kg

型式 長さ（L） 単重
S-1010 1.0m 9.52kg
S-1015 1.5m 14.28kg
S-1020 2.0m 19.04kg
S-1025 2.5m 23.80kg
S-1030 3.0m 28.56kg
S-1035 3.5m 33.32kg
S-1040 4.0m 38.08kg
S-1045 4.5m 42.84kg
S-1050 5.0m 47.60kg
S-1055 5.5m 52.36kg
S-1060 6.0m 57.12kg
S-1070 7.0m 66.64kg

鋼管（角パイプ） □-60×2.3t 鋼管（角パイプ） □-100×3.2t

兼用クランプ
直交　CF-48A　0.7㎏
自在　CU-48A

三連クランプ
直交　3CF-48　1.2㎏
自在　3CU-48

直線ジョイント（48.6φ用）
N-4820　0.6㎏

単管ベース（48.6φ）
PN-48　0.8㎏

角丸クランプ（60角）
直交　KF-4860　0.9㎏
自在　KU-4860

角角クランプ（60角）
直交　KF-6060　1.0㎏
自在　KU-6060

六役キャッチ
CC-48AL　1.15㎏

キャッチ（M3パーチ）
CC-48M　1.5㎏

リースのみ取扱製品
鋼管・緊結金具部材

■緊結金具部材

型　式 長さ（L） 単重
種類

ピンパイプ形状
ピン加工

SP-10 1.0m 2.73kg × バタのみ取扱
SP-15 1.5m 4.10kg × バタのみ取扱
SP-20 2.0m 5.46kg ○
SP-25 2.5m 6.83kg ○
SP-30 3.0m 8.19kg ○
SP-35 3.5m 9.56kg ○
SP-40 4.0m 10.9kg ○
SP-45 4.5m 12.3kg ○
SP-50 5.0m 13.6kg ○
SP-55 5.5m 15.0kg ○
SP-60 6.0m 16.4kg ○

9

259

CS-05

CS-05V（円形）

CS-02

品種 使用間隔L（㎜） 許容荷重N（㎏）

CS-05
300以下 2450N（250㎏）
350 1960N（200㎏）
400 1470N（150㎏）

CS-02
300以下 980N（100㎏）
350 735N（75㎏）
400 490N（50㎏）

適用 型式 単重（㎏）

メーター・インチ兼用
CS-05 7.4

8.420-SC
3.5V50-SC

型式 寸法H 重量（㎏）
CGL-1 375 8.3

コーナー手摺

■特　徴

枠ーターメ、チンイは品製  .1 共用で、ほとんど全ての建
材に使用できます。
勝右左  .2 手反対のない構造なので、1種類でどちらのコー

ナーにも使用できます。
構なルブシキレフ  .3 造なので、直角コーナー以外でも使

用できます。
と摺手  .4 しての高さ合わせは、建枠の補剛材に載せるだ

けで、900～ 1000の適正な位置にセットされます。
付取  .5 けは、クランプ2個と蝶ボルト4個の締め付けなの
で、簡単に行えます。

り折にトクパンコは品製  .6 畳みができますので、足場内
での取扱いが楽です。また、保管や運搬時にも有効です。

の部ーナーコ場足組枠  .7 離れ具合はおよそ200～ 600
までに使用できます。（左図）

コーナーステップ

■使用上の注意

、は品製  .1 必ず建枠の内側に取付けて下さい。
の枠建  .2 種類により、補剛材が適当な位置にないものは、

上の手摺材の位置を900～ 950位に取付けて下さい。
め締 .3 付けねじは、確実に締めて下さい。
の摺手 .4 上に載ったり、衝撃を与えたりしないで下さい。

■特　徴

場足組枠はプッテスーナーコ  .1 同士のコーナーのスキマ
に使用する鋼製足場板で、ほぼフラットな作業床が構
成されます。
組枠  .2 間のスキマは、建枠の横架材中心から、約150～
400の範囲で使用できます。（左図寸法L）
の品製  .3 両サイドには、それぞれ4個づつの番線用の穴が

ありますので、使用位置に近い所で固定できます。

■使用上の注意

プッテスーナーコ  .1 を使用する場合にはつかみ金具の吹
き上げ防止リンクが確実に効いている状態で使用して
下さい。また、テール側は番線で固定して下さい。
品製  .2 を2枚並べて使用する場合は、互い同士のスキマが
30以下になるようにして下さい。

渡け掛  .3 すスキマの距離によって許容荷重が異なります
ので、下表の範囲で使用して下さい。なお、安全上ス
キマが400を超える場合には使用しないで下さい。

リース・販売　取扱製品
コーナー手摺・コーナーステップ
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【中・下段用】 【最上段用】

重量：9.9kg 重量：12.1kg

踏面(ステップ） 踏面（ステップ）

1.建枠の横架材や他の水平材にフックをかけるだけなので、セットは簡単です。
2.最上段用と中・下段用の連結はピンに差し込むだけです。中・下段用のピンは左右長さを変えて
　ありますので差込み易くしてあります。
3.フックはφ42.7・φ48.6兼用でご使用頂けます。
4.枠組足場や単管足場、ローリングタワー及び地中梁・配筋組立工事等の昇降タラップに御利用下さい。
　（垂直昇降以外の使用は厳禁です）

5.フック横に固定用六角ボルト付の最上段用サル梯子（踏面：角型）は販売品販売品販売品販売品のみのみのみのみ取扱いしております。
　詳細は弊社営業担当までお問い合わせ下さい。（販売型式：LF 0424A)

1.許容荷重はステップ中央部で1.47kN以下でご使用下さい。
　同じサル梯子には同時に2人以上乗らないで下さい。
2.サル梯子は、揺れ・横滑り・浮上り等に対しましては、
　防止する機能がありません。必要に応じて番線や
　ゴムバンド等にて結束・固定を行なって下さい。
3.フックは全箇所とも相手の水平材水平材水平材水平材にににに密着密着密着密着するようにするようにするようにするように、、、、
　確実確実確実確実にににに引掛引掛引掛引掛けてけてけてけて下さい。特に最下端が地面や凸部に
　載った状態にはご注意下さい。（右図参照）
4.垂直状態の昇降以外の使用は厳禁ですので、水平に
　置いて渡り橋や荷置台等での使用は行なわないで下さい。
5.踏面（ステップ）形状が丸型と角型では連結出来ません
　のでご注意下さい。

〒210-0014
神奈川県川崎市川崎区貝塚　1-13-1　SNTビル5Ｆ
TEL : 044-200-7832   FAX : 044-200-7835
〒561-0894
大阪府豊中市勝部　2-18-11
TEL : 06-6857-3380   FAX : 06-6857-3773

建機事業部
大阪営業所

（写）NT-170K

建機事業部

NT-170 (踏面：丸型)
NT-170K (踏面：角型)

NT-240 (踏面：丸型)
NT-240K (踏面：角型)

特徴・用途

使用上の注意



■ニッタン・ビームの強度

　ニッタン・ビームの許容強度は、長さによって異なりま
すので、曲げモーメントで表示してあります。標準仕様（等
分布荷重）の許容曲げモーメントは、13.7kNmとします。
また端部受金部の許容せん断荷重は24.5kNとします。従
ってニッタン・ビームの制限荷重は最大49kNまでとしま
す。

てし定設に元を値験実は度強容許のムービ・ンタッニ  .1
あります。

そも重荷のりたあ点一、しと等均は点重荷、合場の②  .2
れぞれW/2、W/3とします。

：57.0：1＝③：②：①は比度強、とすで合場の般一  .3
0.5ですが、構造的に均一断面でなく、締付装置による
結合や局部座屈等に鑑み、許容曲げモーメントを②で
10%、③で30%低下させて設定してあります。

のムービ・ンタッニのきとのm5.5ンパスてしと例算計  .4
許容強度を求めますと次のようになります。

　①の場合M1＝13.7＝wL
2

8 ＝
W1L
8 　より

　　W1＝8×13.7L ＝ 109.6
5.5 ＝19.9kN

（ただしW1
kN＝w

kN/mLm）

②の場合M2＝0.9×M1≒12.3＝PL3 ＝
w2L
6 　より

　　W2＝6×12.3L ＝73.85.5 ＝13.4
kN

（ただしPkN＝W2/2……2点集中）

　③の場合M3＝0.7×M1≒9.8＝w3L4 　より

　　W3＝ 4×9.8L ＝39.25.5 ＝

■ニッタン・ビームの施工例

側両は図下  .1 が梁で支えられるスラブの支保工工事で、
その梁とスラブの打設工事として、梁受枠用支保より
束をたて、ニッタン・ビームを受けている施工図。

いなし用使を工保支部下、でムービIな固強が骨鉄梁大  .2
場合、大梁鉄骨にUボルトにて支持した施工図。

のブラスるれらえ支で梁が方他、で面壁が方一は図下  .3
支保工工事で、梁受支保工は枠組足場を併用し、壁面
の方は壁との間隔が少ないのでパイプサポートを使用
し、振れ止めを取り、その先端に根太を通してニッタン・
ビームを受けた施工図。

ニッタン・ビームの中間をサポート等で支持し
ますとビーム自体が座屈しますので、このよう
な補助は行わないで下さい。

標準仕様 特殊仕様

等分布荷重 2点　集中荷重3点 中央集中荷重

積荷条件

① ② ③

許容曲げ
モーメント M1＝13.7kNm M2＝12.3kNm M3＝9.8kNm

許容強度 W1＝109.8Lm kN W2＝73.5Lm kN W3＝39.2Lm kN

強度比 1.00 0.67 0.35

載荷条件による強度比較

ニッタン・ビームの長さと強度

リースのみ取扱製品
ニッタン・ビーム39

交差筋違

型式 締付厚さ（㎜） 単重（㎏）
NRE 0～ 600 8.0
S-1 0～ 80 6.2

型式
寸法（㎜）

単重（㎏）
A B S H

L-8 1,815 859 1,829 1,725 11.0

スタンション

■使用上の注意

さ下び選おを種機な正適、上の意注御にンパスけ付締  .1
い。

ムーア（てせま込み呑に杯一くべるなに際るけ付り取  .2
の腹が密着するように）締め付けて下さい。

さ下てし検点を等い合具り締、はに時ルーロトパ全安  .3
い。

杯一をトルボは後用使、めたくだたいてし用使間期長  .4
に上げ（ネジ部を本体へ格納）、特に放り投げないよう
にして下さい。

。いさ下用使御を管単てしと則原は）摺手（ルーレドンハ  .5
6. 標準取付間隔は1.8mです。

■規格・仕様

■取付け方法

まず、最初に組み初めのレベルをきめて、その位置の建地
に最初の養生クランプを取付けます。それから養生枠を乗
せて枠（フレーム）の穴にフックして片手で保持しながら、
上段のクランプを上枠の穴にフックしつつ建地に固定すれ
ば一枚の養生枠は安定されます。このようにして下から
順々に、横に進めながら組立てることによりスピーディに
整然とした防護金網養生ができます。

第1種 、場踊の段階設仮、台構げ上荷、部口開用げ上荷 　
トラック棧橋、土止上部に設置するもので、床の
上面より上棧の上面までの高さ95㎝以上とする。

第2種 りよ面上の床でのもるす置設に所箇の外以種1第 　
上棧の上面までの高さ90㎝以上とする。

NRE型（第1種） S-1型（第1種）

養生枠

■使用上の注意

最上段のクランプは養生枠の吹上げ防止の為、下向きに取
り付けて下さい。

■養生クランプ

L-4855A 枠・単管兼用

〔注意〕第2種ガードポストを第1種の設置箇所に設置することはできません。

リース・販売　取扱製品
スタンション・養生枠
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⑰
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■より安全に　■より能率的に

■主要専用部材

開口枠（最下段用）　N-1516 手摺枠　N-1510

回転踏板フレーム
　回転踏板　FPB-0516
　フレーム　FPB-0718

階段　K-1815

ステアレール　KL-23

■部材構成及び使用条件

段　　数（段） 1段 2段 3段 4段 5段 6段
全 高 さHm 2.91m～3.01m 4.45m ～ 4.55m 6.00m ～ 6.10m 7.55m ～ 7.65m 9.10m ～ 9.20m 10.65m ～ 10.75m

作 業 高 さh 1.86m ～ 1.96m 3.41m ～ 3.51m 4.96m ～ 5.06m 6.51m ～ 6.61m 8.06m ～ 8.16m 9.60m ～ 9.70m

部材表 積 載 荷 重 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏）
№ 品 名 型　式 単重㎏ 部　　材　　数　　量
① 開口枠（最下段用） N-1516 21.0 2 2 2 2 2 2
② 標準枠（2段目以降用） N-1515 19.7 － 2 4 6 8 10
③ 交 差 筋 違 N-14 4.4 2 4 6 8 10 12
④ 踏 板 SKN-6 15.4 3 4 5 6 7 8
⑤ ラクピン（連結ピン） N-20R 0.6 4 8 12 16 20 24
⑥ 階 段 K-1815 16.2 1 2 3 4 5 6
⑦ ス テ ア レ ー ル KL-23 5.1 － 1 2 3 4 5
⑧ エ ン ド 手 摺 CG-612K 2.8 － 1 2 3 4 5
⑨ ジャッキ付き車輪 N-3601J 5.3 4 4 4 4 4 4
⑩ ア ウ ト リ ガ ー OR-0808 14.0 － － － － 4 4
⑪ 回転踏板用フレーム FPB-0718 12.9 1 1 1 1 1 1
⑫ 回 転 踏 板 FPB-0516 12.3 1 1 1 1 1 1
⑬ 踏 板 SKN-3 8.6 1 1 1 1 1 1
⑭ 手 摺 枠 N-1510 14.1 2 2 2 2 2 2
⑮ 手 摺 N-31 2.3 4 4 4 4 4 4
⑯ 巾 木 A SG-0318 3.8 2 2 2 2 2 2
⑰ 巾 木 B SG-0315 2.5 2 2 2 2 2 2

部　　材　　総　　数（点） 29ヶ 41ヶ 53ヶ 65ヶ 81ヶ 93ヶ

組　　立　　重　　量（㎏） 222㎏ 310㎏ 401㎏ 491㎏ 638㎏ 729㎏

注意1. 作業高さhは、FLより最上段踏板の踏み面までの高さです。
りあが差誤の干若で等輪車き付キッャジび及板踏、はhさ高業作び及Hさ高全  .2　　

ます。

リース・販売　取扱製品
セーフティ・タワー

■セーフティ・タワーの特徴

1.  標準部材のみで『労働安全衛生法』等関係法令に対応
可能としました。

2.  昇降設備を足場の内部に設置した構造であり、かつ、
階段部、建枠部に手摺（高さ100㎝）を設置してあり
ますから、一般型に比べて非常に安全に昇降できます。
開  .3 口枠（昇降出入口専用枠）を一段目に配し、従来品
に比べ、階段昇降時の容易さかつ、安全性を確保しまし
た。よって、片手に荷物を持ったまま昇降できます。ま
た、階段の上部は十分な空間があります。

、は板踏るいてし置設てしと場り踊の段階に段各の場足  .4
組立、解体の足掛かりとしても役立ち大変便利です。

5.  最上階の作業床は広く、作業性に富んでいます。作業
床の出入りは、はね上げ方式となっており、安全な階段
通路と同時に開口部の無い安全な作業床を容易に確保で
きます。

きで動移）式方み畳り折（てげ下をさ高の摺手部上最  .6
るため、梁のある建屋内での移動も容易となります。

ご、がすまりおてしと準標を051φは輪車付キッャジ  .7
希望によりφ200もセットできます。

、体解、立組、ち持を度強な分充つかで量軽、は材部成構  .8
移動が容易に行えます。

すまりあてし施をキッメ鉛亜融溶て全、は材部要主各  .9

アウトリガー（OR-0909）も取扱しています。（販売のみ）.10
ので、耐久性に優れています。

■セーフティ・タワー　基準及び使用上の注意事項

1. 基準
ーロの型般一は準基の重荷載積、び及準基のさ高立組 ⑴

リング・タワーと同様です。
2. 使用上の注意事項

セと下梁体軀、は囲範み畳り折枠摺手部上最の時動移 ⑴
ーフティタワー最先端部のラップ長さが400㎜以内
にして下さい。（下図参照）

状のままたしトッセ、は板踏転回とムーレフ板踏転回 ⑵
態で取り扱った場合には抜け落ちる危険があるため、
セットしての取扱は厳禁といたします。

詳の等体解び及立組 ⑶
細は、別途取扱説明
書を参照して下さい。

ごの上用使の他のそ ⑷
注意は、一般型のロ
ーリング・タワーと
同様です。

手摺枠折り
畳み状態

オプション品
セーフティタワー用調節枠　N1509　13.9kg
※対応交差筋違はN08になります。
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③
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⑭
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⑥

■より安全に　■より能率的に

■主要専用部材

開口枠（最下段用）　N-1516 手摺枠　N-1510

回転踏板フレーム
　回転踏板　FPB-0516
　フレーム　FPB-0718

階段　K-1815

ステアレール　KL-23

■部材構成及び使用条件

段　　数（段） 1段 2段 3段 4段 5段 6段
全 高 さHm 2.91m～3.01m 4.45m ～ 4.55m 6.00m ～ 6.10m 7.55m ～ 7.65m 9.10m ～ 9.20m 10.65m ～ 10.75m

作 業 高 さh 1.86m ～ 1.96m 3.41m ～ 3.51m 4.96m ～ 5.06m 6.51m ～ 6.61m 8.06m ～ 8.16m 9.60m ～ 9.70m

部材表 積 載 荷 重 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏）
№ 品 名 型　式 単重㎏ 部　　材　　数　　量
① 開口枠（最下段用） N-1516 21.0 2 2 2 2 2 2
② 標準枠（2段目以降用） N-1515 19.7 － 2 4 6 8 10
③ 交 差 筋 違 N-14 4.4 2 4 6 8 10 12
④ 踏 板 SKN-6 15.4 3 4 5 6 7 8
⑤ ラクピン（連結ピン） N-20R 0.6 4 8 12 16 20 24
⑥ 階 段 K-1815 16.2 1 2 3 4 5 6
⑦ ス テ ア レ ー ル KL-23 5.1 － 1 2 3 4 5
⑧ エ ン ド 手 摺 CG-612K 2.8 － 1 2 3 4 5
⑨ ジャッキ付き車輪 N-3601J 5.3 4 4 4 4 4 4
⑩ ア ウ ト リ ガ ー OR-0808 14.0 － － － － 4 4
⑪ 回転踏板用フレーム FPB-0718 12.9 1 1 1 1 1 1
⑫ 回 転 踏 板 FPB-0516 12.3 1 1 1 1 1 1
⑬ 踏 板 SKN-3 8.6 1 1 1 1 1 1
⑭ 手 摺 枠 N-1510 14.1 2 2 2 2 2 2
⑮ 手 摺 N-31 2.3 4 4 4 4 4 4
⑯ 巾 木 A SG-0318 3.8 2 2 2 2 2 2
⑰ 巾 木 B SG-0315 2.5 2 2 2 2 2 2

部　　材　　総　　数（点） 29ヶ 41ヶ 53ヶ 65ヶ 81ヶ 93ヶ

組　　立　　重　　量（㎏） 222㎏ 310㎏ 401㎏ 491㎏ 638㎏ 729㎏

注意1. 作業高さhは、FLより最上段踏板の踏み面までの高さです。
りあが差誤の干若で等輪車き付キッャジび及板踏、はhさ高業作び及Hさ高全  .2　

ます。

リース・販売　取扱製品
セーフティ・タワー35

■セーフティ・タワーの特徴

1.  標準部材のみで『労働安全衛生法』等関係法令に対応
可能としました。

2.  昇降設備を足場の内部に設置した構造であり、かつ、
階段部、建枠部に手摺（高さ100㎝）を設置してあり
ますから、一般型に比べて非常に安全に昇降できます。
開  .3 口枠（昇降出入口専用枠）を一段目に配し、従来品
に比べ、階段昇降時の容易さかつ、安全性を確保しまし
た。よって、片手に荷物を持ったまま昇降できます。ま
た、階段の上部は十分な空間があります。

、は板踏るいてし置設てしと場り踊の段階に段各の場足  .4
組立、解体の足掛かりとしても役立ち大変便利です。

5.  最上階の作業床は広く、作業性に富んでいます。作業
床の出入りは、はね上げ方式となっており、安全な階段
通路と同時に開口部の無い安全な作業床を容易に確保で
きます。

きで動移）式方み畳り折（てげ下をさ高の摺手部上最  .6
るため、梁のある建屋内での移動も容易となります。

ご、がすまりおてしと準標を051φは輪車付キッャジ  .7
希望によりφ200もセットできます。

、体解、立組、ち持を度強な分充つかで量軽、は材部成構  .8
移動が容易に行えます。

すまりあてし施をキッメ鉛亜融溶て全、は材部要主各  .9

アウトリガー（OR-0909）も取扱しています。（販売のみ）.10
ので、耐久性に優れています。

■セーフティ・タワー　基準及び使用上の注意事項

1. 基準
ーロの型般一は準基の重荷載積、び及準基のさ高立組 ⑴　

リング・タワーと同様です。
2. 使用上の注意事項

セと下梁体軀、は囲範み畳り折枠摺手部上最の時動移 ⑴　
ーフティタワー最先端部のラップ長さが400㎜以内
にして下さい。（下図参照）

状のままたしトッセ、は板踏転回とムーレフ板踏転回 ⑵
態で取り扱った場合には抜け落ちる危険があるため、
セットしての取扱は厳禁といたします。

詳の等体解び及立組 ⑶　
細は、別途取扱説明
書を参照して下さい。

ごの上用使の他のそ ⑷　
注意は、一般型のロ
ーリング・タワーと
同様です。

手摺枠折り
畳み状態

オプション品
セーフティタワー用調節枠　N1509　13.9kg
※対応交差筋違はN08になります。
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　　　　　　　　はじめに　

　

◆　本説明書の記載内容と異なる取り扱いを行った場合には、重大な事故に結びつくことがあります。なお、下

　　表に示すような警告表示が掲載されている箇所は、安全上特に重要な注意事項ですから、十分なご理解の上

　　で施工されますようお願いいたします。

◆　本説明書は、当製品を安全に使用していただくためのご案内です。使用される方は、事前に本説明書をよく

　　お読みになった上で、正しくご使用くださいますようお願い致します。

　このたびは、（ニッタン式枠組足場用先行手摺）セーフティーレールをご使用いただき、

まことにありがとうございます。

取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険な状態が

生じることが想定されます。

取り扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負うか、または物的損害が発

生する危険な状態が生じることが想定されます。

警　告　の　内　容警告表示

　　・　各構成部材は軽量（一番重いものでも６．０ｋｇ）ですから、作業が楽に行えます。

　　・　製品は、ボルト等を除き、全体的に溶融亜鉛メッキが施されていますから、耐久性に優れています。

　　・　製品は、構造上部分的な破損が生じた場合でも部品交換が可能です。

　◆　（ニッタン式　枠組足場用先行手摺）セーフティーレールの特徴　◆

　・　枠組足場を組立及び解体時、手摺部が先行して設置できるので一般型に比べて、非常に安全に組立

　　　及び解体作業を行うことができます。

　・　作業者は、安全な位置にて本セーフティーレールを移動（手摺及び手摺柱、上下スライド方式）、

　　　設置できる構造になっています。

《　組立解体等における特徴　》

　　・　本セーフティーレールは、工具なしで組立、解体を行うことができます。

　　・　各部材とも、バラの状態では全てコンパクトにできますから、保管や運送効率の点でも優れており

　　　　ます。

◆　本セーフティーレールは、工事中の建物の外部作業用として用いる枠組足場を、組立時及び解体時に安全に

　　作業が行えるために考案された手摺先行型の仮設用手摺材です。

《　使用上における特徴　》

　　・　仮設工業会における単品承認（１００Ｋｇ落下試験適合品）取付製品であり、安全性が確認されて

　　　　います。

・　取付けする枠組足場は、１８２９と１８００のどちらのスパンにも使用することができます。

　　　（一部建枠の形状により取付できないものがあります。）

・当製品をご使用前に本説明書を必ず読み、内容を十分理解した上でご使用ください。

・本説明書は、必要なときに速やかに参照できるよう、大切に保管してください。

単品承認番号０６－１４

株式会社



　

－２－

２．製品の仕様

（１）基本構成と部品名称

手摺柱

伸縮手摺

　【部品番号】【部品名称】　　【部品型式】【必要数量】【備考】

ＳＴ－１ ２

１

２

１

２

３ φ２７．２（伸縮タイプ）

足場枠固定（ピン固定式）

□－５０×３０

固定金具

ＳＴ－２Ａ

ＳＴ－３Ａ

－１－

　

　　２．製品の仕様

　（１）製造者名

　　　　　株式会社シンニッタン

　（３）製造日

　　　　　平成　１８年４月　～　随時

　（４）製造国

　　　　　日本

　　（１）基本構成と部品名称　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　２

　　　　　　　　【　項　目　】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【　頁　】

　　１．識別事項　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　１

　　（２）組立解体要領　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１２　～　２７

　　（１）組立基準　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　７　～　１１

　　３．組立基準と組立解体要領

　　４．使用基準　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３０

　　５．組立後の点検　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３０

　　６．警告　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３１

　　７．保管及び保守管理　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　３１

　（２）製品の名称

　　　　　セーフティーレール　　（枠組足場用先行手摺）

　　　　　　　《　目　次　》

　　　　　　　《　本　文　》

１．識別事項

　　（２）部品一覧　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　３　～　４

　　　　　　オプション品・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　５　～　６

　　　　　　調節スパンについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２８

　　　　　　枠組足場コーナー部について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　２９



－４－

　

－３－

　

（２）　部品一覧

対 応 連 結 ピ ン

ラ ク ピ ン 大 和 式 連 結 ピ ン



－６－

　

－５－

対 応 連 結 ピ ン

ラ ク ピ ン みやこ 式連結ピン

ラ ク ピ ン

対 応 連 結 ピ ン

大和式連結ピン

※枠組足場コ ーナー用

※調整スパン用

（オプション品一覧） （ ※オプショ ン品は単品承認外です。 ）



　

ａ）．補剛材の形状が特殊な建枠

ｂ）．建枠幅（６００幅）及び踏板との取り合い関係にて取付不可の場合

　（１）組立基準

ｄ）．建枠高さが標準（１６７５～１７００）以外のもの　　（例・ハイタイプ建枠、調節枠等）

　　　セーフティーレールを設置する枠組足場（以下足場と云う）は、（社）仮設工業会発行の『基本部材で構

　　　成する・わく組足場の使用基準』に準じて組立てを行うことを前提とします。

　　　　　本セーフティーレールは、インチサイズ及びメーターサイズの両方に取付可能ですが、建枠の形状及び巾

　　　　　等により、取付できないものがあります。よって、使用前に取付及び足場を組み立てる上で問題のないこ

　　　　　とを確認して下さい。　（下図参照）

ｅ）．各部材等の寸法取り合いによる、足場組立上の不具合を生ずる場合

ｃ）．脚柱ジョイント（連結ピン）との取り合い関係にて取付不可の場合

建枠の両側に取付可能になります。

（各固定金具に対応する連結ピンは前ページ３、５を参照下さい。）

※　建枠の両側に取付可能になります。

－８－

３．組立基準と組立解体要領

１

２

　

　

－７－

　



　

　

　

－９－

３　固定金具について

ａ）固定金具を建枠にセットするときには、固定ピンを必ず根元まで差し込み、抜け止めピンが適正に

　　働く位置にして下さい。

　　　　ｂ）固定金具を建枠にセット後、手摺柱受け用の自動落下受金具が自動落下するか確認して下さい。

　　　ｃ）固定金具を建枠にセット後、下図のＡ（隙間）寸法が著しく違うものは使用しないで下さい。

固定ピン及び抜け止めピンが適正な位置にない場合に、セーフティーレールを盛り

替えるとセーフティーレール及び作業者が足場より転落する恐れがあります。

固定ピン及び抜け止めピンは適正にセットされていることを確認してください。

　

－１０－

４　手摺柱について

手摺柱用受金具が自動落下しない場合に、手摺柱を移動すると手摺柱を保持で

きなくなり、非常に危険です。よって、手摺柱用受金具が自動落下することを

忘れず確認して下さい。

ａ）本手摺柱を、固定金具にセットするときには上下関係を間違わない様注意して下さい。

ｂ）本手摺柱を、固定金具に装着後は手摺柱が固定金具内をスムーズに移動する事を確認して下さい。

　　又、固定金具の手摺柱用受金具が自動落下することを確認して下さい。



　

　

　

－１１－

５　伸縮手摺について

ａ）本伸縮手摺は装着前に所定の長さにスライドすることを確認して下さい。又、動きがスムーズで

　　あることも確認して下さい。

ｂ）本伸縮手摺を手摺柱に装着時、筋違ピンの抜け止め機構が確実に機能していることを確認して下さい。

１

２

筋違ピンで確実に抜け止めがされていない場合には、伸縮手摺及び作業者が足場

より転落する恐れがあります。抜け止め機構が確実にセットされていることを確

認してください。

－１２－

〔注－１〕手摺柱は、組立時上下関係をよく確認し組み立てること。

　　　　　（図－２　１　参照）

　

　（２）組立解体要領

〔注－１〕枠組足場は、（社）仮設工業会発行の

　　　　　『基本部材で構成する・わく組足場の

　　　　　使用基準』を参照し安全に組み立てる

　　　　　こと。

図－１

図－２

１ ２ ３

　　　固定金具（Ａ）及び手摺柱を本図の手順にて組立てる。

　　　（以後固定金具（Ａ）と手摺柱組立品をセット品と云う）（図－２）

　　　１段目の枠組足場を組立てる。（図－１）



　

図－３

図－４

手 順 － １

手 順 － ２

手 順 － ３

手 順 － ４

【セット品の取付手順】

ａ）セット品を４５゜傾けてフックＡを建枠脚柱に掛ける。

　　（図－４）

３　　　セット品を、先に組立てた枠組足場の本図の位置に取付ける。

　　　（図－３）

－１３－ －１４－

図－７

図－６

図－５

ｄ）固定ピンを建枠横架材下側に差し込み

　　ヌケ止めを施し固定すること。

　　（図－７）

ｃ）セット品を真下に下げ、フックＢを

　　建枠横架材に掛ける。この時、固定

　　ピンは片側へ移動させておくこと

　　（図－６）

ｂ）フックＡを建枠脚柱に掛けた状態のまま

　　セット品を垂直に立てる。

　　（図－５）

固定ピン及び抜け止めピンが適正な位置にない場合に、セーフティーレールを盛

り替えるとセーフティーレール及び作業者が足場より転落する恐れがあります。

固定ピン及び抜け止めピンは適正にセットされていることを確認してください。



図－１０

図－８

〔注－１〕伸縮手摺を取付けた時、筋違ピンの抜け

　　　　　止め機構が確実に機能していることを

　　　　　確認すること。（図－９）

図－１１

〔注－２〕伸縮手摺が高さ関係（特に上桟）で取付不可

　　　　　の場合は、手摺柱を最下段まで降ろして下さい。

　　　　　（図－１０　図－１１参照）

図－９

４　　伸縮手摺を上下２段に取付ける。

　　　（図－８）

５

－１５－

筋違ピンで確実に抜け止めがされていない場合には、伸縮手摺及び作業者が足場

より転落する恐れがあります。抜け止め機構が確実にセットされていることを確

認してください。

手摺柱用受金具が自動落下しない場合に、手摺柱を移動すると手摺柱を保持で

きなくなり、非常に危険です。よって、手摺柱用受金具が自動落下することを

忘れず確認して下さい。

図－１２

図－１３

－１６－

〔注－１〕手摺柱は、固定金具（Ａ）の手摺柱用受金具が

　　　　　自動落下するまで押し上げること。

　　　　　（図－１３）

手順－１ 手順－２ 手順－３

　　伸縮手摺を取付けたまま手摺柱を押し上げ、

　　　所定の位置（上部）にセットする。

　　　（図－１２）

手順－１ 手順－２ 手順－３



〔注－１〕枠組足場は、（社）仮設工業会発行の

　　　　　『基本部材で構成する・わく組足場の

　　　　　使用基準』を参照し安全に組み立てる

　　　　　こと。

図－１６

図－１４

図－１５

６

７　　　２段目の枠組足場を組立てる。（図－１６）

８

－１７－

〔注－１〕固定金具（Ｂ）を落下させない様

　　　　　固定ピンを確実にセットすること。

　　　　　（図－１５）

　　　２段目用として固定金具（Ｂ）を本図の位置へ

　　　あらかじめ準備しておくこと。

　　　（図－１４）

図－１７

図－１８

手順－１ 手順－２ 手順－３ 手順－４

－１８－

【固定金具（Ｂ）取付手順】

ａ）固定金具（Ｂ）を４５゜傾け

　　フックＡを建枠脚柱に掛ける。

　　（図－１８）

　　　建枠２段目に固定金具（Ｂ）を盛り替え取付ける。

　　　（図－１７）



図－２１

図－２０

図－１９

ｂ）フックＡを建枠脚柱に掛けた状態のまま

　　固定金具（Ｂ）を垂直に立てる。

　　（図－１９）

ｃ）固定金具（Ｂ）を真下に下げ、フックＢを建枠

　　横架材に掛ける。この時、固定ピンは片側へ移

　　動させておくこと。又、下側の手摺柱に差し込

　　み、セットすること。　　（図－２０）

ｄ）固定ピンを建枠横架材下側に差し込み

　　ヌケ止めを施し固定すること。

　　（図－２１）

９

－１９－

固定ピン及び抜け止めピンが適正な位置にない場合に、セーフティーレールを盛

り替えるとセーティーレール及び作業者が足場より転落する恐れがあります。

固定ピン及び抜け止めピンは適正にセットされていることを確認してください。

　　　作業者は、所定の位置にて伸縮手摺を取付けたまま

　　　手摺柱を押し上げ上段部にセットする。

　　　（図－２２）

図－２２

図－２３

－２０－

手摺柱用受金具が自動落下しない場合に、手摺柱を移動すると手摺柱を保持で

きなくなり、非常に危険です。よって、手摺柱用受金具が自動落下することを

忘れず確認して下さい。

〔注－１〕手摺柱は、固定金具（Ｂ）の手摺柱用受金具が

　　　　　自動落下するまで押し上げること。

　　　　　（図－２３）

１ ２ ３ ４



〔注－１〕前項（７）の〔注－１〕

　　　　　と同様のこと。

図－２５

図－２４

　　　　固定金具（Ａ）を取り外し、上部手摺柱に掛け

　　　　盛り替える。　　（図－２４）

〔注－１〕盛り替え時、固定金具（Ａ）を落下

　　　　　させない様注意すること。

〔注－２〕固定金具（Ａ）の取り外しは、前項

　　　　（８）の－１固定金具（Ｂ）取付手順

　　　　　の逆を行って下さい。

　　　１０

１１　　　　　　　３段目の枠組足場を組立てる。

　　　　（図－２５）

１２　　　

－２１－

固定金具（Ａ）の取り外しは十分に注意して行って下さい。又、手摺柱に

固定金具（Ａ）を掛け替え時確実に掛かっていることを確認して下さい。

図－２７

図－２６

－２２－

　　　　建枠３段目に固定金具（Ａ）を手摺柱より取り外し盛り

　　　　替える。　（図－２６）

〔注－２〕固定金具（Ａ）取付（盛り替え）手順は、前項

　　　　（８）－１の主柱固定金具（Ｂ）と同手順でセット

　　　　　すること。

〔注－１〕固定金具（Ａ）取付（盛り替え）時、下側の手摺柱

　　　　　に差し込み、セットすること。

　　　　　（図－２７）



　　　　以後、前項（７）～（１２）の要領を繰り返し行い所定の高さまで

　　　　枠組足場を組み立てて下さい。　

　　　　（図－２７）

図－２７

（組立完了図）

１３　　　

１４　　　　　　　解体手順

　　　　　セーフティーレールの解体は、前項の組立要領の逆の手順を行って、解体して下さい。

図－２８

１　　　　　　　オプション品の２スパン用伸縮手摺（型式　ＳＴ－３Ｓ）を使用して下さい。　　（図－２８）

－２３－

　

－２４－

　

調整スパンについて

〔注－１〕組立手順及び解体手順は標準品と同様に行って下さい。

〔注－２〕２スパン用伸縮手摺（ＳＴ－３Ｓ）は、標準スパンと調節スパンとの１セットの組み合わせにて

　　　　　使用して下さい。

〔注－３〕調節スパンの割付等により、２スパン用伸縮手摺がセット出来ないことがあります。よって、使用

　　　　　前に取付及び足場を組み立てる上で問題のないことを確認して下さい。



－２５－

４．使用基準

５．組立後の点検

　

－２６－

　

　（１）使用前に、接合箇所（ねじ、ピン、差込み部等）が確実に効いていることを確認して下さい。

　（２）セーフティーレールは補助安全手摺ですから、足場に装着後、手摺柱及び伸縮手摺には絶対に載らないで

　　　　下さい。

　（３）セーフティーレールを上階に盛り替え時、足場の端部より作業者が墜落しない様手摺等を設け安全にして

　　　　下さい。（図例参照）

　（１）組立完了後の点検

　　　　セーフティーレール組立完了後、使用前に次の各項目について点検を行って下さい。なお、チェックで異常

　　　　が発見された箇所は、速やかに適切な措置を講じて下さい。

枠組足場コーナー部について

　　　１

〔注－１〕組立手順及び解体手順は標準品と同様に行って下さい。

〔注－２〕２スパン用伸縮手摺（ＳＴ－３Ｓ）は、標準スパンと調節スパンとの１セットの組み合わせにて

　　　　　使用して下さい。

〔注－３〕調節スパンの割付等により、２スパン用伸縮手摺がセット出来ないことがあります。よって、使用

　　　　　前に取付及び足場を組み立てる上で問題のないことを確認して下さい。

　図－２９

　　　　オプション品の２スパン用伸縮手摺（型式　ＳＴ－３Ｓ）及びコーナー用手摺柱（型式　ＳＴ－２Ｓ）

　　　　を使用して下さい。　　　（図－２９）

〔注－４〕枠組足場の通り芯を揃えて下さい。（矢印方向のズレは厳禁）

〔注－５〕建枠脚柱間の寸法を下表の値以下にして下さい。

建枠幅 脚柱間　Ｌ　

１２１９ ３００ｍｍ以下

　９１４ ６００ｍｍ以下

　６１０ ９００ｍｍ以下



　

　（２）定期点検及び臨時点検

　　　①　全体チェック及び各接合部の緩み等については、定期的に行ってください。

　　　②　現地に、強風、大雨、大雪、地震その他の異常が発生した後には（事前に予測が可能な場合は、その前

　　　　　にも）枠組足場と同時に臨時点検を行ってください。特に、各部材接合部の異常等に注意してください。

　

　

－２７－

６．警告

　　　　　労働災害や倒壊事故をおこさないため、下記の事項を必ず守ってください。

７．保管及び保守管理

　（１）保管

　　　①　部材の保管は、梱包を行って桟木等の上に載せるか、パレット等を利用して行い、直置きしないように

　　　　　してください。

　　　②　積み上げる場合は、梱包毎にバンド掛け等を行い、梱包の上下間に桟木等を入れて安定させてください。

　　　　　また、積み上げられた部材は、自重や横揺れ等に対して十分な安全が確保できるような形態にしてくだ

　　　　　さい。

　　　③　保管場所は、出来るだけ屋根のある場所としてください。なお、野積みする場合はシート等で覆い、雨

　　　　　等が直接かからないようにしてください。また、保管場所の地面は、舗装等により水捌けの良い状態に

　　　　　してください。

　（２）保守管理

　　　①　部材の保守管理は、仮設機材管理者講習会の修了者のもと、（社）仮設工業会発行の「経年仮設機材の

　　　　　管理に関する技術基準」を参照の上、適正な管理を行ってください。

　　　②　伸縮手摺の保管状態において、破損防止のため最小長寸法の状態にし、手摺Ｂが飛び出さない様にして

　　　　　下さい。（下図参照）

　　　◆　使用する部材は、適正に管理、整備等されたものを使用し、異常があるものは使用しな

　　　　　いでください。

　　　◆　部材に放り投げる等衝撃を与えたり、傷を付けたりしないよう丁寧に扱ってください。

　　　◆　悪天候等のため、危険が予想される場合には、直ちに作業を中止してください。

　　　◆　特殊な用途や組立方法等により使用する場合は、事前に当社にご相談ください。

　　　◆　積載荷重は、本文「４．使用基準」の許容値を超えて使用しないでください。

　　　◆　組立解体は、本文「３．組立基準と組立解体要領」に従って、行ってください。

　　〒５６１－０８９４

　　　　　　　　　　　　大阪府豊中市勝部２丁目１８番１１号

　　　　　　　　　　　【電話】０６－６８５７－３３８０　　【ＦＡＸ】０６－６８５７－３７７３

　　〒２１０－００１４　　　　　　

　　　　　　　　　　　　神奈川県川崎市川崎区貝塚１丁目１３番１号（ＳＮＴビル）

　　　　　　　　　　　【電話】０４４－２００－７８３１　　【ＦＡＸ】０４４－２００－７８３０

　　　リース営業部　　【電話】０４４－２００－７８３２　　【ＦＡＸ】０４４－２００－７８３５

　

　

０６－６

　　　本　社

　　　建機販売部

大阪営業所

枠組足場における作業の

　安全性向上に貢献します。

◆　シンニッタンの枠組足場用安全部材　◆

お問い合わせ先

株式会社



素材
特殊バネ鋼
寸法

2000×450（mm）
重量

6.2kg/1枚

LBマット

特徴・仕様

①ハンドメイドの品質と使い易さ。
　この二つの要素をみごとに一体化させました。ばね鋼を素材に有孔・網状・マット式の為、軽く持ち運びも簡単。
　また、壁や梁上に敷設してもコンクリート突き棒やバイブレーターが自由に使えます。
②条件選ばぬ働きぶり。
　コンクリート打設作業中のメリットもズバ抜けています。コンクリートポンプ筒先の耐用アップや打設後の片づけ、積み置きの
　簡単さ、勿論場所もとりません。鉄筋上の作業能率を増幅させます。
③ニーズに応える価値あるマット。
　作業能率アップが地域社会への貢献の第一ステップ。LBマット敷設により、スラブ鉄筋上に作業員の荷重が
　分散され、結束線切断とか鉄筋の押し曲げを完全に防ぎます。
④信頼出来る実用性。
　LBマットは木製足場板類と異なり腐食・破損が少なく、ばね鋼ならではの力を発揮。耐用性抜群で経済的です。
　また、従来のカート足場に比べても単品ですから段取り手間やストックヤードが省けます。
⑤滑らない・歩き易い。（クリンプの特徴）
　他にも、コンクリート打設の際、作業手順の確立統一に役立つ事。スラブ上との段差解消による災害防止。
　配筋上での容易な結合や固定。残コンクリートの付着処理解消などの多くのメリットが保証されます。

スラブ筋、乱れ防止
歯止め対策の決定版 !

LBマット
リース・販売　取扱製品
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③

①

②

①②③

交差筋違

部品番号 部品名称 部品型式 必要数量 備考
① 固定金具 ST-1A 2 足場枠固定（ピン固定式）
② 手摺柱 ST-2A 1 □－50×30
③ 伸縮手摺 ST-3A 2 φ27.2（伸縮タイプ）

部　番 部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

① 固定金具 ST-1A 3.8㎏ 2

対応連結ビン
ラクビン 大和式連結ビン

部　番 部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

② 手摺柱 ST-2A 6.4㎏ 1

部　番 部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

③ 伸縮手摺 ST-3A 2.9㎏ 2

■より安全に、より能率的に■

ニユ１ ● ット（対、足場１スパン）の構成は①固定金具２、
②手摺柱１、③伸縮手摺２となり、これに終端部に①②
が追加されます。

のこ ● 先行手摺は、枠組足場の組立及び解体時用の安全手
摺として開発された、全く新しい方式の安全部材です。

品製当 ● は、軽量で安全性、作業性に富んだユニット組立
式の枠組足場専用部材です。

先行手摺【セーフティーレール】
リース・販売　取扱製品
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部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

固定金具 ST-10A 3.7㎏ 2

対応連結ビン
ラクビン みやこ式連結ビン

部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

固定金具 ST-1B 3.7㎏ 2

対応連結ビン
ラクビン 大和式連結ビン

部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

コーナー用手摺柱 ST-2S 7.1㎏ 1

部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

２スパン用伸縮手摺 ST-3S 8.5㎏ 2

枠組足場用　先行手摺（セーフティーレール）の特徴

■使用上における特徴

設仮  .1 工業会における認定品（100㎏落下試験適合品）で
あり、安全性が確認されています。
ST-3S以外の【 　 オプション品は認定外です。】

の0081と9281、は場足組枠るすけ付取  .2 どちらのス
パンにも使用することができます。（一部建枠の形状に
より取付できないものがあります。）

立組を場足組枠  .3 及び解体時、手摺部が先行して設置で
きるので一般型に比べて、非常に安全に組立及び解体
作業を行うことができます。

者業作  .4 は、安全な位置にて本セーフティーレールを移
動（手摺及び手摺柱、上下スライド方式）、設置できる
構造になっています。

■組立解体等における特徴

フーセ本  .1 ティーレールは、工具なしで組立、解体を行
うことができます。

は材部成構各  .2 軽量ですから、作業が楽に行えます。
品製  .3 は、ボルト等を除き、全体的に溶融亜鉛メッキが

施されていますから、耐久性に優れています。
品製  .4 は、構造上部分的な破損が生じた場合でも部品交

換が可能です。
、もと材部各  .5 バラの状態では全てコンパクトにできま

すから、保管や運送効率の点でも優れております。

■使用上の注意

行先  .1 手摺をしようとする枠組足場は（社）仮設工業会
発行の「基本部材で構成する・わく組足場の使用基準」
を参照にして安全に組立を行なって下さい。
行先  .2 手摺の取付けは、都度確実にセットされているこ

とを確認して下さい。また、部材等は放り投げて落下
させたりしないで下さい。
立組  .3 及び解体等の詳細は別途「先行手摺の取扱説明書」
をご覧下さい。

オプション品一覧

4．安全帯のフックは必ず上段伸縮手摺に掛けて下さい。
5．建枠妻側作業時は、コーナー用手摺柱（ST-2S）を用
　 いた工法や親網支柱システム等の設置を行って下さい。

リース・販売　取扱製品
先行手摺【セーフティーレール】

※枠組足場コーナー用

※調整スパン用※メーター 600枠両面設置用

MIN 1800+600～MAX1829+1524の組合せに対応。
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②

③

①

④

③

①

④

②

部　材　表
許容荷量

No. 部品名 型式 数量／セット 単重㎏
① 本体A（足場側） SB-11A 1 15.2

1470N
（150㎏）

② 本体B（軀体側） SB-11B 1 11.8
③ 手摺枠 SB-12 2 12.4
④ 根がらみ SB-13 1 6.8

１セット 58.6

枠組足場より建築軀体のベランダへ、安全に出入ができる専用ブリッジを御利用下さい。

側面図

■構造及び部材構成

◆リースでは表示看板は取扱っておりません。

■特徴

リース・販売　取扱製品
ベランダブリッジ

1. 用途について
従来、枠組足場と軀体のベランダやバルコニー間等の乗り越しには、単管と自在
ステップ等を使用し、現場合わせで通路を構成していました。ベランダブリッジ
はこれに代わり、組立解体が簡単で、安全性を重視した仮設通路です。

ていつに上用使  .2
がとこるす用使もにンパスのらちどの0081と9281、は場足組枠るすけ付り取 ①

できます。
②足場側の床レベルにより、上下どちらからでも昇降することができます。

安、りあにく近元手がりかが手の時降昇、でのいき大が摺手のドイサ両体本 ③
心して通行できます。

全　安を者業作、てせわ合に置位用使、でのな式ドイラス下上は摺手の側場足 ④
にガードします。

⑤手摺壁の型枠組立て、解体の際も、盛り替えしないで使用することができます。
ていつに等体解立組  .3

①ベランダブリッジは、ラチェット１本で組立、解体できます。
②部材は、一番重いものでも約15㎏なので、作業が楽に行えます。

、でのすまりあてしにキッメ鉛亜融溶を体全は外以ンピ、トルボ、プンラク ③
耐久性に優れています。また、クランプ等の部品が破損した場合でも、交換　
が可能です。

、でのすまきでがとこむ畳り折にトクパンコて全、はで態状のラバもと材部各 ④
保管や運送効率の点でも優れています。
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リースのみ取扱製品
トビック（ジュラルミン製吊足場）

■特　徴 ■許容積載荷重

■強度グラフ

■使用条件

■NSトビック寸法

■仕様

■使用上の注意

品　名 形　式 形状寸法（A） 組立寸法（B） 単重（㎏）

クイックボード

KB-624 240×1722 L1829 8.5
KB-524 ×1418 1524 6.7
KB-424 ×1113 1219 5.6
KB-324 ×808 914 4.6

取付金具 KB-1 42.7φ×48.6φ兼用 1.9

クイックボード
枠組足場と建築物のすき間からの墜落防護が簡単にでき作
業に合わせて巾木としても使えます。

■特　徴

具工、は外取、付取のドーボ  .1 不要のワンタッチ機構です。
のドーボ  .2 回転だけで落下養生、巾木と使い分けられ便

利です。
設量軽  .3 計ですので取扱いが非常に簡単です。
は材部  .4 ２種類で管理が容易です。
ドーボ  .5 間のすき間もなく、安全です。

クイックボード

取付金具

■許容強度

中央集中荷重980N　等分布荷重1960N（安全率２）

■組立て順序

具金  .1 を枠足場の建枠横地上にクランプで取付けます。
ドイガ板側のドーボ  .2 孔を金具のガイドプレートにはめ

込みます。
ドーボ  .3 をガイドプレートに沿っておろします。

トーレプドイガ  .4 が側板に完全に入ったらボードを前方
に回転させます。（一度巾木の状態にして若干、持ち上
げぎみにすると簡単です。）
ドーボ  .5 が水平になったらボードを前方に押し出します。
ドーボ  .6 が完全に前方に出たら側板上のカバーを回転さ

せ、カバー受けの上に置くと、落下養生は組み上がり
ます。

※巾木の組み立ては3.の状態からボードをピンに落とし込みます。
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　ニッタンビームは建築工事、橋梁工事などにおける床版の支保工等に使用します。特に床版の位置が高い場合に枠組みや
サポートによる支保工ですと、部材が林立してスペースがとれませんので、ビーム支保工は経済的に有効利用されています。
また操作も簡単で軽量です。

■ニッタンビームの構造と種類

外ビーム 内ビーム

種 類
型　式 長さ L㎜ 単重 ㎏ 型　式 長さ L㎜ 単重 ㎏

L-18 1809 17.3 P-14 1435 15.5

L-23 2359 22.1 P-20 2000 21.3

L-29 2959 27.4 P-28 2862 30.4

本 体 断 面

（参考）
断面積A＝13.5㎠

断面
二次モーメントl＝1865㎝4

断面係数Z＝114㎤

A＝13.2㎠

l＝962㎝4

Z＝79㎤

端 部 受 金

締 付 装 置
（ 組 立 方 法 ）

ニッタン・ビームの組立は、
まず必要スパンに応じた部
材を選定します。次に内ビ
ームを外ビームに差し込み、
長さを押えて、外ビームの
締付け装置を丸棒等により
締付ければ完了します。

リースのみ取扱製品
ニッタン・ビーム

■ニッタン・ビームの組合せスパン

2本継ぎ

ビームの組合せ 組立重量
㎏ /セット

ビームの調節長さ（スパン）　Lm
許容強度

ビーム 内ビーム

L-18

P-14 32.8 49.0 ～ 40.5kN
（5.00～ 4.14ton）

P-20 38.6 49.0 ～ 33.5kN
（5.00～ 3.42ton）

P-28 47.7 38.1 ～ 26.5kN
（3.89～ 2.71ton）

L-23

P-14 37.6 46.2 ～ 33.7kN
（4.72～ 3.44ton）

P-20 43.4 46.2 ～ 28.7kN
（4.72～ 2.93ton）

P-28 52.5 38.1 ～ 23.4kN
（3.89～ 2.39ton）

L-29

P-14 42.9 36.9 ～ 28.4kN
（3.77～ 2.90ton）

P-20 48.7 36.9 ～ 24.8kN
（3.77～ 2.53ton）

P-28 57.8 36.9 ～ 20.7kN
（3.77～ 2.12ton）

2m 3m 4m 5m 6m

1820～ 2705

2010～ 3270

2875～ 4130

2370～ 3255

2370～ 3820

2875～ 4685

2970～ 3855

2970～ 4420

2970～ 5280

3本継ぎ

ビームの組合せ 組立重量
㎏ /セット

ビームの調節長さ（スパン）　Lm
許容強度

外ビーム 内ビーム 外ビーム

L-18

P-14

L-18

50.1 30.2 ～ 27.5kN
（3.08～ 2.81ton）

P-20 55.9 30.2 ～ 24.1kN
（3.08～ 2.46ton）

P-28 65.0 30.2 ～ 20.2kN
（3.08～ 2.07ton）

L-23

P-14 54.9 26.2 ～ 24.2kN
（2.68～ 2.47ton）

P-20 60.7 26.2 ～ 21.5kN
（2.68～ 2.20ton）

P-28 69.8 26.2 ～ 18.4kN
（2.68～ 1.88ton）

P-14

L-23

59.7 23.2 ～ 21.5kN
（2.37～ 2.20ton）

P-20 65.5 23.2 ～ 19.4kN
（2.37～ 1.98ton）

P-28 74.6 23.2 ～ 16.8kN
（2.37～ 1.72ton）

L-29

P-14

L-18

60.2 22.9 ～ 21.3kN
（2.34～ 2.18ton）

P-20 66.0 22.9 ～ 19.2kN
（2.34～ 1.96ton）

P-28 75.1 22.9 ～ 16.6kN
（2.34～ 1.70ton）

P-14

L-23

65.0 20.5 ～ 19.3kN
（2.10～ 1.97ton）

P-20 70.8 20.5 ～ 17.5kN
（2.10～ 1.79ton）

P-28 79.9 20.5 ～ 15.3kN
（2.10～ 1.57ton）

P-14

L-29

70.3 18.5 ～ 17.4kN
（1.89～ 1.78ton）

P-20 76.1 18.5 ～ 15.9kN
（1.89～ 1.63ton）

P-28 85.2 18.5 ～ 14.2kN
（1.89～ 1.45ton）

7m4m 5m 6m
3625～
3975

3625～ 4540

3625～ 5400
4175～
4525

4175～ 5090

4175～ 5950
4725～
5075

4725～ 5640

4725～ 6500
4775～
5125

4775～ 5690

4775～ 6550
5325～
5675

5325～ 6240

5325～ 7100
5925～
6275

5925～ 6840

5925～ 7700

で法寸側内桁受通普はさ長のンパスのムービ・ンタッニ ●
表現しますが、実際使用する際は、その表示スパン寸法
から10㎜前後差し引いた寸法に調整して締付ネジで締
付けます。即ち右図のように受金の背面と受桁の間に片
側で5㎜ずつの隙間を設けますが、この間隔が過大にな
らないよう注意して下さい。

。すましと合場の重荷布分等は度強容許 ●
得がリクムたじ応にンパス後て立組はムービ・ンタッニ ●

られますので、コンクリート打設後はほぼ水平となる構
造となっております。
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　ニッタンビームは建築工事、橋梁工事などにおける床版の支保工等に使用します。特に床版の位置が高い場合に枠組みや
サポートによる支保工ですと、部材が林立してスペースがとれませんので、ビーム支保工は経済的に有効利用されています。
また操作も簡単で軽量です。

■ニッタンビームの構造と種類

外ビーム 内ビーム

種 類
型　式 長さ L㎜ 単重 ㎏ 型　式 長さ L㎜ 単重 ㎏

L-18 1809 17.3 P-14 1435 15.5

L-23 2359 22.1 P-20 2000 21.3

L-29 2959 27.4 P-28 2862 30.4

本 体 断 面

（参考）
断面積A＝13.5㎠

断面
二次モーメントl＝1865㎝4

断面係数Z＝114㎤

A＝13.2㎠

l＝962㎝4

Z＝79㎤

端 部 受 金

締 付 装 置
（ 組 立 方 法 ）

ニッタン・ビームの組立は、
まず必要スパンに応じた部
材を選定します。次に内ビ
ームを外ビームに差し込み、
長さを押えて、外ビームの
締付け装置を丸棒等により
締付ければ完了します。

リースのみ取扱製品
ニッタン・ビーム37

■ニッタン・ビームの組合せスパン

2本継ぎ

ビームの組合せ 組立重量
㎏ /セット

ビームの調節長さ（スパン）　Lm
許容強度

ビーム 内ビーム

L-18

P-14 32.8 49.0 ～ 40.5kN
（5.00～ 4.14ton）

P-20 38.6 49.0 ～ 33.5kN
（5.00～ 3.42ton）

P-28 47.7 38.1 ～ 26.5kN
（3.89～ 2.71ton）

L-23

P-14 37.6 46.2 ～ 33.7kN
（4.72～ 3.44ton）

P-20 43.4 46.2 ～ 28.7kN
（4.72～ 2.93ton）

P-28 52.5 38.1 ～ 23.4kN
（3.89～ 2.39ton）

L-29

P-14 42.9 36.9 ～ 28.4kN
（3.77～ 2.90ton）

P-20 48.7 36.9 ～ 24.8kN
（3.77～ 2.53ton）

P-28 57.8 36.9 ～ 20.7kN
（3.77～ 2.12ton）

2m 3m 4m 5m 6m

1820～ 2705

2010～ 3270

2875～ 4130

2370～ 3255

2370～ 3820

2875～ 4685

2970～ 3855

2970～ 4420

2970～ 5280

3本継ぎ

ビームの組合せ 組立重量
㎏ /セット

ビームの調節長さ（スパン）　Lm
許容強度

外ビーム 内ビーム 外ビーム

L-18

P-14

L-18

50.1 30.2 ～ 27.5kN
（3.08～ 2.81ton）

P-20 55.9 30.2 ～ 24.1kN
（3.08～ 2.46ton）

P-28 65.0 30.2 ～ 20.2kN
（3.08～ 2.07ton）

L-23

P-14 54.9 26.2 ～ 24.2kN
（2.68～ 2.47ton）

P-20 60.7 26.2 ～ 21.5kN
（2.68～ 2.20ton）

P-28 69.8 26.2 ～ 18.4kN
（2.68～ 1.88ton）

P-14

L-23

59.7 23.2 ～ 21.5kN
（2.37～ 2.20ton）

P-20 65.5 23.2 ～ 19.4kN
（2.37～ 1.98ton）

P-28 74.6 23.2 ～ 16.8kN
（2.37～ 1.72ton）

L-29

P-14

L-18

60.2 22.9 ～ 21.3kN
（2.34～ 2.18ton）

P-20 66.0 22.9 ～ 19.2kN
（2.34～ 1.96ton）

P-28 75.1 22.9 ～ 16.6kN
（2.34～ 1.70ton）

P-14

L-23

65.0 20.5 ～ 19.3kN
（2.10～ 1.97ton）

P-20 70.8 20.5 ～ 17.5kN
（2.10～ 1.79ton）

P-28 79.9 20.5 ～ 15.3kN
（2.10～ 1.57ton）

P-14

L-29

70.3 18.5 ～ 17.4kN
（1.89～ 1.78ton）

P-20 76.1 18.5 ～ 15.9kN
（1.89～ 1.63ton）

P-28 85.2 18.5 ～ 14.2kN
（1.89～ 1.45ton）

7m4m 5m 6m
3625～
3975

3625～ 4540

3625～ 5400
4175～
4525

4175～ 5090

4175～ 5950
4725～
5075

4725～ 5640

4725～ 6500
4775～
5125

4775～ 5690

4775～ 6550
5325～
5675

5325～ 6240

5325～ 7100
5925～
6275

5925～ 6840

5925～ 7700

で法寸側内桁受通普はさ長のンパスのムービ・ンタッニ ●
表現しますが、実際使用する際は、その表示スパン寸法
から10㎜前後差し引いた寸法に調整して締付ネジで締
付けます。即ち右図のように受金の背面と受桁の間に片
側で5㎜ずつの隙間を設けますが、この間隔が過大にな
らないよう注意して下さい。

。すましと合場の重荷布分等は度強容許 ●
得がリクムたじ応にンパス後て立組はムービ・ンタッニ ●

られますので、コンクリート打設後はほぼ水平となる構
造となっております。
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■ニッタン・ビームの強度

　ニッタン・ビームの許容強度は、長さによって異なりま
すので、曲げモーメントで表示してあります。標準仕様（等
分布荷重）の許容曲げモーメントは、13.7kNmとします。
また端部受金部の許容せん断荷重は24.5kNとします。従
ってニッタン・ビームの制限荷重は最大49kNまでとしま
す。

てし定設に元を値験実は度強容許のムービ・ンタッニ  .1
あります。

そも重荷のりたあ点一、しと等均は点重荷、合場の②  .2
れぞれW/2、W/3とします。

：57.0：1＝③：②：①は比度強、とすで合場の般一  .3
0.5ですが、構造的に均一断面でなく、締付装置による
結合や局部座屈等に鑑み、許容曲げモーメントを②で
10%、③で30%低下させて設定してあります。

のムービ・ンタッニのきとのm5.5ンパスてしと例算計  .4
許容強度を求めますと次のようになります。

　①の場合M1＝13.7＝wL
2

8 ＝
W1L
8 　より

　　W1＝8×13.7L ＝ 109.6
5.5 ＝19.9kN

　　（ただしW1
kN＝w

kN/mLm）

②の場合M2＝0.9×M1≒12.3＝PL3 ＝
w2L
6 　より

　　W2＝6×12.3L ＝73.85.5 ＝13.4
kN

　　（ただしPkN＝W2/2……2点集中）

　③の場合M3＝0.7×M1≒9.8＝w3L4 　より

　　W3＝ 4×9.8L ＝39.25.5 ＝

■ニッタン・ビームの施工例

側両は図下  .1 が梁で支えられるスラブの支保工工事で、
その梁とスラブの打設工事として、梁受枠用支保より
束をたて、ニッタン・ビームを受けている施工図。

いなし用使を工保支部下、でムービIな固強が骨鉄梁大  .2
場合、大梁鉄骨にUボルトにて支持した施工図。

のブラスるれらえ支で梁が方他、で面壁が方一は図下  .3
支保工工事で、梁受支保工は枠組足場を併用し、壁面
の方は壁との間隔が少ないのでパイプサポートを使用
し、振れ止めを取り、その先端に根太を通してニッタン・
ビームを受けた施工図。

ニッタン・ビームの中間をサポート等で支持し
ますとビーム自体が座屈しますので、このよう
な補助は行わないで下さい。

標準仕様 特殊仕様

等分布荷重 2点　集中荷重3点 中央集中荷重

積荷条件

① ② ③

許容曲げ
モーメント M1＝13.7kNm M2＝12.3kNm M3＝9.8kNm

許容強度 W1＝109.8Lm kN W2＝73.5Lm kN W3＝39.2Lm kN

強度比 1.00 0.67 0.35

載荷条件による強度比較

ニッタン・ビームの長さと強度

リースのみ取扱製品
ニッタン・ビーム

交差筋違

型式 締付厚さ（㎜） 単重（㎏）
NRE 0～ 600 8.0
S-1 0～ 80 6.2

型式
寸法（㎜）

単重（㎏）
A B S H

L-8 1,815 859 1,829 1,725 11.0

スタンション

■使用上の注意

さ下び選おを種機な正適、上の意注御にンパスけ付締  .1
い。

ムーア（てせま込み呑に杯一くべるなに際るけ付り取  .2
の腹が密着するように）締め付けて下さい。

さ下てし検点を等い合具り締、はに時ルーロトパ全安  .3
い。

杯一をトルボは後用使、めたくだたいてし用使間期長  .4
に上げ（ネジ部を本体へ格納）、特に放り投げないよう
にして下さい。

。いさ下用使御を管単てしと則原は）摺手（ルーレドンハ  .5
6. 標準取付間隔は1.8mです。

■規格・仕様

■取付け方法

まず、最初に組み初めのレベルをきめて、その位置の建地
に最初の養生クランプを取付けます。それから養生枠を乗
せて枠（フレーム）の穴にフックして片手で保持しながら、
上段のクランプを上枠の穴にフックしつつ建地に固定すれ
ば一枚の養生枠は安定されます。このようにして下から
順々に、横に進めながら組立てることによりスピーディに
整然とした防護金網養生ができます。

第1種 、場踊の段階設仮、台構げ上荷、部口開用げ上荷 　
トラック棧橋、土止上部に設置するもので、床の
上面より上棧の上面までの高さ95㎝以上とする。

第2種 りよ面上の床でのもるす置設に所箇の外以種1第 　
上棧の上面までの高さ90㎝以上とする。

NRE型（第1種） S-1型（第1種）

養生枠

■使用上の注意

最上段のクランプは養生枠の吹上げ防止の為、下向きに取
り付けて下さい。

■養生クランプ

L-4855A 枠・単管兼用

〔注意〕第2種ガードポストを第1種の設置箇所に設置することはできません。

40
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CDC型補助サポートCD型パイプサポート

型式
調節 下上長 柱長さ

総重量㎏
Lmax㎜ Lmin㎜ 上柱㎜ 下柱㎜

 〃 09（2尺） 886 600 594 572 4.9
 〃14（3尺） 1486 900 894 872 7.5
 〃21（4尺） 2116 1230 1216 1180 9.5
 〃30（6尺） 3156 1820 1736 1700 12.8
 〃34（7尺） 3446 2110 2026 1700 13.5
 〃39（9尺） 3946 2610 2526 1700 14.8

型式 有効長 単重㎏
CDC-09 900 4.1
CDC-12 1200 4.9
CDC-15 1500 5.5

パイプサポートの許容支持力（単位：kN）

材端条件
連けい
有り
（c）

連けい無し
使用高さ（m）

2以下 2～2.5 2.5 ～ 3 3～ 3.4
上下端　木材等（a） 19.6 19.6 17.6 13.7 9.8
上端　　木材
下端　　仕上げ（b）　
　　　　コンクリート

19.6 19.6 18.6 16.7 14.7

施工時の材端条件

CDサポートの種類と寸法

補助サポート

3.5m以上の場合は必ず2m以内ごとに水平つなぎを直角方向に設け、つなぎの変位を防止して下さい。
この場合、許容荷重は19.6kNとなります。

リースのみ取扱製品
パイプ・サポート（CD型）

平水りよ向方2平水にとご内以m2さ高ていつにトーポサプイパ、はと」り有いけ連「、中表上 ）注（
つなぎを緊結金具で取り付けることをいう。

根がらみクランプ（60.5φ×48.6φ）
直交　CD-4860（0.9㎏）
自在　CD-4860U（0.9㎏）

■施工上の注意事項と施工例

は定固の下上トーポサ  .1 受板、台板に設けられているボ
ルト穴で、くぎを用いて大引きおよび敷角に止めて下
さい。

サプイパ  .2 ポートの継ぎたしは2本までとし、3本以上継
いで使用しないで下さい。

サプイパ  .3 ポートまたは補助サポートを継いで用いると
きは、ボルト式では径に見あったボルトで必ず4箇所緊
結し、差込式では確実に根元まで差し込んで下さい。

サプイパ  .4 ポートには、必要により筋かいなどを取り付
けて安定性を増大させて下さい。

サプイパ  .5 ポートの高さが3.5mをこえる場合には、次の
ように水平つなぎを設けて下さい。

なつ平水 ①　 ぎ材は、鋼製のものを用いて下さい。
以m2さ高②　 内ごとに水平つなぎを2方向に設け、かつ

水平つなぎの変位を防止する措置を講じます。（水平
つなぎの末端を突きつけるか、堅固なものがないとき
は、筋かいを併用して下さい。）

なつ平水 ③　 ぎとパイプサポートの緊結は、専用の緊結金
具（クランプ）を使用して下さい。

サの下上  .6 ポートの間に敷板または大引きなどをはさん
で段状に組み立てる場合は、次のような措置が必要で
す。

の下上 ①　 各サポートはできるだけ鉛直になるように、ま
た中心をそろえて設置します。

以段3（。いさ下でいなまさは上以段2はき引大、板敷②
上の段組みの禁止）。

をき引大、板敷③　 継いで用いるときは、あて板を用いて
連結し、かつ継手の位置はそろえないようにします。

ンハのりは、段階 .7 チなどの部分で、パイプサポートを
斜めにして建て込む必要がある場合には、サポートの
頭部または脚部にキャンバーを用い、かつ根がらみな
どを取り付けて安定させて下さい。

パ（上以m7さ高 .8 イプサポートの2本継ぎをこえる長さ）
の支保工を必要とする場合は、原則としてサポート1本
分の高さを残して、わく組その他によって構台を組み、
その上にパイプサポートを設置します。

補助サポートの併用（3400 ㎜
を超えるサポートの使用要領）

芯
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CDC型補助サポートCD型パイプサポート

型式
調節 下上長 柱長さ

総重量㎏
Lmax㎜ Lmin㎜ 上柱㎜ 下柱㎜

 〃 09（2尺） 886 600 594 572 4.9
 〃14（3尺） 1486 900 894 872 7.5
 〃21（4尺） 2116 1230 1216 1180 9.5
 〃30（6尺） 3156 1820 1736 1700 12.8
 〃34（7尺） 3446 2110 2026 1700 13.5
 〃39（9尺） 3946 2610 2526 1700 14.8

型式 有効長 単重㎏
CDC-09 900 4.1
CDC-12 1200 4.9
CDC-15 1500 5.5

パイプサポートの許容支持力（単位：kN）

材端条件
連けい
有り
（c）

連けい無し
使用高さ（m）

2以下 2～2.5 2.5 ～ 3 3～ 3.4
上下端　木材等（a） 19.6 19.6 17.6 13.7 9.8
上端　　木材
下端　　仕上げ（b）　
　　　　コンクリート

19.6 19.6 18.6 16.7 14.7

施工時の材端条件

CDサポートの種類と寸法

補助サポート

3.5m以上の場合は必ず2m以内ごとに水平つなぎを直角方向に設け、つなぎの変位を防止して下さい。
この場合、許容荷重は19.6kNとなります。

リースのみ取扱製品
パイプ・サポート（CD型）31

平水りよ向方2平水にとご内以m2さ高ていつにトーポサプイパ、はと」り有いけ連「、中表上 ）注（
つなぎを緊結金具で取り付けることをいう。

根がらみクランプ（60.5φ×48.6φ）
直交　CD-4860（0.9㎏）
自在　CD-4860U（0.9㎏）

■施工上の注意事項と施工例

は定固の下上トーポサ  .1 受板、台板に設けられているボ
ルト穴で、くぎを用いて大引きおよび敷角に止めて下
さい。

サプイパ  .2 ポートの継ぎたしは2本までとし、3本以上継
いで使用しないで下さい。

サプイパ  .3 ポートまたは補助サポートを継いで用いると
きは、ボルト式では径に見あったボルトで必ず4箇所緊
結し、差込式では確実に根元まで差し込んで下さい。

サプイパ  .4 ポートには、必要により筋かいなどを取り付
けて安定性を増大させて下さい。

サプイパ  .5 ポートの高さが3.5mをこえる場合には、次の
ように水平つなぎを設けて下さい。

なつ平水 ①　 ぎ材は、鋼製のものを用いて下さい。
以m2さ高 ②　 内ごとに水平つなぎを2方向に設け、かつ

水平つなぎの変位を防止する措置を講じます。（水平
つなぎの末端を突きつけるか、堅固なものがないとき
は、筋かいを併用して下さい。）

なつ平水 ③　 ぎとパイプサポートの緊結は、専用の緊結金
具（クランプ）を使用して下さい。

サの下上  .6 ポートの間に敷板または大引きなどをはさん
で段状に組み立てる場合は、次のような措置が必要で
す。

の下上 ①　 各サポートはできるだけ鉛直になるように、ま
た中心をそろえて設置します。

以段3（。いさ下でいなまさは上以段2はき引大、板敷 ②　
上の段組みの禁止）。

をき引大、板敷 ③　 継いで用いるときは、あて板を用いて
連結し、かつ継手の位置はそろえないようにします。

ンハのりは、段階  .7 チなどの部分で、パイプサポートを
斜めにして建て込む必要がある場合には、サポートの
頭部または脚部にキャンバーを用い、かつ根がらみな
どを取り付けて安定させて下さい。

パ（上以m7さ高  .8 イプサポートの2本継ぎをこえる長さ）
の支保工を必要とする場合は、原則としてサポート1本
分の高さを残して、わく組その他によって構台を組み、
その上にパイプサポートを設置します。

補助サポートの併用（3400 ㎜
を超えるサポートの使用要領）
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形　式 L（㎜） W（㎜） 単重（㎏）
FG-400C 4,000 240 13.5
FG-300C 3,000 240 10.9
FG-200C 2,000 240 6.7

材　質

高張力鋼板（KTG-S2）
亜鉛メッキ量 90g/㎡以上
引張強さ 64.68kN以上
ヤング係数 20.58×106N／㎠

形　状
㎠60.4＝A積面断

断面二次モーメント ｌ＝9.77㎝4

㎤37.3＝Z数係面断

支持間隔 1.8m
制限荷重 1.47KN
たわみ量 0.9㎝

）㎏（量単類　種 たわみ（㎜）
軽量鋼製足場板 65.31

アルミ合金製足場板 811.01
合板足場板（木製） 020.81

※合板足場板（木製）アルミ合金製足場板は弊社では取扱っておりません。

軽量鋼製足場板

■特　徴

板場足板合 .1 より30％も軽く、取扱いや運搬等が容易に
行えます。

、は度強大最 .2 使用荷重1.47KN（1800スパン）に対
して2.5倍以上あり安全です。また同一荷重に於けるた
わみは、アルミや合板製足場板の半分です。

高は体本  .3 張力溶融亜鉛メッキ鋼板の一体成形品を使用
しているので強度面や防錆力に優れ、維持管理が容易
です。

穴丸に面全面路  .4 打出し加工を施しており、滑り止め効
果は抜群です。

両面下  .5 側全長に渡って特殊な滑り止めを施してあり、
安定した設置が行えます。

■使用上の注意

使ご  .1 用になる前に、下面の滑り止めの付着具合を確認
して下さい。
容許  .2 荷重（中央集中1.47KN／スパン1800㎜）を超
える荷重は架けないで下さい。

上以点3は板場足  .3 の支持物に掛け渡し、支持する間隔は、
1850㎜以下で使用して下さい。なお、この場合の許
容荷重は1.37KNとします。
端両  .4 の支持点からの突き出し部の長さは10㎝以上、

20㎝以下としてご使用下さい。
上以m2 .5 での高所作業床として使用する場合は、2枚以

上並べて、番線またはゴムバンドで支持物に固定して
下さい。この時の足場板同士のスキマは、3㎝以下とし
て下さい。
板場足  .6 を長手方向に重ねる時は、必ず支点の上で重ね、

その重ねた部分の長さは20㎝以上とし、番線またはゴ
ムバンドで支持物に固定して下さい。

足場板の種類 本体性能

制限荷重（中央集中荷重＝単純梁の場合）

性能比較

↑4mもの ↑1.8mスパン980N中央集中

リース・販売　取扱製品
鋼製足場板11

■特　徴

■特長・用途

で場現  .1 お手持の材料（単管パイプ・クランプ等）を主
要部材として組立が出来ます。
の板  .2 勾配を自由に調整出来ます。

　（45°、55°、65°、75°）
、立組 .3 解体、連結が極めて簡便容易です。

でのな製ルーチスルーオ  .4 耐久度が高く、安全、堅牢です。
は摺手  .5 同径（48.6φ）のパイプで簡単にクランプで取

付けられます。
げ上積  .6 寸法及び段数は自在に調整できます。

㎏5.6　量重  .7

パイプ・ステップ
US-60

サル梯子（タラップ）

の枠建  .1 横架材や他の水平材にフックを架けるだけなの
で、セットは簡単です。

差にンピは結連  .2 し込むだけです。ピンの長さを変えて
ありますので入れやすくしてあります。

、で用兼84・24はクッフ  .3 ご使用いただけます。
場足組枠  .4 やローリングタワー及び地中梁配筋組立工事

等の登りタラップにご利用下さい。

［中・下段用］
NT-170（踏面：丸型）
NT-170K（踏面：角型）

9.9㎏

［最上段用］
NT-240（踏面：丸型）
NT-240K（踏面：角型）

12.1㎏

■使用上の注意

容許  .1 荷重は、ステップの中央部で1.47KN以下でご使
用下さい。なお、同じ梯子には、同時に2人以上載らな
いで下さい。

、はてし対に等りが上き浮、リベス横、れ揺、は子梯ルサ  .2
これを防止する機能がありませんので、必要に応じて
番線等により固定して下さい。

確、うよるす着密に材平水の手相、共所箇全はクッフ  .3
実に引っ掛けて下さい。

に態状たっ載に部凸、りたいていに面地が端下最に特 　
は、ご注意下さい。

さ下意注ごでのんせま来出結連はで型角と型丸、面踏  .4
い。

パイプステップ・サル梯子
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（1） 外周部PC(プレキャスト）の立上りを挟み、外部に単管パイプを取付ける為の製品です。
（2） 飛来落下防止ネット・簡易足場をユニット化し、クレーンにて盛り替え可能です。
（3） 締付けボルト[平径21mm]の位置が高いので、低い腰壁【立上り80mm以上】にも対応可能です。※図-1※図-1※図-1※図-1

（4） 設置面には白ゴムが巻かれていますので、タイル（躯体）を保護して安心です。※図-2※図-2※図-2※図-2
（5） 兼用クランプを含み製品自重は4.6kgと軽量ですので、取扱いが楽に行えます。
（6） 締付ボルトを緩めて外管を回転させると、分解せずに躯体手摺下をクリアし

上階へ転用出来ます。　※図-3※図-3※図-3※図-3

特　徴

白ゴム

PAT.P

ベランダグリップベランダグリップベランダグリップベランダグリップ
ベランダ取付単管支持金具の決定版ベランダ取付単管支持金具の決定版ベランダ取付単管支持金具の決定版ベランダ取付単管支持金具の決定版!!!!

締付ボルト

兼用クランプ

立
上

り

8
0
m
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以

上

外管

図図図図----1111 図図図図----2222

図図図図----3333

STEP-1

掴んでいる状態

STEP-3

外管を90度回転させる

STEP-2

締付ボルトを緩ませて

外管を広げる

STEP-4

そのまま転用

※この機構は躯体と手摺の間隔が

75mm以上の場合に有効です

掴み幅140～260mm

販売型式：VGY-1426A

リース型式：VG-1426
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使用範囲 使用例

         W : 140～260mm
         H : 80mm以上

許容強度
許容強度 5.0kN

(≒500kg)

7.0kN
(≒700kg)

注意事項

◎許容荷重範囲内でご使用下さい。
◎ベランダグリップは上下左右とも２ヶ所以上でご使用下さい。
◎縦パイプ間のスパンは養生用として使用する場合は2m以下、
　　簡易足場として使用する場合は1.8m以下にして下さい。
◎躯体とのかかり代は50mm以上厳守です。
◎締付ボルト[平径21mm]は確実に締付けて下さい。
　（締付トルク3kN・cm以上）　※六角ボルト使用

設置一例写真

外部足場外部足場外部足場外部足場 簡易足場簡易足場簡易足場簡易足場

かかり代

締付ボルト



部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

固定金具 ST-10A 3.7㎏ 2

対応連結ビン
ラクビン みやこ式連結ビン

部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

固定金具 ST-1B 3.7㎏ 2

対応連結ビン
ラクビン 大和式連結ビン

部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

コーナー用手摺柱 ST-2S 7.1㎏ 1

部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

２スパン用伸縮手摺 ST-3S 8.5㎏ 2

枠組足場用　先行手摺（セーフティーレール）の特徴

■使用上における特徴

設仮  .1 工業会における認定品（100㎏落下試験適合品）で
あり、安全性が確認されています。
ST-3S以外の【 　 オプション品は認定外です。】

の0081と9281、は場足組枠るすけ付取  .2 どちらのス
パンにも使用することができます。（一部建枠の形状に
より取付できないものがあります。）

立組を場足組枠  .3 及び解体時、手摺部が先行して設置で
きるので一般型に比べて、非常に安全に組立及び解体
作業を行うことができます。

者業作  .4 は、安全な位置にて本セーフティーレールを移
動（手摺及び手摺柱、上下スライド方式）、設置できる
構造になっています。

■組立解体等における特徴

フーセ本  .1 ティーレールは、工具なしで組立、解体を行
うことができます。

は材部成構各  .2 軽量ですから、作業が楽に行えます。
品製  .3 は、ボルト等を除き、全体的に溶融亜鉛メッキが

施されていますから、耐久性に優れています。
品製  .4 は、構造上部分的な破損が生じた場合でも部品交

換が可能です。
、もと材部各  .5 バラの状態では全てコンパクトにできま

すから、保管や運送効率の点でも優れております。

■使用上の注意

行先  .1 手摺をしようとする枠組足場は（社）仮設工業会
発行の「基本部材で構成する・わく組足場の使用基準」
を参照にして安全に組立を行なって下さい。
行先  .2 手摺の取付けは、都度確実にセットされているこ

とを確認して下さい。また、部材等は放り投げて落下
させたりしないで下さい。
立組  .3 及び解体等の詳細は別途「先行手摺の取扱説明書」
をご覧下さい。

オプション品一覧

4．安全帯のフックは必ず上段伸縮手摺に掛けて下さい。
5．建枠妻側作業時は、コーナー用手摺柱（ST-2S）を用
　 いた工法や親網支柱システム等の設置を行って下さい。

リース・販売　取扱製品
先行手摺【セーフティーレール】21

※枠組足場コーナー用

※調整スパン用※メーター 600枠両面設置用

MIN 1800+600～MAX1829+1524の組合せに対応。

②

③

①

④

③

①

④

②

部　材　表
許容荷量

No. 部品名 型式 数量／セット 単重㎏
① 本体A（足場側） SB-11A 1 15.2

1470N
（150㎏）

② 本体B（軀体側） SB-11B 1 11.8
③ 手摺枠 SB-12 2 12.4
④ 根がらみ SB-13 1 6.8

１セット 58.6

枠組足場より建築軀体のベランダへ、安全に出入ができる専用ブリッジを御利用下さい。

側面図

■構造及び部材構成

◆リースでは表示看板は取扱っておりません。

■特徴

リース・販売　取扱製品
ベランダブリッジ

1. 用途について
従来、枠組足場と軀体のベランダやバルコニー間等の乗り越しには、単管と自在
ステップ等を使用し、現場合わせで通路を構成していました。ベランダブリッジ
はこれに代わり、組立解体が簡単で、安全性を重視した仮設通路です。

ていつに上用使  .2
　がとこるす用使もにンパスのらちどの0081と9281、は場足組枠るすけ付り取 ①

できます。
②足場側の床レベルにより、上下どちらからでも昇降することができます。

　安、りあにく近元手がりかが手の時降昇、でのいき大が摺手のドイサ両体本 ③
心して通行できます。

全　安を者業作、てせわ合に置位用使、でのな式ドイラス下上は摺手の側場足 ④
にガードします。

⑤手摺壁の型枠組立て、解体の際も、盛り替えしないで使用することができます。
ていつに等体解立組  .3

①ベランダブリッジは、ラチェット１本で組立、解体できます。
②部材は、一番重いものでも約15㎏なので、作業が楽に行えます。

　　、でのすまりあてしにキッメ鉛亜融溶を体全は外以ンピ、トルボ、プンラク ③
耐久性に優れています。また、クランプ等の部品が破損した場合でも、交換　
が可能です。

　、でのすまきでがとこむ畳り折にトクパンコて全、はで態状のラバもと材部各 ④
保管や運送効率の点でも優れています。
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No. 組立て順序 説明図

①
軀体のベランダ手摺壁の高さに、余裕（α）をプラスして、脚の高さを決め、
差込脚をこれに合わせてピンでセットします。

②
ブリッジの天板が水平になるように、根がらみの位置を決めて固定します。根
がらみは、中央部が足場の内側にくるようにします。

③

本体Ａを根がらみの中央に載せ、軀体側の本体Ｂと組立て、ピンで固定します。
次に調整脚を等間隔の位置に合わせてセットします。また、本体Ａ側の吹き上
げ防止ネジを締め付けます。

④

手摺枠（固定手摺）部を、ブリッジ本体の固定金具（３ヶ所）に差し込みます。
この時、回転手摺のクランプには、開いたまま、建枠の建地に添わせるように
しておきます。次に手摺枠（回転手摺）部の高さを合わせてクランプを締め付
けます。

⑤
最後に、反対側の手摺枠を取り付けすると、組立て完了です。（なお、手摺枠は、
左右共用です。）

■組立て順序……（解体方法は、この逆手順で行います。）

■使用上の注意

用使  .1 前に、ネジ、ピン、クランプ等が確実に利いてい
る事を、確認してください。
容許  .2 荷重1470N（150㎏）を超える荷重は、かけな

いでください。
降昇  .3 する足場のレベルは、上下いずれからでも可能で

すが、安全のためできるだけ下位レベルから昇降する
ようにしてください。また、昇降するレベルは一方に
決めて下さい。この時、昇降しないレベルのブレスは、
外さないで下さい。

。いさ下でいなら乗はに摺手、合場るす用使  .4
ンラベ  .5 ダ側の脚端が、浮いている状態では、絶対に昇

降しないで下さい。

ンラベ  .6 ダブリッジは足場と軀体との間隔が300㎜開い
ている時にベランダの手摺壁がほぼブリッジの中央に
位置します。故にそれ以外の間隔の場合では、下図の
ように片寄り状態となります。（ただし300㎜より間隔
が大きい場合には、根がらみの取り付け方向によって
これを修正することが可能となります。約100㎜）

ンラベ  .7 ダブリッジをセットしたスパンの両サイドのブ
レスは、取り外さないで下さい。

リース・販売　取扱製品
ベランダブリッジ

BK-15A

種　類 形　式 単重㎏ 寸法L 表面処理

ブラケット
BK-1606 49.4 1706

標準品
オレンジ色塗装
特注品

溶融亜鉛メッキ

BK-1306 43.4 1400

ブラケット
+

アタッチメント

BK-1606
+

BK-15A
73.3 1856

BK-1306
+

BK-15A
67.3 1550

6031-KB6061-KB目　項
許容曲げモーメントＭ 29.67kN-m 37.09kN-m

許容荷重Ｐ 59.35kN-m

（ℓ１＋ℓ２）m
74.18kN-m

（ℓ１＋ℓ２）m

上限荷重Ｐmax P≦39.2kN P≦49kN

BKブラケット

■特　徴

ブKB  .1 ラケットは、地上から直接足場を建てられない場
合（隣家との間隔が狭い、軀体の際に通路を設けたい、
その他）に、軀体に取り付けて足場を構築するための、
いわゆる張り出し足場の支持台として利用されていま
す。（右図参照）

の場足し出り張  .2 支持台は、解体作業時にアンカーボル
トの食い込みにより同部をガス溶断して撤去する場合
があります。BKブラケットは、専用のアタッチメント
を前もってセットしておき、このような場合の本体の
滅損を最小限にすることができます。 BKブラケット施工例

■種類仕様

法寸体本  .1

メチッタア  .2 ント取付け寸法

■強度等

ブKB  .1 ラケットの許容積荷強度は、使用条件（特に荷重
の架かり方）によって変わりますので、計画時には十
分な強度検討が必要です。
①許容荷重Ｐの求め方
（ただし、荷重は２点均等とします。）

M＝P2ℓ1＋
P
2ℓ2

＝P2（ℓ1＋ℓ2）より

P＝ 2M
（ℓ１＋ℓ２）

②荷重点が軀体に近い場合等は、計算上許容荷重Pが
上限荷重Ｐmaxを超えることがありますが、使用上
は上限荷重以下として下さい。

●アタッチメントを併用した場合でも、軀体から荷重点ま
　での距離が同じであれば、計算方法は同一です。

ブKB ● ラケットの構造上、原則として先端から170㎜よ
り外側（左図Ａの箇所）には足場（中心）を建てないで
下さい。

（　　　  ）

※BKブラケットとアタッチメントの取付けは、左図のように専用六角ボルト（W1
×63L）六角ナット（１種）、平座金２ヶ、ばね座金、割りピンのセットで、４箇所
共締め付けます。
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建枠　TF-1216D
鳥居型）

15.7㎏

足場・支保工用

建枠　TF-1216C
（鳥居型）

15.0㎏

足場・支保工用

建枠　TF-0916C
（鳥居型）

14.0㎏

足場・支保工用

建枠　TF-0716C
（簡易枠）

13.4㎏

足場用

建枠　TF-0616C
（簡易枠）

13.0㎏

足場用

建枠　TF-0616F
（簡易枠）

11.3㎏

足場用

建枠　TF-0416F
（簡易枠）

10.8㎏

足場用

建枠　LF-0616
12.6㎏

ミニ足場用

ズ
イ
サ
チ
ン
イ

建枠　TFB-1219B
（鳥居型）（A-4064）

21.2㎏

足場・支保工用

建枠　TFB-1217B
（鳥居型）（A-4055B）

16.1㎏

足場・支保工用

建枠　TFB-1217C
（鳥居型）（A-4055A）

15.2㎏

足場・支保工用

建枠　TFB-1215D
（鳥居型）（A-405）

15.0㎏

支保工用

建枠　TFB-0917C
（鳥居型）（A-3055A）

14.1㎏

足場・支保工用

建枠　TFB-0717C
（簡易枠）（A-2655A）

13.5㎏

足場用

建枠　TFB-0717E
（簡易枠）（A-2617SN）

12.1㎏

足場用

建枠　TFB-0617C
（簡易枠）（A-6155A）

13.2㎏

足場用

交差筋違   

型式
寸法（㎜）

単重（㎏）
A B C

CB-1812B 1800

1200

2163 4.3

CB-1512 1500 1921 3.6

CB-1212 1200 1897 3.4

CB-1208 900 1500 3.0

CB-1807 1800

700

1931 3.8

CB-1507 1500 1655 3.3

CB-1207 1200 1389 2.5

CB-0907 900 1140 2.3

CB-1804 1800

400

1844 3.7

CB-1504 1500 1552 3.1

CB-1204 1200 1265 2.5

CB-0904 900 985 2.0

アームロック　AL-502
0.54㎏

★ジャッキベース　JB-04
（A-752）

3.8㎏

★大引ジャッキ　SA-1505AB
（A-752H）

6.0㎏

★大引受　SB-1515
（A-15H）

2.9㎏

イ
ン

ズ
イ
サ
チ

交差筋建

型式
寸法（㎜）

単重（㎏）
A B C

CBB-1812B（A14） 1829

1219

2198 4.4

CBB-1512 （A11） 1524 1952 3.9

CBB-1212 （A13） 1219 1724 3.5

CBB-1809 （A19） 1829

914

2045 4.1

CBB-1509 （A18） 1524 1777 3.5

CBB-1209 （A012） 1219 1524 3.1

CBB-0909 （A07） 914 1293 2.6

CBB-1806 （A08） 1829

610

1928 3.9

CBB-1506 （A9） 1524 1642 3.3

CBB-0906 （A09） 914 1099 2.3

CBB-1802 （A18S） 1829
280

1850 3.7

CBB-1502 （A18） 1524 1549 3.1

アームロック

型式 A（㎜） 単重
（㎏）

ALB-826（A-12S） 826 0.8
ALB-739（A-12S） 738 0.7
ALB5075（A-127A） 507.5 0.6
ALB-333（A-12S） 333 0.35

ジャッキ　JA-3507CA
（A-75）
5.0㎏

★連結ピン　CP-78（A-20）
0.54㎏

ラクピン　CPN-28（インチ）　
CPN-27（メーター）

0.8㎏

踏板

型式 L（㎜） 単重（㎏）

FP-0518 1800 15.2

FP-0515 1500 12.9

FP-0512 1200 10.9

FP-0509 900 8.7

FP-0506 500 8.4

踏板

型式 L（㎜） 単重（㎏）

FP-0218H
（ハット鋼補強付） 1800

10.5

FP-0218 8.5

FP-0215 1500 7.4

FP-0212 1200 6.4

FP-0209 900 5.3

FP-0206 600 4.2

ズ
イ
サ
チ
ン
イ

踏板

型式 L（㎜） 単重（㎏）

FPB-0518
（BKN-6） 1829 15.4

FPB-0515
（BKN-5） 1524 13.1

FPB-0512
（BKN-4） 1219 11.0

FPB-0509
（BKN-3） 914 8.8

FPB-0506
（BKN-2） 610 8.5

踏板

型式 L（㎜） 単重（㎏）

FPB-0218H
（ハット鋼補強付）

1829
10.7

FPB-0218
（BKN-624）

8.6

FPB-0215
（BKN-524）

1524 7.5

FPB-0212
（BKN-424）

1219 6.5

FPB-0209
（BKN-324）

914 5.4

FPB-0206
（BKN-224）

610 4.2

枠

PF-2

PF-3

PF-4

梁枠ベース

型式
寸法（㎜） 単重

（㎏）A B

PB-12A 1200 1309 6.3

PB-09A 900 1009 5.6

PB-06A 600 709 4.9

梁枠受　PH-01A
3.0㎏

ズ
イ
サ
チ
ン
イ

梁枠

PFB-2（A-148）

PFB-3（A-147）

FB-4

梁枠ベース

型式
寸法（㎜） 単重

（㎏）A B
PBB-12A
（A-150）

1210 1328 6.4

PBB-09A
（A-152）

914 1023 5.6

PBB-07A
（A-151）

762 871 5.2

PBB-08A
（A-153）

810 719 4.4

梁枠受　PHB-01A（A-1453）
2.4㎏

★方杖

形式 寸法（㎜）単重（㎏）

PS-4215
（A-1475）

1500 4.8

PS-1220
（A-1471）

2020 6.0

（他にも取り扱っております。詳細は営業担当に御問い合わせ下さい）
45 販売製品一例

の式みたたり折で造構ュシッメ面全、はスーエリャキ  .1
ボックスパレットで、多目的に利用されております。

すでキッメ鉛亜融溶は理処面表、で製ルーチスルーオ  .2
から、耐久性に優れています。

に単簡もで所場い狭、らかすで式方り折内の自独社当  .3
組立、折りたたみが可能です。

付がけ受脚の用み積段みたたり折、はにスーエリャキ  .4
いていますから荷崩れを起こし難く、整然としたパレ
ット管理が行えます。また、この時各段にフォークス
ペースが確保される構造になっています。

■特　徴

①正面金網のカンヌキを外して手前に倒す。

②側面網を裏面網の内側へ折りたたむ。

③正面金網を床面にたたみ込み裏面網を手前に倒す。

■折りたたみ順序

品名 型式
寸法（㎜） 線径 ピッチ 単重 積載荷重 段積み

L W H （㎜） （㎜） （㎏） 1台あたり （満載）

キャリエースM

M-0810
（販売のみ）

800 1,000 850 6.4φ 50×50 59.0
14,700N
（1,500㎏）

4段以内

M-1012 1,000 1,200 900 6.4φ 50×50 78.4
19,600N
（2,000㎏）

4段以内

安全な段積

リース・販売　取扱製品
キャリエース
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、りたけ開を網閉開に中用使み積段、はスーエリャキ  .1
カンヌキを解放しますと、非常に危険な状態になりま
すので、このような使いかたは絶対に行わないで下さ
い。（下図参照）

りな異てっよに類種のそ、は重荷容許のスーエリャキ  .2
ます。それぞれ表の制限荷重以下で使用して下さい。

ていつに）ンョシプオ（スーエリャキき付輪車  .3
、らか度強容許の輪車たけ付取、はで合場のき付輪車 ① 

パレットの許容積載荷重が決まることが多いので注意
して下さい。〔当社標準品の車輪は150φで1ヶあたり
の許容強度が1960N（200㎏）ですからパレットの
自重を除くと1台あたりの許容積載荷重は、約6860N
（700㎏）になります。この場合には、M 0810も
M1012も同じ条件です〕

、はみ積段ので態状たれ入を荷のスーエリャキき付輪車 ② 
接地車輪の許容強度を超える危険性がありますので、
原則として行なわないで下さい。

ていつにり吊ーヤイワのスーエリャキ  .4
対を動移るよにトフリクーォフ来元、はスーエリャキ　 　

象としたもので、ワイヤー吊りには不向きな構造です。
やむを得ずワイヤー吊りを行う場合は、次の点にご注意
下さい。

の床、てし渡け掛に部凹の脚の側両ず必、はーヤイワ ①　
フレーム自体を吊ること。ワイヤーを線材等に通して
吊ることは、絶対に行わないこと。（右図参照）

てれら絞にーヤイワ、はてっよに積体やさ重の物載積 ②　
網が大きく変形することがあるので、玉掛け補助具を
使用すること。（右図参照）

　※玉掛け補助具は販売のみ取扱い。

■使用上の注意

危険な段積みの例－1 危険な段積みの例－2

段積み中に扉を開けることは厳禁です！ 段積み中に扉のカンヌキを外すこと
も厳禁です！

キャスター付はオプションです

キャリエース・ワイヤー吊りの例

危険な吊り方の例

この場合の許容吊り上げ積載荷重は
9.8kN（1ton）以下として下さい。

この場合の許容吊り上げ積載荷重は
7.35kN（750㎏）以下として下さい。

●このような吊り方は補助具の有無
にかかわらず厳禁です。

リース・販売　取扱製品
キャリエース

玉掛けもOK。機材センター・作業所で大活躍。パレット１台で３役をこなす画期的なパレット。

規

格

形式
寸法（mm） 単重

（㎏）
積載荷重 吊り荷重 吊り角度 表面処理

L W H

M-1012M 1,000 1,200 900 98
14,700N
（1,500㎏）
【４段積み】

7840N
（800㎏）

60度以下
溶融

亜鉛メッキ
ワイヤー長
5m以上

■特　徴

1. マルチパレットは１台で３通りの形体になりますので
積載物に合ったスタイルを選んで使用できます。

2. 運搬や移動の方法は、フォークリフト（２方向差し）
とクレーンによるワイヤー吊りの両方に対応できます。

3. 平パレットの状態では、柱４本が床下に収納できます。
（網は別管理して下さい）
4. オールスチール製で、表面処理は溶融亜鉛メッキを施
してありますから、耐久性に優れています。また、柱
も網も破損や紛失した場合は、単品の補充ができます。

5. フック（柱抜け止めピン）は、固定スプリング方式で
すから、通常の使用状態で紛失することはありません。

平パレット 柱パレット 網ボックスパレット

吊り角度60°　ワイヤー長５ｍ 段重ねによってスペース有効利用 段重ね途中よりの取り出しも可
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、りたけ開を網閉開に中用使み積段、はスーエリャキ  .1
カンヌキを解放しますと、非常に危険な状態になりま
すので、このような使いかたは絶対に行わないで下さ
い。（下図参照）

りな異てっよに類種のそ、は重荷容許のスーエリャキ  .2
ます。それぞれ表の制限荷重以下で使用して下さい。

ていつに）ンョシプオ（スーエリャキき付輪車  .3
、らか度強容許の輪車たけ付取、はで合場のき付輪車 ①

パレットの許容積載荷重が決まることが多いので注意
して下さい。〔当社標準品の車輪は150φで1ヶあたり
の許容強度が1960N（200㎏）ですからパレットの
自重を除くと1台あたりの許容積載荷重は、約6860N
（700㎏）になります。この場合には、M 0810も
M1012も同じ条件です〕

、はみ積段ので態状たれ入を荷のスーエリャキき付輪車 ② 
接地車輪の許容強度を超える危険性がありますので、
原則として行なわないで下さい。

ていつにり吊ーヤイワのスーエリャキ  .4
対を動移るよにトフリクーォフ来元、はスーエリャキ　 　

象としたもので、ワイヤー吊りには不向きな構造です。
やむを得ずワイヤー吊りを行う場合は、次の点にご注意
下さい。

の床、てし渡け掛に部凹の脚の側両ず必、はーヤイワ ①
フレーム自体を吊ること。ワイヤーを線材等に通して
吊ることは、絶対に行わないこと。（右図参照）

てれら絞にーヤイワ、はてっよに積体やさ重の物載積 ②
網が大きく変形することがあるので、玉掛け補助具を
使用すること。（右図参照）

　※玉掛け補助具は販売のみ取扱い。

■使用上の注意

危険な段積みの例－1 危険な段積みの例－2

段積み中に扉を開けることは厳禁です！ 段積み中に扉のカンヌキを外すこと
も厳禁です！

キャスター付はオプションです

キャリエース・ワイヤー吊りの例

危険な吊り方の例

この場合の許容吊り上げ積載荷重は
9.8kN（1ton）以下として下さい。

この場合の許容吊り上げ積載荷重は
7.35kN（750㎏）以下として下さい。

●このような吊り方は補助具の有無
にかかわらず厳禁です。

リース・販売　取扱製品
キャリエース47

玉掛けもOK。機材センター・作業所で大活躍。パレット１台で３役をこなす画期的なパレット。

規

格

形式
寸法（mm） 単重

（㎏）
積載荷重 吊り荷重 吊り角度 表面処理

L W H

M-1012M 1,000 1,200 900 98
14,700N
（1,500㎏）
【４段積み】

7840N
（800㎏）

60度以下
溶融

亜鉛メッキ
ワイヤー長
5m以上

■特　徴

1. マルチパレットは１台で３通りの形体になりますので
積載物に合ったスタイルを選んで使用できます。

2. 運搬や移動の方法は、フォークリフト（２方向差し）
とクレーンによるワイヤー吊りの両方に対応できます。

3. 平パレットの状態では、柱４本が床下に収納できます。
（網は別管理して下さい）
4. オールスチール製で、表面処理は溶融亜鉛メッキを施
してありますから、耐久性に優れています。また、柱
も網も破損や紛失した場合は、単品の補充ができます。

5. フック（柱抜け止めピン）は、固定スプリング方式で
すから、通常の使用状態で紛失することはありません。

平パレット 柱パレット 網ボックスパレット

吊り角度60°　ワイヤー長５ｍ 段重ねによってスペース有効利用 段重ね途中よりの取り出しも可
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■組立て要領

■使用上の注意

。す出り取りよスクッボ納収を柱主 ①
合計４本

主柱抜止め用フックⒶを引き出す。
クッフ用め止抜を置位のⒷ穴、柱主 ③

Ⓐに合わせる。
カの網閉開び及網面側、時のこ、又 　

ンヌキ用穴の位置関係を確認のこと。
（柱パレット組立図参照のこと）

④主材を差し込みセットする。
この穴より主柱抜止め用
フックⒶが確実にセット
されているか確認のこと。

⑤主柱抜止め用フックⒶをもどし主柱を固定する。

網の組立順序は順不同でOKです。 ⑥取っ手を持ち上げスライドさせロックする。

1. 柱は４本共通ですが、組立の際には向きを合わせて、
それぞれ下端面が着くまで差し込んで下さい。

2. 柱、網パレットとして使用する場合は、抜け止めフッ
クを４本共、確実に差し込んで下さい。（貫通している
か、覗き窓から確認して下さい）

3. 許容積載荷重は、平置き段積みの状態では１パレット
あたり14.7kN（1.5ton）で４段積みまで可能です。
また、ワイヤー吊りの場合は、7840N（800㎏）以
下として下さい。

4. マルチパレットをワイヤー吊りする場合は、特に次の
事項に注意して下さい。
①玉掛け操作は、必ず有資格者が行うこと。
②柱抜け止めフックが貫通しているか、再確認すること。
③ワイヤーは、正規の箇所（柱頭部）に通して、必ず
４箇所吊りとすること。

④柱パレットの状態では吊り上げしないこと。
⑤吊り上げ時の積載物は制限荷重以下とし、かつ、片
荷にならないようバランスをとること。

⑥網は４面共正規の位置にセットされ、カンヌキは全
てロックされた状態であること。

リース・販売　取扱製品
マルチパレット 50

販売のみ取扱製品
マルチパレット

Ｌ Ｗ Ｈ 吊り角度 ワイヤー長
KP-0023 (キャスター付) 1210 1065 1080 99 700 700 60度以下 5m以上 溶融亜鉛メッキ
KP-0041 1210 1065 980 87 1300 800 60度以下 5m以上 溶融亜鉛メッキ

規
吊り仕様寸法(mm)

型　式 単　重
( kg )

KP-0023(キャスター付）：全体写真 KP-0023(キャスター付)：段積み写真

格

表面処理許容積載荷重
( kg )

許容吊り荷重
( kg )

特　長
1. メッシュ構造で主柱折畳み式なので多目的に利用出来ます。
　また、収納がコンパクトに行なえます。
2. 運搬方法が多仕様に行なえます。
　①フォークリフト移動
　②ワイヤー吊り移動
　③台車移動（KP-0023 のみ対応）
3. 主柱は、組立完了時に自動的に吊り仕様に固定されます。
4. オールスチール製で、表面処理は溶融亜鉛メッキを施してありま
　すから、耐久性に優れています。

使用上の注意
1. 許容積載荷重および許容吊り荷重を厳守して下さい。
（規格表参照）
2. ワイヤー吊りを行なう場合は特に次の事項を厳守して下さい。
　①玉掛け作業は必ず有資格者が行なう事。
　②ワイヤー吊りは正規の箇所（柱頭部）を通すか、または、
　　シャックルにて必ず 4箇所吊りにする事。
　　また、ワイヤー長さは 5m以上を使用する事。
　③パレットの開閉網を開いた状態、および、折畳んだ状態で吊り上げない事。
3. 【KP-0023 の特記事項】
　積載時の段積みは原則禁止とする。（ただし最下部パレット車輪の許容荷重 800kg 以内ならば段積み可能）
【KP-0041 の特記事項】
　積載時の段積みは 5段以下、折畳み時の段積みは 12段以下とする。
　積載時の移動は、必ず 1段で行なう事。折畳み段積み時の移動は 3段以下とする。

販売のみ取扱
マルチパレット柱折畳み式

《柱折畳み方式ボックスパレット》
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■組立て要領

■使用上の注意

。す出り取りよスクッボ納収を柱主 ①
合計４本

主柱抜止め用フックⒶを引き出す。
クッフ用め止抜を置位のⒷ穴、柱主③

Ⓐに合わせる。
カの網閉開び及網面側、時のこ、又 

ンヌキ用穴の位置関係を確認のこと。
（柱パレット組立図参照のこと）

④主材を差し込みセットする。
この穴より主柱抜止め用
フックⒶが確実にセット
されているか確認のこと。

⑤主柱抜止め用フックⒶをもどし主柱を固定する。

網の組立順序は順不同でOKです。 ⑥取っ手を持ち上げスライドさせロックする。

1. 柱は４本共通ですが、組立の際には向きを合わせて、
それぞれ下端面が着くまで差し込んで下さい。

2. 柱、網パレットとして使用する場合は、抜け止めフッ
クを４本共、確実に差し込んで下さい。（貫通している
か、覗き窓から確認して下さい）

3. 許容積載荷重は、平置き段積みの状態では１パレット
あたり14.7kN（1.5ton）で４段積みまで可能です。
また、ワイヤー吊りの場合は、7840N（800㎏）以
下として下さい。

4. マルチパレットをワイヤー吊りする場合は、特に次の
事項に注意して下さい。
①玉掛け操作は、必ず有資格者が行うこと。
②柱抜け止めフックが貫通しているか、再確認すること。
③ワイヤーは、正規の箇所（柱頭部）に通して、必ず
４箇所吊りとすること。

④柱パレットの状態では吊り上げしないこと。
⑤吊り上げ時の積載物は制限荷重以下とし、かつ、片
荷にならないようバランスをとること。

⑥網は４面共正規の位置にセットされ、カンヌキは全
てロックされた状態であること。

リース・販売　取扱製品
マルチパレット49

販売のみ取扱製品
マルチパレット

Ｌ Ｗ Ｈ 吊り角度 ワイヤー長
KP-0023 (キャスター付) 1210 1065 1080 99 700 700 60度以下 5m以上 溶融亜鉛メッキ
KP-0041 1210 1065 980 87 1300 800 60度以下 5m以上 溶融亜鉛メッキ

規
吊り仕様寸法(mm)

型　式 単　重
( kg )

KP-0023(キャスター付）：全体写真 KP-0023(キャスター付)：段積み写真

格

表面処理許容積載荷重
( kg )

許容吊り荷重
( kg )

特　長
1. メッシュ構造で主柱折畳み式なので多目的に利用出来ます。
　また、収納がコンパクトに行なえます。
2. 運搬方法が多仕様に行なえます。
　①フォークリフト移動
　②ワイヤー吊り移動
　③台車移動（KP-0023 のみ対応）
3. 主柱は、組立完了時に自動的に吊り仕様に固定されます。
4. オールスチール製で、表面処理は溶融亜鉛メッキを施してありま
　すから、耐久性に優れています。

使用上の注意
1. 許容積載荷重および許容吊り荷重を厳守して下さい。
　（規格表参照）
2. ワイヤー吊りを行なう場合は特に次の事項を厳守して下さい。
　①玉掛け作業は必ず有資格者が行なう事。
　②ワイヤー吊りは正規の箇所（柱頭部）を通すか、または、
　　シャックルにて必ず 4箇所吊りにする事。
　　また、ワイヤー長さは 5m以上を使用する事。
　③パレットの開閉網を開いた状態、および、折畳んだ状態で吊り上げない事。
3. 【KP-0023 の特記事項】
　積載時の段積みは原則禁止とする。（ただし最下部パレット車輪の許容荷重 800kg 以内ならば段積み可能）
　【KP-0041 の特記事項】
　積載時の段積みは 5段以下、折畳み時の段積みは 12段以下とする。
　積載時の移動は、必ず 1段で行なう事。折畳み段積み時の移動は 3段以下とする。

販売のみ取扱
マルチパレット柱折畳み式

《柱折畳み方式ボックスパレット》
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手摺枠A（扉付）　N-4010A

手摺枠B　N-4010B

巾木　

SG-18

SG-12

アウトリガー

OR-0808

■安全性
■合理的な構造
■移動性
■耐久性
■経済性

■部材構成及び使用条件

部 材 表

型　　　式 SRT-1 SRT-2 ORT-3 ORT-4
　　段　　　数（段） 1段 2段 3段 4段
　　高　　　さ（m） 1.93～ 2.05 3.66～ 3.77 5.38～ 5.50 7.10～ 7.22

№ 品 名 型　　式 単　　重㎏ 部　　材　　数　　量
① 梯 子 枠 N-4055L 20.7 2 4 6 8
② 交 差 筋 違 N-14 4.6 2 4 6 8
③ 鋼 製 踏 板 SKN-6 15.3 4 5 6 8
④ 連 結 ピ ン
⑤ 手 摺 枠 A N-4010A 13.5 1 1 1 1
⑥ 手 摺 枠 B N-4010B 9.5 1 1 1 1
⑦ 手 摺 N-31 2.5 4 4 4 4
⑧ 巾 木 SG-18 4.0 2 2 2 2
⑨ 巾 木 SG-12 2.0 2 2 2 2
⑩ ジャッキ付車輪 N-3601J 5.7 4 4 4 4
⑪ アウトリガー OR-0808 14.0 － － 4 4

組　　立　　重　　量（㎏）　 182.0 222.3 374.6 458.2

リース・販売　取扱製品
ローリング・タワー

N-20R 0.6 4 8 12 16

■ローリング・タワー使用上の注意

1. ローリング・タワー組立高さの基準

　作業床までの高さはHm≦7.7L－5とします。

　ただしSRT型の場合はL＝Amとし、

　ORT型はL＝A＋

（B1＋B2）

2
とします。

2. 積載荷重の基準

ンリーロ ⑴　 グ・タワーの積載荷重W㎏は作業床面積A≧

2㎡のときはW≦2450Nとし、A＜2㎡のときはW≦

490＋980Aとします。

輪車 ⑵　 の 許 容 荷 重 は150φ が1666N、200φ で

2156Nです。

3. 組立、使用上の注意

のさ高るよにキッャジ ⑴　 調節は部材表の高さより、ある

程度高くすることはできますが、安全のため差込長は

足場の脚柱に200㎜以上確保して下さい。

ア、合場の型TRO ⑵　 ウトリガーの張り出し角度は枠面

に対し135°（延長線に対し45°）でセットすること

を目安とします。

材部 ⑶　 表の踏板は作業床として最上部に2枚の他、水平

構として最下段に2枚と4枚以上の場合、中間部に2

枚入れます。その他足場の組立、解体用として全段に

1枚ずつセットした数にしてあります。

輪車 ⑷　 は150φ単体とジャッキ兼用（ジャッキ付車輪）

の2種があります。

はてったあに用使、立組 ⑸　 「移動式足場の安全技術基準」
に従って行って下さい。（以下抜粋）

業作 ① 床、枠組構造部、脚輪、手すり等の接続は使用
中容易に離脱しないよう、確実に結合すること。
動移 ② は作業者が降りたのちでなければ行ってはなら

ないものとする。
は合場るあがれそおの倒転 ③ 脚輪間の主軸間隔により

定められた高さ以下に組替えること。また壁つなぎ、
控等を設けること。
動移 ④ 式足場は無理のない姿勢で作業を行うため、作

業箇所に近いところに定置すること。
ーレブの輪脚 ⑤ キは、移動中を除き、常に作動させ、

その利き具合を確認しておくこと。
はたま凸凹 ⑥ 傾斜が著しいところでは、ジャッキの使

用等により作業床の水平を保持するものとする。
積大最 ⑦ 載荷重をこえた荷重をのせてはならない。ま

た材料等は、転倒を防ぐため、偏芯しないようにの
せるものとする。
動移 ⑧ 式足場の上では、はしご、脚立等を使用しない

ものとする。
部外 ⑨ 空間を昇降路とする構造の移動式足場にあって

は、転倒防止のため、同一面より同時に2名以上の
ものが昇降しないものとする。

梯子枠　N-4055L　20.7㎏

■主枠部材
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手摺枠A（扉付）　N-4010A

手摺枠B　N-4010B

巾木　

SG-18

SG-12

アウトリガー

OR-0808

■安全性
■合理的な構造
■移動性
■耐久性
■経済性

■部材構成及び使用条件

部 材 表

型　　　式 SRT-1 SRT-2 ORT-3 ORT-4
　　段　　　数（段） 1段 2段 3段 4段
　　高　　　さ（m） 1.93～ 2.05 3.66～ 3.77 5.38～ 5.50 7.10～ 7.22

№ 品 名 型　　式 単　　重㎏ 部　　材　　数　　量
① 梯 子 枠 N-4055L 20.7 2 4 6 8
② 交 差 筋 違 N-14 4.6 2 4 6 8
③ 鋼 製 踏 板 SKN-6 15.3 4 5 6 8
④ 連 結 ピ ン
⑤ 手 摺 枠 A N-4010A 13.5 1 1 1 1
⑥ 手 摺 枠 B N-4010B 9.5 1 1 1 1
⑦ 手 摺 N-31 2.5 4 4 4 4
⑧ 巾 木 SG-18 4.0 2 2 2 2
⑨ 巾 木 SG-12 2.0 2 2 2 2
⑩ ジャッキ付車輪 N-3601J 5.7 4 4 4 4
⑪ アウトリガー OR-0808 14.0 － － 4 4

組　　立　　重　　量（㎏）　 182.0 222.3 374.6 458.2

リース・販売　取扱製品
ローリング・タワー33

N-20R 0.6 4 8 12 16

■ローリング・タワー使用上の注意

1. ローリング・タワー組立高さの基準

　作業床までの高さはHm≦7.7L－5とします。

　ただしSRT型の場合はL＝Amとし、

　ORT型はL＝A＋

（B1＋B2）

2
とします。

2. 積載荷重の基準

ンリーロ ⑴　 グ・タワーの積載荷重W㎏は作業床面積A≧

2㎡のときはW≦2450Nとし、A＜2㎡のときはW≦

490＋980Aとします。

輪車⑵　 の 許 容 荷 重 は150φ が1666N、200φ で

2156Nです。

3. 組立、使用上の注意

のさ高るよにキッャジ ⑴　 調節は部材表の高さより、ある

程度高くすることはできますが、安全のため差込長は

足場の脚柱に200㎜以上確保して下さい。

ア、合場の型TRO ⑵　 ウトリガーの張り出し角度は枠面

に対し135°（延長線に対し45°）でセットすること

を目安とします。

材部 ⑶　 表の踏板は作業床として最上部に2枚の他、水平

構として最下段に2枚と4枚以上の場合、中間部に2

枚入れます。その他足場の組立、解体用として全段に

1枚ずつセットした数にしてあります。

輪車 ⑷　 は150φ単体とジャッキ兼用（ジャッキ付車輪）

の2種があります。

はてったあに用使、立組 ⑸　 「移動式足場の安全技術基準」
に従って行って下さい。（以下抜粋）

　　 業作 ① 床、枠組構造部、脚輪、手すり等の接続は使用
中容易に離脱しないよう、確実に結合すること。

　　 動移 ② は作業者が降りたのちでなければ行ってはなら
ないものとする。

　　 は合場るあがれそおの倒転 ③ 脚輪間の主軸間隔により
定められた高さ以下に組替えること。また壁つなぎ、
控等を設けること。

　　 動移 ④ 式足場は無理のない姿勢で作業を行うため、作
業箇所に近いところに定置すること。

　　 ーレブの輪脚 ⑤ キは、移動中を除き、常に作動させ、
その利き具合を確認しておくこと。

　　 はたま凸凹 ⑥ 傾斜が著しいところでは、ジャッキの使
用等により作業床の水平を保持するものとする。

　　 積大最 ⑦ 載荷重をこえた荷重をのせてはならない。ま

た材料等は、転倒を防ぐため、偏芯しないようにの
せるものとする。

　　 動移 ⑧ 式足場の上では、はしご、脚立等を使用しない
ものとする。

　　 部外 ⑨ 空間を昇降路とする構造の移動式足場にあって
は、転倒防止のため、同一面より同時に2名以上の
ものが昇降しないものとする。

梯子枠　N-4055L　20.7㎏

■主枠部材
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プラスB（販売のみ取扱製品）

特徴
来従  .1 の交差筋違に取付けるだけで下さん一体型交差筋違（Bブレス
化）となります。
付取  .2 けは抜止め金具とリベット（またはボルト）にて行いますので
交差筋違本体に加工は発生しません。

付取  .3 け後はプラスBを外す事なく従来の交差筋違同様に折畳む事が
出来、梱包や運送がし易くなります。

4. 使用上の注意はBブレスと同様になります。
取許特  .5 得済みです。
ターメ .6 専用、インチ専用の2種類となります。

型式

　　 AB-18B（販売型式）
　 　SS-31（リース型式） 1.9kg

　　　 L=1829
L1=1871

　　 AB-15B（販売型式）
　 　SS-32（リース型式） 1.6kg

　　　 L=1524
L1=1566

　　 AB-12B（販売型式）
　 　SS-29（リース型式） 1.3kg

　　　 L=1219
L1=1261

　　 AB-09B（販売型式）
　 　SS-27（リース型式） 1.0kg

　　　 L=　914
　　　 L=　956

　　 AB-06B（販売型式）
　 　SS-28（リース型式） 0.7kg

　　　 L=　610
　　　 L=　652

型式
　　  ABB-18A（販売型式）
　 　 SS-31B（リース型式） 1.88kg

　　　  L=1829
L1=1871

　　  ABB-15A（販売型式）
　 　 SS-32B（リース型式） 1.57kg

　　　  L=1524
L1=1566

　　  ABB-12A（販売型式）
　 　 SS-29B（リース型式） 1.26kg

　　　　L=1219
L1=1261

　　  ABB-09A（販売型式）
　 　 SS-27B（リース型式） 0.96kg

　　　  L=　914
　　　  L=　956

　　  ABB-06A（販売型式）
　 　 SS-28B（リース型式） 0.65kg

　　　  L=　610
　　　  L=　652

型式 単重kg 寸法（L） 寸法（L1）
AB-18A 1.86kg 1800 1842
AB-15A 1.55kg 1500 1542
AB-12A 1.24kg 1200 1242
AB-09A 0.94kg 900 942
AB-06A 0.63kg 600 642

●メーター・インチ兼用下さん　※リース・販売取扱製品

●インチ専用下さん　※リース・販売取扱製品

●メーター専用下さん　※販売のみ取扱製品

一部、仮設工業会　単品承認製品労働安全衛生規則改正（2009年6月施行）に対応しました後付け下さん製品です。

下さん（メーター・インチ兼用）概略図 下さん（メーター専用・インチ専用）概略図

※上図はAB-18（ABB-18）タイプです。

型式 単重kg 寸法（L） 寸法（L1）
ABB-18 1.74kg 1829 1219
ABB-15 1.46kg 1524 〃
ABB-12 1.24kg 1219 〃
ABB-09 0.97kg 914 〃
ABB-06 0.76kg 610 〃

型式 単重kg 寸法（L） 寸法（L1）
AB-18 1.74kg 1800 1200
AB-15 1.46kg 1500 〃
AB-12 1.24kg 1200 〃
AB-09 0.97kg 900 〃
AB-06 0.76kg 600 〃

●プラスB（後付けBブレス・インチ専用）

●プラスB（後付けBブレス・メーター専用）

（注）リースの場合、在庫数によってはメーターインチ兼用下さんでの出荷になります。

※取り付け方法

下さん
労働安全衛生規則改正（2009年6月施行）に対応しました「下さん」です。 仮設工業会　単品承認製品

■特　徴 ■使用上の注意

付取  .1 け部位の厚さが3.2mmなので交差筋違を設置して
も干渉しません。

ーターメ  .2 専用、インチ専用、メーターインチ兼用の3種
類があります。

でのすでプイパ製鋼のt6.1×2.72φ  .3 軽量です。
4. 手摺柱に取付ける手摺としても使用出来ます。
た（ 　 だしこの場合には単品承認製品とはなりません）

1. 本体設置時には足をかけたりしないで下さい。
んさ下  .2 を取付けた場合、一見して建枠同士の連携材のように

見えますが、構造的に効果はありませんのでご注意下さい。

後付けBブレス

リース・販売　取扱製品
下さん・プラスB

L寸法単重㎏

L寸法単重㎏

1829

50
0

40
0

83 25
.5

（開
口寸

法）

600（開口寸法）82.5

伸縮ブラケット（リースのみ取扱）

式型称名 単重（㎏）
ハッチ付布板 ALT-518S 13.5

ハッチ付布板用ハシゴ ALT-518K 4

ハッチ付布板（リースのみ取扱）　L＝1829のみ取扱い
開分部 ● 閉ハッチによる枠内上下移動がスムーズに。

●はしごは布板裏面に収納できます。

開口部4方向どこでも取付可

開口部寸法　0.4×0.6m

表

裏

※在庫要問合願います。

ハッチ付布板・伸縮ブラケット 6

Լ
͞
Μ
ɾ
ϓ
ϥ
ス
B

ϋ
ỽ
ν
෇
෍
൘
ɾ
৳
ॖ
ϒ
ϥ
έ
ỽ
τ



プラスB（販売のみ取扱製品）

特徴
来従  .1 の交差筋違に取付けるだけで下さん一体型交差筋違（Bブレス
化）となります。
付取  .2 けは抜止め金具とリベット（またはボルト）にて行いますので
交差筋違本体に加工は発生しません。

付取  .3 け後はプラスBを外す事なく従来の交差筋違同様に折畳む事が
出来、梱包や運送がし易くなります。

4. 使用上の注意はBブレスと同様になります。
取許特  .5 得済みです。
ターメ  .6 専用、インチ専用の2種類となります。

型式

　　 AB-18B（販売型式）
　 　SS-31（リース型式） 1.9kg

L=1829
L1=1871

　　 AB-15B（販売型式）
　 　SS-32（リース型式） 1.6kg

L=1524
L1=1566

　　 AB-12B（販売型式）
　 　SS-29（リース型式） 1.3kg

L=1219
L1=1261

　　 AB-09B（販売型式）
　 　SS-27（リース型式） 1.0kg

L=　914
L=　956

　　 AB-06B（販売型式）
　 　SS-28（リース型式） 0.7kg

L=　610
L=　652

型式
　　  ABB-18A（販売型式）
　 　 SS-31B（リース型式） 1.88kg

L=1829
L1=1871

　　  ABB-15A（販売型式）
　 　 SS-32B（リース型式） 1.57kg

L=1524
L1=1566

　　  ABB-12A（販売型式）
　 　 SS-29B（リース型式） 1.26kg

L=1219
L1=1261

　　  ABB-09A（販売型式）
　 　 SS-27B（リース型式） 0.96kg

L=　914
L=　956

　　  ABB-06A（販売型式）
　 　 SS-28B（リース型式） 0.65kg

 L=　610
 L=　652

型式 単重kg 寸法（L） 寸法（L1）
AB-18A 1.86kg 1800 1842
AB-15A 1.55kg 1500 1542
AB-12A 1.24kg 1200 1242
AB-09A 0.94kg 900 942
AB-06A 0.63kg 600 642

 ●メーター・インチ兼用下さん　※リース・販売取扱製品

 ●インチ専用下さん　※リース・販売取扱製品

 ●メーター専用下さん　※販売のみ取扱製品

一部、仮設工業会　単品承認製品労働安全衛生規則改正（2009年6月施行）に対応しました後付け下さん製品です。

下さん（メーター・インチ兼用）概略図 下さん（メーター専用・インチ専用）概略図

※上図はAB-18（ABB-18）タイプです。

型式 単重kg 寸法（L） 寸法（L1）
ABB-18 1.74kg 1829 1219
ABB-15 1.46kg 1524 〃
ABB-12 1.24kg 1219 〃
ABB-09 0.97kg 914 〃
ABB-06 0.76kg 610 〃

型式 単重kg 寸法（L） 寸法（L1）
AB-18 1.74kg 1800 1200
AB-15 1.46kg 1500 〃
AB-12 1.24kg 1200 〃
AB-09 0.97kg 900 〃
AB-06 0.76kg 600 〃

 ●プラスB（後付けBブレス・インチ専用）

 ●プラスB（後付けBブレス・メーター専用）

（注）リースの場合、在庫数によってはメーターインチ兼用下さんでの出荷になります。

※取り付け方法

下さん
労働安全衛生規則改正（2009年6月施行）に対応しました「下さん」です。 仮設工業会　単品承認製品

■特　徴 ■使用上の注意

付取  .1 け部位の厚さが3.2mmなので交差筋違を設置して
も干渉しません。

ーターメ  .2 専用、インチ専用、メーターインチ兼用の3種
類があります。

でのすでプイパ製鋼のt6.1×2.72φ .3 軽量です。
4. 手摺柱に取付ける手摺としても使用出来ます。
た（ 　 だしこの場合には単品承認製品とはなりません）

1. 本体設置時には足をかけたりしないで下さい。
んさ下  .2 を取付けた場合、一見して建枠同士の連携材のように

見えますが、構造的に効果はありませんのでご注意下さい。

後付けBブレス

リース・販売　取扱製品
5 下さん・プラスB

L寸法単重㎏

L寸法単重㎏

1829

50
0

40
0

83 25
.5

（開
口寸

法）

600（開口寸法）82.5

伸縮ブラケット（リースのみ取扱）

式型称名 単重（㎏）
ハッチ付布板 ALT-518S 13.5

ハッチ付布板用ハシゴ ALT-518K 4

ハッチ付布板（リースのみ取扱）　L＝1829のみ取扱い
開分部 ● 閉ハッチによる枠内上下移動がスムーズに。

●はしごは布板裏面に収納できます。

開口部4方向どこでも取付可

開口部寸法　0.4×0.6m

表

裏

※在庫要問合願います。

ハッチ付布板・伸縮ブラケット
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B矢視（真上）

A矢視 C矢視

開口部

【図-1】

ネジ固定

回転 回転

開発経緯

枠組足場の階段開口部に設置する墜落防止用の手すり枠
（製品名：ステップガード）において実際に組立てた場合、
【図 -1】の様に三角形状の隙間が発生し、安全性を損なう恐
れがあります。そこで隙間を塞ぐ製品を考案致しました。

特徴・仕様

※既存のステップガードにネジ等で取付けとなります。その際
ステップガード本体に穴開けや溶接といった改造は不要で

　すので、取付けたままでも本体は認定品扱いのままであり、
　状況に応じて取外しも可能です。
【隙間埋めステップに該当する認定基準は 2014 年 3 月時点であ
りません。】

※隙間を塞ぐ事によって開口から足が落ちるのを防止します。
※隙間塞ぎの目的製品です。作業床としての使用や荷の積載は
　行わないで下さい。

※ステップガードに取付けした後でも隙間埋めステップ自体
　が回転しますので開口方向に合わせて設置出来ます。
【右写真参照】
※回転し収納が出来ますので、取り付け後でも今まで通りの収
　納や梱包が出来ます。、
※スプリング機構によるワンタッチ操作なので回転がスムー
　ズです。

※隙間埋めステップの自重は、約2.85kg です。

販売のみ取扱製品
17 隙間埋めステップ

隙間埋めステップ販売のみ取扱

特　長
1. 建枠の横架材にフックで掛けた後、固定金具のクランプにて建枠脚柱に固定となりますので設置が楽です。
2. インチ・メーター枠共用で、ほとんどの建枠に使用出来ます。（特殊形は除く）
3. 固定金具が可変式でコンパクトに収納出来ます。
4. EGB0917 は 600～ 914までの枠幅に対応出来ます。EGB1217Bは 900～ 1219までの枠幅に対応可能です。
5. 鍵用金具に南京錠・等の使用にて開閉ロックが可能です。（南京鍵・等は別途ご用意下さい）
6. 溶融亜鉛メッキにて表面処理を施していますので、耐久性に優れています。

使用上の注意
1. 建枠の種類・形状ならびに踏板の取付位置により、簡易ゲートのフック及び固定金具が干渉する場合が
　 ありますので、設置の際は以下の点の確認を行なって下さい。
※　簡易ゲートのフックが建枠の横架材に確実に掛かっている事。
※　固定金具のクランプが建枠の脚柱に確実に取付けされている事。
2. 強風時や設置時の傾斜の影響で扉が勝手に開閉する場合がありますので、
　 番線や南京鍵・等にて扉のロックを行なって下さい。
3. 簡易ゲートに乗ったり衝撃を与えないで下さい。

簡易ゲート
リース・販売　取扱製品

簡易ゲート
枠組足場・妻側からの進入防止に最適

在庫要問合せ

フック　　
（横架材掛け）

ハンドル

鍵用金具

固定金具
（クランプ）

型 式 式 型単重（kg) 単重（kg)  ※上図にはありませんが
4.817190BGE3.12B7121BGE 　　 W=700(762）枠も設置可能です。

開き状態 ： (写）EGB1217B閉じ状態 ： (写）EGB1217B
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取り扱いを誤った場合に、使用者が死亡または重傷を負う危険な状態が

生じることが想定されます。

取り扱いを誤った場合に、使用者が傷害を負うか、または物的損害が発

生する危険な状態が生じることが想定されます。

警　告　の　内　容警告表示

　　　　　　　　はじめに　

　

◆　本説明書の記載内容と異なる取り扱いを行った場合には、重大な事故に結びつくことがあります。なお、下

　　表に示すような警告表示が掲載されている箇所は、安全上特に重要な注意事項ですから、十分なご理解の上

　　で使用されますようお願いいたします。

　◆　製品の特徴　◆

このたびは（ニッタン式）ＣＨサポート（強力サポート）をご使用いただき、

まことにありがとうございます。

◆　本説明書は、当製品を安全に使用していただくためのご案内です。使用される方は、事前に本説明書をよく

　　お読みになった上で、正しくご使用くださいますようお願い致します。

◆　ＣＨサポートは、重量物の強力仮設支柱として開発された仮設工事等の部材です。

《　ＣＨサポートについて　》

　・　上下柱は抜差式であり、大きな長さの調整はピンで、微調整はネジでできる為、如何なる長さの調整

　　　も可能であります。

　・　上柱には直交する２本のピンを付して、上柱の長さを調節していますが、これは１本ピンに比較して

　　　上柱の安定性が得られ、荷重に方向性がありません。

　・　柱長調節用のネジは耐圧強度の高い角ネジを採用し、挿み込むことにより脱落しないようになっている

　　　安全構造です。

　・　各部材は降伏比が高く、充分吟味された高抗張力鋼管が使用されて安全性を高めております。

・　一般の軽荷重サポートに比較し強度が約５～７．５倍あり、工事現場での仮設材の林立を防ぎ充分な

　　広さの空間を活用することが可能になります。

・当製品をご使用前に本説明書を必ず読み、内容を十分理解した上でご使用ください。

・本説明書は、必要なときに速やかに参照できるよう、大切に保管してください。

ＣＨサポート（強力サポート）

取　扱　説　明　書

建設工事の強力仮設支柱
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　　（２）組立要領　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　７　～　１３

　　（１）使用基準　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　５　～　　６

　　３．使用基準と組立解体要領

　　５．組立後の点検　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１４

　　６．警告　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１５

　（２）製品の名称

　　　　　ＣＨサポート（強力サポート）

　　（２）部品一覧　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　３　～　　４

　　７．保管及び保守管理　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１５　～　１６

　　（３）解体要領　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１３

　（３）製造日

　　　　　平成　２０年４月（予定）　～　随時

　　４．取扱基準　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　１４

－１－

１．識別事項

２．製品の仕様

－２－

（１）基本構成と部品名称

　

鎖ピン

１

１

１

１

２

３

上柱

下柱

ＰＣＨ－１９

ＣＨＯＺ－□□Ａ

ＣＨＩＺ－□□

　【部品番号】　【部品名称】　　【部品型式】　　　　【必要数量】　【備考】

構成部材の種類

型　式 単重（ ｋ ｇ ）
Ｌ 　ｍｉ ｎＬ 　ｍａ ｘ

寸　法（ 調節長）

２４７０ １８１５ ４１．０

３２７０

４０７０

１８６５

２６６５

４９．９

５８．９

７０．２３６６５５０７０

組み合わせ

上　柱 下　柱

【 種　類
　
】

ＣＨＩ Ｚ－２４

ＣＨＩ Ｚ－３２

ＣＨＩ Ｚ－４０

ＣＨＩ Ｚ－５０

ＣＨＯＺ－１６Ａ

ＣＨＯＺ－１６Ａ

ＣＨＯＺ－１６Ａ

ＣＨＯＺ－１６Ａ

ＣＨ－２４Ａ型

ＣＨ－３２Ａ型

ＣＨ－４０Ａ型

ＣＨ－５０Ａ型



　

－３－

（２）　部品一覧 下柱　部品一覧

　

－４－

　

【 種　類
　
】

型　式 単重（ ｋ ｇ ）

１２．６１００９

１８０９ ２１．５

２６０９

３６０９

３０．５

４１．８

寸法　Ｌ

ＣＨＩ Ｚ－２４

ＣＨＩ Ｚ－３２

ＣＨＩ Ｚ－４０

ＣＨＩ Ｚ－５０



　

－５－

　

３．使用基準と組立解体要領

－６－

　

　（１）使用基準

　　　 ５　本ＣＨサポート許容強度及び使用長は下記表を参照してください。

　　　 ４　本ＣＨサポート施工は、設置する前に必ず強度計算によって裏付けられた計画図を作成し計画書の

　　　　　通りに行われることが前提です。

許容荷重は、両端が剛で平押しの場合ですが、使用時には根がらみ、首がらみ等のつなぎを設けて下さい。

６　使用時には、鎖ピンを必ず十文字に２本共、セットして下さい。また、ピンは正規のものを使用し、

　　確実に差し込んで下さい。

７　下柱の止めボルトは、部品交換等の修理を行うとき以外は、ゆるめないで下さい。

８　ＣＨサポート上下の固定は、受板・台板に設けられているクギ穴を利用し大引き及び敷角に止めて下さい。

　　 ９　施工にあたっては、各工事現場の状況に応じて補強等の対策を講ずるとともに、法規に従って、安全作業を

　　　　実施してください。

　　　 ３　本ＣＨサポートを設置する場所の基礎は、整地を行い必要な地耐力に応じて地盤改良や転圧等を

　　　　　行って、十分な支持力を有することを確認することが前提です。また、不動沈下防止のため、敷板、

　　　　　覆工板、型鋼等をＣＨサポート下に敷設して下さい。

　 ２　ＣＨサポートを設置する支保工工事（以下支保工と云う）は、（社）仮設工業会発行の『型わく

　　　支保工工事実務マニュアル』に準じて組立てを行うことを前提とします。

　　　 １　本ＣＨサポートの認証取得状況及び使用用途・形態は下記表を参照してください。

使　用　長
型　式

最大（ＭＡＸ）最小（ＭＩＮ）
組立重量（Ｋｇ） 許容強度　ＫＮ（ｔｏｎ）

２４７０
ｍｍ

３２７０
ｍｍ

４０７０
ｍｍ

５０７０
ｍｍ

１８１５
ｍｍ

１８６５
ｍｍ

２６６５
ｍｍ

３６６５
ｍｍ

４１．０
Ｋｇ

４９．９
Ｋｇ

５８．９
Ｋｇ

７０．２
Ｋｇ

１４７
ＫＮ
（１５

ｔｏｎ
）

１２７
ＫＮ
（１３

ｔｏｎ
）

　９８
ＫＮ
（１０

ｔｏｎ
）

ＣＨ－２４Ａ型

ＣＨ－３２Ａ型

ＣＨ－４０Ａ型

ＣＨ－５０Ａ型

型　式
型枠支保工工事

ＣＨ－２４Ａ型

ＣＨ－３２Ａ型

ＣＨ－４０Ａ型

ＣＨ－５０Ａ型

認証取得状況

仮設工業会

認定取得の有無

仮設工業会

単品承認取得の有無

×

×

○

○

○

○

○

○

使用形態

解体工事等

×

×

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

×

使用可能工事

水平使用
　　２本繋ぎ

（補助サポートを含む）

本組立基準を遵守して下さい。

本基準以外のことを行いますとＣＨサポートの転倒及び崩壊につながる恐れが

あります。

Ｏ　Ｋ Ｎ　Ｇ



　

　

　

－８－－７－

（１）．組立の前準備

〔注－１〕　ＣＨサポートを設置する支保工は、（社）仮設工業会発行の『型わく・支保工工事実務

　　　　　　マニュアル』に準じて組立てを行って下さい。

〔注－３〕　組立は、必ず強度計算によって裏付けられた計画図の通りに行われることが前提です。

　　　　　　その上で、施工計画図に基づいて必要なＣＨサポートを用意しておきます。

　　（図－１）

（２）．計画図に基づいて敷板を施工し、墨打ち等で通りの芯出しを行って下さい。

　　　　（図－１）

（３）．施工高さＬを測定して下さい。叉は、計画図よりＬ寸法を確認して下さい。

　　　　（図－１）

　　（図－２）

〔注－１〕施工高さＬは、根太・大引き等を施工する

　　　　　場合はこの分の高さを考慮して下さい。

　　（図－３）

（４）　施工高さ（Ｌ
ｍｍ
）に合わせ、上柱及び下柱を準備し、ＣＨサポート全長を下記要領で設定高さ

　　　　Ｈ（Ｌ－２０～３０）を設定して下さい。

〔注－１〕鎖ピンは、十字穴部の上段部に差し込んで下さい。　（図－４）

〔注－２〕リングは、差し込んだ鎖ピンより上側にあることを確認して下さい。　（図－５）

　　（図－４）

　　（図－５）

〔注－２〕　設置場所の整地を行い、必要な地耐力に応じて地盤改良や転圧等を行って、十分な支持力を

　　　　　　有することを確認してください。また、不動沈下防止のため、敷板、覆工板、型鋼等をＣＨ

　　　　　　サポート下に敷設してください。

《　解体工事の場合　》 《　支保工工事の場合　》

　（２）組立要領

〔４－１〕下柱の高さ（Ｌ１
ｍｍ
）を雌ネジを廻し調整する。この時、ＣＨサポート施工時の上げ代及び

　　　　　下げ代を考慮すること。　（図－２）

〔４－２〕上柱に鎖ピン（２本１組）のリングをハメ込み、鎖ピン１本を所定の高さ（Ｌ２）にセット

　　　　　する。　（図－３）

ＮＧ

ＮＧ



　

　

　

－１０－－９－

　　（図－８）

　　（図－６）

　　（図－７）

　　（図－９）

　　（図－１０）

〔注－１〕ＣＨサポート使用時には鎖ピンを必ず十文字に２本共、セットして下さい。

　　　　　又、使用するピンは正規品を使用して下さい。（図－８）

〔注－１〕上柱固定用六角ボルト先端部が、ネジ筒内面に出ていないことを確認して下さい。　（図－７）

〔注－３〕本作業は、上柱・下柱を水平にした状態で行って下さい。又、直立した状態で作業を

　　　　　行う場合には安全に注意して行って下さい。

〔注－２〕上柱用台板と下柱用台板の向きが合っていることを確認して下さい。

〔４－４〕使用していない鎖ピンをネジ筒部にある穴に差込みセットして下さい。　（図－８）

〔４－５〕ネジ筒部にある上柱固定用ボルトを締め込み、上柱を確実に固定して下さい。　（図ー９）

〔４－６〕雌ネジを廻しＣＨサポートの全長高さＨを（Ｌ
ｍｍ
－２０～３０

ｍｍ
）に調整して下さい。

　　　　　（図ー１０）

〔４－３〕下柱ネジ筒部の半欠き穴部に鎖ピンが入り込むまで上柱を差込みセットして下さい。（図－６）

鎖ピンを必ず十文字に２本共、セットして下さい。また、ピンは正規のものを

使用し、確実に差し込んで下さい。本基準以外のことを行いますとＣＨサポート

の転倒及び崩壊につながる恐れがあります。

Ｎ　Ｇ



　

　

　

－１２－－１１－

〔注－１〕ＣＨサポートが自立しない場合は、単管等

　　　　　で控えを取り転倒しない様施工して下さい。

　　　　　（図－１１）

　　（図－１６）

（７）．使用高さ（Ｌ）を確認後、ネジ筒固定用ボルトを締め込み、ネジ筒を確実に

　　　　　固定して下さい。　　（図ー１４）

（５）．全長を調整したＣＨサポートを所定の位置に設置して下さい。

　　　　（図－１１）

　　（図－１１）

　　（図－１２）

　　（図－１３）

　　（図－１４）

　　（図－１５）

〔注－１〕ネジ筒固定用ボルトの締め過ぎ注意して下さい。

　　　　　締め過ぎるとネジ筒の角ネジを破損する場合が有り

　　　　　ます。（指先で締付けて、ネジ筒のガタが無くなれば

　　　　　ＯＫです。）　　（図－１５）

〔注－２〕ＣＨサポートの固定は、台板（下柱）に

　　　　　設けられているクギ穴を利用し敷板に止め

　　　　　て下さい。　（図－１２）

（６）．雌ネジを廻し所定の位置（Ｌ高さ）まで上柱・ネジ筒を上昇させて下さい。（図－１３）

（８）．手順４～手順７を行い次の位置にＣＨサポートを設置して下さい。　（図－１６）

〔注－２〕ネジ筒の固定用ボルト（Ｍ１６・ボルト頭Ｍ１２サイズ）

　　　　　２本と、ヌケ止め用（Ｍ１６）１本があるため、間違わな

　　　　　い様注意して下さい。

〔注－１〕手順４・７の注意事項と同様に施工して下さい。

ＣＨサポートに転倒防止策（控え等）をしない場合ＣＨサポートが転倒し重大な

人身事故につながる恐れがあります。

Ａ矢視図



　

　

　

－１４－－１３－

（９）．以後手順４～手順７を繰り返し計画図通りＣＨサポートを設置して下さい。

　　　　（図－１７）

　　（図－１７）

　　（図－１８）

（１０）．ＣＨサポートを設置後水平材を取り付け転倒防止対策を行って下さい。

　　　　（図－１８）

（１）．　解体の手順は、原則として組立要領の逆の順序で行いますが、作業主任者の指揮の下で、決めら

　　　　　れた手順通りに行ってください。

〔注－１〕高さ１．８ｍ以内ごとに水平つなぎを２方向設け、

　　　　　かつ水平つなぎの変位を防止して下さい。

４．取扱基準

５．組立後の点検

　（２）使用前に、接合箇所（ねじ、ピン、差込み部等）が確実に効いていることを確認して下さい。

　（５）運搬等の取扱い中に、下柱の台板の穴に指を入れないで下さい。（下図参照）

　（１）組立完了後の点検

　　　　ＣＨサポート組立完了後、使用前に次の各項目について点検を行って下さい。なお、チェックで異常が

　　　　発見された箇所は、速やかに適切な措置を講じて下さい。

全　　体

ＣＨサポート

・ＣＨサポートの間隔及び配置は計画図どおりか。

・水平材は計画図どおりか。

・大つなぎ、大筋かいは計画図どおりに取付けられているか。

・各緊結部に緩みはないか。

・張り出し部や傾斜面支持箇所の偏荷重及び風荷重等に対する処置は十分か。

・各部の連結部は、正常にセットされているか。（鎖ピン２本の差込状態、底板・受板とのクギ止め）

・上下間の緩みはないか。

・ネジ筒の調整は、正常にセットされているか。（上げ代・下げ代の確認）

　（２）定期点検及び臨時点検

　　　①　全体チェック及び各接合部の緩み等については、定期的に行ってください。

　　　②　現地に、強風、大雨、大雪、地震その他の異常が発生した後には（事前に予測が可能な場合は、その前

　　　　　にも）枠組足場と同時に臨時点検を行ってください。特に、各部材接合部の異常等に注意してください。

３、解体要領

　（１）ＣＨサポート使用時は、取扱説明書の内容に従って下さい。

　（３）ＣＨサポートの使用方法及び許容荷重は、使用基準 １・ ５項を参照し遵守して下さい。

　（４）ＣＨサポートの組立作業は、原則として２人以上の作業員で行って下さい。



－１５－

　

－１６－

　

６．警告

　　　　　労働災害や倒壊事故をおこさないため、下記の事項を必ず守ってください。

　　　◆　使用する部材は、適正に管理、整備等されたものを使用し、異常があるものは使用しな

　　　　　いでください。

　　　◆　部材に放り投げる等衝撃を与えたり、傷を付けたりしないよう丁寧に扱ってください。

　　　◆　悪天候等のため、危険が予想される場合には、直ちに作業を中止してください。

　　　◆　特殊な用途や組立方法等により使用する場合は、事前に当社にご相談ください。

　　　◆　積載荷重は、本文「３．使用基準」の許容値を超えて使用しないでください。

　　　◆　組立解体は、本文「３．使用基準と組立・解体要領」に従って、行ってください。

　（２）保守管理

　　　①　部材の保守管理は、仮設機材管理者講習会の修了者のもと、（社）仮設工業会発行の「経年仮設機材の

　　　　　管理に関する技術基準」を参照の上、適正な管理を行ってください。

　　　③　保管場所は、出来るだけ屋根のある場所としてください。なお、野積みする場合はシート等で覆い、雨

　　　　　等が直接かからないようにしてください。また、保管場所の地面は、舗装等により水捌けの良い状態に

　　　　　してください。

　（１）保管

　　　①　部材の保管は、梱包を行って桟木等の上に載せるか、パレット等を利用して行い、直置きしないように

　　　　　してください。

　　　②　積み上げる場合は、梱包毎にバンド掛け等を行い、梱包の上下間に桟木等を入れて安定させてください。

　　　　　また、積み上げられた部材は、自重や横揺れ等に対して十分な安全が確保できるような形態にしてくだ

　　　　　さい。

７．保管及び保守管理

３　Ｃ級は、当該欄のうち、いずれの項目に該当し、かつ、Ｄ級のいずれの項目にも該当しないもので

　　あること。

４　Ｄ級は、当該欄のうち、いずれかの項目に該当するもであること。

１　Ａ級は、当該欄の全項目に該当すること。

２　Ｂ級は、当該欄のうち、いずれかの項目に該当し、かつ、Ｃ級及びＤ級のいずれの項目のも該当し

　　ないものであること。

　１．　選　別

　　　①　選別にあたっては、次により次表の区分をするものとします。

部　位 項　　目
　　Ａ　級

（要　整　備）

　　Ｃ　級

（要性能試験）

　　Ｂ　級

（要修理．要整備）

　Ｄ　級

（廃　　棄）

曲がり

亀　裂

へこみ

さ　び

管　厚

損　傷

さ　び

曲がり

さ　び

変　形（損傷）

ピンの直径

各部の溶接ハガレ

鎖　ピ　ン

　そ　の　他

な　し

なし又はわずか

なし又はわずか

なし又はわずか

なし又はわずか

なし又はわずか

な　し

な　し

なし．わずか又はある程度

３．２
ｍｍ
以上

１８
ｍｍ
以上

あ　り

著しい

著しい

３．２
ｍｍ
未満

著しい

著しい

著しい

著しい

著しい

かなり

ある程度

ある程度

脱落又は損傷

１８
ｍｍ
未満

　ＣＨサポート部位選別表　

あ　りな　し

管　厚 ５．７
ｍｍ
以上 ５．７

ｍｍ
未満

曲がり

亀　裂

へこみ

さ　び なし又はわずか

なし又はわずか

な　し

な　し

著しい

著しい

あ　り

あ　り

上　柱

下　柱

管　厚 ８．２
ｍｍ
以上 ８．２

ｍｍ
未満

曲がり

亀　裂

へこみ

さ　び なし又はわずか

なし又はわずか

な　し

な　し

著しい

著しい

あ　り

あ　り

ネ　ジ　筒

　雌　ネ　ジ

な　し あ　り

鎖とピンの連結

かなり

　３．　修　理

　２．　整　備

１　ＣＨサポートに発生したさび及びコンクリート等は、除去するもとする。

２　ボルト・ナット・ピン等については、調整を行うものとする。

３　各部の溶接部で、ある程度の溶接はがれのあるものは、再溶接するものとする。

４　メッキ品で被膜のはがれた箇所は、防錆力のある塗料等で補修するものとする。

２　鎖ピン及びボルト・座金が脱落したもの、曲がりの大きなもの、損傷したもの、へこんだもの　又は、

　　著しくさびたもの等は、取り換えるものとする。

１　上柱・受板及び下柱・底板の変形（損傷を含む）は、ハンマー・矯正機等を用いて修理するものとする。
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軀体からの位置ℓ1
BK1606 BK1306

建枠の種類Ｗ 許容荷重ＰKN 建枠の種類Ｗ 許容荷重

250
940162.93016
〃267〃267
〃419〃419
け付取91213.439121 不能

300
940162.93016
〃267〃267
〃419〃419
け付取912143.239121 不能

350
940162.93016
〃267〃267
80.5441962.63419

け付取912183.039121 不能

400
940162.93016
40.7426742.73267
21.344193.43419

け付取912124.829121 不能

450
940162.93016
1.4426782.53267
81.0441943.23419

け付取912144.729121 不能

500
60.6401662.63016
61.1426723.33267

け付取41983.03419 不能
け付取9121 け付取9121能不 不能

※

※

※

※

※

※

※

φ…ボルトの周長（㎝）
T…コンクリートの許容付着力
7㎏/㎠（68.6N/㎠）

■使用上の注意

（BKブラケットは、外足場の基礎に相当するものなので、施工上の十分な安全対策が必要です。）

本で階段画計  .1 章に掲載した内容に基づいて、強度の確
認を行って下さい。なお各項の補足説明にも留意して
下さい。また強度計算による許容強度および上限荷重
を超えて使用しないで下さい。特にアンカーボルトに
は十分な注意が必要です。
ブKB  .2 ラケットは、異常（変形、破損、顕著な錆、等）

があるものは使用しないで下さい。
はに時け付取体軀  .3 ブラケットの上面が水平になるよう

にして下さい。
ブKB  .4 ラケットの設置間隔は7.2m以下として下さい。

スはに面上トッケラブ  .5 キマがないように足場板等を全
面に敷き並べて下さい。また先端部には、落下物等の
防止のため高さ15㎝以上の幅木材を設けて下さい。

平水  .6 方向の荷重に対し十分安全なように、水平筋違等
により補強して下さい。

定所、はに場足  .7 数の壁つなぎを設けることの他、根が
らみを取付けたり、ブラケットとビーム、Ｈ鋼等の梁材、
枕木、足場板、ジャッキベース等を番線、釘打ち、締
め付け金具等で固定して下さい。
ブKB  .8 ラケット本体で強度がもつのが絶対条件ですが、

BKブラケットの先端は、念のため軀体からワイヤー等
で吊りますと、より安全です。（下左図参照）
ブKB  .9 ラケットの取付け位置は、原則として軀体の梁や

スラブの箇所として下さい。特にベランダの手摺りや
軀体壁等のように、そのまま取付けると危険が予測さ
れる箇所は避けて下さい。（下右図参照）

ワイヤー補強の例 危険な取付け箇所の例

ブKBと置位の重荷  .01 ラケットの
許容荷重との関係は右表のよう
になります。

※中表 ● 印の場合はアタッチメント
の併用が条件になります。

（　　　 　　　 ）

【アンカーボルトに加わる引抜き力】
M＝P2（L1＋L2）－HBh＝0よりHB＝

P（L1＋L2）
2h ＝HA

HA＝2.790ton×（0.3＋1.214）2×0.530m ≒3.985
ton
（39.1

KN
）

【アンカーボルトの埋込み必要長さ】
T＝ HA

2φL（１本あたり）より
フック付きアンカーボルトでは、
L＝23×

HA
2φT＝

2
3×

39100
2×3.14×2.54×68.6≒23.8

㎝

≒25
㎝
以上とする

埋込みアンカーの詳細、手配は弊社では行っておりません。

BKブラケット27

①

③

⑤

④

②

型　　式
調　節　長

組立重量　㎏
耐圧強度　kN（ton）

最大L　max 最小L　min 最大破壊強度 許容強度
CH-18型 1850 1200 34.5

294kN（30ton） 147kN（15ton）CH-24型 2470 1815 40.1
CH-32型 3270 1865 49.0
CH-40型 4070 2665 58.0 264kN（27ton） 127kN（13ton）
CH-50型 5070 3665 69.3 225kN（23ton） 98kN（10ton）
CH-60型

上　　柱

CHI-24
CHI-24
CHI-32
CHI-40
CHI-50
CHI-60

下　　柱

CHO-09
CHO-16
CHO-16
CHO-16
CHO-16
CHO-166070 4665 80.6 147kN（15 ） 68kN（7ton）

№ 名　称 型　式 寸　法 材　質 ピン孔の
ピッチ数n 単重（㎏）

① 上柱

CHI-24 LA1009

STK500

4 12.6
CHI-32 1809 10 21.5
CHI-40 2609 10 30.5
CHI-50 3609 10 41.8
CHI-60 4609 10 53.1

② 下柱
CHO-09 LB971

STK500
11.4
0.71985161-OHC

③ ねじ筒 PCH-15 STPG 5.35
④ 雌ねじ PCH-14 FCD45 4.15
⑤ 鎖ピン PCH-19 19φ×160ℓ SCM440 0.89

諸　性　能 上柱
82.6φ×6t

下柱
114.3φ×3.5t

断 面 積 A㎠ 12.04 12.18
断面二次モーメント Ⅰ㎝4 71.3 187.1
断 面 係 数 Z㎤ 17.26 32.75

■種　類

■構　造

■特　徴

はに柱上  .1 直交する2本のピンをさして、上柱の長さを調
節していますが、これは1本ピンに比較して上柱の安定
性が得られ荷重に方向性がない大きい特長を持ってお
ります。

上、もかし　  　 柱の2つのピン穴は位置をずらせて強度を
確保しております。従って柱の偏芯荷重を少くして、
上柱の曲りを自動的に防ぎ得る有利な構造であります。
また、2本ピンですので最大荷重を加えてもピンの変化
は殆んどなく、耐久性がある構造です。

立て立み組  .2 柱後、上下柱の寸法差で生ずるがたつきに
よる偏芯荷重を防ぐ、2本ピンが交差して設置され、支
持力を高めております。

節調長柱  .3 用のネジは耐圧強度の高い角ネジを採用し、
挿込むことにより脱落しないようになっている安全構
造です。

は材部各  .4 降伏比が高く、充分吟味された高抗張力鋼管
が使用されて安全性を高めております。更に立柱の際、
長柱によって生ずる振動、横倒れ等の対策として強力
サポートに、布、筋違等を直交、自在クランプ等で固
定し安全の向上を計る事が出来ます。
下上  .5 柱は抜差式であり、大きな長さの調節はピンで、

微調整はネジで出来るため、如何なる長さの調節も可
能です。

　強力サポートは高抗張力鋼管製の支柱であり、一般の軽荷重サポートに比較し強度は約5～10倍に達し、従って仮設面
積は枠組足場等に比較しても甚しく減少され、工事現場での仮設材の林立を防ぎ充分な広さの空間を活用することが可能に
なります。

●部材表

●断面性状

実用新案登録　第3162829号

注.下柱組立重量（上表②＋③＋④）
CHO-09……21.0㎏
CHO-16……26.6㎏

リース・販売　取扱製品
強力サポート（CH型）
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容許  .1 荷重は、両端が剛で平押しの場合ですが、使用時に
は根がらみ・水平継ぎ・頭継ぎを設けて下さい。

はに時用使  .2 鎖ピンを必ず十文字に2本共セットして下さ
い。ピンは正規品を使用し確実に差込んで下さい。

部、はトルボめ止の柱下  .3 品交換等の修理を行う時以外
は緩めないで下さい。

取の等搬運  .4 扱い中に、下柱の台板の穴に指を入れない
で下さい。（図参照）

型42-HC .5 ・32型は仮設工業会の単品承認品です。
型04-HC .6 ・50型は仮設工業会の認定および単品承認

品です。
力強  .7 サポートの種類に関わらず以下の使用・設置は使

用禁止です。
　 ※横使い（山止め支保工
　　 の切ばり・他）
　 ※2本繋ぎ

型81-HC .8 ・60型は認定
　 および単品承認は取得し
　 ていません。

プンラク用専  .1 ：水平つなぎ、筋違等を設けて支保工を
安定させる場合の専用クランプです。つなぎ材は48.6
φ鋼管とします。

種　類 型　式 単重 ㎏

上
柱
用

直交 CF-8248
1.0

自在 CU-8248

下
柱
用

直交 CF-1148
1.2

自在 CU-1148

■付属部品

●専用クランプの種類

危険！

■強力サポート・使用上の注意

リース・販売　取扱製品
強力サポート（CH型）

※下柱に上柱を挿し込んだ状態のセット返却はNGです。必ず上柱・下柱を分離して下さい。

※分離した上柱・下柱はそれぞれサイズと向きを合わせて20本を1梱包でまとめて下さい。
　20本以上の梱包は危険です。
　端数も可能な限りサイズと向きを合わせて荷崩れしない梱包をお願い致します。
※梱包は両端２ヶ所 (推奨３ヶ所以上）の番線結束でお願い致します。
　ロープや紐の結束は危険ですのでお止め下さい。

※製品識別の為、上柱はブルーかオレンジ（CHI-32型のみ ) の塗装がしてあります。
　下柱はブルーの塗装がしてあります。
　当社保有以外のものは受領致しかねますのでご注意願います。

リース品返却時強力サポート（CH型） のお願い

ご返却の際のお願い事項がありますので、ご査収下さいますようお願い致します。
状態によっては別途整備費が発生したり、積み込みをお断りする場合があります。

※下柱（ネジ筒）のボルト類は緩めたり外したりし
　ないで下さい。

※専用クランプや鎖ピンは取り外して下さい。

30
リース・販売　取扱製品

強力サポート（CH型）
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形　式 L（㎜） W（㎜） 単重（㎏）
FG-400C 4,000 240 13.5
FG-300C 3,000 240 10.9
FG-200C 2,000 240 6.7

材　質

高張力鋼板（KTG-S2）
亜鉛メッキ量 90g/㎡以上
引張強さ 64.68kN以上
ヤング係数 20.58×106N／㎠

形　状
㎠60.4＝A積面断

断面二次モーメント ｌ＝9.77㎝4

㎤37.3＝Z数係面断

支持間隔 1.8m
制限荷重 1.47KN
たわみ量 0.9㎝

）㎏（量単類　種 たわみ（㎜）
軽量鋼製足場板 65.31

アルミ合金製足場板 811.01
合板足場板（木製） 020.81

※合板足場板（木製）アルミ合金製足場板は弊社では取扱っておりません。

軽量鋼製足場板

■特　徴

板場足板合  .1 より30％も軽く、取扱いや運搬等が容易に
行えます。

、は度強大最  .2 使用荷重1.47KN（1800スパン）に対
して2.5倍以上あり安全です。また同一荷重に於けるた
わみは、アルミや合板製足場板の半分です。

高は体本  .3 張力溶融亜鉛メッキ鋼板の一体成形品を使用
しているので強度面や防錆力に優れ、維持管理が容易
です。

穴丸に面全面路  .4 打出し加工を施しており、滑り止め効
果は抜群です。

両面下  .5 側全長に渡って特殊な滑り止めを施してあり、
安定した設置が行えます。

■使用上の注意

使ご  .1 用になる前に、下面の滑り止めの付着具合を確認
して下さい。
容許  .2 荷重（中央集中1.47KN／スパン1800㎜）を超
える荷重は架けないで下さい。

上以点3は板場足  .3 の支持物に掛け渡し、支持する間隔は、
1850㎜以下で使用して下さい。なお、この場合の許
容荷重は1.37KNとします。
端両  .4 の支持点からの突き出し部の長さは10㎝以上、

20㎝以下としてご使用下さい。
上以m2  .5 での高所作業床として使用する場合は、2枚以

上並べて、番線またはゴムバンドで支持物に固定して
下さい。この時の足場板同士のスキマは、3㎝以下とし
て下さい。
板場足  .6 を長手方向に重ねる時は、必ず支点の上で重ね、

その重ねた部分の長さは20㎝以上とし、番線またはゴ
ムバンドで支持物に固定して下さい。

足場板の種類 本体性能

制限荷重（中央集中荷重＝単純梁の場合）

性能比較

↑4mもの ↑1.8mスパン980N中央集中

リース・販売　取扱製品
鋼製足場板

■特　徴

■特長・用途

で場現  .1 お手持の材料（単管パイプ・クランプ等）を主
要部材として組立が出来ます。
の板  .2 勾配を自由に調整出来ます。

（45°、55°、65°、75°）
、立組  .3 解体、連結が極めて簡便容易です。

でのな製ルーチスルーオ  .4 耐久度が高く、安全、堅牢です。
は摺手  .5 同径（48.6φ）のパイプで簡単にクランプで取

付けられます。
げ上積  .6 寸法及び段数は自在に調整できます。

㎏5.6　量重  .7

パイプ・ステップ
US-60

サル梯子（タラップ）

の枠建  .1 横架材や他の水平材にフックを架けるだけなの
で、セットは簡単です。

差にンピは結連  .2 し込むだけです。ピンの長さを変えて
ありますので入れやすくしてあります。

、で用兼84・24はクッフ  .3 ご使用いただけます。
場足組枠  .4 やローリングタワー及び地中梁配筋組立工事

等の登りタラップにご利用下さい。

［中・下段用］
NT-170（踏面：丸型）
NT-170K（踏面：角型）

9.9㎏

［最上段用］
NT-240（踏面：丸型）
NT-240K（踏面：角型）

12.1㎏

■使用上の注意

容許  .1 荷重は、ステップの中央部で1.47KN以下でご使
用下さい。なお、同じ梯子には、同時に2人以上載らな
いで下さい。

、はてし対に等りが上き浮、リベス横、れ揺、は子梯ルサ  .2
これを防止する機能がありませんので、必要に応じて
番線等により固定して下さい。

確、うよるす着密に材平水の手相、共所箇全はクッフ  .3
実に引っ掛けて下さい。

に態状たっ載に部凸、りたいていに面地が端下最に特 
は、ご注意下さい。

さ下意注ごでのんせま来出結連はで型角と型丸、面踏 .4
い。

パイプステップ・サル梯子 12
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W＝1219 W＝914 W＝610

H

1
7
0
0

H

1
5
2
4

H

1
2
1
9

H

9
1
4

H

4
9
0

建枠（鳥居型）　N-4055B　18.0㎏

調節枠（鳥居型）　N-405　17.0㎏

調節枠　N-404L
14.5㎏

建枠（鳥居型）　N-3055A　15.0㎏

調節枠（鳥居型）　N-305　14.0㎏

建枠（簡易枠）　
N-6117SN  11.1㎏

調節枠（簡易枠）　N-6115S　13.0㎏

調節枠　N-6112S　11.0㎏

調節枠　N-6109S　10.0㎏

調節枠　N-6104S　6.0㎏

支保エブラケット枠
SB-404　16.3㎏

調節枠　N-403L
11.6㎏

支保エブラケット枠
SB-403　14.2㎏

調節枠　N-417
8.9㎏

支保エブラケット枠
SB-417　12.0㎏

調節枠　N-304L
12.6㎏

支保エブラケット枠
SB-304　14.4㎏

調節枠　N-303L
9.8㎏

支保エブラケット枠
SB-303　12.4㎏

支保エブラケット枠　SB-317　10.0㎏　

建枠
リース・販売　取扱製品（リースはインチサイズのみの取扱いです。）

ラクピン（オートロック機構付連結ピン）

拡幅枠　S-4117　15.5㎏拡幅枠　S-6117　17.8㎏拡幅枠　S-3055　18.0㎏

建枠（簡易枠）　N-4117　12.1㎏

連結ピン
N-20
0.6㎏

ラクピン
N-20R
0.6㎏

足場用 足場用

ロック時
の状態

ロック解除時
の状態

型式 寸法L 区分 単重（㎏）
N-20R 80 インチサイズ 0.870 メーターサイズ

※メーターサイズは販売品のみ取扱

安全帽着帽でも楽に作業・通行可能なH1.8タイプ

建枠
（標準枠）

N-4018
16.0㎏

交差筋違、踏板等はインチサイズの標準品と共用です。
尚、階段は専用サイズとなります。
連結ピンは大和式になります。

運用 形式 寸法 単重（㎏） ステップ数S H L
ハイタイプ用 K-3018S 1829 1800 2566 13.9 8

ハイタイプ建枠用アルミ階段（リースのみ取扱）

下桟 下桟
有り無しがあります
※リース品は下桟無しのみ取扱い

有り無しがあります

下桟
有り無しがあります

1829

1829

1829

1829

1829

1524

1524

1524

1524

1524

1219

1219

1219

1219

1219

　 914

　 914

　 914

　 914

　 914

　 610

　 610

　 610

　 610

　 610

適用交差筋違

N-14

N-19

N-08

N-16S

N-11

N-18

  N-9

N-16

N-13

N-012

N-12

N-16A

N-012

N-07

N-09

N-16B

N-12

N-09

N-06

N-16C

N-14

型式スパン（L）

N-11

N-13

N-012

N-12

B-14
(下さん一体型)

B-11
(下さん一体型)

B-13
(下さん一体型)

B-012
(下さん一体型)

B-12
(下さん一体型)

H=

1
7
0
0

H=

1
5
2
4

H=

1
2
1
9

H=

9
1
4

H=

4
9
0

※在庫要問い合わせ。

（※リース品出荷時に下桟の有無指定は出来ません）拡幅枠

建枠ピン
●特徴

まつの足が作操のて全 .1 先、または手の指先でワンタッチで行うことができます。
（1）建枠の組立は、落とし込むだけで自動的にロック状態になります。
（2）建枠の解体は、ストッパーを踏むだけでロックが解除されます。
（3）ロックの復帰はストッパーを上げればOKです。
2. ストッパーが上下動であることによる効果は次の通りです。

板踏 ）1（　 （鋼製布板）のつかみ金具が、ストッパーに押し付けられた状       
　　　態でも、その水平力によってはロックが解除されず、安全です。
　（2） 、にらさ （1）の状態でストッパーを下へ押すことができるので、
　解除可能となります。

　※ ）2（、）1（-2 は特に、600等の巾の狭い建枠に効果的です。
3. その他

は品部成構 ）1（　 溶融亜鉛メッキとステンレスの併用であり、サビに強い
　　　構造です。
（特にロックビンは鍛造品に付き、強度・耐久性が抜群です）
（2）ラクピンは仮設工業会の認定製品です。
（3）建枠の外側に凸部がないので、カバー付き手摺柱が使用可能です。

●使用上の注意
（1）作業時は、ストッパーが水平であることを確認して下さい。
　（2） ットス パーが下がっていると、ロックが解除の状態になっています
　　　ので、必ず復帰させて下さい。

その他建枠

■ハイタイプ建枠

●特徴
新①　 製品のアルミ階段は従来のスチ
ール階段に比べ、当社比で半分以
下の軽さです。（スチール階段は約
32㎏あります）
部下 ②　 フックはカニ爪形状ですから、

特に解体が一人で楽に行えます。
製当 ③　 品は仮説工業会の認定品です。

●使用上の注意
ご使用にあたっては、仮説工業会発行
の枠組足場使用基準をご覧下さい。

リース・販売　取扱製品
建枠・枠組足場関連部材 2
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W＝1219 W＝914 W＝610

H

1
7
0
0

H

1
5
2
4

H

1
2
1
9

H

9
1
4

H

4
9
0

建枠（鳥居型）　N-4055B　18.0㎏

調節枠（鳥居型）　N-405　17.0㎏

調節枠　N-404L
14.5㎏

建枠（鳥居型）　N-3055A　15.0㎏

調節枠（鳥居型）　N-305　14.0㎏

建枠（簡易枠）　
N-6117SN  11.1㎏

調節枠（簡易枠）　N-6115S　13.0㎏

調節枠　N-6112S　11.0㎏

調節枠　N-6109S　10.0㎏

調節枠　N-6104S　6.0㎏

支保エブラケット枠
SB-404　16.3㎏

調節枠　N-403L
11.6㎏

支保エブラケット枠
SB-403　14.2㎏

調節枠　N-417
8.9㎏

支保エブラケット枠
SB-417　12.0㎏

調節枠　N-304L
12.6㎏

支保エブラケット枠
SB-304　14.4㎏

調節枠　N-303L
9.8㎏

支保エブラケット枠
SB-303　12.4㎏

支保エブラケット枠　SB-317　10.0㎏　

1 建枠
リース・販売　取扱製品（リースはインチサイズのみの取扱いです。）

ラクピン（オートロック機構付連結ピン）

拡幅枠　S-4117　15.5㎏拡幅枠　S-6117　17.8㎏拡幅枠　S-3055　18.0㎏

建枠（簡易枠）　N-4117　12.1㎏

連結ピン
N-20
0.6㎏

ラクピン
N-20R
0.6㎏

足場用 足場用

ロック時
の状態

ロック解除時
の状態

型式 寸法L 区分 単重（㎏）
N-20R 80 インチサイズ 0.870 メーターサイズ

※メーターサイズは販売品のみ取扱

安全帽着帽でも楽に作業・通行可能なH1.8タイプ

建枠
（標準枠）

N-4018
16.0㎏

交差筋違、踏板等はインチサイズの標準品と共用です。
尚、階段は専用サイズとなります。
連結ピンは大和式になります。

運用 形式 寸法 単重（㎏） ステップ数S H L
ハイタイプ用 K-3018S 1829 1800 2566 13.9 8

ハイタイプ建枠用アルミ階段（リースのみ取扱）

下桟 下桟
有り無しがあります
※リース品は下桟無しのみ取扱い

有り無しがあります

下桟
有り無しがあります

1829

1829

1829

1829

1829

1524

1524

1524

1524

1524

1219

1219

1219

1219

1219

　 914

　 914

　 914

　 914

　 914

　 610

　 610

　 610

　 610

　 610

適用交差筋違

N-14

N-19

N-08

N-16S

N-11

N-18

  N-9

N-16

N-13

N-012

N-12

N-16A

N-012

N-07

N-09

N-16B

N-12

N-09

N-06

N-16C

N-14

型式スパン（L）

N-11

N-13

N-012

N-12

B-14
(下さん一体型)

B-11
(下さん一体型)

B-13
(下さん一体型)

B-012
(下さん一体型)

B-12
(下さん一体型)

H=

1
7
0
0

H=

1
5
2
4

H=
1
2
1
9

H=

9
1
4

H=

4
9
0

※在庫要問い合わせ。

（※リース品出荷時に下桟の有無指定は出来ません）拡幅枠

建枠ピン
●特徴

まつの足が作操のて全 .1 先、または手の指先でワンタッチで行うことができます。
　（1）建枠の組立は、落とし込むだけで自動的にロック状態になります。
　（2）建枠の解体は、ストッパーを踏むだけでロックが解除されます。
　（3）ロックの復帰はストッパーを上げればOKです。
2. ストッパーが上下動であることによる効果は次の通りです。

板踏 ）1（　 （鋼製布板）のつかみ金具が、ストッパーに押し付けられた状       
　　　態でも、その水平力によってはロックが解除されず、安全です。
　（2） 、にらさ （1）の状態でストッパーを下へ押すことができるので、
 　解除可能となります。
　※ ）2（、）1（-2 は特に、600等の巾の狭い建枠に効果的です。
3. その他

は品部成構 ）1（　 溶融亜鉛メッキとステンレスの併用であり、サビに強い
　　　構造です。
　（特にロックビンは鍛造品に付き、強度・耐久性が抜群です）
　（2）ラクピンは仮設工業会の認定製品です。
　（3）建枠の外側に凸部がないので、カバー付き手摺柱が使用可能です。

●使用上の注意
　（1）作業時は、ストッパーが水平であることを確認して下さい。
　（2） ットス パーが下がっていると、ロックが解除の状態になっています
　　　ので、必ず復帰させて下さい。

その他建枠

■ハイタイプ建枠

●特徴
新 ①　 製品のアルミ階段は従来のスチ
ール階段に比べ、当社比で半分以
下の軽さです。（スチール階段は約
32㎏あります）
部下 ②　 フックはカニ爪形状ですから、

特に解体が一人で楽に行えます。
製当 ③　 品は仮説工業会の認定品です。

●使用上の注意
ご使用にあたっては、仮説工業会発行
の枠組足場使用基準をご覧下さい。

リース・販売　取扱製品
建枠・枠組足場関連部材
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踏板（W＝500） 踏板（W＝400） 踏板（W＝240）

アルミ階段　K-3055SA　13.9㎏ 鋼製階段　K-4117S　21.7㎏ ステアレール　KL-25　5.3㎏ ステップガード　KG-18

（※リースのみ取扱） （※リースのみ取扱） ※メーター足場には使用不可。

型式 調節範囲（㎜） 単重（㎏）

KG-18 枠幅：914～ 1219
桁行スパン：1800～ 1829 15.6

型式 L（㎜） 単重（㎏）
SKN-6 1829 15.3

FPB-0515 1524 12.5
FPB-0512 1219 11.0
FPB-0509 914 9.0
FPB-0506 610 6.1

型式 L（㎜） 単重（㎏）
FPB-0418 1829 13.7
FPB-0415 1524 11.2
FPB-0412 1219 9.4
FPB-0409 914 7.4
FPB-0406 610 5.5

型式 L（㎜） 単重（㎏）
SKN-3 1829 10.4

FPB-0215 1524 7.0
FPB-0212 1219 6.0
FPB-0209 914 5.5
FPB-0206 610 3.7

型式 L（㎜） 単重（㎏）
N-127A 509 0.5
N-128 826 0.7
N-126 739 0.6
N-123 420 0.5
N-125 330 0.4

型式 寸法（㎜） 単重（㎏）A B C
N-14 1829

1219

2198 4.6
N-11 1524 1952 4.0
N-13 1219 1724 3.5
N-012 914 1524 3.1
N-19 1829

914
2045 4.5

N-18 1524 1777 3.7
N-07 914 1293 2.7
N-08 1829

610

1928 3.9
N-9 1524 1642 3.4
N-12 1219 1363 2.9
N-09 914 1099 2.3
N-06 610 863 2.0
N-16S 1829

280

1850 3.8
N-16 1524 1549 3.0
N-16A 1219 1251 2.4
N-16B 914 956 1.9
N-16C 610 671 1.4

1829 1524 1219 914 610

1700

N-4055B

N-14 N-11 N-13 N-012 N-12

N-3055A （S-3055）
N-4117

N-6117SN （S-6117）（S-4117）

1524
N-405
N-305

N-6115S

1219
N-404L （SB-404）

N-19 N-18 N-012 N-07 N-09N-304L （SB-304）
N-6112S

914
N-403L （SB-403）

N-08 N-9 N-12 N-09 N-06N-303L （SB-303）
N-6109S （SB-1809）

490
N-417 （SB-417）

N-16S N-16 N-16A N-16B N-16C－ （SB-317）
N-6104S

（階段用外側手摺） （階段用開口部手摺）

階段

交差筋違

スパン別筋違組合せ表

建枠建枠高さ（㎜）
スパン（㎜）

踏板 アームロック

リース・販売　取扱製品
枠組足場関連部材

リース・販売　取扱製品

※在庫要問合わせ。

Bブレス
（防護桟付き）

労働安全衛生規則改正（2009 年 6月施行）対応製品
仮設工業会  単品承認品

Bブレスの場合

在来型ブレスの場合

使用状態

収納状態

■種　類

こ、中業作ので内場足組枠はスレブB  .1 れまで墜落災害の
原因のひとつとされていたブレスの下部開口部を防護
桟が塞ぎます。これにより安全性が飛躍的に向上しま
す。

はスレブB  .2 防護桟一体型構造ですから、使用時X状に開
いた場合、建枠のブレスピンにほぼ近い角度になりま
すので、組立し易くなります。

在はスレブB  .3 来のブレスと同様に、棒状に折りたたむこ
とができますから、梱包や運搬、保管等は、ほぼ従来
通りに行うことができます。

在はスレブB  .4 来ブレスと同様に、品種が各スパンに対応
できます。従って在来品種との互換性を有します。

組立状況図

■特　徴

防護桟

ストッパー

ブレス材

A部詳細

のスレブB  .1 防護桟には、足をかけたりしないで下さい。
包梱  .2 の際には、極度に強く結束しないようにして下さ

い。
トーリクンコにスレブB  .3 等が付着すると、防護桟の動き

が悪くなりますので、ご使用の前か解体後にはケレン
等を行って付着物を取り除いて下さい。

スレブB  .4 を最下段に取付けた場合、一見して建枠同士の
連携材のように見えますが、防護桟は構造的に根がら
みの効果がありませんので、その代用にはなりません。

■使用上の注意

型式 単重㎏ 寸法

　 CBB-1812S（販売型式）
　 B-14（リース型式） 6.2kg

 L=1829
L1=1219

　 CBB-1512S（販売型式）
　 B-11（リース型式） 5.4kg

 L=1524
L1=1219

　 CBB-1212S（販売型式）
　 B-13（リース型式） 4.7kg

L=1219
L1=1219

　 CBB-0912S（販売型式）
　 B-012（リース型式） 4.0kg

 L=　914
L1=1219

　 CBB-0612S（販売型式）
　 B-12（リース型式） 3.4kg

L=　610
L1=1219

型式 単重kg 寸法（L） 寸法（L1）
CB-1812S 6.1kg 1800 1200
CB-1512S 5.3kg 1500 〃
CB-1212S 4.6kg 1200 〃
CB-0912S 3.9kg 900 〃
CB-0612S 3.3kg 600 〃

護防 ◆ 桟はブレス材同様、材質STK400、
外径21.7です。

L1

 ●インチ専用Bブレス　※リース・販売取扱製品

 ●メーター専用Bブレス　※販売のみ取扱製品

リース・販売　取扱製品
Bブレス

リース・販売　取扱製品
4
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鋼管（単管パイプ）　φ48.6×2.4t

型式 長さ（L） 単重
S-6010 1.0m 4.06kg
S-6015 1.5m 6.09kg
S-6020 2.0m 8.12kg
S-6025 2.5m 10.15kg
S-6030 3.0m 12.18kg
S-6035 3.5m 14.21kg
S-6040 4.0m 16.24kg
S-6045 4.5m 18.27kg
S-6050 5.0m 20.30kg
S-6055 5.5m 22.33kg
S-6060 6.0m 24.36kg
S-6070 7.0m 28.42kg
S-6080 8.0m 32.48kg

型式 長さ（L） 単重
S-1010 1.0m 9.52kg
S-1015 1.5m 14.28kg
S-1020 2.0m 19.04kg
S-1025 2.5m 23.80kg
S-1030 3.0m 28.56kg
S-1035 3.5m 33.32kg
S-1040 4.0m 38.08kg
S-1045 4.5m 42.84kg
S-1050 5.0m 47.60kg
S-1055 5.5m 52.36kg
S-1060 6.0m 57.12kg
S-1070 7.0m 66.64kg

鋼管（角パイプ）　□-60×2.3t 鋼管（角パイプ）　□-100×3.2t

兼用クランプ
直交　CF-48A　0.7㎏
自在　CU-48A

三連クランプ
直交　3CF-48　1.2㎏
自在　3CU-48

直線ジョイント（48.6φ用）
N-4820　0.6㎏

単管ベース（48.6φ）
PN-48　0.8㎏

角丸クランプ（60角）
直交　KF-4860　0.9㎏
自在　KU-4860

角角クランプ（60角）
直交　KF-6060　1.0㎏
自在　KU-6060

六役キャッチ
CC-48AL　1.15㎏

キャッチ（M3パーチ）
CC-48M　1.5㎏

リースのみ取扱製品
鋼管・緊結金具部材

■緊結金具部材

型　式 長さ（L） 単重
種類

ピンパイプ形状
ピン加工

SP-10 1.0m 2.73kg × バタのみ取扱
SP-15 1.5m 4.10kg × バタのみ取扱
SP-20 2.0m 5.46kg ○
SP-25 2.5m 6.83kg ○
SP-30 3.0m 8.19kg ○
SP-35 3.5m 9.56kg ○
SP-40 4.0m 10.9kg ○
SP-45 4.5m 12.3kg ○
SP-50 5.0m 13.6kg ○
SP-55 5.5m 15.0kg ○
SP-60 6.0m 16.4kg ○

259

CS-05

CS-05V（円形）

CS-02

品種 使用間隔L（㎜） 許容荷重N（㎏）

CS-05
300以下 2450N（250㎏）
350 1960N（200㎏）
400 1470N（150㎏）

CS-02
300以下 980N（100㎏）
350 735N（75㎏）
400 490N（50㎏）

適用 型式 単重（㎏）

メーター・インチ兼用
CS-05 7.4

8.420-SC
3.5V50-SC

型式 寸法H 重量（㎏）
CGL-1 375 8.3

コーナー手摺

■特　徴

枠ーターメ、チンイは品製  .1 共用で、ほとんど全ての建
材に使用できます。
勝右左  .2 手反対のない構造なので、1種類でどちらのコー

ナーにも使用できます。
構なルブシキレフ  .3 造なので、直角コーナー以外でも使

用できます。
と摺手  .4 しての高さ合わせは、建枠の補剛材に載せるだ

けで、900～ 1000の適正な位置にセットされます。
付取  .5 けは、クランプ2個と蝶ボルト4個の締め付けなの
で、簡単に行えます。

り折にトクパンコは品製  .6 畳みができますので、足場内
での取扱いが楽です。また、保管や運搬時にも有効です。

の部ーナーコ場足組枠  .7 離れ具合はおよそ200～ 600
までに使用できます。（左図）

コーナーステップ

■使用上の注意

、は品製  .1 必ず建枠の内側に取付けて下さい。
の枠建  .2 種類により、補剛材が適当な位置にないものは、

上の手摺材の位置を900～ 950位に取付けて下さい。
め締  .3 付けねじは、確実に締めて下さい。
の摺手  .4 上に載ったり、衝撃を与えたりしないで下さい。

■特　徴

場足組枠はプッテスーナーコ  .1 同士のコーナーのスキマ
に使用する鋼製足場板で、ほぼフラットな作業床が構
成されます。
組枠  .2 間のスキマは、建枠の横架材中心から、約150～
400の範囲で使用できます。（左図寸法L）
の品製  .3 両サイドには、それぞれ4個づつの番線用の穴が

ありますので、使用位置に近い所で固定できます。

■使用上の注意

プッテスーナーコ  .1 を使用する場合にはつかみ金具の吹
き上げ防止リンクが確実に効いている状態で使用して
下さい。また、テール側は番線で固定して下さい。
品製  .2 を2枚並べて使用する場合は、互い同士のスキマが
30以下になるようにして下さい。

渡け掛  .3 すスキマの距離によって許容荷重が異なります
ので、下表の範囲で使用して下さい。なお、安全上ス
キマが400を超える場合には使用しないで下さい。

リース・販売　取扱製品
コーナー手摺・コーナーステップ 10

߯
؅
ɾ
ۓ
݁
ۚ
۩
෦
材

ί
ー
φ
ー
ख
੆
ɾ
ί
ー
φ
ー
ス
ς
ỽ
ϓ



脚立の手軽さのまま幅広い作業性と機能性を満載。

■最大作業高さ比較

■設置寸法

【凹凸面でも天板は水平】
伸縮脚はそれぞれ25㎜ピッチで自在に高さ調節ができま
す。
複雑な凹凸の場所でも、ワンタッチで天板を水平状態にセ
ッティングできます。

品　　番 001-RSC031-RSC051-RSC081-RSC

天板有効寸法（㎜）
W D W D W D W D

1,680 500 1,488 400 1,300 400 1,300 400
作業高さ（㎜）
調 節 幅（㎜）

1,417～ 1,777 1,204～ 1,493 925～ 1,238 646～ 959
52525252

　　 設置面積（㎜） 最大
　　　　　　　　  最小

W D W D W D W D
2,703 832 2,339 682 2,038 639 1,889 586
2,510 767 2,184 630 1,870 582 1,721 529

収納寸法（㎜）
W D H W D H W D H W D H

1,775 767 165 1,559 630 160 1,395 582 160 1,395 529 122
 許容荷重（kN） 74.174.174.174.1
質　　量（㎏） 5.112.311.614.42

CSR-180 CSR-150

CSR-100

CSR-130

CSR-180

CSR-130

CSR-150

CSR-100

手摺については御問合せ下さい

アルミマイティーベース
リースのみ取扱製品

15

在庫要問合せ

２８５
３３０

鋼製脚立（リースのみ取扱）

アルミ1連ハシゴ（リースのみ取扱） 道板受台（パイプウマ）

72

27

42

型式 単重 型式 単重 型式 単重
KS-60（6尺） 14㎏ KS-45（4.5尺） 10.5㎏ KS-30（3尺） 7.8㎏

500

40
6

40
6

40
6

17
35

51
7

1035

700

500

40
6

40
6

13
30

51
8

700
803

500

40
6

49
4

90
0

556

600

型式 全長（m） 単重（㎏） 許容荷重（kN）
RX-30S 3.07 6.8

1.3
RX-40S 4.06 8.8

型式 幅（㎜） 高さ（㎜） 単重（㎏）
N-600 540 415 9.5

支柱形状／踏ざん形状

●特徴・用途

●使用上の注意

その他　関連部材
リース・販売　取扱製品

の車搬運てせ合組とどな板場足 ）1
通路や鉄筋組立工事等の荷台と
して大変便利です。

でがとこむ畳り折にトクパンコ ）2（
きます。

、てげ拡でま大最、は合場るす用使 ）1（
天端を水平にし、ガタつきのな
い状態でご使用下さい。

きとるすりだんたた、りたげ拡 ）2（
は指をはさまないよう、ご注意
下さい。

L ガード（L 型鋼製幅木）　SGB-6AL（L＝ 1829のみ）6.7kg

■特　徴 ■取付け方法

状現  .1 の標準的な枠組足場に工具無しで取り付けが可能
です。（一部特殊形状を除く）
自独  .2 のL型構造により作業床の外側の隙間を塞ぎますか
ら、作業者の保護と同時に小物等の落下も防ぎます。

の組枠  .3 種類によってはブレスピンの高さが異なります
が、いずれの枠組にも取付け可能です。

4. 製品は、構造上部分的な破損が生じても部分交換が可能です。

1. Lガード両端におさめられているアームフックを起こす。
付取のクッフムーアにンピスレブの枠建  .2 け穴に差込み

完了。
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開発経緯

枠組足場の階段開口部に設置する墜落防止用の手すり枠
（弊社製品名：ステップガード）を設置した場合、【図-1】のように
三角形状の隙間が発生し、安全性を損なう恐れがあります。
そこで、隙間を塞ぐ製品を考案致しました。
※仮設機材総合カタログ(Ver.5)にて隙間埋めステップを掲載しておりましたが、

　　現在は取扱いを中止し、大幅改良致しました三角ステップの取扱いを行っております。

特　徴

1.階段の昇降時に極力邪魔にならない形状になっています。万が一の場合に備えて先端は丸い形状になっています。
2.取付クランプが自在の為、工具を使わずに左右どちらの隙間にも対応が可能です。
3.取付時、建枠やステップガードに穴開けや溶接といった改造は不要です。状況に応じての取外しが容易に行えます。
　（三角ステップに該当する認定基準は2015年8月現在ありませんが、使用基準は設けられています。）
4.製品自重は約2.8kg／個と軽量ですので取扱いも楽です。

1.爪はステップガードの桟に深く差し込み、十分なかかり代を確保して下さい。
2.クランプを付ける位置に踏板のつかみ金具がある場合、踏板をずらして下さい。
3.取り外しの時、インパクトレンチで強くクランプのナットを緩めると、ナットの抜け止めが外れる場合があります。
4.抜け止めのボルトは必ず締めて下さい。締めないとステップガードから外れる恐れがあります。
5.三角ステップ本体は軽量化を図る為、薄めの材料を使用しています。放り投げる等の取扱いは行わないで下さい。
6.三角ステップは、隙間を塞ぎ開口から足が落ちるのを防止する為の製品です。荷置きや作業床とする過度な
　積載は想定していませんので、許容荷重に注意して下さい。【 許容荷重 ： 1225N (125kg) 】

使用上の注意

開口部

【図-1】

インパクトレンチでインパクトレンチでインパクトレンチでインパクトレンチで

取付け取付け取付け取付け10秒！秒！秒！秒！

【 階 段 開 口 部 用 手 す り 枠 ・ 開 口 部 塞 ぎ 板】

PAT.P

【取付前】 【取付後】

【取付前】 【取付後】

※取付クランプが自在の為、工具を使わずに左右どちらの隙間にも対応可能。

取付クランプ

爪



組立手順 　※現場における取付け易さを徹底的に追及致しました。下から取付けられるようになっています。

1.爪をステップガードの桟に差し込んで下さい。 ！注意！！注意！！注意！！注意！爪は桟に深く差し込んで下さい。爪は桟に深く差し込んで下さい。爪は桟に深く差し込んで下さい。爪は桟に深く差し込んで下さい。

2.クランプを建枠の横架材に上からかぶせて下さい。
　この時、クランプの位置は建枠の補剛材と踏板のつかみ金具の間として下さい。

3.三角ステップ本体の先端を軽く支え、クランプをインパクトレンチで締める。

4.最後に抜け止めのボルトを締めて完了。勝手違いの時にはボルトが上に向きます。
　この時には階段を2ステップ程上がって、上からボルトを締めて下さい。

慣れれば。。。









































特　徴
1.セーフティーレールは工具無しで組立・解体を行う事が出来る　「先送先送先送先送りりりり式式式式　　　　先行手摺先行手摺先行手摺先行手摺」　です。
2.各種構成部材は軽量で、（ボルト類を除き）全体に溶融亜鉛メッキを施し、耐久性に優れています。
3.製品は構造上、部分的な破損が生じても部品交換が可能です。
4.各部材とも、バラの状態では全てコンパクトに出来ますので、保管や運送効率の点で優れています。
5.100kg落下試験に合格しました（社）仮設工業会・認定品です。（一部製品を除く）
6.取付けする枠組足場は1829・1800のどちらのスパンにも使用可能です。
　（一部建枠の形状により取付け出来ない場合もあります。）

1.先行手摺を使用する枠組足場は（社）仮設工業会発行の
　「基本部材で構成する・わく組足場の使用基準」を参照にして安全に組立てを行って下さい。
2.先行手摺の取付けは、都度確実にセットされている事を確認して下さい。
3.大変危険ですので先行手摺は放り投げて落下させないで下さい。
4.組立・解体等の詳細は別途「取扱説明書」をご覧下さい。

仮設工業会認定品

使用上の注意

　
対 応 連 結 ピ ン

ラ ク ピ ン 大 和 式 連 結 ピ ン

部品一覧

使用図例

基本構成図



（詳細は取扱説明書をご覧下さい）　※※※※解体解体解体解体はははは組立組立組立組立てててて手順手順手順手順のののの逆手順逆手順逆手順逆手順でででで行行行行ないますないますないますないます。。。。

〒210-0014
神奈川県川崎市川崎区貝塚　1-13-1　SNTビル5Ｆ
TEL : 044-200-7831   FAX : 044-200-7835
〒561-0894
大阪府豊中市勝部　2-18-11
TEL : 06-6857-3380   FAX : 06-6857-3773 20111101

建機事業部

建機事業部
大阪営業所

オプション品一覧

組立て手順

対 応 連 結 ピ ン

ラ ク ピ ン みやこ 式連結ピン

ラ ク ピ ン

対 応 連 結 ピ ン

大和式連結ピン

※　調整スパン用

※　枠組足場コーナー用

※　メーター： Ｗ＝６０ ０枠　両面設置用
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（リース）
（販売）

　　　252-0326
南区新戸470-3

0296-32-5137（代）
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ごあいさつ

弊社・建機事業部では「変化し続ける業界のニーズに対応する」をモットーに
営業・技術・生産の各部門が三位一体となり、顧客ニーズの的確な把握、各分
野からのアイデア収集・分析に努め、さらに試作と討議を重ね、日々独自の商
品を開発しております。
枠組足場を始めとして、豊富なバリエーションの下にインチ・メーター両サイ
ズの生産販売を行なうと共に、建設業界の合理化の一翼を担うべく仮設機材の
リースを行なっております。
明日の社会を築く各工事現場での作業の安全性を第一に考え、作業効率の向上
に大きく貢献していく所存でありますので、皆様方のより一層のご愛顧とお引
立を賜りますよう心からお願い申し上げます。

株式会社シンニッタン　建機事業部　社員一同

1～ 5 .........枠組足場部材全般
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46～47 ....キャリーエース
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53～55　 ....再リース品一例

57～58　 ....枠組足場の組立と構成
59～62　 ....単管足場の組立と構成
63～71  ....枠組足場の施工方法と注意事項
72～74  ....参考資料
75～77  ....部材重量表例
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78 ..............経年仮設機材の管理に関する技術基準抜粋
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82 ..............リース品識別表
83 ..............機材整備工場（リースセンター）案内図

6 .................ハッチ付布板・伸縮ブラケット

9 .................鋼管・緊結金具部材

40 ..............スタンション・養生枠
41 ..............吊足場
42 ..............キャッチベース（クロウタイプ）
43 ..............トビック（ジュラルミン製吊足場）
44 ..............クイックボード
45 ..............販売製品一例
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10 ..............コーナー手摺・コーナーステップ
11 ..............鋼製足場板
12 ..............パイプステップ・サル梯子
13～14....折りたたみ式アルミ製軽量アサガオ
15 ..............アルミマイティーベース
16 ..............その他関連部材
17 ..............隙間埋めステップ
18 ..............簡易ゲート
19 .............. LBマット
20～21 ....先行手摺（セーフティーレール）
22～23 ....ベランダブリッジ
24～27 ....BKブラケット
28～29 ....強力サポート（GH型）
30..............リース品返却時生産物賠償責任保険

に加入しております。

変化し続ける業界のニーズに対応する

シンニッタン仮設機材

弊社枠組足場は、労働災害防止のため、社団法人仮設工業会より、生産
管理体制の検査と、厚生労働省産業安全研究所制定の性能試験に合格し、
昭和44年度より認定を受けた製品であります。
また、リース機材につきましては、経年材指定工場の認定を受け品質の
維持管理に万全を期しております。今後ともお得意様に、より安全な機
材をより安心してご使用いただけるよう努力する所存でございます。

～行動指針～
あふれる情熱とあくなき執念で仕事に取り組み、真
に価値あるものを創造し、より豊かな社会づくりに
貢献する…それがシンニッタンのモットーです。
情熱と知性を大切にしながら、つねに新しい価値の
創造に挑戦することを真の生きがいとする明るくさ
わやかな人の集団…こんな企業を私たちは目指して
います。
既成の概念にとらわれない自由な発想で、これでも
かこれでもかと自分の生きる可能性を執拗に追求
し、不可能を可能にしていく……これがシンニッタ
ンの行動指針です。

会社案内
本社
　茨城県高萩市上手綱3333-3
　TEL:0293-23-5311（大代表）
創立
　昭和23年11月15日
資本金
　72.6億円（2008年3月末現在）
従業員
　704名（連結）
上場証券取引所
　東京証券取引所第1部
決算期日
　3月31日（年1回）

事業所
　東京本社
　神奈川県川崎市川崎区貝塚1-13-1（SNTビル）

　TEL:044-200-7831 ～ 2（代表）

　TEL:044-200-7821（代表）

　TEL:044-200-7823（代表）

株式会社シンニッタン

東京本社（SNTビル）
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16 ..............その他関連部材
17 ..............隙間埋めステップ
18 ..............簡易ゲート
19 .............. LBマット
20～21 ....先行手摺（セーフティーレール）
22～23 ....ベランダブリッジ
24～27 ....BKブラケット
28～29 ....強力サポート（GH型）
30..............リース品返却時生産物賠償責任保険

に加入しております。

変化し続ける業界のニーズに対応する

シンニッタン仮設機材

弊社枠組足場は、労働災害防止のため、社団法人仮設工業会より、生産
管理体制の検査と、厚生労働省産業安全研究所制定の性能試験に合格し、
昭和44年度より認定を受けた製品であります。
また、リース機材につきましては、経年材指定工場の認定を受け品質の
維持管理に万全を期しております。今後ともお得意様に、より安全な機
材をより安心してご使用いただけるよう努力する所存でございます。

～行動指針～
あふれる情熱とあくなき執念で仕事に取り組み、真
に価値あるものを創造し、より豊かな社会づくりに
貢献する…それがシンニッタンのモットーです。
情熱と知性を大切にしながら、つねに新しい価値の
創造に挑戦することを真の生きがいとする明るくさ
わやかな人の集団…こんな企業を私たちは目指して
います。
既成の概念にとらわれない自由な発想で、これでも
かこれでもかと自分の生きる可能性を執拗に追求
し、不可能を可能にしていく……これがシンニッタ
ンの行動指針です。

会社案内
本社
　茨城県高萩市上手綱3333-3
　TEL:0293-23-5311（大代表）
創立
　昭和23年11月15日
資本金
　72.6億円（2008年3月末現在）
従業員
　704名（連結）
上場証券取引所
　東京証券取引所第1部
決算期日
　3月31日（年1回）

事業所
　東京本社
　神奈川県川崎市川崎区貝塚1-13-1（SNTビル）

　TEL:044-200-7831 ～ 2（代表）

　TEL:044-200-7821（代表）

　TEL:044-200-7823（代表）

株式会社シンニッタン

東京本社（SNTビル）
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建枠（鳥居型）　N-4055B　18.0㎏

調節枠（鳥居型）　N-405　17.0㎏

調節枠　N-404L
14.5㎏

建枠（鳥居型）　N-3055A　15.0㎏

調節枠（鳥居型）　N-305　14.0㎏

建枠（簡易枠）　
N-6117SN  11.1㎏

調節枠（簡易枠）　N-6115S　13.0㎏

調節枠　N-6112S　11.0㎏

調節枠　N-6109S　10.0㎏

調節枠　N-6104S　6.0㎏

支保エブラケット枠
SB-404　16.3㎏

調節枠　N-403L
11.6㎏

支保エブラケット枠
SB-403　14.2㎏

調節枠　N-417
8.9㎏

支保エブラケット枠
SB-417　12.0㎏

調節枠　N-304L
12.6㎏

支保エブラケット枠
SB-304　14.4㎏

調節枠　N-303L
9.8㎏

支保エブラケット枠
SB-303　12.4㎏

支保エブラケット枠　SB-317　10.0㎏　

1 建枠
リース・販売　取扱製品（リースはインチサイズのみの取扱いです。）

ラクピン（オートロック機構付連結ピン）

拡幅枠　S-4117　15.5㎏拡幅枠　S-6117　17.8㎏拡幅枠　S-3055　18.0㎏

建枠（簡易枠）　N-4117　12.1㎏

連結ピン
N-20
0.6㎏

ラクピン
N-20R
0.6㎏

足場用 足場用

ロック時
の状態

ロック解除時
の状態

型式 寸法L 区分 単重（㎏）
N-20R 80 インチサイズ 0.870 メーターサイズ

※メーターサイズは販売品のみ取扱

安全帽着帽でも楽に作業・通行可能なH1.8タイプ

建枠
（標準枠）

N-4018
16.0㎏

交差筋違、踏板等はインチサイズの標準品と共用です。
尚、階段は専用サイズとなります。
連結ピンは大和式になります。

運用 形式 寸法 単重（㎏） ステップ数S H L
ハイタイプ用 K-3018S 1829 1800 2566 13.9 8

ハイタイプ建枠用アルミ階段（リースのみ取扱）

下桟 下桟
有り無しがあります
※リース品は下桟無しのみ取扱い

有り無しがあります

下桟
有り無しがあります

1829

1829

1829

1829

1829

1524

1524

1524

1524

1524

1219

1219

1219

1219

1219

　 914

　 914

　 914

　 914

　 914

　 610

　 610

　 610

　 610

　 610

適用交差筋違

N-14

N-19

N-08

N-16S

N-11

N-18

  N-9

N-16

N-13

N-012

N-12

N-16A

N-012

N-07

N-09

N-16B

N-12

N-09

N-06

N-16C

N-14

型式スパン（L）

N-11

N-13

N-012

N-12

B-14
(下さん一体型)

B-11
(下さん一体型)

B-13
(下さん一体型)

B-012
(下さん一体型)

B-12
(下さん一体型)

H=

1
7
0
0

H=

1
5
2
4

H=

1
2
1
9

H=

9
1
4

H=

4
9
0

※在庫要問い合わせ。

（※リース品出荷時に下桟の有無指定は出来ません）拡幅枠

建枠ピン
●特徴

まつの足が作操のて全 .1 先、または手の指先でワンタッチで行うことができます。
（1）建枠の組立は、落とし込むだけで自動的にロック状態になります。
（2）建枠の解体は、ストッパーを踏むだけでロックが解除されます。
（3）ロックの復帰はストッパーを上げればOKです。
2. ストッパーが上下動であることによる効果は次の通りです。

板踏 ）1（　 （鋼製布板）のつかみ金具が、ストッパーに押し付けられた状       
　　　態でも、その水平力によってはロックが解除されず、安全です。
　（2） 、にらさ （1）の状態でストッパーを下へ押すことができるので、
　解除可能となります。

　※ ）2（、）1（-2 は特に、600等の巾の狭い建枠に効果的です。
3. その他

は品部成構 ）1（　 溶融亜鉛メッキとステンレスの併用であり、サビに強い
　　　構造です。
（特にロックビンは鍛造品に付き、強度・耐久性が抜群です）
（2）ラクピンは仮設工業会の認定製品です。
（3）建枠の外側に凸部がないので、カバー付き手摺柱が使用可能です。

●使用上の注意
（1）作業時は、ストッパーが水平であることを確認して下さい。
　（2） ットス パーが下がっていると、ロックが解除の状態になっています
　　　ので、必ず復帰させて下さい。

その他建枠

■ハイタイプ建枠

●特徴
新①　 製品のアルミ階段は従来のスチ
ール階段に比べ、当社比で半分以
下の軽さです。（スチール階段は約
32㎏あります）
部下 ②　 フックはカニ爪形状ですから、

特に解体が一人で楽に行えます。
製当 ③　 品は仮説工業会の認定品です。

●使用上の注意
ご使用にあたっては、仮説工業会発行
の枠組足場使用基準をご覧下さい。

リース・販売　取扱製品
建枠・枠組足場関連部材 2

ݐ
࿮

ݐ
࿮
ɾ
࿮
૊
଍
場
ؔ
࿈
෦
材



W＝1219 W＝914 W＝610

H

1
7
0
0

H

1
5
2
4

H

1
2
1
9

H

9
1
4

H

4
9
0

建枠（鳥居型）　N-4055B　18.0㎏

調節枠（鳥居型）　N-405　17.0㎏

調節枠　N-404L
14.5㎏

建枠（鳥居型）　N-3055A　15.0㎏

調節枠（鳥居型）　N-305　14.0㎏

建枠（簡易枠）　
N-6117SN  11.1㎏

調節枠（簡易枠）　N-6115S　13.0㎏

調節枠　N-6112S　11.0㎏

調節枠　N-6109S　10.0㎏

調節枠　N-6104S　6.0㎏

支保エブラケット枠
SB-404　16.3㎏

調節枠　N-403L
11.6㎏

支保エブラケット枠
SB-403　14.2㎏

調節枠　N-417
8.9㎏

支保エブラケット枠
SB-417　12.0㎏

調節枠　N-304L
12.6㎏

支保エブラケット枠
SB-304　14.4㎏

調節枠　N-303L
9.8㎏

支保エブラケット枠
SB-303　12.4㎏

支保エブラケット枠　SB-317　10.0㎏　

1 建枠
リース・販売　取扱製品（リースはインチサイズのみの取扱いです。）

ラクピン（オートロック機構付連結ピン）

拡幅枠　S-4117　15.5㎏拡幅枠　S-6117　17.8㎏拡幅枠　S-3055　18.0㎏

建枠（簡易枠）　N-4117　12.1㎏

連結ピン
N-20
0.6㎏

ラクピン
N-20R
0.6㎏

足場用 足場用

ロック時
の状態

ロック解除時
の状態

型式 寸法L 区分 単重（㎏）
N-20R 80 インチサイズ 0.870 メーターサイズ

※メーターサイズは販売品のみ取扱

安全帽着帽でも楽に作業・通行可能なH1.8タイプ

建枠
（標準枠）

N-4018
16.0㎏

交差筋違、踏板等はインチサイズの標準品と共用です。
尚、階段は専用サイズとなります。
連結ピンは大和式になります。

運用 形式 寸法 単重（㎏） ステップ数S H L
ハイタイプ用 K-3018S 1829 1800 2566 13.9 8

ハイタイプ建枠用アルミ階段（リースのみ取扱）

下桟 下桟
有り無しがあります
※リース品は下桟無しのみ取扱い

有り無しがあります

下桟
有り無しがあります

1829

1829

1829

1829

1829

1524

1524

1524

1524

1524

1219

1219

1219

1219

1219

　 914

　 914

　 914

　 914

　 914

　 610

　 610

　 610

　 610

　 610

適用交差筋違

N-14

N-19

N-08

N-16S

N-11

N-18

  N-9

N-16

N-13

N-012

N-12

N-16A

N-012

N-07

N-09

N-16B

N-12

N-09

N-06

N-16C

N-14

型式スパン（L）

N-11

N-13

N-012

N-12

B-14
(下さん一体型)

B-11
(下さん一体型)

B-13
(下さん一体型)

B-012
(下さん一体型)

B-12
(下さん一体型)

H=

1
7
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※在庫要問い合わせ。

（※リース品出荷時に下桟の有無指定は出来ません）拡幅枠

建枠ピン
●特徴

まつの足が作操のて全 .1 先、または手の指先でワンタッチで行うことができます。
　（1）建枠の組立は、落とし込むだけで自動的にロック状態になります。
　（2）建枠の解体は、ストッパーを踏むだけでロックが解除されます。
　（3）ロックの復帰はストッパーを上げればOKです。
2. ストッパーが上下動であることによる効果は次の通りです。

板踏 ）1（　 （鋼製布板）のつかみ金具が、ストッパーに押し付けられた状       
　　　態でも、その水平力によってはロックが解除されず、安全です。
　（2） 、にらさ （1）の状態でストッパーを下へ押すことができるので、
 　解除可能となります。
　※ ）2（、）1（-2 は特に、600等の巾の狭い建枠に効果的です。
3. その他

は品部成構 ）1（　 溶融亜鉛メッキとステンレスの併用であり、サビに強い
　　　構造です。
　（特にロックビンは鍛造品に付き、強度・耐久性が抜群です）
　（2）ラクピンは仮設工業会の認定製品です。
　（3）建枠の外側に凸部がないので、カバー付き手摺柱が使用可能です。

●使用上の注意
　（1）作業時は、ストッパーが水平であることを確認して下さい。
　（2） ットス パーが下がっていると、ロックが解除の状態になっています
　　　ので、必ず復帰させて下さい。

その他建枠

■ハイタイプ建枠

●特徴
新 ①　 製品のアルミ階段は従来のスチ
ール階段に比べ、当社比で半分以
下の軽さです。（スチール階段は約
32㎏あります）
部下 ②　 フックはカニ爪形状ですから、

特に解体が一人で楽に行えます。
製当 ③　 品は仮説工業会の認定品です。

●使用上の注意
ご使用にあたっては、仮説工業会発行
の枠組足場使用基準をご覧下さい。

リース・販売　取扱製品
建枠・枠組足場関連部材 2
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踏板（W＝500） 踏板（W＝400） 踏板（W＝240）

アルミ階段　K-3055SA　13.9㎏ 鋼製階段　K-4117S　21.7㎏ ステアレール　KL-25　5.3㎏ ステップガード　KG-18

（※リースのみ取扱） （※リースのみ取扱） ※メーター足場には使用不可。

型式 調節範囲（㎜） 単重（㎏）

KG-18 枠幅：914～ 1219
桁行スパン：1800～ 1829 15.6

型式 L（㎜） 単重（㎏）
SKN-6 1829 15.3

FPB-0515 1524 12.5
FPB-0512 1219 11.0
FPB-0509 914 9.0
FPB-0506 610 6.1

型式 L（㎜） 単重（㎏）
FPB-0418 1829 13.7
FPB-0415 1524 11.2
FPB-0412 1219 9.4
FPB-0409 914 7.4
FPB-0406 610 5.5

型式 L（㎜） 単重（㎏）
SKN-3 1829 10.4

FPB-0215 1524 7.0
FPB-0212 1219 6.0
FPB-0209 914 5.5
FPB-0206 610 3.7

型式 L（㎜） 単重（㎏）
N-127A 509 0.5
N-128 826 0.7
N-126 739 0.6
N-123 420 0.5
N-125 330 0.4

型式 寸法（㎜） 単重（㎏）A B C
N-14 1829

1219

2198 4.6
N-11 1524 1952 4.0
N-13 1219 1724 3.5
N-012 914 1524 3.1
N-19 1829

914
2045 4.5

N-18 1524 1777 3.7
N-07 914 1293 2.7
N-08 1829

610

1928 3.9
N-9 1524 1642 3.4
N-12 1219 1363 2.9
N-09 914 1099 2.3
N-06 610 863 2.0
N-16S 1829

280

1850 3.8
N-16 1524 1549 3.0
N-16A 1219 1251 2.4
N-16B 914 956 1.9
N-16C 610 671 1.4

1829 1524 1219 914 610

1700

N-4055B

N-14 N-11 N-13 N-012 N-12

N-3055A （S-3055）
N-4117

N-6117SN （S-6117）（S-4117）

1524
N-405
N-305

N-6115S

1219
N-404L （SB-404）

N-19 N-18 N-012 N-07 N-09N-304L （SB-304）
N-6112S

914
N-403L （SB-403）

N-08 N-9 N-12 N-09 N-06N-303L （SB-303）
N-6109S （SB-1809）

490
N-417 （SB-417）

N-16S N-16 N-16A N-16B N-16C－ （SB-317）
N-6104S

（階段用外側手摺） （階段用開口部手摺）

階段

交差筋違

スパン別筋違組合せ表

建枠建枠高さ（㎜）
スパン（㎜）

踏板 アームロック

リース・販売　取扱製品
3 枠組足場関連部材

リース・販売　取扱製品

※在庫要問合わせ。

Bブレス
（防護桟付き）

労働安全衛生規則改正（2009 年 6月施行）対応製品
仮設工業会  単品承認品

Bブレスの場合

在来型ブレスの場合

使用状態

収納状態

■種　類

こ、中業作ので内場足組枠はスレブB  .1 れまで墜落災害の
原因のひとつとされていたブレスの下部開口部を防護
桟が塞ぎます。これにより安全性が飛躍的に向上しま
す。

はスレブB  .2 防護桟一体型構造ですから、使用時X状に開
いた場合、建枠のブレスピンにほぼ近い角度になりま
すので、組立し易くなります。

在はスレブB  .3 来のブレスと同様に、棒状に折りたたむこ
とができますから、梱包や運搬、保管等は、ほぼ従来
通りに行うことができます。

在はスレブB  .4 来ブレスと同様に、品種が各スパンに対応
できます。従って在来品種との互換性を有します。

組立状況図

■特　徴

防護桟

ストッパー

ブレス材

A部詳細

のスレブB  .1 防護桟には、足をかけたりしないで下さい。
包梱  .2 の際には、極度に強く結束しないようにして下さ

い。
トーリクンコにスレブB  .3 等が付着すると、防護桟の動き

が悪くなりますので、ご使用の前か解体後にはケレン
等を行って付着物を取り除いて下さい。

スレブB  .4 を最下段に取付けた場合、一見して建枠同士の
連携材のように見えますが、防護桟は構造的に根がら
みの効果がありませんので、その代用にはなりません。

■使用上の注意

型式 単重㎏ 寸法

　 CBB-1812S（販売型式）
　 B-14（リース型式） 6.2kg

 L=1829
L1=1219

　 CBB-1512S（販売型式）
　 B-11（リース型式） 5.4kg

 L=1524
L1=1219

　 CBB-1212S（販売型式）
　 B-13（リース型式） 4.7kg

L=1219
L1=1219

　 CBB-0912S（販売型式）
　 B-012（リース型式） 4.0kg

 L=　914
L1=1219

　 CBB-0612S（販売型式）
　 B-12（リース型式） 3.4kg

L=　610
L1=1219

型式 単重kg 寸法（L） 寸法（L1）
CB-1812S 6.1kg 1800 1200
CB-1512S 5.3kg 1500 〃
CB-1212S 4.6kg 1200 〃
CB-0912S 3.9kg 900 〃
CB-0612S 3.3kg 600 〃

護防 ◆ 桟はブレス材同様、材質STK400、
外径21.7です。

L1

 ●インチ専用Bブレス　※リース・販売取扱製品

 ●メーター専用Bブレス　※販売のみ取扱製品

リース・販売　取扱製品
Bブレス

リース・販売　取扱製品
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踏板（W＝500） 踏板（W＝400） 踏板（W＝240）

アルミ階段　K-3055SA　13.9㎏ 鋼製階段　K-4117S　21.7㎏ ステアレール　KL-25　5.3㎏ ステップガード　KG-18

（※リースのみ取扱） （※リースのみ取扱） ※メーター足場には使用不可。

型式 調節範囲（㎜） 単重（㎏）

KG-18 枠幅：914～ 1219
桁行スパン：1800～ 1829 15.6

型式 L（㎜） 単重（㎏）
SKN-6 1829 15.3

FPB-0515 1524 12.5
FPB-0512 1219 11.0
FPB-0509 914 9.0
FPB-0506 610 6.1

型式 L（㎜） 単重（㎏）
FPB-0418 1829 13.7
FPB-0415 1524 11.2
FPB-0412 1219 9.4
FPB-0409 914 7.4
FPB-0406 610 5.5

型式 L（㎜） 単重（㎏）
SKN-3 1829 10.4

FPB-0215 1524 7.0
FPB-0212 1219 6.0
FPB-0209 914 5.5
FPB-0206 610 3.7

型式 L（㎜） 単重（㎏）
N-127A 509 0.5
N-128 826 0.7
N-126 739 0.6
N-123 420 0.5
N-125 330 0.4

型式 寸法（㎜） 単重（㎏）A B C
N-14 1829

1219

2198 4.6
N-11 1524 1952 4.0
N-13 1219 1724 3.5
N-012 914 1524 3.1
N-19 1829

914
2045 4.5

N-18 1524 1777 3.7
N-07 914 1293 2.7
N-08 1829

610

1928 3.9
N-9 1524 1642 3.4
N-12 1219 1363 2.9
N-09 914 1099 2.3
N-06 610 863 2.0
N-16S 1829

280

1850 3.8
N-16 1524 1549 3.0
N-16A 1219 1251 2.4
N-16B 914 956 1.9
N-16C 610 671 1.4

1829 1524 1219 914 610

1700

N-4055B

N-14 N-11 N-13 N-012 N-12

N-3055A （S-3055）
N-4117

N-6117SN （S-6117）（S-4117）

1524
N-405
N-305

N-6115S

1219
N-404L （SB-404）

N-19 N-18 N-012 N-07 N-09N-304L （SB-304）
N-6112S

914
N-403L （SB-403）

N-08 N-9 N-12 N-09 N-06N-303L （SB-303）
N-6109S （SB-1809）

490
N-417 （SB-417）

N-16S N-16 N-16A N-16B N-16C－ （SB-317）
N-6104S

（階段用外側手摺） （階段用開口部手摺）

階段

交差筋違

スパン別筋違組合せ表

建枠建枠高さ（㎜）
スパン（㎜）

踏板 アームロック

リース・販売　取扱製品
3 枠組足場関連部材

リース・販売　取扱製品

※在庫要問合わせ。

Bブレス
（防護桟付き）

労働安全衛生規則改正（2009 年 6月施行）対応製品
仮設工業会  単品承認品

Bブレスの場合

在来型ブレスの場合

使用状態

収納状態

■種　類

こ、中業作ので内場足組枠はスレブB  .1 れまで墜落災害の
原因のひとつとされていたブレスの下部開口部を防護
桟が塞ぎます。これにより安全性が飛躍的に向上しま
す。

はスレブB  .2 防護桟一体型構造ですから、使用時X状に開
いた場合、建枠のブレスピンにほぼ近い角度になりま
すので、組立し易くなります。

在はスレブB  .3 来のブレスと同様に、棒状に折りたたむこ
とができますから、梱包や運搬、保管等は、ほぼ従来
通りに行うことができます。

在はスレブB  .4 来ブレスと同様に、品種が各スパンに対応
できます。従って在来品種との互換性を有します。

組立状況図

■特　徴

防護桟

ストッパー

ブレス材

A部詳細

のスレブB  .1 防護桟には、足をかけたりしないで下さい。
包梱  .2 の際には、極度に強く結束しないようにして下さ

い。
トーリクンコにスレブB  .3 等が付着すると、防護桟の動き

が悪くなりますので、ご使用の前か解体後にはケレン
等を行って付着物を取り除いて下さい。

スレブB  .4 を最下段に取付けた場合、一見して建枠同士の
連携材のように見えますが、防護桟は構造的に根がら
みの効果がありませんので、その代用にはなりません。

■使用上の注意

型式 単重㎏ 寸法

　 CBB-1812S（販売型式）
　 B-14（リース型式） 6.2kg

　　　 L=1829
L1=1219

　 CBB-1512S（販売型式）
　 B-11（リース型式） 5.4kg

　　　 L=1524
L1=1219

　 CBB-1212S（販売型式）
　 B-13（リース型式） 4.7kg

　　　 L=1219
L1=1219

　 CBB-0912S（販売型式）
　 B-012（リース型式） 4.0kg

　　　 L=　914
L1=1219

　 CBB-0612S（販売型式）
　 B-12（リース型式） 3.4kg

　　　 L=　610
L1=1219

型式 単重kg 寸法（L） 寸法（L1）
CB-1812S 6.1kg 1800 1200
CB-1512S 5.3kg 1500 〃
CB-1212S 4.6kg 1200 〃
CB-0912S 3.9kg 900 〃
CB-0612S 3.3kg 600 〃

護防 ◆ 桟はブレス材同様、材質STK400、
外径21.7です。

L1

●インチ専用Bブレス　※リース・販売取扱製品

●メーター専用Bブレス　※販売のみ取扱製品

リース・販売　取扱製品
Bブレス

リース・販売　取扱製品
4
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プラスB（販売のみ取扱製品）

特徴
来従  .1 の交差筋違に取付けるだけで下さん一体型交差筋違（Bブレス
化）となります。
付取  .2 けは抜止め金具とリベット（またはボルト）にて行いますので
交差筋違本体に加工は発生しません。

付取  .3 け後はプラスBを外す事なく従来の交差筋違同様に折畳む事が
出来、梱包や運送がし易くなります。

4. 使用上の注意はBブレスと同様になります。
取許特  .5 得済みです。
ターメ  .6 専用、インチ専用の2種類となります。

型式

　　 AB-18B（販売型式）
　 　SS-31（リース型式） 1.9kg

　　　 L=1829
L1=1871

　　 AB-15B（販売型式）
　 　SS-32（リース型式） 1.6kg

　　　 L=1524
L1=1566

　　 AB-12B（販売型式）
　 　SS-29（リース型式） 1.3kg

　　　 L=1219
L1=1261

　　 AB-09B（販売型式）
　 　SS-27（リース型式） 1.0kg

　　　 L=　914
　　　 L=　956

　　 AB-06B（販売型式）
　 　SS-28（リース型式） 0.7kg

　　　 L=　610
　　　 L=　652

型式
　　  ABB-18A（販売型式）
　 　 SS-31B（リース型式） 1.88kg

　　　  L=1829
L1=1871

　　  ABB-15A（販売型式）
　 　 SS-32B（リース型式） 1.57kg

　　　  L=1524
L1=1566

　　  ABB-12A（販売型式）
　 　 SS-29B（リース型式） 1.26kg

　　　　L=1219
L1=1261

　　  ABB-09A（販売型式）
　 　 SS-27B（リース型式） 0.96kg

　　　  L=　914
　　　  L=　956

　　  ABB-06A（販売型式）
　 　 SS-28B（リース型式） 0.65kg

　　　  L=　610
　　　  L=　652

型式 単重kg 寸法（L） 寸法（L1）
AB-18A 1.86kg 1800 1842
AB-15A 1.55kg 1500 1542
AB-12A 1.24kg 1200 1242
AB-09A 0.94kg 900 942
AB-06A 0.63kg 600 642

 ●メーター・インチ兼用下さん　※リース・販売取扱製品

 ●インチ専用下さん　※リース・販売取扱製品

 ●メーター専用下さん　※販売のみ取扱製品

一部、仮設工業会　単品承認製品労働安全衛生規則改正（2009年6月施行）に対応しました後付け下さん製品です。

下さん（メーター・インチ兼用）概略図 下さん（メーター専用・インチ専用）概略図

※上図はAB-18（ABB-18）タイプです。

型式 単重kg 寸法（L） 寸法（L1）
ABB-18 1.74kg 1829 1219
ABB-15 1.46kg 1524 〃
ABB-12 1.24kg 1219 〃
ABB-09 0.97kg 914 〃
ABB-06 0.76kg 610 〃

型式 単重kg 寸法（L） 寸法（L1）
AB-18 1.74kg 1800 1200
AB-15 1.46kg 1500 〃
AB-12 1.24kg 1200 〃
AB-09 0.97kg 900 〃
AB-06 0.76kg 600 〃

 ●プラスB（後付けBブレス・インチ専用）

 ●プラスB（後付けBブレス・メーター専用）

（注）リースの場合、在庫数によってはメーターインチ兼用下さんでの出荷になります。

※取り付け方法

下さん
労働安全衛生規則改正（2009年6月施行）に対応しました「下さん」です。 仮設工業会　単品承認製品

■特　徴 ■使用上の注意

付取  .1 け部位の厚さが3.2mmなので交差筋違を設置して   
も干渉しません。

ーターメ  .2 専用、インチ専用、メーターインチ兼用の3種
類があります。

でのすでプイパ製鋼のt6.1×2.72φ  .3 軽量です。
4. 手摺柱に取付ける手摺としても使用出来ます。
た（ 　 だしこの場合には単品承認製品とはなりません）

1. 本体設置時には足をかけたりしないで下さい。
んさ下  .2 を取付けた場合、一見して建枠同士の連携材のように

見えますが、構造的に効果はありませんのでご注意下さい。

後付けBブレス

リース・販売　取扱製品
5 下さん・プラスB

L寸法単重㎏

L寸法単重㎏

1829

50
0

40
0

83 25
.5

（開
口寸

法）

600（開口寸法）82.5

伸縮ブラケット（リースのみ取扱）

式型称名 単重（㎏）
ハッチ付布板 ALT-518S 13.5

ハッチ付布板用ハシゴ ALT-518K 4

ハッチ付布板（リースのみ取扱）　L＝1829のみ取扱い
開分部 ● 閉ハッチによる枠内上下移動がスムーズに。

●はしごは布板裏面に収納できます。

開口部4方向どこでも取付可

開口部寸法　0.4×0.6m

表

裏

※在庫要問合願います。

ハッチ付布板・伸縮ブラケット 6
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プラスB（販売のみ取扱製品）

特徴
来従  .1 の交差筋違に取付けるだけで下さん一体型交差筋違（Bブレス
化）となります。
付取  .2 けは抜止め金具とリベット（またはボルト）にて行いますので
交差筋違本体に加工は発生しません。

付取  .3 け後はプラスBを外す事なく従来の交差筋違同様に折畳む事が
出来、梱包や運送がし易くなります。

4. 使用上の注意はBブレスと同様になります。
取許特  .5 得済みです。
ターメ  .6 専用、インチ専用の2種類となります。

型式

　　 AB-18B（販売型式）
　 　SS-31（リース型式） 1.9kg

　　　 L=1829
L1=1871

　　 AB-15B（販売型式）
　 　SS-32（リース型式） 1.6kg

　　　 L=1524
L1=1566

　　 AB-12B（販売型式）
　 　SS-29（リース型式） 1.3kg

　　　 L=1219
L1=1261

　　 AB-09B（販売型式）
　 　SS-27（リース型式） 1.0kg

　　　 L=　914
　　　 L=　956

　　 AB-06B（販売型式）
　 　SS-28（リース型式） 0.7kg

　　　 L=　610
　　　 L=　652

型式
　　  ABB-18A（販売型式）
　 　 SS-31B（リース型式） 1.88kg

　　　  L=1829
L1=1871

　　  ABB-15A（販売型式）
　 　 SS-32B（リース型式） 1.57kg

　　　  L=1524
L1=1566

　　  ABB-12A（販売型式）
　 　 SS-29B（リース型式） 1.26kg

　　　　L=1219
L1=1261

　　  ABB-09A（販売型式）
　 　 SS-27B（リース型式） 0.96kg

　　　  L=　914
　　　  L=　956

　　  ABB-06A（販売型式）
　 　 SS-28B（リース型式） 0.65kg

　　　  L=　610
　　　  L=　652

型式 単重kg 寸法（L） 寸法（L1）
AB-18A 1.86kg 1800 1842
AB-15A 1.55kg 1500 1542
AB-12A 1.24kg 1200 1242
AB-09A 0.94kg 900 942
AB-06A 0.63kg 600 642

 ●メーター・インチ兼用下さん　※リース・販売取扱製品

 ●インチ専用下さん　※リース・販売取扱製品

 ●メーター専用下さん　※販売のみ取扱製品

一部、仮設工業会　単品承認製品労働安全衛生規則改正（2009年6月施行）に対応しました後付け下さん製品です。

下さん（メーター・インチ兼用）概略図 下さん（メーター専用・インチ専用）概略図

※上図はAB-18（ABB-18）タイプです。

型式 単重kg 寸法（L） 寸法（L1）
ABB-18 1.74kg 1829 1219
ABB-15 1.46kg 1524 〃
ABB-12 1.24kg 1219 〃
ABB-09 0.97kg 914 〃
ABB-06 0.76kg 610 〃

型式 単重kg 寸法（L） 寸法（L1）
AB-18 1.74kg 1800 1200
AB-15 1.46kg 1500 〃
AB-12 1.24kg 1200 〃
AB-09 0.97kg 900 〃
AB-06 0.76kg 600 〃

 ●プラスB（後付けBブレス・インチ専用）

 ●プラスB（後付けBブレス・メーター専用）

（注）リースの場合、在庫数によってはメーターインチ兼用下さんでの出荷になります。

※取り付け方法

下さん
労働安全衛生規則改正（2009年6月施行）に対応しました「下さん」です。 仮設工業会　単品承認製品

■特　徴 ■使用上の注意

付取  .1 け部位の厚さが3.2mmなので交差筋違を設置して   
も干渉しません。

ーターメ  .2 専用、インチ専用、メーターインチ兼用の3種
類があります。

でのすでプイパ製鋼のt6.1×2.72φ  .3 軽量です。
4. 手摺柱に取付ける手摺としても使用出来ます。
た（ 　 だしこの場合には単品承認製品とはなりません）

1. 本体設置時には足をかけたりしないで下さい。
んさ下  .2 を取付けた場合、一見して建枠同士の連携材のように

見えますが、構造的に効果はありませんのでご注意下さい。

後付けBブレス

リース・販売　取扱製品
5 下さん・プラスB

L寸法単重㎏

L寸法単重㎏

1829

50
0

40
0

83 25
.5

（開
口寸

法）

600（開口寸法）82.5

伸縮ブラケット（リースのみ取扱）

式型称名 単重（㎏）
ハッチ付布板 ALT-518S 13.5

ハッチ付布板用ハシゴ ALT-518K 4

ハッチ付布板（リースのみ取扱）　L＝1829のみ取扱い
開分部 ● 閉ハッチによる枠内上下移動がスムーズに。

●はしごは布板裏面に収納できます。

開口部4方向どこでも取付可

開口部寸法　0.4×0.6m

表

裏

※在庫要問合願います。

ハッチ付布板・伸縮ブラケット 6
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ジャッキ付車輪

ジャッキベース　N-752　4.1㎏ ロングジャッキベース　N-752S　5.4㎏

大引受ジャッキ　N-752H　6.0㎏ ロング大引ジャッキ　N-752HS　7.1㎏

ダブル大引受ジャッキ　ND-752WH　8.2㎏ 車輪　N-3601B　4.6㎏

型式 車輪径 単重（㎏）
N-3601J 150㎜ 5.7
N-3602J 200㎜ 8.9

建枠ベース（建枠専用）　N-15　1.5㎏

U字ベース　UB-1　2.0㎏

ーア ※ ムロックをご使用下さい。（N-125）
※作業荷重のかかる使用は出来ません。

大引受　N-15H　3.3㎏

※在庫要問い合わせ。

リース・販売　取扱製品
7 枠組足場関連部材

壁つなぎ（リースのみ取扱）

方杖　N-4215　4.8㎏

φ42.7

手摺柱　N-25
Yロック式　3.6㎏

手摺

（連結ピン併用）

型式 寸法（㎜） 単重（㎏）A B
NB-12
（A-150） 1219 1328 6.3

NB-09
（A-152） 914 1023 5.6

NB-06
（A-153） 610 719 4.9

2スパン 3スパン 4スパン
N-0136 2

24510-N
N-0173A 2
N-0173B 2

NB-12～NB-06 1 2 3
N-4215 （4） 4 4
N-4201 4 4 4

型式 L調節長（㎜） 単重（㎏）

600

～

1219
CG-612K

（クランプ式） 2.8

型式 L（㎜） 単重（㎏）
N-31 1829 2.5
N-32 1524 2.1
N-29 1219 1.8
N-27 914 1.1
N-28 610 0.9

型式 L調節長（㎜） 単重（㎏）

H-1824A 180～ 240 0.8
H-1619 160～ 190 0.9

H-2025 200～ 250 0.91
H-2433 240～ 330 1.03
H-3249 320～ 490 1.28
H-4867 480～ 670 1.57
H-6786 670～ 860 1.78
H-86105 860～ 1050 2.07
H-2542A 250～ 420 1.25
H-3876A 380～ 760 1.5

梁枠

N-0136　26.9㎏

N-0154　41.2㎏

N-0173A　30.6㎏
N-0173B　30.6㎏

梁枠ベース

梁枠受　N-4201　3.0㎏

コーナーガード

※取付けボルト（先端）はW1/2（4分）
※取付けクランプは兼用タイプ

←在庫要問合せ
←在庫要問合せ

←在庫要問合せ
←在庫要問合せ

梁枠部材数

※下さんはP.5の製品になります。

枠組足場関連部材 8

NB-06使用の時は400幅の踏板を使用してください。

※610枠に取り付け時は400幅の踏板を使用してください。
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ジャッキ付車輪

ジャッキベース　N-752　4.1㎏ ロングジャッキベース　N-752S　5.4㎏

大引受ジャッキ　N-752H　6.0㎏ ロング大引ジャッキ　N-752HS　7.1㎏

ダブル大引受ジャッキ　ND-752WH　8.2㎏ 車輪　N-3601B　4.6㎏

型式 車輪径 単重（㎏）
N-3601J 150㎜ 5.7
N-3602J 200㎜ 8.9

建枠ベース（建枠専用）　N-15　1.5㎏

U字ベース　UB-1　2.0㎏

ーア ※ ムロックをご使用下さい。（N-125）
※作業荷重のかかる使用は出来ません。

大引受　N-15H　3.3㎏

※在庫要問い合わせ。

リース・販売　取扱製品
7 枠組足場関連部材

壁つなぎ（リースのみ取扱）

方杖　N-4215　4.8㎏

φ42.7

手摺柱　N-25
Yロック式　3.6㎏

手摺

（連結ピン併用）

型式 寸法（㎜） 単重（㎏）A B
NB-12
（A-150） 1219 1328 6.3

NB-09
（A-152） 914 1023 5.6

NB-06
（A-153） 610 719 4.9

2スパン 3スパン 4スパン
N-0136 2

24510-N
N-0173A 2
N-0173B 2

NB-12～NB-06 1 2 3
N-4215 （4） 4 4
N-4201 4 4 4

型式 L調節長（㎜） 単重（㎏）

600

～

1219
CG-612K

（クランプ式） 2.8

型式 L（㎜） 単重（㎏）
N-31 1829 2.5
N-32 1524 2.1
N-29 1219 1.8
N-27 914 1.1
N-28 610 0.9

型式 L調節長（㎜） 単重（㎏）

H-1824A 180～ 240 0.8
H-1619 160～ 190 0.9

H-2025 200～ 250 0.91
H-2433 240～ 330 1.03
H-3249 320～ 490 1.28
H-4867 480～ 670 1.57
H-6786 670～ 860 1.78
H-86105 860～ 1050 2.07
H-2542A 250～ 420 1.25
H-3876A 380～ 760 1.5

梁枠

N-0136　26.9㎏

N-0154　41.2㎏

N-0173A　30.6㎏
N-0173B　30.6㎏

梁枠ベース

梁枠受　N-4201　3.0㎏

コーナーガード

※取付けボルト（先端）はW1/2（4分）
※取付けクランプは兼用タイプ

←在庫要問合せ
←在庫要問合せ

←在庫要問合せ
←在庫要問合せ

梁枠部材数

※下さんはP.5の製品になります。

枠組足場関連部材 8

NB-06使用の時は400幅の踏板を使用してください。

※610枠に取り付け時は400幅の踏板を使用してください。
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鋼管（単管パイプ）　φ48.6×2.4t

型式 長さ（L） 単重
S-6010 1.0m 4.06kg
S-6015 1.5m 6.09kg
S-6020 2.0m 8.12kg
S-6025 2.5m 10.15kg
S-6030 3.0m 12.18kg
S-6035 3.5m 14.21kg
S-6040 4.0m 16.24kg
S-6045 4.5m 18.27kg
S-6050 5.0m 20.30kg
S-6055 5.5m 22.33kg
S-6060 6.0m 24.36kg
S-6070 7.0m 28.42kg
S-6080 8.0m 32.48kg

型式 長さ（L） 単重
S-1010 1.0m 9.52kg
S-1015 1.5m 14.28kg
S-1020 2.0m 19.04kg
S-1025 2.5m 23.80kg
S-1030 3.0m 28.56kg
S-1035 3.5m 33.32kg
S-1040 4.0m 38.08kg
S-1045 4.5m 42.84kg
S-1050 5.0m 47.60kg
S-1055 5.5m 52.36kg
S-1060 6.0m 57.12kg
S-1070 7.0m 66.64kg

鋼管（角パイプ）　□-60×2.3t 鋼管（角パイプ）　□-100×3.2t

兼用クランプ
直交　CF-48A　0.7㎏
自在　CU-48A

三連クランプ
直交　3CF-48　1.2㎏
自在　3CU-48

直線ジョイント（48.6φ用）
N-4820　0.6㎏

単管ベース（48.6φ）
PN-48　0.8㎏

角丸クランプ（60角）
直交　KF-4860　0.9㎏
自在　KU-4860

角角クランプ（60角）
直交　KF-6060　1.0㎏
自在　KU-6060

六役キャッチ
CC-48AL　1.15㎏

キャッチ（M3パーチ）
CC-48M　1.5㎏

リースのみ取扱製品
鋼管・緊結金具部材

■緊結金具部材

型　式 長さ（L） 単重
種類

ピンパイプ形状
ピン加工

SP-10 1.0m 2.73kg × バタのみ取扱
SP-15 1.5m 4.10kg × バタのみ取扱
SP-20 2.0m 5.46kg ○
SP-25 2.5m 6.83kg ○
SP-30 3.0m 8.19kg ○
SP-35 3.5m 9.56kg ○
SP-40 4.0m 10.9kg ○
SP-45 4.5m 12.3kg ○
SP-50 5.0m 13.6kg ○
SP-55 5.5m 15.0kg ○
SP-60 6.0m 16.4kg ○

9

259

CS-05

CS-05V（円形）

CS-02

品種 使用間隔L（㎜） 許容荷重N（㎏）

CS-05
300以下 2450N（250㎏）
350 1960N（200㎏）
400 1470N（150㎏）

CS-02
300以下 980N（100㎏）
350 735N（75㎏）
400 490N（50㎏）

適用 型式 単重（㎏）

メーター・インチ兼用
CS-05 7.4

8.420-SC
3.5V50-SC

型式 寸法H 重量（㎏）
CGL-1 375 8.3

コーナー手摺

■特　徴

枠ーターメ、チンイは品製  .1 共用で、ほとんど全ての建
材に使用できます。
勝右左  .2 手反対のない構造なので、1種類でどちらのコー

ナーにも使用できます。
構なルブシキレフ  .3 造なので、直角コーナー以外でも使

用できます。
と摺手  .4 しての高さ合わせは、建枠の補剛材に載せるだ

けで、900～ 1000の適正な位置にセットされます。
付取  .5 けは、クランプ2個と蝶ボルト4個の締め付けなの
で、簡単に行えます。

り折にトクパンコは品製  .6 畳みができますので、足場内
での取扱いが楽です。また、保管や運搬時にも有効です。

の部ーナーコ場足組枠  .7 離れ具合はおよそ200～ 600
までに使用できます。（左図）

コーナーステップ

■使用上の注意

、は品製  .1 必ず建枠の内側に取付けて下さい。
の枠建  .2 種類により、補剛材が適当な位置にないものは、

上の手摺材の位置を900～ 950位に取付けて下さい。
め締  .3 付けねじは、確実に締めて下さい。
の摺手  .4 上に載ったり、衝撃を与えたりしないで下さい。

■特　徴

場足組枠はプッテスーナーコ  .1 同士のコーナーのスキマ
に使用する鋼製足場板で、ほぼフラットな作業床が構
成されます。
組枠  .2 間のスキマは、建枠の横架材中心から、約150～
400の範囲で使用できます。（左図寸法L）
の品製  .3 両サイドには、それぞれ4個づつの番線用の穴が

ありますので、使用位置に近い所で固定できます。

■使用上の注意

プッテスーナーコ  .1 を使用する場合にはつかみ金具の吹
き上げ防止リンクが確実に効いている状態で使用して
下さい。また、テール側は番線で固定して下さい。
品製  .2 を2枚並べて使用する場合は、互い同士のスキマが
30以下になるようにして下さい。

渡け掛  .3 すスキマの距離によって許容荷重が異なります
ので、下表の範囲で使用して下さい。なお、安全上ス
キマが400を超える場合には使用しないで下さい。

リース・販売　取扱製品
コーナー手摺・コーナーステップ 10
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鋼管（単管パイプ）　φ48.6×2.4t

型式 長さ（L） 単重
S-6010 1.0m 4.06kg
S-6015 1.5m 6.09kg
S-6020 2.0m 8.12kg
S-6025 2.5m 10.15kg
S-6030 3.0m 12.18kg
S-6035 3.5m 14.21kg
S-6040 4.0m 16.24kg
S-6045 4.5m 18.27kg
S-6050 5.0m 20.30kg
S-6055 5.5m 22.33kg
S-6060 6.0m 24.36kg
S-6070 7.0m 28.42kg
S-6080 8.0m 32.48kg

型式 長さ（L） 単重
S-1010 1.0m 9.52kg
S-1015 1.5m 14.28kg
S-1020 2.0m 19.04kg
S-1025 2.5m 23.80kg
S-1030 3.0m 28.56kg
S-1035 3.5m 33.32kg
S-1040 4.0m 38.08kg
S-1045 4.5m 42.84kg
S-1050 5.0m 47.60kg
S-1055 5.5m 52.36kg
S-1060 6.0m 57.12kg
S-1070 7.0m 66.64kg

鋼管（角パイプ）　□-60×2.3t 鋼管（角パイプ）　□-100×3.2t

兼用クランプ
直交　CF-48A　0.7㎏
自在　CU-48A

三連クランプ
直交　3CF-48　1.2㎏
自在　3CU-48

直線ジョイント（48.6φ用）
N-4820　0.6㎏

単管ベース（48.6φ）
PN-48　0.8㎏

角丸クランプ（60角）
直交　KF-4860　0.9㎏
自在　KU-4860

角角クランプ（60角）
直交　KF-6060　1.0㎏
自在　KU-6060

六役キャッチ
CC-48AL　1.15㎏

キャッチ（M3パーチ）
CC-48M　1.5㎏

リースのみ取扱製品
鋼管・緊結金具部材

■緊結金具部材

型　式 長さ（L） 単重
種類

ピンパイプ形状
ピン加工

SP-10 1.0m 2.73kg × バタのみ取扱
SP-15 1.5m 4.10kg × バタのみ取扱
SP-20 2.0m 5.46kg ○
SP-25 2.5m 6.83kg ○
SP-30 3.0m 8.19kg ○
SP-35 3.5m 9.56kg ○
SP-40 4.0m 10.9kg ○
SP-45 4.5m 12.3kg ○
SP-50 5.0m 13.6kg ○
SP-55 5.5m 15.0kg ○
SP-60 6.0m 16.4kg ○
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CS-05

CS-05V（円形）

CS-02

品種 使用間隔L（㎜） 許容荷重N（㎏）

CS-05
300以下 2450N（250㎏）
350 1960N（200㎏）
400 1470N（150㎏）

CS-02
300以下 980N（100㎏）
350 735N（75㎏）
400 490N（50㎏）

適用 型式 単重（㎏）

メーター・インチ兼用
CS-05 7.4

8.420-SC
3.5V50-SC

型式 寸法H 重量（㎏）
CGL-1 375 8.3

コーナー手摺

■特　徴

枠ーターメ、チンイは品製  .1 共用で、ほとんど全ての建
材に使用できます。
勝右左  .2 手反対のない構造なので、1種類でどちらのコー

ナーにも使用できます。
構なルブシキレフ  .3 造なので、直角コーナー以外でも使

用できます。
と摺手  .4 しての高さ合わせは、建枠の補剛材に載せるだ

けで、900～ 1000の適正な位置にセットされます。
付取  .5 けは、クランプ2個と蝶ボルト4個の締め付けなの
で、簡単に行えます。

り折にトクパンコは品製  .6 畳みができますので、足場内
での取扱いが楽です。また、保管や運搬時にも有効です。

の部ーナーコ場足組枠  .7 離れ具合はおよそ200～ 600
までに使用できます。（左図）

コーナーステップ

■使用上の注意

、は品製  .1 必ず建枠の内側に取付けて下さい。
の枠建  .2 種類により、補剛材が適当な位置にないものは、

上の手摺材の位置を900～ 950位に取付けて下さい。
め締  .3 付けねじは、確実に締めて下さい。
の摺手  .4 上に載ったり、衝撃を与えたりしないで下さい。

■特　徴

場足組枠はプッテスーナーコ  .1 同士のコーナーのスキマ
に使用する鋼製足場板で、ほぼフラットな作業床が構
成されます。
組枠  .2 間のスキマは、建枠の横架材中心から、約150～
400の範囲で使用できます。（左図寸法L）
の品製  .3 両サイドには、それぞれ4個づつの番線用の穴が

ありますので、使用位置に近い所で固定できます。

■使用上の注意

プッテスーナーコ  .1 を使用する場合にはつかみ金具の吹
き上げ防止リンクが確実に効いている状態で使用して
下さい。また、テール側は番線で固定して下さい。
品製  .2 を2枚並べて使用する場合は、互い同士のスキマが
30以下になるようにして下さい。

渡け掛  .3 すスキマの距離によって許容荷重が異なります
ので、下表の範囲で使用して下さい。なお、安全上ス
キマが400を超える場合には使用しないで下さい。

リース・販売　取扱製品
コーナー手摺・コーナーステップ 10
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形　式 L（㎜） W（㎜） 単重（㎏）
FG-400C 4,000 240 13.5
FG-300C 3,000 240 10.9
FG-200C 2,000 240 6.7

材　質

高張力鋼板（KTG-S2）
亜鉛メッキ量 90g/㎡以上
引張強さ 64.68kN以上
ヤング係数 20.58×106N／㎠

形　状
㎠60.4＝A積面断

断面二次モーメント ｌ＝9.77㎝4

㎤37.3＝Z数係面断

支持間隔 1.8m
制限荷重 1.47KN
たわみ量 0.9㎝

）㎏（量単類　種 たわみ（㎜）
軽量鋼製足場板 65.31

アルミ合金製足場板 811.01
合板足場板（木製） 020.81

※合板足場板（木製）アルミ合金製足場板は弊社では取扱っておりません。

軽量鋼製足場板

■特　徴

板場足板合  .1 より30％も軽く、取扱いや運搬等が容易に
行えます。

、は度強大最  .2 使用荷重1.47KN（1800スパン）に対
して2.5倍以上あり安全です。また同一荷重に於けるた
わみは、アルミや合板製足場板の半分です。

高は体本  .3 張力溶融亜鉛メッキ鋼板の一体成形品を使用
しているので強度面や防錆力に優れ、維持管理が容易
です。

穴丸に面全面路  .4 打出し加工を施しており、滑り止め効
果は抜群です。

両面下  .5 側全長に渡って特殊な滑り止めを施してあり、
安定した設置が行えます。

■使用上の注意

使ご  .1 用になる前に、下面の滑り止めの付着具合を確認
して下さい。
容許  .2 荷重（中央集中1.47KN／スパン1800㎜）を超
える荷重は架けないで下さい。

上以点3は板場足  .3 の支持物に掛け渡し、支持する間隔は、
1850㎜以下で使用して下さい。なお、この場合の許
容荷重は1.37KNとします。
端両  .4 の支持点からの突き出し部の長さは10㎝以上、

20㎝以下としてご使用下さい。
上以m2  .5 での高所作業床として使用する場合は、2枚以

上並べて、番線またはゴムバンドで支持物に固定して
下さい。この時の足場板同士のスキマは、3㎝以下とし
て下さい。
板場足  .6 を長手方向に重ねる時は、必ず支点の上で重ね、

その重ねた部分の長さは20㎝以上とし、番線またはゴ
ムバンドで支持物に固定して下さい。

足場板の種類 本体性能

制限荷重（中央集中荷重＝単純梁の場合）

性能比較

↑4mもの ↑1.8mスパン980N中央集中

リース・販売　取扱製品
鋼製足場板11

■特　徴

■特長・用途

で場現  .1 お手持の材料（単管パイプ・クランプ等）を主
要部材として組立が出来ます。
の板  .2 勾配を自由に調整出来ます。

（45°、55°、65°、75°）
、立組  .3 解体、連結が極めて簡便容易です。

でのな製ルーチスルーオ  .4 耐久度が高く、安全、堅牢です。
は摺手  .5 同径（48.6φ）のパイプで簡単にクランプで取

付けられます。
げ上積  .6 寸法及び段数は自在に調整できます。

㎏5.6　量重  .7

パイプ・ステップ
US-60

サル梯子（タラップ）

の枠建  .1 横架材や他の水平材にフックを架けるだけなの
で、セットは簡単です。

差にンピは結連  .2 し込むだけです。ピンの長さを変えて
ありますので入れやすくしてあります。

、で用兼84・24はクッフ  .3 ご使用いただけます。
場足組枠  .4 やローリングタワー及び地中梁配筋組立工事

等の登りタラップにご利用下さい。

［中・下段用］
NT-170（踏面：丸型）
NT-170K（踏面：角型）

9.9㎏

［最上段用］
NT-240（踏面：丸型）
NT-240K（踏面：角型）

12.1㎏

■使用上の注意

容許  .1 荷重は、ステップの中央部で1.47KN以下でご使
用下さい。なお、同じ梯子には、同時に2人以上載らな
いで下さい。

、はてし対に等りが上き浮、リベス横、れ揺、は子梯ルサ  .2
これを防止する機能がありませんので、必要に応じて
番線等により固定して下さい。

確、うよるす着密に材平水の手相、共所箇全はクッフ  .3
実に引っ掛けて下さい。

に態状たっ載に部凸、りたいていに面地が端下最に特 
は、ご注意下さい。

さ下意注ごでのんせま来出結連はで型角と型丸、面踏 .4
い。

パイプステップ・サル梯子 12
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形　式 L（㎜） W（㎜） 単重（㎏）
FG-400C 4,000 240 13.5
FG-300C 3,000 240 10.9
FG-200C 2,000 240 6.7

材　質

高張力鋼板（KTG-S2）
亜鉛メッキ量 90g/㎡以上
引張強さ 64.68kN以上
ヤング係数 20.58×106N／㎠

形　状
㎠60.4＝A積面断

断面二次モーメント ｌ＝9.77㎝4

㎤37.3＝Z数係面断

支持間隔 1.8m
制限荷重 1.47KN
たわみ量 0.9㎝

）㎏（量単類　種 たわみ（㎜）
軽量鋼製足場板 65.31

アルミ合金製足場板 811.01
合板足場板（木製） 020.81

※合板足場板（木製）アルミ合金製足場板は弊社では取扱っておりません。

軽量鋼製足場板

■特　徴

板場足板合  .1 より30％も軽く、取扱いや運搬等が容易に
行えます。

、は度強大最  .2 使用荷重1.47KN（1800スパン）に対
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リース・販売　取扱製品
鋼製足場板11
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パイプステップ・サル梯子 12
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直線部／構成図・部材表

■構成図

■直線部　部材数量（1829サイズNスパン辺り）

品　　 式　　型名 数　　 量質量 （㎏）
①フレームL＋（斜材） 7.01NNSL1ALA
②フレームR＋（斜材） 7.01NNSR2ALA
③万能板受け（上） 6.4NA813ALA
④万能板受け（下） 0.5NM814ALA
⑤万能板押え 8.1NB815ALA
⑥振れ止め 1.22×NA816ALA
⑦フレーム受け金具 ）1＋N（N7ALA 9.22×
⑧FRP製万能板 0.56×NA1FALA
Nスパン質量合計 72.8㎏×Nスパン＋5.8㎏※1

リースのみ取扱製品
折りたたみ式アルミ製軽量アサガオ

※１　5.8㎏は（ALA7N×2個）の質量です。
●引き上げロープ（φ8～φ10㎜、長さ5m程度）を、1スパンあたり2本を用意してください。
※各種調節用スパン対応致します。

※建枠同士をクランプで取り付けている場合やスキマが狭い場合は取り付ける事が出来ません。
※組立及び解体等の詳細は別途「アルミ製アサガオの取扱説明書」をご覧下さい。

在庫要問合せ
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■構成図

■コーナー部　部材数量（1セット辺り）

品　　 式　　型名 数　　 量質量 （㎏）
①サイドフレームL 5.91ML1CALA
②サイドフレームR 5.91MR2CALA
③センターフレーム 1.911NS3CALA
④万能板押え（上） 3.22N4CALA
⑤振れ止めA 7.12A5CALA
⑥振れ止めB 9.12A6CALA
⑦隅フレーム受け金具 5.92N7CALA
⑧FRP製万能板　小 0.32A12FALA
⑨FRP製万能板　中 0.52B22FALA
⑩FRP製万能板　大 0.82C32FALA
1セット質量合計 100.9㎏

■妻側部　部材数量（1セット辺り）

妻側フレーム受け金具 0.32NT7ALA

コーナー部／構成図・部材表

14

※引き上げロープ（φ8～φ10㎜、長さ5m程度）を、1スパンあたり2本を用意してください。
※組立及び解体等の詳細は別途「アルミ製アサガオの取扱説明書」をご覧下さい。

※引き上げロープ（φ8～φ10㎜、長さ5m程度）を、1セットあたり3本を用意してください。

在庫要問合せ
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脚立の手軽さのまま幅広い作業性と機能性を満載。

■最大作業高さ比較

■設置寸法

【凹凸面でも天板は水平】
伸縮脚はそれぞれ25㎜ピッチで自在に高さ調節ができま
す。
複雑な凹凸の場所でも、ワンタッチで天板を水平状態にセ
ッティングできます。

品　　番 001-RSC031-RSC051-RSC081-RSC

天板有効寸法（㎜）
W D W D W D W D

1,680 500 1,488 400 1,300 400 1,300 400
作業高さ（㎜）
調 節 幅（㎜）

1,417～ 1,777 1,204～ 1,493 925～ 1,238 646～ 959
52525252

　　 設置面積（㎜） 最大
　　　　　　　　  最小

W D W D W D W D
2,703 832 2,339 682 2,038 639 1,889 586
2,510 767 2,184 630 1,870 582 1,721 529

収納寸法（㎜）
W D H W D H W D H W D H

1,775 767 165 1,559 630 160 1,395 582 160 1,395 529 122
 許容荷重（kN） 74.174.174.174.1
質　　量（㎏） 5.112.311.614.42

CSR-180 CSR-150

CSR-100

CSR-130

CSR-180

CSR-130

CSR-150

CSR-100

手摺については御問合せ下さい

アルミマイティーベース
リースのみ取扱製品

15

在庫要問合せ
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鋼製脚立（リースのみ取扱）

アルミ1連ハシゴ（リースのみ取扱） 道板受台（パイプウマ）

72

27

42

型式 単重 型式 単重 型式 単重
KS-60（6尺） 14㎏ KS-45（4.5尺） 10.5㎏ KS-30（3尺） 7.8㎏
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556

600

型式 全長（m） 単重（㎏） 許容荷重（kN）
RX-30S 3.07 6.8

1.3
RX-40S 4.06 8.8

型式 幅（㎜） 高さ（㎜） 単重（㎏）
N-600 540 415 9.5

支柱形状／踏ざん形状

●特徴・用途

●使用上の注意

その他　関連部材
リース・販売　取扱製品

16

の車搬運てせ合組とどな板場足 ）1
通路や鉄筋組立工事等の荷台と
して大変便利です。

でがとこむ畳り折にトクパンコ ）2（
きます。

、てげ拡でま大最、は合場るす用使 ）1（
天端を水平にし、ガタつきのな
い状態でご使用下さい。

きとるすりだんたた、りたげ拡 ）2（
は指をはさまないよう、ご注意
下さい。

L ガード（L 型鋼製幅木）　SGB-6AL（L＝ 1829のみ）6.7kg

■特　徴 ■取付け方法

状現  .1 の標準的な枠組足場に工具無しで取り付けが可能
です。（一部特殊形状を除く）
自独  .2 のL型構造により作業床の外側の隙間を塞ぎますか
ら、作業者の保護と同時に小物等の落下も防ぎます。

の組枠  .3 種類によってはブレスピンの高さが異なります
が、いずれの枠組にも取付け可能です。

4. 製品は、構造上部分的な破損が生じても部分交換が可能です。

1. Lガード両端におさめられているアームフックを起こす。
付取のクッフムーアにンピスレブの枠建  .2 け穴に差込み

完了。
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販売のみ取扱製品
17 隙間埋めステップ

（特殊形は除く）

7は 600～ 914までの枠幅に対応出来ます。EGB1217Bは 900～ 1219までの枠幅に対応可能です。
南京鍵・等は別途ご用意下さい）

簡易ゲート
リース・販売　取扱製品

18

簡易ゲート
枠組足場・妻側からの進入防止に最適

在庫要問合せ

型 式 式 型単重（kg) 単重（kg)  ※上図にはありませんが
4.817190BGE3.12B7121BGE 　　 W=700(762）枠も設置可能です。

開き状態 ： (写）EGB1217B閉じ状態 ： (写）EGB1217B
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こちらの製品はお取り扱いを終了いたしました。

改良品を準備中です。詳細は弊社へお問い合わせ下さい。



B矢視（真上）

A矢視 C矢視

開口部

【図-1】

ネジ固定

回転 回転

開発経緯

枠組足場の階段開口部に設置する墜落防止用の手すり枠
（製品名：ステップガード）において実際に組立てた場合、
【図 -1】の様に三角形状の隙間が発生し、安全性を損なう恐
れがあります。そこで隙間を塞ぐ製品を考案致しました。

特徴・仕様

※既存のステップガードにネジ等で取付けとなります。その際
ステップガード本体に穴開けや溶接といった改造は不要で

　すので、取付けたままでも本体は認定品扱いのままであり、
　状況に応じて取外しも可能です。
【隙間埋めステップに該当する認定基準は 2014 年 3 月時点であ
りません。】

※隙間を塞ぐ事によって開口から足が落ちるのを防止します。
※隙間塞ぎの目的製品です。作業床としての使用や荷の積載は
　行わないで下さい。

※ステップガードに取付けした後でも隙間埋めステップ自体
　が回転しますので開口方向に合わせて設置出来ます。
【右写真参照】
※回転し収納が出来ますので、取り付け後でも今まで通りの収
　納や梱包が出来ます。、
※スプリング機構によるワンタッチ操作なので回転がスムー
　ズです。

※隙間埋めステップの自重は、約2.85kg です。

販売のみ取扱製品
17 隙間埋めステップ

隙間埋めステップ販売のみ取扱

特　長
1. 建枠の横架材にフックで掛けた後、固定金具のクランプにて建枠脚柱に固定となりますので設置が楽です。
2. インチ・メーター枠共用で、ほとんどの建枠に使用出来ます。（特殊形は除く）
3. 固定金具が可変式でコンパクトに収納出来ます。
4. EGB0917 は 600～ 914までの枠幅に対応出来ます。EGB1217Bは 900～ 1219までの枠幅に対応可能です。
5. 鍵用金具に南京錠・等の使用にて開閉ロックが可能です。（南京鍵・等は別途ご用意下さい）
6. 溶融亜鉛メッキにて表面処理を施していますので、耐久性に優れています。

使用上の注意
1. 建枠の種類・形状ならびに踏板の取付位置により、簡易ゲートのフック及び固定金具が干渉する場合が
　 ありますので、設置の際は以下の点の確認を行なって下さい。
※　簡易ゲートのフックが建枠の横架材に確実に掛かっている事。
※　固定金具のクランプが建枠の脚柱に確実に取付けされている事。
2. 強風時や設置時の傾斜の影響で扉が勝手に開閉する場合がありますので、
　 番線や南京鍵・等にて扉のロックを行なって下さい。
3. 簡易ゲートに乗ったり衝撃を与えないで下さい。

簡易ゲート
リース・販売　取扱製品
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簡易ゲート
枠組足場・妻側からの進入防止に最適

在庫要問合せ

フック　　
（横架材掛け）

ハンドル

鍵用金具

固定金具
（クランプ）

型 式 式 型単重（kg) 単重（kg)  ※上図にはありませんが
4.817190BGE3.12B7121BGE 　　 W=700(762）枠も設置可能です。

開き状態 ： (写）EGB1217B閉じ状態 ： (写）EGB1217B
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素材
特殊バネ鋼
寸法

2000×450（mm）
重量

6.2kg/1枚

LBマット

特徴・仕様

①ハンドメイドの品質と使い易さ。
　この二つの要素をみごとに一体化させました。ばね鋼を素材に有孔・網状・マット式の為、軽く持ち運びも簡単。
　また、壁や梁上に敷設してもコンクリート突き棒やバイブレーターが自由に使えます。
②条件選ばぬ働きぶり。
　コンクリート打設作業中のメリットもズバ抜けています。コンクリートポンプ筒先の耐用アップや打設後の片づけ、積み置きの
　簡単さ、勿論場所もとりません。鉄筋上の作業能率を増幅させます。
③ニーズに応える価値あるマット。
　作業能率アップが地域社会への貢献の第一ステップ。LBマット敷設により、スラブ鉄筋上に作業員の荷重が
　分散され、結束線切断とか鉄筋の押し曲げを完全に防ぎます。
④信頼出来る実用性。
　LBマットは木製足場板類と異なり腐食・破損が少なく、ばね鋼ならではの力を発揮。耐用性抜群で経済的です。
　また、従来のカート足場に比べても単品ですから段取り手間やストックヤードが省けます。
⑤滑らない・歩き易い。（クリンプの特徴）
　他にも、コンクリート打設の際、作業手順の確立統一に役立つ事。スラブ上との段差解消による災害防止。
　配筋上での容易な結合や固定。残コンクリートの付着処理解消などの多くのメリットが保証されます。

スラブ筋、乱れ防止
歯止め対策の決定版 !

LBマット
リース・販売　取扱製品
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③

①

②

①②③

交差筋違

部品番号 部品名称 部品型式 必要数量 備考
① 固定金具 ST-1A 2 足場枠固定（ピン固定式）
② 手摺柱 ST-2A 1 □－50×30
③ 伸縮手摺 ST-3A 2 φ27.2（伸縮タイプ）

部　番 部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

① 固定金具 ST-1A 3.8㎏ 2

対応連結ビン
ラクビン 大和式連結ビン

部　番 部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

② 手摺柱 ST-2A 6.4㎏ 1

部　番 部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

③ 伸縮手摺 ST-3A 2.9㎏ 2

■より安全に、より能率的に■

ニユ１ ● ット（対、足場１スパン）の構成は①固定金具２、
②手摺柱１、③伸縮手摺２となり、これに終端部に①②
が追加されます。

のこ ● 先行手摺は、枠組足場の組立及び解体時用の安全手
摺として開発された、全く新しい方式の安全部材です。

品製当 ● は、軽量で安全性、作業性に富んだユニット組立
式の枠組足場専用部材です。

先行手摺【セーフティーレール】
リース・販売　取扱製品
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素材
特殊バネ鋼
寸法

2000×450（mm）
重量

6.2kg/1枚
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特徴・仕様

①ハンドメイドの品質と使い易さ。
　この二つの要素をみごとに一体化させました。ばね鋼を素材に有孔・網状・マット式の為、軽く持ち運びも簡単。
　また、壁や梁上に敷設してもコンクリート突き棒やバイブレーターが自由に使えます。
②条件選ばぬ働きぶり。
　コンクリート打設作業中のメリットもズバ抜けています。コンクリートポンプ筒先の耐用アップや打設後の片づけ、積み置きの
　簡単さ、勿論場所もとりません。鉄筋上の作業能率を増幅させます。
③ニーズに応える価値あるマット。
　作業能率アップが地域社会への貢献の第一ステップ。LBマット敷設により、スラブ鉄筋上に作業員の荷重が
　分散され、結束線切断とか鉄筋の押し曲げを完全に防ぎます。
④信頼出来る実用性。
　LBマットは木製足場板類と異なり腐食・破損が少なく、ばね鋼ならではの力を発揮。耐用性抜群で経済的です。
　また、従来のカート足場に比べても単品ですから段取り手間やストックヤードが省けます。
⑤滑らない・歩き易い。（クリンプの特徴）
　他にも、コンクリート打設の際、作業手順の確立統一に役立つ事。スラブ上との段差解消による災害防止。
　配筋上での容易な結合や固定。残コンクリートの付着処理解消などの多くのメリットが保証されます。

スラブ筋、乱れ防止
歯止め対策の決定版 !

LBマット
リース・販売　取扱製品
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③

①

②

①②③

交差筋違

部品番号 部品名称 部品型式 必要数量 備考
① 固定金具 ST-1A 2 足場枠固定（ピン固定式）
② 手摺柱 ST-2A 1 □－50×30
③ 伸縮手摺 ST-3A 2 φ27.2（伸縮タイプ）

部　番 部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

① 固定金具 ST-1A 3.8㎏ 2

対応連結ビン
ラクビン 大和式連結ビン

部　番 部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

② 手摺柱 ST-2A 6.4㎏ 1

部　番 部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

③ 伸縮手摺 ST-3A 2.9㎏ 2

■より安全に、より能率的に■

ニユ１ ● ット（対、足場１スパン）の構成は①固定金具２、
②手摺柱１、③伸縮手摺２となり、これに終端部に①②
が追加されます。

のこ ● 先行手摺は、枠組足場の組立及び解体時用の安全手
摺として開発された、全く新しい方式の安全部材です。

品製当 ● は、軽量で安全性、作業性に富んだユニット組立
式の枠組足場専用部材です。

先行手摺【セーフティーレール】
リース・販売　取扱製品
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部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

固定金具 ST-10A 3.7㎏ 2

対応連結ビン
ラクビン みやこ式連結ビン

部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

固定金具 ST-1B 3.7㎏ 2

対応連結ビン
ラクビン 大和式連結ビン

部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

コーナー用手摺柱 ST-2S 7.1㎏ 1

部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

２スパン用伸縮手摺 ST-3S 8.5㎏ 2

枠組足場用　先行手摺（セーフティーレール）の特徴

■使用上における特徴

設仮  .1 工業会における認定品（100㎏落下試験適合品）で
あり、安全性が確認されています。
ST-3S以外の【 　 オプション品は認定外です。】

の0081と9281、は場足組枠るすけ付取  .2 どちらのス
パンにも使用することができます。（一部建枠の形状に
より取付できないものがあります。）

立組を場足組枠  .3 及び解体時、手摺部が先行して設置で
きるので一般型に比べて、非常に安全に組立及び解体
作業を行うことができます。

者業作  .4 は、安全な位置にて本セーフティーレールを移
動（手摺及び手摺柱、上下スライド方式）、設置できる
構造になっています。

■組立解体等における特徴

フーセ本  .1 ティーレールは、工具なしで組立、解体を行
うことができます。

は材部成構各  .2 軽量ですから、作業が楽に行えます。
品製  .3 は、ボルト等を除き、全体的に溶融亜鉛メッキが

施されていますから、耐久性に優れています。
品製  .4 は、構造上部分的な破損が生じた場合でも部品交

換が可能です。
、もと材部各  .5 バラの状態では全てコンパクトにできま

すから、保管や運送効率の点でも優れております。

■使用上の注意

行先  .1 手摺をしようとする枠組足場は（社）仮設工業会
発行の「基本部材で構成する・わく組足場の使用基準」
を参照にして安全に組立を行なって下さい。
行先  .2 手摺の取付けは、都度確実にセットされているこ

とを確認して下さい。また、部材等は放り投げて落下
させたりしないで下さい。
立組  .3 及び解体等の詳細は別途「先行手摺の取扱説明書」
をご覧下さい。

オプション品一覧

4．安全帯のフックは必ず上段伸縮手摺に掛けて下さい。
5．建枠妻側作業時は、コーナー用手摺柱（ST-2S）を用
　 いた工法や親網支柱システム等の設置を行って下さい。

リース・販売　取扱製品
先行手摺【セーフティーレール】21

※枠組足場コーナー用

※調整スパン用※メーター 600枠両面設置用

MIN 1800+600～MAX1829+1524の組合せに対応。
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②

③

①

④

③

①

④

②

部　材　表
許容荷量

No. 部品名 型式 数量／セット 単重㎏
① 本体A（足場側） SB-11A 1 15.2

1470N
（150㎏）

② 本体B（軀体側） SB-11B 1 11.8
③ 手摺枠 SB-12 2 12.4
④ 根がらみ SB-13 1 6.8

１セット 58.6

枠組足場より建築軀体のベランダへ、安全に出入ができる専用ブリッジを御利用下さい。

側面図

■構造及び部材構成

◆リースでは表示看板は取扱っておりません。

■特徴

リース・販売　取扱製品
ベランダブリッジ

1. 用途について
従来、枠組足場と軀体のベランダやバルコニー間等の乗り越しには、単管と自在
ステップ等を使用し、現場合わせで通路を構成していました。ベランダブリッジ
はこれに代わり、組立解体が簡単で、安全性を重視した仮設通路です。

ていつに上用使  .2
　がとこるす用使もにンパスのらちどの0081と9281、は場足組枠るすけ付り取 ①

できます。
②足場側の床レベルにより、上下どちらからでも昇降することができます。

　安、りあにく近元手がりかが手の時降昇、でのいき大が摺手のドイサ両体本 ③
心して通行できます。

全　安を者業作、てせわ合に置位用使、でのな式ドイラス下上は摺手の側場足 ④
にガードします。

⑤手摺壁の型枠組立て、解体の際も、盛り替えしないで使用することができます。
ていつに等体解立組  .3

①ベランダブリッジは、ラチェット１本で組立、解体できます。
②部材は、一番重いものでも約15㎏なので、作業が楽に行えます。

　　、でのすまりあてしにキッメ鉛亜融溶を体全は外以ンピ、トルボ、プンラク ③
耐久性に優れています。また、クランプ等の部品が破損した場合でも、交換　
が可能です。

　、でのすまきでがとこむ畳り折にトクパンコて全、はで態状のラバもと材部各 ④
保管や運送効率の点でも優れています。
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部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

固定金具 ST-10A 3.7㎏ 2

対応連結ビン
ラクビン みやこ式連結ビン

部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

固定金具 ST-1B 3.7㎏ 2

対応連結ビン
ラクビン 大和式連結ビン

部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

コーナー用手摺柱 ST-2S 7.1㎏ 1

部品名称 部品型式 単　重 １セット当りの使用数

２スパン用伸縮手摺 ST-3S 8.5㎏ 2

枠組足場用　先行手摺（セーフティーレール）の特徴

■使用上における特徴

設仮  .1 工業会における認定品（100㎏落下試験適合品）で
あり、安全性が確認されています。
ST-3S以外の【 　 オプション品は認定外です。】

の0081と9281、は場足組枠るすけ付取  .2 どちらのス
パンにも使用することができます。（一部建枠の形状に
より取付できないものがあります。）

立組を場足組枠  .3 及び解体時、手摺部が先行して設置で
きるので一般型に比べて、非常に安全に組立及び解体
作業を行うことができます。

者業作  .4 は、安全な位置にて本セーフティーレールを移
動（手摺及び手摺柱、上下スライド方式）、設置できる
構造になっています。

■組立解体等における特徴

フーセ本  .1 ティーレールは、工具なしで組立、解体を行
うことができます。

は材部成構各  .2 軽量ですから、作業が楽に行えます。
品製  .3 は、ボルト等を除き、全体的に溶融亜鉛メッキが

施されていますから、耐久性に優れています。
品製  .4 は、構造上部分的な破損が生じた場合でも部品交

換が可能です。
、もと材部各  .5 バラの状態では全てコンパクトにできま

すから、保管や運送効率の点でも優れております。

■使用上の注意

行先  .1 手摺をしようとする枠組足場は（社）仮設工業会
発行の「基本部材で構成する・わく組足場の使用基準」
を参照にして安全に組立を行なって下さい。
行先  .2 手摺の取付けは、都度確実にセットされているこ

とを確認して下さい。また、部材等は放り投げて落下
させたりしないで下さい。
立組  .3 及び解体等の詳細は別途「先行手摺の取扱説明書」
をご覧下さい。

オプション品一覧

4．安全帯のフックは必ず上段伸縮手摺に掛けて下さい。
5．建枠妻側作業時は、コーナー用手摺柱（ST-2S）を用
　 いた工法や親網支柱システム等の設置を行って下さい。

リース・販売　取扱製品
先行手摺【セーフティーレール】21

※枠組足場コーナー用

※調整スパン用※メーター 600枠両面設置用

MIN 1800+600～MAX1829+1524の組合せに対応。
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■構造及び部材構成

◆リースでは表示看板は取扱っておりません。

■特徴

リース・販売　取扱製品
ベランダブリッジ

1. 用途について
従来、枠組足場と軀体のベランダやバルコニー間等の乗り越しには、単管と自在
ステップ等を使用し、現場合わせで通路を構成していました。ベランダブリッジ
はこれに代わり、組立解体が簡単で、安全性を重視した仮設通路です。

ていつに上用使  .2
　がとこるす用使もにンパスのらちどの0081と9281、は場足組枠るすけ付り取 ①

できます。
②足場側の床レベルにより、上下どちらからでも昇降することができます。

　安、りあにく近元手がりかが手の時降昇、でのいき大が摺手のドイサ両体本 ③
心して通行できます。

全　安を者業作、てせわ合に置位用使、でのな式ドイラス下上は摺手の側場足 ④
にガードします。

⑤手摺壁の型枠組立て、解体の際も、盛り替えしないで使用することができます。
ていつに等体解立組  .3

①ベランダブリッジは、ラチェット１本で組立、解体できます。
②部材は、一番重いものでも約15㎏なので、作業が楽に行えます。

　　、でのすまりあてしにキッメ鉛亜融溶を体全は外以ンピ、トルボ、プンラク ③
耐久性に優れています。また、クランプ等の部品が破損した場合でも、交換　
が可能です。

　、でのすまきでがとこむ畳り折にトクパンコて全、はで態状のラバもと材部各 ④
保管や運送効率の点でも優れています。
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No. 組立て順序 説明図

①
軀体のベランダ手摺壁の高さに、余裕（α）をプラスして、脚の高さを決め、
差込脚をこれに合わせてピンでセットします。

②
ブリッジの天板が水平になるように、根がらみの位置を決めて固定します。根
がらみは、中央部が足場の内側にくるようにします。

③

本体Ａを根がらみの中央に載せ、軀体側の本体Ｂと組立て、ピンで固定します。
次に調整脚を等間隔の位置に合わせてセットします。また、本体Ａ側の吹き上
げ防止ネジを締め付けます。

④

手摺枠（固定手摺）部を、ブリッジ本体の固定金具（３ヶ所）に差し込みます。
この時、回転手摺のクランプには、開いたまま、建枠の建地に添わせるように
しておきます。次に手摺枠（回転手摺）部の高さを合わせてクランプを締め付
けます。

⑤
最後に、反対側の手摺枠を取り付けすると、組立て完了です。（なお、手摺枠は、
左右共用です。）

■組立て順序……（解体方法は、この逆手順で行います。）

■使用上の注意

用使  .1 前に、ネジ、ピン、クランプ等が確実に利いてい
る事を、確認してください。
容許  .2 荷重1470N（150㎏）を超える荷重は、かけな

いでください。
降昇  .3 する足場のレベルは、上下いずれからでも可能で

すが、安全のためできるだけ下位レベルから昇降する
ようにしてください。また、昇降するレベルは一方に
決めて下さい。この時、昇降しないレベルのブレスは、
外さないで下さい。

。いさ下でいなら乗はに摺手、合場るす用使  .4
ンラベ  .5 ダ側の脚端が、浮いている状態では、絶対に昇

降しないで下さい。

ンラベ  .6 ダブリッジは足場と軀体との間隔が300㎜開い
ている時にベランダの手摺壁がほぼブリッジの中央に
位置します。故にそれ以外の間隔の場合では、下図の
ように片寄り状態となります。（ただし300㎜より間隔
が大きい場合には、根がらみの取り付け方向によって
これを修正することが可能となります。約100㎜）

ンラベ  .7 ダブリッジをセットしたスパンの両サイドのブ
レスは、取り外さないで下さい。

リース・販売　取扱製品
ベランダブリッジ23

BK-15A

種　類 形　式 単重㎏ 寸法L 表面処理

ブラケット
BK-1606 49.4 1706

標準品
オレンジ色塗装
特注品

溶融亜鉛メッキ

BK-1306 43.4 1400

ブラケット
+

アタッチメント

BK-1606
+

BK-15A
73.3 1856

BK-1306
+

BK-15A
67.3 1550

6031-KB6061-KB目　項
許容曲げモーメントＭ 29.67kN-m 37.09kN-m

許容荷重Ｐ 59.35kN-m

（ℓ１＋ℓ２）m
74.18kN-m

（ℓ１＋ℓ２）m

上限荷重Ｐmax P≦39.2kN P≦49kN

BKブラケット

■特　徴

ブKB  .1 ラケットは、地上から直接足場を建てられない場
合（隣家との間隔が狭い、軀体の際に通路を設けたい、
その他）に、軀体に取り付けて足場を構築するための、
いわゆる張り出し足場の支持台として利用されていま
す。（右図参照）

の場足し出り張  .2 支持台は、解体作業時にアンカーボル
トの食い込みにより同部をガス溶断して撤去する場合
があります。BKブラケットは、専用のアタッチメント
を前もってセットしておき、このような場合の本体の
滅損を最小限にすることができます。 BKブラケット施工例

■種類仕様

法寸体本  .1

メチッタア  .2 ント取付け寸法

■強度等

ブKB  .1 ラケットの許容積荷強度は、使用条件（特に荷重
の架かり方）によって変わりますので、計画時には十
分な強度検討が必要です。
①許容荷重Ｐの求め方
　（ただし、荷重は２点均等とします。）

M＝P2ℓ1＋
P
2ℓ2

＝P2（ℓ1＋ℓ2）より

P＝ 2M
（ℓ１＋ℓ２）

②荷重点が軀体に近い場合等は、計算上許容荷重Pが
上限荷重Ｐmaxを超えることがありますが、使用上
は上限荷重以下として下さい。

●アタッチメントを併用した場合でも、軀体から荷重点ま
　での距離が同じであれば、計算方法は同一です。

ブKB ● ラケットの構造上、原則として先端から170㎜よ
り外側（左図Ａの箇所）には足場（中心）を建てないで
下さい。

（　　　  ）

※BKブラケットとアタッチメントの取付けは、左図のように専用六角ボルト（W1
×63L）六角ナット（１種）、平座金２ヶ、ばね座金、割りピンのセットで、４箇所
共締め付けます。
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No. 組立て順序 説明図

①
軀体のベランダ手摺壁の高さに、余裕（α）をプラスして、脚の高さを決め、
差込脚をこれに合わせてピンでセットします。

②
ブリッジの天板が水平になるように、根がらみの位置を決めて固定します。根
がらみは、中央部が足場の内側にくるようにします。

③

本体Ａを根がらみの中央に載せ、軀体側の本体Ｂと組立て、ピンで固定します。
次に調整脚を等間隔の位置に合わせてセットします。また、本体Ａ側の吹き上
げ防止ネジを締め付けます。

④

手摺枠（固定手摺）部を、ブリッジ本体の固定金具（３ヶ所）に差し込みます。
この時、回転手摺のクランプには、開いたまま、建枠の建地に添わせるように
しておきます。次に手摺枠（回転手摺）部の高さを合わせてクランプを締め付
けます。

⑤
最後に、反対側の手摺枠を取り付けすると、組立て完了です。（なお、手摺枠は、
左右共用です。）

■組立て順序……（解体方法は、この逆手順で行います。）

■使用上の注意

用使  .1 前に、ネジ、ピン、クランプ等が確実に利いてい
る事を、確認してください。
容許  .2 荷重1470N（150㎏）を超える荷重は、かけな

いでください。
降昇  .3 する足場のレベルは、上下いずれからでも可能で

すが、安全のためできるだけ下位レベルから昇降する
ようにしてください。また、昇降するレベルは一方に
決めて下さい。この時、昇降しないレベルのブレスは、
外さないで下さい。

。いさ下でいなら乗はに摺手、合場るす用使  .4
ンラベ  .5 ダ側の脚端が、浮いている状態では、絶対に昇

降しないで下さい。

ンラベ  .6 ダブリッジは足場と軀体との間隔が300㎜開い
ている時にベランダの手摺壁がほぼブリッジの中央に
位置します。故にそれ以外の間隔の場合では、下図の
ように片寄り状態となります。（ただし300㎜より間隔
が大きい場合には、根がらみの取り付け方向によって
これを修正することが可能となります。約100㎜）

ンラベ  .7 ダブリッジをセットしたスパンの両サイドのブ
レスは、取り外さないで下さい。

リース・販売　取扱製品
ベランダブリッジ23

BK-15A

種　類 形　式 単重㎏ 寸法L 表面処理

ブラケット
BK-1606 49.4 1706

標準品
オレンジ色塗装
特注品

溶融亜鉛メッキ

BK-1306 43.4 1400

ブラケット
+

アタッチメント

BK-1606
+

BK-15A
73.3 1856

BK-1306
+

BK-15A
67.3 1550

6031-KB6061-KB目　項
許容曲げモーメントＭ 29.67kN-m 37.09kN-m

許容荷重Ｐ 59.35kN-m

（ℓ１＋ℓ２）m
74.18kN-m

（ℓ１＋ℓ２）m

上限荷重Ｐmax P≦39.2kN P≦49kN

BKブラケット

■特　徴

ブKB  .1 ラケットは、地上から直接足場を建てられない場
合（隣家との間隔が狭い、軀体の際に通路を設けたい、
その他）に、軀体に取り付けて足場を構築するための、
いわゆる張り出し足場の支持台として利用されていま
す。（右図参照）

の場足し出り張  .2 支持台は、解体作業時にアンカーボル
トの食い込みにより同部をガス溶断して撤去する場合
があります。BKブラケットは、専用のアタッチメント
を前もってセットしておき、このような場合の本体の
滅損を最小限にすることができます。 BKブラケット施工例

■種類仕様

法寸体本  .1

メチッタア  .2 ント取付け寸法

■強度等

ブKB  .1 ラケットの許容積荷強度は、使用条件（特に荷重
の架かり方）によって変わりますので、計画時には十
分な強度検討が必要です。
①許容荷重Ｐの求め方
　（ただし、荷重は２点均等とします。）

M＝P2ℓ1＋
P
2ℓ2

＝P2（ℓ1＋ℓ2）より

P＝ 2M
（ℓ１＋ℓ２）

②荷重点が軀体に近い場合等は、計算上許容荷重Pが
上限荷重Ｐmaxを超えることがありますが、使用上
は上限荷重以下として下さい。

●アタッチメントを併用した場合でも、軀体から荷重点ま
　での距離が同じであれば、計算方法は同一です。

ブKB ● ラケットの構造上、原則として先端から170㎜よ
り外側（左図Ａの箇所）には足場（中心）を建てないで
下さい。

（　　　  ）

※BKブラケットとアタッチメントの取付けは、左図のように専用六角ボルト（W1
×63L）六角ナット（１種）、平座金２ヶ、ばね座金、割りピンのセットで、４箇所
共締め付けます。
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ンア  .2 カーボルトの検討
①アンカーボルトに加わる引抜き力

②アンカーボルトの埋込み必要長さ

M＝P2（ℓ1＋ℓ2）－HBh＝0　より

HB＝ P（ℓ1＋ℓ2）2h ＝ P（ℓ1＋ℓ2）1.06 ＝HＡ

H ● Aは上部２本のアンカーに加わる引抜き力ですから、　
１本あたりはこの12となります。
H ● Bは圧縮力で、コンクリートに対して負荷される荷重
ですが、一般的にはアンカーボルトは４本とも同じもの
を使用します。

T＝ HA
2φh（１本あたり）より

L＝ HA
2φT＝

HA
2×3.14×2.54×7

≒ HA
112㎝以上（ストレートアンカーの場合）

L'＝ 2
3L＝

2HA
3×112

≒ HA
168㎝以上（フック付きアンカーの場合）

HA…⑵-①計算の引抜き力
φ…アンカーボルトの周長　　πD（㎝）
T…コンクリートの許容付着力　　7.0㎏ /㎠

（68.6N/㎠）

②アンカーボルトのせん断強度
　アンカーボルトのせん断力については、BKブラケ
　ットの上限許容強度が49KN（BK-1306の場合）
　であり、これを４本で支えるので次式によりチェッ
　クします。

せん断応力

τ＝せん断力Q断面積A ＝
P/4
πd2/4＝

4900/4
π×2.542/4

≒3253.6
N/㎠
＜8820

N/㎠
………OK

の材004SS（　 許容せん断応力度）

●改修工事等で後付けアンカーを使用しなければならない
場合は、計算により求めた引抜き力やせん断力に対して
十分安全であるものを使用して下さい。なお詳細につい
ては、各専門メーカーにご相談願います。なお、この場
合にはブラケットのアンカー取付け用の穴径が27㎜（ア
タッチは28㎜）に適合するボルトを選定して下さい。

●BKブラケットに使用するアンカーボルトの当社標準仕
様は、上記のように径が１インチ（25.4㎜）の丸棒埋
込みアンカー（SS400材）です。このアンカーを使用し、
上限強度以内で作業する限り、せん断強度については特
に都度計算しなくても安全と言えます。原則としてフッ
ク付きをご使用下さい。

埋込みアンカーの詳細、手配は弊社では行っておりません。

リース・販売　取扱製品
BKブラケット25

記　号
荷重の種類

荷重（㎏）
訳　内分　区

W1 仮設重量⑴
【枠組足場８層分】

ジャッキベース・建枠・筋違・踏板
単管パイプ・クランプ・メッシュシート・他 880.7

W2 仮設重量⑵
【枠組足場の下部分】

合板足場板・巾木・ビーム・
ブラケット自重・他 429.3

W3 作業荷重 370㎏×２層同時作業×２スパン 1480

ΣW 合　計 W1＋W2＋W3 2790

計算例【比較検討の為、（㎏）（ton）（N）（KN）表記しております】

■施工計画図例

BKブラケット（BK-1306）上に、躯体から300㎜離し
て914幅の建枠を８段建てる。
BKブラケットは建枠２スパン毎とし、支持材としてニッ
タンビーム（ペコビーム）を３列敷きとする。

■BKブラケット（BK-1306）上にかかる荷重（２スパン分）

■ニッタンビーム（ペコビーム）の強度

■BKブラケットの強度

■アンカーボルトの強度

許容曲げモーメント（中央集中荷重）M＝1.0ton/m＝PL4 より
３列ではP＝4ML ×３

列＝4×1.0ton/m3.658m ×３≒3.28ton（32.1KN）
ビームにかかる荷重
P＝合計重量－BKブラケット重量（その他）≒2.696ton（26.4KN）
∴2.696ton＜3.28ton……OK
（∴26.4KN＜32.1KN……OK）

許容曲げモーメントM＝P2L1＋
P
2L2＝

P
2（L1＋L2）よりP＝

2M
（L1＋L2）

P＝2×3.785ton/m（0.3＋1.214）≒最大5.00
ton
（49.0

KN
）

BKブラケットにかかる荷重
P＝2790

㎏
（27.3

KN
）

∴2.790
ton
＜5.0

ton
……OK

（∴27.3
KN
＜49.0

KN
……OK）

【せん断力】
BKブラケット（BK 1306）の許容荷重は5000

㎏
であり、

これをボルト４本で支えるので
τ＝せん断力Q

断面積A
＝ P/4
πd2/4＝

5000㎏/4/
π×（2.19㎝）2/4≒332

㎏ /㎠

　　　　　　　 （ボルトの内径↑）
∴332

㎏ /㎠
＜900

㎏ /㎠
…OK

　　　（SS400材の許容せん断応力度）
（∴3253.6

N/㎠
＜8820

N/㎠
…OK）

　　　　　　（SS400材の許容せん断応力度）
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ンア  .2 カーボルトの検討
①アンカーボルトに加わる引抜き力

②アンカーボルトの埋込み必要長さ

M＝P2（ℓ1＋ℓ2）－HBh＝0　より

HB＝ P（ℓ1＋ℓ2）2h ＝ P（ℓ1＋ℓ2）1.06 ＝HＡ

H ● Aは上部２本のアンカーに加わる引抜き力ですから、　
１本あたりはこの12となります。
H ● Bは圧縮力で、コンクリートに対して負荷される荷重
ですが、一般的にはアンカーボルトは４本とも同じもの
を使用します。

T＝ HA
2φh（１本あたり）より

L＝ HA
2φT＝

HA
2×3.14×2.54×7

≒ HA
112㎝以上（ストレートアンカーの場合）

L'＝ 2
3L＝

2HA
3×112

≒ HA
168㎝以上（フック付きアンカーの場合）

HA…⑵-①計算の引抜き力
φ…アンカーボルトの周長　　πD（㎝）
T…コンクリートの許容付着力　　7.0㎏ /㎠

（68.6N/㎠）

②アンカーボルトのせん断強度
　アンカーボルトのせん断力については、BKブラケ
　ットの上限許容強度が49KN（BK-1306の場合）
　であり、これを４本で支えるので次式によりチェッ
　クします。

せん断応力

τ＝せん断力Q断面積A ＝
P/4
πd2/4＝

4900/4
π×2.542/4

≒3253.6
N/㎠
＜8820

N/㎠
………OK

の材004SS（　 許容せん断応力度）

●改修工事等で後付けアンカーを使用しなければならない
場合は、計算により求めた引抜き力やせん断力に対して
十分安全であるものを使用して下さい。なお詳細につい
ては、各専門メーカーにご相談願います。なお、この場
合にはブラケットのアンカー取付け用の穴径が27㎜（ア
タッチは28㎜）に適合するボルトを選定して下さい。

●BKブラケットに使用するアンカーボルトの当社標準仕
様は、上記のように径が１インチ（25.4㎜）の丸棒埋
込みアンカー（SS400材）です。このアンカーを使用し、
上限強度以内で作業する限り、せん断強度については特
に都度計算しなくても安全と言えます。原則としてフッ
ク付きをご使用下さい。

埋込みアンカーの詳細、手配は弊社では行っておりません。

リース・販売　取扱製品
BKブラケット25

記　号
荷重の種類

荷重（㎏）
訳　内分　区

W1 仮設重量⑴
【枠組足場８層分】

ジャッキベース・建枠・筋違・踏板
単管パイプ・クランプ・メッシュシート・他 880.7

W2 仮設重量⑵
【枠組足場の下部分】

合板足場板・巾木・ビーム・
ブラケット自重・他 429.3

W3 作業荷重 370㎏×２層同時作業×２スパン 1480

ΣW 合　計 W1＋W2＋W3 2790

計算例【比較検討の為、（㎏）（ton）（N）（KN）表記しております】

■施工計画図例

BKブラケット（BK-1306）上に、躯体から300㎜離し
て914幅の建枠を８段建てる。
BKブラケットは建枠２スパン毎とし、支持材としてニッ
タンビーム（ペコビーム）を３列敷きとする。

■BKブラケット（BK-1306）上にかかる荷重（２スパン分）

■ニッタンビーム（ペコビーム）の強度

■BKブラケットの強度

■アンカーボルトの強度

許容曲げモーメント（中央集中荷重）M＝1.0ton/m＝PL4 より
３列ではP＝4ML ×３

列＝4×1.0ton/m3.658m ×３≒3.28ton（32.1KN）
ビームにかかる荷重
P＝合計重量－BKブラケット重量（その他）≒2.696ton（26.4KN）
∴2.696ton＜3.28ton……OK
（∴26.4KN＜32.1KN……OK）

許容曲げモーメントM＝P2L1＋
P
2L2＝

P
2（L1＋L2）よりP＝

2M
（L1＋L2）

P＝2×3.785ton/m（0.3＋1.214）≒最大5.00
ton
（49.0

KN
）

BKブラケットにかかる荷重
P＝2790

㎏
（27.3

KN
）

∴2.790
ton
＜5.0

ton
……OK

（∴27.3
KN
＜49.0

KN
……OK）

【せん断力】
BKブラケット（BK 1306）の許容荷重は5000

㎏
であり、

これをボルト４本で支えるので
τ＝せん断力Q

断面積A
＝ P/4
πd2/4＝

5000㎏/4/
π×（2.19㎝）2/4≒332

㎏ /㎠

　　　　　　　 （ボルトの内径↑）
∴332

㎏ /㎠
＜900

㎏ /㎠
…OK

　　　（SS400材の許容せん断応力度）
（∴3253.6

N/㎠
＜8820

N/㎠
…OK）

　　　　　　（SS400材の許容せん断応力度）
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軀体からの位置ℓ1
BK1606 BK1306

建枠の種類Ｗ 許容荷重ＰKN 建枠の種類Ｗ 許容荷重

250
940162.93016
〃267〃267
〃419〃419
け付取91213.439121 不能

300
940162.93016
〃267〃267
〃419〃419
け付取912143.239121 不能

350
940162.93016
〃267〃267
80.5441962.63419

け付取912183.039121 不能

400
940162.93016
40.7426742.73267
21.344193.43419

け付取912124.829121 不能

450
940162.93016
1.4426782.53267
81.0441943.23419

け付取912144.729121 不能

500
60.6401662.63016
61.1426723.33267

け付取41983.03419 不能
け付取9121 け付取9121能不 不能

※

※

※

※

※

※

※

φ…ボルトの周長（㎝）
T…コンクリートの許容付着力
7㎏/㎠（68.6N/㎠）

■使用上の注意

（BKブラケットは、外足場の基礎に相当するものなので、施工上の十分な安全対策が必要です。）

本で階段画計  .1 章に掲載した内容に基づいて、強度の確
認を行って下さい。なお各項の補足説明にも留意して
下さい。また強度計算による許容強度および上限荷重
を超えて使用しないで下さい。特にアンカーボルトに
は十分な注意が必要です。
ブKB  .2 ラケットは、異常（変形、破損、顕著な錆、等）

があるものは使用しないで下さい。
はに時け付取体軀  .3 ブラケットの上面が水平になるよう

にして下さい。
ブKB  .4 ラケットの設置間隔は7.2m以下として下さい。

スはに面上トッケラブ  .5 キマがないように足場板等を全
面に敷き並べて下さい。また先端部には、落下物等の
防止のため高さ15㎝以上の幅木材を設けて下さい。

平水  .6 方向の荷重に対し十分安全なように、水平筋違等
により補強して下さい。

定所、はに場足  .7 数の壁つなぎを設けることの他、根が
らみを取付けたり、ブラケットとビーム、Ｈ鋼等の梁材、
枕木、足場板、ジャッキベース等を番線、釘打ち、締
め付け金具等で固定して下さい。
ブKB  .8 ラケット本体で強度がもつのが絶対条件ですが、

BKブラケットの先端は、念のため軀体からワイヤー等
で吊りますと、より安全です。（下左図参照）
ブKB  .9 ラケットの取付け位置は、原則として軀体の梁や

スラブの箇所として下さい。特にベランダの手摺りや
軀体壁等のように、そのまま取付けると危険が予測さ
れる箇所は避けて下さい。（下右図参照）

ワイヤー補強の例 危険な取付け箇所の例

ブKBと置位の重荷  .01 ラケットの
許容荷重との関係は右表のよう
になります。

※中表 ● 印の場合はアタッチメント
の併用が条件になります。

（　　　 　　　 ）

【アンカーボルトに加わる引抜き力】
M＝P2（L1＋L2）－HBh＝0よりHB＝

P（L1＋L2）
2h ＝HA

HA＝2.790ton×（0.3＋1.214）2×0.530m ≒3.985
ton
（39.1

KN
）

【アンカーボルトの埋込み必要長さ】
T＝ HA

2φL（１本あたり）より
フック付きアンカーボルトでは、
L＝23×

HA
2φT＝

2
3×

39100
2×3.14×2.54×68.6

 ≒23.8
㎝

≒25
㎝
以上とする

埋込みアンカーの詳細、手配は弊社では行っておりません。

BKブラケット27

①

③

⑤

④

②

型　　式
調　節　長

組立重量　㎏
耐圧強度　kN（ton）

最大L　max 最小L　min 最大破壊強度 許容強度
CH-18型 1850 1200 34.5

294kN（30ton） 147kN（15ton）CH-24型 2470 1815 40.1
CH-32型 3270 1865 49.0
CH-40型 4070 2665 58.0 264kN（27ton） 127kN（13ton）
CH-50型 5070 3665 69.3 225kN（23ton） 98kN（10ton）
CH-60型

上　　柱

CHI-24
CHI-24
CHI-32
CHI-40
CHI-50
CHI-60

下　　柱

CHO-09
CHO-16
CHO-16
CHO-16
CHO-16
CHO-166070 4665 80.6 147kN（15 ） 68kN（7ton）

№ 名　称 型　式 寸　法 材　質 ピン孔の
ピッチ数n 単重（㎏）

① 上柱

CHI-24 LA1009

STK500

4 12.6
CHI-32 1809 10 21.5
CHI-40 2609 10 30.5
CHI-50 3609 10 41.8
CHI-60 4609 10 53.1

② 下柱
CHO-09 LB971

STK500
11.4
0.71985161-OHC

③ ねじ筒 PCH-15 STPG 5.35
④ 雌ねじ PCH-14 FCD45 4.15
⑤ 鎖ピン PCH-19 19φ×160ℓ SCM440 0.89

諸　性　能 上柱
82.6φ×6t

下柱
114.3φ×3.5t

断 面 積 A㎠ 12.04 12.18
断面二次モーメント Ⅰ㎝4 71.3 187.1
断 面 係 数 Z㎤ 17.26 32.75

■種　類

■構　造

■特　徴

はに柱上  .1 直交する2本のピンをさして、上柱の長さを調
節していますが、これは1本ピンに比較して上柱の安定
性が得られ荷重に方向性がない大きい特長を持ってお
ります。

上、もかし　  　 柱の2つのピン穴は位置をずらせて強度を
確保しております。従って柱の偏芯荷重を少くして、
上柱の曲りを自動的に防ぎ得る有利な構造であります。
また、2本ピンですので最大荷重を加えてもピンの変化
は殆んどなく、耐久性がある構造です。

立て立み組  .2 柱後、上下柱の寸法差で生ずるがたつきに
よる偏芯荷重を防ぐ、2本ピンが交差して設置され、支
持力を高めております。

節調長柱  .3 用のネジは耐圧強度の高い角ネジを採用し、
挿込むことにより脱落しないようになっている安全構
造です。

は材部各  .4 降伏比が高く、充分吟味された高抗張力鋼管
が使用されて安全性を高めております。更に立柱の際、
長柱によって生ずる振動、横倒れ等の対策として強力
サポートに、布、筋違等を直交、自在クランプ等で固
定し安全の向上を計る事が出来ます。
下上  .5 柱は抜差式であり、大きな長さの調節はピンで、

微調整はネジで出来るため、如何なる長さの調節も可
能です。

　強力サポートは高抗張力鋼管製の支柱であり、一般の軽荷重サポートに比較し強度は約5～10倍に達し、従って仮設面
積は枠組足場等に比較しても甚しく減少され、工事現場での仮設材の林立を防ぎ充分な広さの空間を活用することが可能に
なります。

●部材表

 ●断面性状

実用新案登録　第3162829号

注.下柱組立重量（上表②＋③＋④）
CHO-09……21.0㎏
CHO-16……26.6㎏
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軀体からの位置ℓ1
BK1606 BK1306

建枠の種類Ｗ 許容荷重ＰKN 建枠の種類Ｗ 許容荷重

250
940162.93016
〃267〃267
〃419〃419
け付取91213.439121 不能

300
940162.93016
〃267〃267
〃419〃419
け付取912143.239121 不能

350
940162.93016
〃267〃267
80.5441962.63419

け付取912183.039121 不能

400
940162.93016
40.7426742.73267
21.344193.43419

け付取912124.829121 不能

450
940162.93016
1.4426782.53267
81.0441943.23419

け付取912144.729121 不能

500
60.6401662.63016
61.1426723.33267

け付取41983.03419 不能
け付取9121 け付取9121能不 不能

※

※

※

※

※

※

※

φ…ボルトの周長（㎝）
T…コンクリートの許容付着力
7㎏/㎠（68.6N/㎠）

■使用上の注意

（BKブラケットは、外足場の基礎に相当するものなので、施工上の十分な安全対策が必要です。）

本で階段画計  .1 章に掲載した内容に基づいて、強度の確
認を行って下さい。なお各項の補足説明にも留意して
下さい。また強度計算による許容強度および上限荷重
を超えて使用しないで下さい。特にアンカーボルトに
は十分な注意が必要です。
ブKB  .2 ラケットは、異常（変形、破損、顕著な錆、等）

があるものは使用しないで下さい。
はに時け付取体軀  .3 ブラケットの上面が水平になるよう

にして下さい。
ブKB  .4 ラケットの設置間隔は7.2m以下として下さい。

スはに面上トッケラブ  .5 キマがないように足場板等を全
面に敷き並べて下さい。また先端部には、落下物等の
防止のため高さ15㎝以上の幅木材を設けて下さい。

平水  .6 方向の荷重に対し十分安全なように、水平筋違等
により補強して下さい。

定所、はに場足  .7 数の壁つなぎを設けることの他、根が
らみを取付けたり、ブラケットとビーム、Ｈ鋼等の梁材、
枕木、足場板、ジャッキベース等を番線、釘打ち、締
め付け金具等で固定して下さい。
ブKB  .8 ラケット本体で強度がもつのが絶対条件ですが、

BKブラケットの先端は、念のため軀体からワイヤー等
で吊りますと、より安全です。（下左図参照）
ブKB  .9 ラケットの取付け位置は、原則として軀体の梁や

スラブの箇所として下さい。特にベランダの手摺りや
軀体壁等のように、そのまま取付けると危険が予測さ
れる箇所は避けて下さい。（下右図参照）

ワイヤー補強の例 危険な取付け箇所の例

ブKBと置位の重荷  .01 ラケットの
許容荷重との関係は右表のよう
になります。

※中表 ● 印の場合はアタッチメント
の併用が条件になります。

（　　　 　　　 ）

【アンカーボルトに加わる引抜き力】
M＝P2（L1＋L2）－HBh＝0よりHB＝

P（L1＋L2）
2h ＝HA

HA＝2.790ton×（0.3＋1.214）2×0.530m ≒3.985
ton
（39.1

KN
）

【アンカーボルトの埋込み必要長さ】
T＝ HA

2φL（１本あたり）より
フック付きアンカーボルトでは、
L＝23×

HA
2φT＝

2
3×

39100
2×3.14×2.54×68.6≒23.8

㎝

≒25
㎝
以上とする

埋込みアンカーの詳細、手配は弊社では行っておりません。

BKブラケット27

①

③

⑤

④

②

型　　式
調　節　長

組立重量　㎏
耐圧強度　kN（ton）

最大L　max 最小L　min 最大破壊強度 許容強度
CH-18型 1850 1200 34.5

294kN（30ton） 147kN（15ton）CH-24型 2470 1815 40.1
CH-32型 3270 1865 49.0
CH-40型 4070 2665 58.0 264kN（27ton） 127kN（13ton）
CH-50型 5070 3665 69.3 225kN（23ton） 98kN（10ton）
CH-60型

上　　柱

CHI-24
CHI-24
CHI-32
CHI-40
CHI-50
CHI-60

下　　柱

CHO-09
CHO-16
CHO-16
CHO-16
CHO-16
CHO-166070 4665 80.6 147kN（15 ） 68kN（7ton）

№ 名　称 型　式 寸　法 材　質 ピン孔の
ピッチ数n 単重（㎏）

① 上柱

CHI-24 LA1009

STK500

4 12.6
CHI-32 1809 10 21.5
CHI-40 2609 10 30.5
CHI-50 3609 10 41.8
CHI-60 4609 10 53.1

② 下柱
CHO-09 LB971

STK500
11.4
0.71985161-OHC

③ ねじ筒 PCH-15 STPG 5.35
④ 雌ねじ PCH-14 FCD45 4.15
⑤ 鎖ピン PCH-19 19φ×160ℓ SCM440 0.89

諸　性　能 上柱
82.6φ×6t

下柱
114.3φ×3.5t

断 面 積 A㎠ 12.04 12.18
断面二次モーメント Ⅰ㎝4 71.3 187.1
断 面 係 数 Z㎤ 17.26 32.75

■種　類

■構　造

■特　徴

はに柱上  .1 直交する2本のピンをさして、上柱の長さを調
節していますが、これは1本ピンに比較して上柱の安定
性が得られ荷重に方向性がない大きい特長を持ってお
ります。

上、もかし　  　 柱の2つのピン穴は位置をずらせて強度を
確保しております。従って柱の偏芯荷重を少くして、
上柱の曲りを自動的に防ぎ得る有利な構造であります。
また、2本ピンですので最大荷重を加えてもピンの変化
は殆んどなく、耐久性がある構造です。

立て立み組  .2 柱後、上下柱の寸法差で生ずるがたつきに
よる偏芯荷重を防ぐ、2本ピンが交差して設置され、支
持力を高めております。

節調長柱  .3 用のネジは耐圧強度の高い角ネジを採用し、
挿込むことにより脱落しないようになっている安全構
造です。

は材部各  .4 降伏比が高く、充分吟味された高抗張力鋼管
が使用されて安全性を高めております。更に立柱の際、
長柱によって生ずる振動、横倒れ等の対策として強力
サポートに、布、筋違等を直交、自在クランプ等で固
定し安全の向上を計る事が出来ます。
下上  .5 柱は抜差式であり、大きな長さの調節はピンで、

微調整はネジで出来るため、如何なる長さの調節も可
能です。

　強力サポートは高抗張力鋼管製の支柱であり、一般の軽荷重サポートに比較し強度は約5～10倍に達し、従って仮設面
積は枠組足場等に比較しても甚しく減少され、工事現場での仮設材の林立を防ぎ充分な広さの空間を活用することが可能に
なります。

●部材表

●断面性状

実用新案登録　第3162829号

注.下柱組立重量（上表②＋③＋④）
CHO-09……21.0㎏
CHO-16……26.6㎏
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容許  .1 荷重は、両端が剛で平押しの場合ですが、使用時に
は根がらみ・水平継ぎ・頭継ぎを設けて下さい。

はに時用使  .2 鎖ピンを必ず十文字に2本共セットして下さ
い。ピンは正規品を使用し確実に差込んで下さい。

部、はトルボめ止の柱下  .3 品交換等の修理を行う時以外
は緩めないで下さい。

取の等搬運  .4 扱い中に、下柱の台板の穴に指を入れない
で下さい。（図参照）

型42-HC  .5 ・32型は仮設工業会の単品承認品です。
型04-HC  .6 ・50型は仮設工業会の認定および単品承認

品です。
力強  .7 サポートの種類に関わらず以下の使用・設置は使

用禁止です。
　 ※横使い（山止め支保工
　　 の切ばり・他）
　 ※2本繋ぎ

型81-HC  .8 ・60型は認定
　 および単品承認は取得し
　 ていません。

プンラク用専  .1 ：水平つなぎ、筋違等を設けて支保工を
安定させる場合の専用クランプです。つなぎ材は48.6
φ鋼管とします。

種　類 型　式 単重 ㎏

上
柱
用

直交 CF-8248
1.0

自在 CU-8248

下
柱
用

直交 CF-1148
1.2

自在 CU-1148

■付属部品

●専用クランプの種類

危険！

■強力サポート・使用上の注意

リース・販売　取扱製品
強力サポート（CH型）29

※下柱に上柱を挿し込んだ状態のセット返却はNGです。必ず上柱・下柱を分離して下さい。

※分離した上柱・下柱はそれぞれサイズと向きを合わせて20本を1梱包でまとめて下さい。
　20本以上の梱包は危険です。
　端数も可能な限りサイズと向きを合わせて荷崩れしない梱包をお願い致します。
※梱包は両端２ヶ所 (推奨３ヶ所以上）の番線結束でお願い致します。
　ロープや紐の結束は危険ですのでお止め下さい。

※製品識別の為、上柱はブルーかオレンジ（CHI-32型のみ ) の塗装がしてあります。
　下柱はブルーの塗装がしてあります。
　当社保有以外のものは受領致しかねますのでご注意願います。

リース品返却時強力サポート（CH型） のお願い

ご返却の際のお願い事項がありますので、ご査収下さいますようお願い致します。
状態によっては別途整備費が発生したり、積み込みをお断りする場合があります。

※下柱（ネジ筒）のボルト類は緩めたり外したりし
　ないで下さい。

※専用クランプや鎖ピンは取り外して下さい。
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容許  .1 荷重は、両端が剛で平押しの場合ですが、使用時に
は根がらみ・水平継ぎ・頭継ぎを設けて下さい。

はに時用使  .2 鎖ピンを必ず十文字に2本共セットして下さ
い。ピンは正規品を使用し確実に差込んで下さい。

部、はトルボめ止の柱下  .3 品交換等の修理を行う時以外
は緩めないで下さい。

取の等搬運  .4 扱い中に、下柱の台板の穴に指を入れない
で下さい。（図参照）

型42-HC  .5 ・32型は仮設工業会の単品承認品です。
型04-HC  .6 ・50型は仮設工業会の認定および単品承認

品です。
力強  .7 サポートの種類に関わらず以下の使用・設置は使

用禁止です。
　 ※横使い（山止め支保工
　　 の切ばり・他）
　 ※2本繋ぎ

型81-HC  .8 ・60型は認定
　 および単品承認は取得し
　 ていません。

プンラク用専  .1 ：水平つなぎ、筋違等を設けて支保工を
安定させる場合の専用クランプです。つなぎ材は48.6
φ鋼管とします。

種　類 型　式 単重 ㎏

上
柱
用

直交 CF-8248
1.0

自在 CU-8248

下
柱
用

直交 CF-1148
1.2

自在 CU-1148

■付属部品

●専用クランプの種類

危険！

■強力サポート・使用上の注意

リース・販売　取扱製品
強力サポート（CH型）29

※下柱に上柱を挿し込んだ状態のセット返却はNGです。必ず上柱・下柱を分離して下さい。

※分離した上柱・下柱はそれぞれサイズと向きを合わせて20本を1梱包でまとめて下さい。
　20本以上の梱包は危険です。
　端数も可能な限りサイズと向きを合わせて荷崩れしない梱包をお願い致します。
※梱包は両端２ヶ所 (推奨３ヶ所以上）の番線結束でお願い致します。
　ロープや紐の結束は危険ですのでお止め下さい。

※製品識別の為、上柱はブルーかオレンジ（CHI-32型のみ ) の塗装がしてあります。
　下柱はブルーの塗装がしてあります。
　当社保有以外のものは受領致しかねますのでご注意願います。

リース品返却時強力サポート（CH型） のお願い

ご返却の際のお願い事項がありますので、ご査収下さいますようお願い致します。
状態によっては別途整備費が発生したり、積み込みをお断りする場合があります。

※下柱（ネジ筒）のボルト類は緩めたり外したりし
　ないで下さい。

※専用クランプや鎖ピンは取り外して下さい。
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CDC型補助サポートCD型パイプサポート

型式
調節 下上長 柱長さ

総重量㎏
Lmax㎜ Lmin㎜ 上柱㎜ 下柱㎜

 〃 09（2尺） 886 600 594 572 4.9
 〃14（3尺） 1486 900 894 872 7.5
 〃21（4尺） 2116 1230 1216 1180 9.5
 〃30（6尺） 3156 1820 1736 1700 12.8
 〃34（7尺） 3446 2110 2026 1700 13.5
 〃39（9尺） 3946 2610 2526 1700 14.8

型式 有効長 単重㎏
CDC-09 900 4.1
CDC-12 1200 4.9
CDC-15 1500 5.5

パイプサポートの許容支持力（単位：kN）

材端条件
連けい
有り
（c）

連けい無し
使用高さ（m）

2以下 2～2.5 2.5 ～ 3 3～ 3.4
上下端　木材等（a） 19.6 19.6 17.6 13.7 9.8
上端　　木材
下端　　仕上げ（b）　
　　　　コンクリート

19.6 19.6 18.6 16.7 14.7

施工時の材端条件

CDサポートの種類と寸法

補助サポート

3.5m以上の場合は必ず2m以内ごとに水平つなぎを直角方向に設け、つなぎの変位を防止して下さい。
この場合、許容荷重は19.6kNとなります。

リースのみ取扱製品
パイプ・サポート（CD型）31

平水りよ向方2平水にとご内以m2さ高ていつにトーポサプイパ、はと」り有いけ連「、中表上 ）注（
つなぎを緊結金具で取り付けることをいう。

根がらみクランプ（60.5φ×48.6φ）
直交　CD-4860（0.9㎏）
自在　CD-4860U（0.9㎏）

■施工上の注意事項と施工例

は定固の下上トーポサ  .1 受板、台板に設けられているボ
ルト穴で、くぎを用いて大引きおよび敷角に止めて下
さい。

サプイパ  .2 ポートの継ぎたしは2本までとし、3本以上継
いで使用しないで下さい。

サプイパ  .3 ポートまたは補助サポートを継いで用いると
きは、ボルト式では径に見あったボルトで必ず4箇所緊
結し、差込式では確実に根元まで差し込んで下さい。

サプイパ  .4 ポートには、必要により筋かいなどを取り付
けて安定性を増大させて下さい。

サプイパ  .5 ポートの高さが3.5mをこえる場合には、次の
ように水平つなぎを設けて下さい。

なつ平水 ①　 ぎ材は、鋼製のものを用いて下さい。
以m2さ高②　 内ごとに水平つなぎを2方向に設け、かつ

水平つなぎの変位を防止する措置を講じます。（水平
つなぎの末端を突きつけるか、堅固なものがないとき
は、筋かいを併用して下さい。）

なつ平水 ③　 ぎとパイプサポートの緊結は、専用の緊結金
具（クランプ）を使用して下さい。

サの下上  .6 ポートの間に敷板または大引きなどをはさん
で段状に組み立てる場合は、次のような措置が必要で
す。

の下上 ①　 各サポートはできるだけ鉛直になるように、ま
た中心をそろえて設置します。

以段3（。いさ下でいなまさは上以段2はき引大、板敷②
上の段組みの禁止）。

をき引大、板敷③　 継いで用いるときは、あて板を用いて
連結し、かつ継手の位置はそろえないようにします。

ンハのりは、段階 .7 チなどの部分で、パイプサポートを
斜めにして建て込む必要がある場合には、サポートの
頭部または脚部にキャンバーを用い、かつ根がらみな
どを取り付けて安定させて下さい。

パ（上以m7さ高 .8 イプサポートの2本継ぎをこえる長さ）
の支保工を必要とする場合は、原則としてサポート1本
分の高さを残して、わく組その他によって構台を組み、
その上にパイプサポートを設置します。

補助サポートの併用（3400 ㎜
を超えるサポートの使用要領）

芯
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CDC型補助サポートCD型パイプサポート

型式
調節 下上長 柱長さ

総重量㎏
Lmax㎜ Lmin㎜ 上柱㎜ 下柱㎜

 〃 09（2尺） 886 600 594 572 4.9
 〃14（3尺） 1486 900 894 872 7.5
 〃21（4尺） 2116 1230 1216 1180 9.5
 〃30（6尺） 3156 1820 1736 1700 12.8
 〃34（7尺） 3446 2110 2026 1700 13.5
 〃39（9尺） 3946 2610 2526 1700 14.8

型式 有効長 単重㎏
CDC-09 900 4.1
CDC-12 1200 4.9
CDC-15 1500 5.5

パイプサポートの許容支持力（単位：kN）

材端条件
連けい
有り
（c）

連けい無し
使用高さ（m）

2以下 2～2.5 2.5 ～ 3 3～ 3.4
上下端　木材等（a） 19.6 19.6 17.6 13.7 9.8
上端　　木材
下端　　仕上げ（b）　
　　　　コンクリート

19.6 19.6 18.6 16.7 14.7

施工時の材端条件

CDサポートの種類と寸法

補助サポート

3.5m以上の場合は必ず2m以内ごとに水平つなぎを直角方向に設け、つなぎの変位を防止して下さい。
この場合、許容荷重は19.6kNとなります。

リースのみ取扱製品
パイプ・サポート（CD型）31

平水りよ向方2平水にとご内以m2さ高ていつにトーポサプイパ、はと」り有いけ連「、中表上 ）注（
つなぎを緊結金具で取り付けることをいう。

根がらみクランプ（60.5φ×48.6φ）
直交　CD-4860（0.9㎏）
自在　CD-4860U（0.9㎏）

■施工上の注意事項と施工例

は定固の下上トーポサ  .1 受板、台板に設けられているボ
ルト穴で、くぎを用いて大引きおよび敷角に止めて下
さい。

サプイパ  .2 ポートの継ぎたしは2本までとし、3本以上継
いで使用しないで下さい。

サプイパ  .3 ポートまたは補助サポートを継いで用いると
きは、ボルト式では径に見あったボルトで必ず4箇所緊
結し、差込式では確実に根元まで差し込んで下さい。

サプイパ  .4 ポートには、必要により筋かいなどを取り付
けて安定性を増大させて下さい。

サプイパ  .5 ポートの高さが3.5mをこえる場合には、次の
ように水平つなぎを設けて下さい。

なつ平水 ①　 ぎ材は、鋼製のものを用いて下さい。
以m2さ高 ②　 内ごとに水平つなぎを2方向に設け、かつ

水平つなぎの変位を防止する措置を講じます。（水平
つなぎの末端を突きつけるか、堅固なものがないとき
は、筋かいを併用して下さい。）

なつ平水 ③　 ぎとパイプサポートの緊結は、専用の緊結金
具（クランプ）を使用して下さい。

サの下上  .6 ポートの間に敷板または大引きなどをはさん
で段状に組み立てる場合は、次のような措置が必要で
す。

の下上 ①　 各サポートはできるだけ鉛直になるように、ま
た中心をそろえて設置します。

以段3（。いさ下でいなまさは上以段2はき引大、板敷 ②　
上の段組みの禁止）。

をき引大、板敷 ③　 継いで用いるときは、あて板を用いて
連結し、かつ継手の位置はそろえないようにします。

ンハのりは、段階  .7 チなどの部分で、パイプサポートを
斜めにして建て込む必要がある場合には、サポートの
頭部または脚部にキャンバーを用い、かつ根がらみな
どを取り付けて安定させて下さい。

パ（上以m7さ高  .8 イプサポートの2本継ぎをこえる長さ）
の支保工を必要とする場合は、原則としてサポート1本
分の高さを残して、わく組その他によって構台を組み、
その上にパイプサポートを設置します。

補助サポートの併用（3400 ㎜
を超えるサポートの使用要領）

芯
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手摺枠A（扉付）　N-4010A

手摺枠B　N-4010B

巾木　

SG-18

SG-12

アウトリガー

OR-0808

■安全性
■合理的な構造
■移動性
■耐久性
■経済性

■部材構成及び使用条件

部 材 表

型　　　式 SRT-1 SRT-2 ORT-3 ORT-4
　　段　　　数（段） 1段 2段 3段 4段
　　高　　　さ（m） 1.93～ 2.05 3.66～ 3.77 5.38～ 5.50 7.10～ 7.22

№ 品 名 型　　式 単　　重㎏ 部　　材　　数　　量
① 梯 子 枠 N-4055L 20.7 2 4 6 8
② 交 差 筋 違 N-14 4.6 2 4 6 8
③ 鋼 製 踏 板 SKN-6 15.3 4 5 6 8
④ 連 結 ピ ン
⑤ 手 摺 枠 A N-4010A 13.5 1 1 1 1
⑥ 手 摺 枠 B N-4010B 9.5 1 1 1 1
⑦ 手 摺 N-31 2.5 4 4 4 4
⑧ 巾 木 SG-18 4.0 2 2 2 2
⑨ 巾 木 SG-12 2.0 2 2 2 2
⑩ ジャッキ付車輪 N-3601J 5.7 4 4 4 4
⑪ アウトリガー OR-0808 14.0 － － 4 4

組　　立　　重　　量（㎏）　 182.0 222.3 374.6 458.2

リース・販売　取扱製品
ローリング・タワー33

N-20R 0.6 4 8 12 16

■ローリング・タワー使用上の注意

1. ローリング・タワー組立高さの基準

　作業床までの高さはHm≦7.7L－5とします。

　ただしSRT型の場合はL＝Amとし、

　ORT型はL＝A＋

（B1＋B2）

2
とします。

2. 積載荷重の基準

ンリーロ ⑴　 グ・タワーの積載荷重W㎏は作業床面積A≧

2㎡のときはW≦2450Nとし、A＜2㎡のときはW≦

490＋980Aとします。

輪車 ⑵　 の 許 容 荷 重 は150φ が1666N、200φ で

2156Nです。

3. 組立、使用上の注意

のさ高るよにキッャジ ⑴　 調節は部材表の高さより、ある

程度高くすることはできますが、安全のため差込長は

足場の脚柱に200㎜以上確保して下さい。

ア、合場の型TRO ⑵　 ウトリガーの張り出し角度は枠面

に対し135°（延長線に対し45°）でセットすること

を目安とします。

材部 ⑶　 表の踏板は作業床として最上部に2枚の他、水平

構として最下段に2枚と4枚以上の場合、中間部に2

枚入れます。その他足場の組立、解体用として全段に

1枚ずつセットした数にしてあります。

輪車 ⑷　 は150φ単体とジャッキ兼用（ジャッキ付車輪）

の2種があります。

はてったあに用使、立組 ⑸　 「移動式足場の安全技術基準」
に従って行って下さい。（以下抜粋）

　　 業作 ① 床、枠組構造部、脚輪、手すり等の接続は使用
中容易に離脱しないよう、確実に結合すること。

　　 動移 ② は作業者が降りたのちでなければ行ってはなら
ないものとする。

　　 は合場るあがれそおの倒転 ③ 脚輪間の主軸間隔により
定められた高さ以下に組替えること。また壁つなぎ、
控等を設けること。

　　 動移 ④ 式足場は無理のない姿勢で作業を行うため、作
業箇所に近いところに定置すること。

　　 ーレブの輪脚 ⑤ キは、移動中を除き、常に作動させ、
その利き具合を確認しておくこと。

　　 はたま凸凹 ⑥ 傾斜が著しいところでは、ジャッキの使
用等により作業床の水平を保持するものとする。

　　 積大最 ⑦ 載荷重をこえた荷重をのせてはならない。ま

た材料等は、転倒を防ぐため、偏芯しないようにの
せるものとする。

　　 動移 ⑧ 式足場の上では、はしご、脚立等を使用しない
ものとする。

　　 部外 ⑨ 空間を昇降路とする構造の移動式足場にあって
は、転倒防止のため、同一面より同時に2名以上の
ものが昇降しないものとする。

梯子枠　N-4055L　20.7㎏

■主枠部材
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手摺枠A（扉付）　N-4010A

手摺枠B　N-4010B

巾木　

SG-18

SG-12

アウトリガー

OR-0808

■安全性
■合理的な構造
■移動性
■耐久性
■経済性

■部材構成及び使用条件

部 材 表

型　　　式 SRT-1 SRT-2 ORT-3 ORT-4
　　段　　　数（段） 1段 2段 3段 4段
　　高　　　さ（m） 1.93～ 2.05 3.66～ 3.77 5.38～ 5.50 7.10～ 7.22

№ 品 名 型　　式 単　　重㎏ 部　　材　　数　　量
① 梯 子 枠 N-4055L 20.7 2 4 6 8
② 交 差 筋 違 N-14 4.6 2 4 6 8
③ 鋼 製 踏 板 SKN-6 15.3 4 5 6 8
④ 連 結 ピ ン
⑤ 手 摺 枠 A N-4010A 13.5 1 1 1 1
⑥ 手 摺 枠 B N-4010B 9.5 1 1 1 1
⑦ 手 摺 N-31 2.5 4 4 4 4
⑧ 巾 木 SG-18 4.0 2 2 2 2
⑨ 巾 木 SG-12 2.0 2 2 2 2
⑩ ジャッキ付車輪 N-3601J 5.7 4 4 4 4
⑪ アウトリガー OR-0808 14.0 － － 4 4

組　　立　　重　　量（㎏）　 182.0 222.3 374.6 458.2

リース・販売　取扱製品
ローリング・タワー33

N-20R 0.6 4 8 12 16

■ローリング・タワー使用上の注意

1. ローリング・タワー組立高さの基準

　作業床までの高さはHm≦7.7L－5とします。

　ただしSRT型の場合はL＝Amとし、

　ORT型はL＝A＋

（B1＋B2）

2
とします。

2. 積載荷重の基準

ンリーロ ⑴　 グ・タワーの積載荷重W㎏は作業床面積A≧

2㎡のときはW≦2450Nとし、A＜2㎡のときはW≦

490＋980Aとします。

輪車 ⑵　 の 許 容 荷 重 は150φ が1666N、200φ で

2156Nです。

3. 組立、使用上の注意

のさ高るよにキッャジ ⑴　 調節は部材表の高さより、ある

程度高くすることはできますが、安全のため差込長は

足場の脚柱に200㎜以上確保して下さい。

ア、合場の型TRO ⑵　 ウトリガーの張り出し角度は枠面

に対し135°（延長線に対し45°）でセットすること

を目安とします。

材部 ⑶　 表の踏板は作業床として最上部に2枚の他、水平

構として最下段に2枚と4枚以上の場合、中間部に2

枚入れます。その他足場の組立、解体用として全段に

1枚ずつセットした数にしてあります。

輪車 ⑷　 は150φ単体とジャッキ兼用（ジャッキ付車輪）

の2種があります。

はてったあに用使、立組 ⑸　 「移動式足場の安全技術基準」
に従って行って下さい。（以下抜粋）

　　 業作 ① 床、枠組構造部、脚輪、手すり等の接続は使用
中容易に離脱しないよう、確実に結合すること。

　　 動移 ② は作業者が降りたのちでなければ行ってはなら
ないものとする。

　　 は合場るあがれそおの倒転 ③ 脚輪間の主軸間隔により
定められた高さ以下に組替えること。また壁つなぎ、
控等を設けること。

　　 動移 ④ 式足場は無理のない姿勢で作業を行うため、作
業箇所に近いところに定置すること。

　　 ーレブの輪脚 ⑤ キは、移動中を除き、常に作動させ、
その利き具合を確認しておくこと。

　　 はたま凸凹 ⑥ 傾斜が著しいところでは、ジャッキの使
用等により作業床の水平を保持するものとする。

　　 積大最 ⑦ 載荷重をこえた荷重をのせてはならない。ま

た材料等は、転倒を防ぐため、偏芯しないようにの
せるものとする。

　　 動移 ⑧ 式足場の上では、はしご、脚立等を使用しない
ものとする。

　　 部外 ⑨ 空間を昇降路とする構造の移動式足場にあって
は、転倒防止のため、同一面より同時に2名以上の
ものが昇降しないものとする。

梯子枠　N-4055L　20.7㎏

■主枠部材
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■より安全に　■より能率的に

■主要専用部材

開口枠（最下段用）　N-1516 手摺枠　N-1510

回転踏板フレーム
　回転踏板　FPB-0516
　フレーム　FPB-0718

階段　K-1815

ステアレール　KL-23

■部材構成及び使用条件

段　　数（段） 1段 2段 3段 4段 5段 6段
全 高 さHm 2.91m～3.01m 4.45m ～ 4.55m 6.00m ～ 6.10m 7.55m ～ 7.65m 9.10m ～ 9.20m 10.65m ～ 10.75m

作 業 高 さh 1.86m ～ 1.96m 3.41m ～ 3.51m 4.96m ～ 5.06m 6.51m ～ 6.61m 8.06m ～ 8.16m 9.60m ～ 9.70m

部材表 積 載 荷 重 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏）
№ 品 名 型　式 単重㎏ 部　　材　　数　　量
① 開口枠（最下段用） N-1516 21.0 2 2 2 2 2 2
② 標準枠（2段目以降用） N-1515 19.7 － 2 4 6 8 10
③ 交 差 筋 違 N-14 4.4 2 4 6 8 10 12
④ 踏 板 SKN-6 15.4 3 4 5 6 7 8
⑤ ラクピン（連結ピン） N-20R 0.6 4 8 12 16 20 24
⑥ 階 段 K-1815 16.2 1 2 3 4 5 6
⑦ ス テ ア レ ー ル KL-23 5.1 － 1 2 3 4 5
⑧ エ ン ド 手 摺 CG-612K 2.8 － 1 2 3 4 5
⑨ ジャッキ付き車輪 N-3601J 5.3 4 4 4 4 4 4
⑩ ア ウ ト リ ガ ー OR-0808 14.0 － － － － 4 4
⑪ 回転踏板用フレーム FPB-0718 12.9 1 1 1 1 1 1
⑫ 回 転 踏 板 FPB-0516 12.3 1 1 1 1 1 1
⑬ 踏 板 SKN-3 8.6 1 1 1 1 1 1
⑭ 手 摺 枠 N-1510 14.1 2 2 2 2 2 2
⑮ 手 摺 N-31 2.3 4 4 4 4 4 4
⑯ 巾 木 A SG-0318 3.8 2 2 2 2 2 2
⑰ 巾 木 B SG-0315 2.5 2 2 2 2 2 2

部　　材　　総　　数（点） 29ヶ 41ヶ 53ヶ 65ヶ 81ヶ 93ヶ

組　　立　　重　　量（㎏） 222㎏ 310㎏ 401㎏ 491㎏ 638㎏ 729㎏

注意1. 作業高さhは、FLより最上段踏板の踏み面までの高さです。
りあが差誤の干若で等輪車き付キッャジび及板踏、はhさ高業作び及Hさ高全  .2　　

ます。

リース・販売　取扱製品
セーフティ・タワー35

■セーフティ・タワーの特徴

1.  標準部材のみで『労働安全衛生法』等関係法令に対応
可能としました。

2.  昇降設備を足場の内部に設置した構造であり、かつ、
階段部、建枠部に手摺（高さ100㎝）を設置してあり
ますから、一般型に比べて非常に安全に昇降できます。
開  .3 口枠（昇降出入口専用枠）を一段目に配し、従来品
に比べ、階段昇降時の容易さかつ、安全性を確保しまし
た。よって、片手に荷物を持ったまま昇降できます。ま
た、階段の上部は十分な空間があります。

、は板踏るいてし置設てしと場り踊の段階に段各の場足  .4
組立、解体の足掛かりとしても役立ち大変便利です。

5.  最上階の作業床は広く、作業性に富んでいます。作業
床の出入りは、はね上げ方式となっており、安全な階段
通路と同時に開口部の無い安全な作業床を容易に確保で
きます。

きで動移）式方み畳り折（てげ下をさ高の摺手部上最  .6
るため、梁のある建屋内での移動も容易となります。

ご、がすまりおてしと準標を051φは輪車付キッャジ  .7
希望によりφ200もセットできます。

、体解、立組、ち持を度強な分充つかで量軽、は材部成構  .8
移動が容易に行えます。

すまりあてし施をキッメ鉛亜融溶て全、は材部要主各  .9

アウトリガー（OR-0909）も取扱しています。（販売のみ）.10
ので、耐久性に優れています。

■セーフティ・タワー　基準及び使用上の注意事項

1. 基準
ーロの型般一は準基の重荷載積、び及準基のさ高立組 ⑴

リング・タワーと同様です。
2. 使用上の注意事項

セと下梁体軀、は囲範み畳り折枠摺手部上最の時動移 ⑴
ーフティタワー最先端部のラップ長さが400㎜以内
にして下さい。（下図参照）

状のままたしトッセ、は板踏転回とムーレフ板踏転回 ⑵
態で取り扱った場合には抜け落ちる危険があるため、
セットしての取扱は厳禁といたします。

詳の等体解び及立組 ⑶
細は、別途取扱説明
書を参照して下さい。

ごの上用使の他のそ ⑷
注意は、一般型のロ
ーリング・タワーと
同様です。

手摺枠折り
畳み状態

オプション品
セーフティタワー用調節枠　N1509　13.9kg
※対応交差筋違はN08になります。
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■より安全に　■より能率的に

■主要専用部材

開口枠（最下段用）　N-1516 手摺枠　N-1510

回転踏板フレーム
　回転踏板　FPB-0516
　フレーム　FPB-0718

階段　K-1815

ステアレール　KL-23

■部材構成及び使用条件

段　　数（段） 1段 2段 3段 4段 5段 6段
全 高 さHm 2.91m～3.01m 4.45m ～ 4.55m 6.00m ～ 6.10m 7.55m ～ 7.65m 9.10m ～ 9.20m 10.65m ～ 10.75m

作 業 高 さh 1.86m ～ 1.96m 3.41m ～ 3.51m 4.96m ～ 5.06m 6.51m ～ 6.61m 8.06m ～ 8.16m 9.60m ～ 9.70m

部材表 積 載 荷 重 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏） 2.45kN（250㎏）
№ 品 名 型　式 単重㎏ 部　　材　　数　　量
① 開口枠（最下段用） N-1516 21.0 2 2 2 2 2 2
② 標準枠（2段目以降用） N-1515 19.7 － 2 4 6 8 10
③ 交 差 筋 違 N-14 4.4 2 4 6 8 10 12
④ 踏 板 SKN-6 15.4 3 4 5 6 7 8
⑤ ラクピン（連結ピン） N-20R 0.6 4 8 12 16 20 24
⑥ 階 段 K-1815 16.2 1 2 3 4 5 6
⑦ ス テ ア レ ー ル KL-23 5.1 － 1 2 3 4 5
⑧ エ ン ド 手 摺 CG-612K 2.8 － 1 2 3 4 5
⑨ ジャッキ付き車輪 N-3601J 5.3 4 4 4 4 4 4
⑩ ア ウ ト リ ガ ー OR-0808 14.0 － － － － 4 4
⑪ 回転踏板用フレーム FPB-0718 12.9 1 1 1 1 1 1
⑫ 回 転 踏 板 FPB-0516 12.3 1 1 1 1 1 1
⑬ 踏 板 SKN-3 8.6 1 1 1 1 1 1
⑭ 手 摺 枠 N-1510 14.1 2 2 2 2 2 2
⑮ 手 摺 N-31 2.3 4 4 4 4 4 4
⑯ 巾 木 A SG-0318 3.8 2 2 2 2 2 2
⑰ 巾 木 B SG-0315 2.5 2 2 2 2 2 2

部　　材　　総　　数（点） 29ヶ 41ヶ 53ヶ 65ヶ 81ヶ 93ヶ

組　　立　　重　　量（㎏） 222㎏ 310㎏ 401㎏ 491㎏ 638㎏ 729㎏

注意1. 作業高さhは、FLより最上段踏板の踏み面までの高さです。
りあが差誤の干若で等輪車き付キッャジび及板踏、はhさ高業作び及Hさ高全  .2　

ます。

リース・販売　取扱製品
セーフティ・タワー35

■セーフティ・タワーの特徴

1.  標準部材のみで『労働安全衛生法』等関係法令に対応
可能としました。

2.  昇降設備を足場の内部に設置した構造であり、かつ、
階段部、建枠部に手摺（高さ100㎝）を設置してあり
ますから、一般型に比べて非常に安全に昇降できます。
開  .3 口枠（昇降出入口専用枠）を一段目に配し、従来品
に比べ、階段昇降時の容易さかつ、安全性を確保しまし
た。よって、片手に荷物を持ったまま昇降できます。ま
た、階段の上部は十分な空間があります。

、は板踏るいてし置設てしと場り踊の段階に段各の場足  .4
組立、解体の足掛かりとしても役立ち大変便利です。

5.  最上階の作業床は広く、作業性に富んでいます。作業
床の出入りは、はね上げ方式となっており、安全な階段
通路と同時に開口部の無い安全な作業床を容易に確保で
きます。

きで動移）式方み畳り折（てげ下をさ高の摺手部上最  .6
るため、梁のある建屋内での移動も容易となります。

ご、がすまりおてしと準標を051φは輪車付キッャジ  .7
希望によりφ200もセットできます。

、体解、立組、ち持を度強な分充つかで量軽、は材部成構  .8
移動が容易に行えます。

すまりあてし施をキッメ鉛亜融溶て全、は材部要主各  .9

アウトリガー（OR-0909）も取扱しています。（販売のみ）.10
ので、耐久性に優れています。

■セーフティ・タワー　基準及び使用上の注意事項

1. 基準
ーロの型般一は準基の重荷載積、び及準基のさ高立組 ⑴　

リング・タワーと同様です。
2. 使用上の注意事項

セと下梁体軀、は囲範み畳り折枠摺手部上最の時動移 ⑴　
ーフティタワー最先端部のラップ長さが400㎜以内
にして下さい。（下図参照）

状のままたしトッセ、は板踏転回とムーレフ板踏転回 ⑵
態で取り扱った場合には抜け落ちる危険があるため、
セットしての取扱は厳禁といたします。

詳の等体解び及立組 ⑶　
細は、別途取扱説明
書を参照して下さい。

ごの上用使の他のそ ⑷　
注意は、一般型のロ
ーリング・タワーと
同様です。

手摺枠折り
畳み状態

オプション品
セーフティタワー用調節枠　N1509　13.9kg
※対応交差筋違はN08になります。
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　ニッタンビームは建築工事、橋梁工事などにおける床版の支保工等に使用します。特に床版の位置が高い場合に枠組みや
サポートによる支保工ですと、部材が林立してスペースがとれませんので、ビーム支保工は経済的に有効利用されています。
また操作も簡単で軽量です。

■ニッタンビームの構造と種類

外ビーム 内ビーム

種 類
型　式 長さ L㎜ 単重 ㎏ 型　式 長さ L㎜ 単重 ㎏

L-18 1809 17.3 P-14 1435 15.5

L-23 2359 22.1 P-20 2000 21.3

L-29 2959 27.4 P-28 2862 30.4

本 体 断 面

（参考）
断面積A＝13.5㎠

断面
二次モーメントl＝1865㎝4

断面係数Z＝114㎤

A＝13.2㎠

l＝962㎝4

Z＝79㎤

端 部 受 金

締 付 装 置
（ 組 立 方 法 ）

ニッタン・ビームの組立は、
まず必要スパンに応じた部
材を選定します。次に内ビ
ームを外ビームに差し込み、
長さを押えて、外ビームの
締付け装置を丸棒等により
締付ければ完了します。

リースのみ取扱製品
ニッタン・ビーム37

■ニッタン・ビームの組合せスパン

2本継ぎ

ビームの組合せ 組立重量
㎏ /セット

ビームの調節長さ（スパン）　Lm
許容強度

ビーム 内ビーム

L-18

P-14 32.8 49.0 ～ 40.5kN
（5.00～ 4.14ton）

P-20 38.6 49.0 ～ 33.5kN
（5.00～ 3.42ton）

P-28 47.7 38.1 ～ 26.5kN
（3.89～ 2.71ton）

L-23

P-14 37.6 46.2 ～ 33.7kN
（4.72～ 3.44ton）

P-20 43.4 46.2 ～ 28.7kN
（4.72～ 2.93ton）

P-28 52.5 38.1 ～ 23.4kN
（3.89～ 2.39ton）

L-29

P-14 42.9 36.9 ～ 28.4kN
（3.77～ 2.90ton）

P-20 48.7 36.9 ～ 24.8kN
（3.77～ 2.53ton）

P-28 57.8 36.9 ～ 20.7kN
（3.77～ 2.12ton）

2m 3m 4m 5m 6m

1820～ 2705

2010～ 3270

2875～ 4130

2370～ 3255

2370～ 3820

2875～ 4685

2970～ 3855

2970～ 4420

2970～ 5280

3本継ぎ

ビームの組合せ 組立重量
㎏ /セット

ビームの調節長さ（スパン）　Lm
許容強度

外ビーム 内ビーム 外ビーム

L-18

P-14

L-18

50.1 30.2 ～ 27.5kN
（3.08～ 2.81ton）

P-20 55.9 30.2 ～ 24.1kN
（3.08～ 2.46ton）

P-28 65.0 30.2 ～ 20.2kN
（3.08～ 2.07ton）

L-23

P-14 54.9 26.2 ～ 24.2kN
（2.68～ 2.47ton）

P-20 60.7 26.2 ～ 21.5kN
（2.68～ 2.20ton）

P-28 69.8 26.2 ～ 18.4kN
（2.68～ 1.88ton）

P-14

L-23

59.7 23.2 ～ 21.5kN
（2.37～ 2.20ton）

P-20 65.5 23.2 ～ 19.4kN
（2.37～ 1.98ton）

P-28 74.6 23.2 ～ 16.8kN
（2.37～ 1.72ton）

L-29

P-14

L-18

60.2 22.9 ～ 21.3kN
（2.34～ 2.18ton）

P-20 66.0 22.9 ～ 19.2kN
（2.34～ 1.96ton）

P-28 75.1 22.9 ～ 16.6kN
（2.34～ 1.70ton）

P-14

L-23

65.0 20.5 ～ 19.3kN
（2.10～ 1.97ton）

P-20 70.8 20.5 ～ 17.5kN
（2.10～ 1.79ton）

P-28 79.9 20.5 ～ 15.3kN
（2.10～ 1.57ton）

P-14

L-29

70.3 18.5 ～ 17.4kN
（1.89～ 1.78ton）

P-20 76.1 18.5 ～ 15.9kN
（1.89～ 1.63ton）

P-28 85.2 18.5 ～ 14.2kN
（1.89～ 1.45ton）

7m4m 5m 6m
3625～
3975

3625～ 4540

3625～ 5400
4175～
4525

4175～ 5090

4175～ 5950
4725～
5075

4725～ 5640

4725～ 6500
4775～
5125

4775～ 5690

4775～ 6550
5325～
5675

5325～ 6240

5325～ 7100
5925～
6275

5925～ 6840

5925～ 7700

で法寸側内桁受通普はさ長のンパスのムービ・ンタッニ ●
表現しますが、実際使用する際は、その表示スパン寸法
から10㎜前後差し引いた寸法に調整して締付ネジで締
付けます。即ち右図のように受金の背面と受桁の間に片
側で5㎜ずつの隙間を設けますが、この間隔が過大にな
らないよう注意して下さい。

。すましと合場の重荷布分等は度強容許 ●
得がリクムたじ応にンパス後て立組はムービ・ンタッニ ●

られますので、コンクリート打設後はほぼ水平となる構
造となっております。
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　ニッタンビームは建築工事、橋梁工事などにおける床版の支保工等に使用します。特に床版の位置が高い場合に枠組みや
サポートによる支保工ですと、部材が林立してスペースがとれませんので、ビーム支保工は経済的に有効利用されています。
また操作も簡単で軽量です。

■ニッタンビームの構造と種類

外ビーム 内ビーム

種 類
型　式 長さ L㎜ 単重 ㎏ 型　式 長さ L㎜ 単重 ㎏

L-18 1809 17.3 P-14 1435 15.5

L-23 2359 22.1 P-20 2000 21.3

L-29 2959 27.4 P-28 2862 30.4

本 体 断 面

（参考）
断面積A＝13.5㎠

断面
二次モーメントl＝1865㎝4

断面係数Z＝114㎤

A＝13.2㎠

l＝962㎝4

Z＝79㎤

端 部 受 金

締 付 装 置
（ 組 立 方 法 ）

ニッタン・ビームの組立は、
まず必要スパンに応じた部
材を選定します。次に内ビ
ームを外ビームに差し込み、
長さを押えて、外ビームの
締付け装置を丸棒等により
締付ければ完了します。

リースのみ取扱製品
ニッタン・ビーム37

■ニッタン・ビームの組合せスパン

2本継ぎ

ビームの組合せ 組立重量
㎏ /セット

ビームの調節長さ（スパン）　Lm
許容強度

ビーム 内ビーム

L-18

P-14 32.8 49.0 ～ 40.5kN
（5.00～ 4.14ton）

P-20 38.6 49.0 ～ 33.5kN
（5.00～ 3.42ton）

P-28 47.7 38.1 ～ 26.5kN
（3.89～ 2.71ton）

L-23

P-14 37.6 46.2 ～ 33.7kN
（4.72～ 3.44ton）

P-20 43.4 46.2 ～ 28.7kN
（4.72～ 2.93ton）

P-28 52.5 38.1 ～ 23.4kN
（3.89～ 2.39ton）
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P-14 42.9 36.9 ～ 28.4kN
（3.77～ 2.90ton）

P-20 48.7 36.9 ～ 24.8kN
（3.77～ 2.53ton）

P-28 57.8 36.9 ～ 20.7kN
（3.77～ 2.12ton）

2m 3m 4m 5m 6m

1820～ 2705

2010～ 3270

2875～ 4130

2370～ 3255

2370～ 3820

2875～ 4685

2970～ 3855

2970～ 4420

2970～ 5280

3本継ぎ

ビームの組合せ 組立重量
㎏ /セット

ビームの調節長さ（スパン）　Lm
許容強度

外ビーム 内ビーム 外ビーム
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P-14

L-18
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P-20 55.9 30.2 ～ 24.1kN
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P-28 65.0 30.2 ～ 20.2kN
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P-14 54.9 26.2 ～ 24.2kN
（2.68～ 2.47ton）

P-20 60.7 26.2 ～ 21.5kN
（2.68～ 2.20ton）

P-28 69.8 26.2 ～ 18.4kN
（2.68～ 1.88ton）

P-14

L-23

59.7 23.2 ～ 21.5kN
（2.37～ 2.20ton）

P-20 65.5 23.2 ～ 19.4kN
（2.37～ 1.98ton）

P-28 74.6 23.2 ～ 16.8kN
（2.37～ 1.72ton）

L-29

P-14

L-18

60.2 22.9 ～ 21.3kN
（2.34～ 2.18ton）

P-20 66.0 22.9 ～ 19.2kN
（2.34～ 1.96ton）

P-28 75.1 22.9 ～ 16.6kN
（2.34～ 1.70ton）

P-14

L-23

65.0 20.5 ～ 19.3kN
（2.10～ 1.97ton）

P-20 70.8 20.5 ～ 17.5kN
（2.10～ 1.79ton）

P-28 79.9 20.5 ～ 15.3kN
（2.10～ 1.57ton）

P-14

L-29

70.3 18.5 ～ 17.4kN
（1.89～ 1.78ton）

P-20 76.1 18.5 ～ 15.9kN
（1.89～ 1.63ton）

P-28 85.2 18.5 ～ 14.2kN
（1.89～ 1.45ton）

7m4m 5m 6m
3625～
3975

3625～ 4540

3625～ 5400
4175～
4525

4175～ 5090

4175～ 5950
4725～
5075

4725～ 5640

4725～ 6500
4775～
5125

4775～ 5690

4775～ 6550
5325～
5675

5325～ 6240

5325～ 7100
5925～
6275

5925～ 6840

5925～ 7700

で法寸側内桁受通普はさ長のンパスのムービ・ンタッニ ●
表現しますが、実際使用する際は、その表示スパン寸法
から10㎜前後差し引いた寸法に調整して締付ネジで締
付けます。即ち右図のように受金の背面と受桁の間に片
側で5㎜ずつの隙間を設けますが、この間隔が過大にな
らないよう注意して下さい。

。すましと合場の重荷布分等は度強容許 ●
得がリクムたじ応にンパス後て立組はムービ・ンタッニ ●

られますので、コンクリート打設後はほぼ水平となる構
造となっております。
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■ニッタン・ビームの強度

　ニッタン・ビームの許容強度は、長さによって異なりま
すので、曲げモーメントで表示してあります。標準仕様（等
分布荷重）の許容曲げモーメントは、13.7kNmとします。
また端部受金部の許容せん断荷重は24.5kNとします。従
ってニッタン・ビームの制限荷重は最大49kNまでとしま
す。

てし定設に元を値験実は度強容許のムービ・ンタッニ  .1
あります。

そも重荷のりたあ点一、しと等均は点重荷、合場の②  .2
れぞれW/2、W/3とします。

：57.0：1＝③：②：①は比度強、とすで合場の般一  .3
0.5ですが、構造的に均一断面でなく、締付装置による
結合や局部座屈等に鑑み、許容曲げモーメントを②で
10%、③で30%低下させて設定してあります。

のムービ・ンタッニのきとのm5.5ンパスてしと例算計  .4
許容強度を求めますと次のようになります。

　①の場合M1＝13.7＝wL
2

8 ＝
W1L
8 　より

　　W1＝8×13.7L ＝ 109.6
5.5 ＝19.9kN

　　（ただしW1
kN＝w

kN/mLm）

②の場合M2＝0.9×M1≒12.3＝PL3 ＝
w2L
6 　より

　　W2＝6×12.3L ＝73.85.5 ＝13.4
kN

　　（ただしPkN＝W2/2……2点集中）

　③の場合M3＝0.7×M1≒9.8＝w3L4 　より

　　W3＝ 4×9.8L ＝39.25.5 ＝

■ニッタン・ビームの施工例

側両は図下  .1 が梁で支えられるスラブの支保工工事で、
その梁とスラブの打設工事として、梁受枠用支保より
束をたて、ニッタン・ビームを受けている施工図。

いなし用使を工保支部下、でムービIな固強が骨鉄梁大  .2
場合、大梁鉄骨にUボルトにて支持した施工図。

のブラスるれらえ支で梁が方他、で面壁が方一は図下  .3
支保工工事で、梁受支保工は枠組足場を併用し、壁面
の方は壁との間隔が少ないのでパイプサポートを使用
し、振れ止めを取り、その先端に根太を通してニッタン・
ビームを受けた施工図。

ニッタン・ビームの中間をサポート等で支持し
ますとビーム自体が座屈しますので、このよう
な補助は行わないで下さい。

標準仕様 特殊仕様

等分布荷重 2点　集中荷重3点 中央集中荷重

積荷条件

① ② ③

許容曲げ
モーメント M1＝13.7kNm M2＝12.3kNm M3＝9.8kNm

許容強度 W1＝109.8Lm kN W2＝73.5Lm kN W3＝39.2Lm kN

強度比 1.00 0.67 0.35

載荷条件による強度比較

ニッタン・ビームの長さと強度

リースのみ取扱製品
ニッタン・ビーム39

交差筋違

型式 締付厚さ（㎜） 単重（㎏）
NRE 0～ 600 8.0
S-1 0～ 80 6.2

型式
寸法（㎜）

単重（㎏）
A B S H

L-8 1,815 859 1,829 1,725 11.0

スタンション

■使用上の注意

さ下び選おを種機な正適、上の意注御にンパスけ付締  .1
い。

ムーア（てせま込み呑に杯一くべるなに際るけ付り取  .2
の腹が密着するように）締め付けて下さい。

さ下てし検点を等い合具り締、はに時ルーロトパ全安  .3
い。

杯一をトルボは後用使、めたくだたいてし用使間期長  .4
に上げ（ネジ部を本体へ格納）、特に放り投げないよう
にして下さい。

。いさ下用使御を管単てしと則原は）摺手（ルーレドンハ  .5
6. 標準取付間隔は1.8mです。

■規格・仕様

■取付け方法

まず、最初に組み初めのレベルをきめて、その位置の建地
に最初の養生クランプを取付けます。それから養生枠を乗
せて枠（フレーム）の穴にフックして片手で保持しながら、
上段のクランプを上枠の穴にフックしつつ建地に固定すれ
ば一枚の養生枠は安定されます。このようにして下から
順々に、横に進めながら組立てることによりスピーディに
整然とした防護金網養生ができます。

第1種 、場踊の段階設仮、台構げ上荷、部口開用げ上荷 　
トラック棧橋、土止上部に設置するもので、床の
上面より上棧の上面までの高さ95㎝以上とする。

第2種 りよ面上の床でのもるす置設に所箇の外以種1第 　
上棧の上面までの高さ90㎝以上とする。

NRE型（第1種） S-1型（第1種）

養生枠

■使用上の注意

最上段のクランプは養生枠の吹上げ防止の為、下向きに取
り付けて下さい。

■養生クランプ

L-4855A 枠・単管兼用

〔注意〕第2種ガードポストを第1種の設置箇所に設置することはできません。
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すので、曲げモーメントで表示してあります。標準仕様（等
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ってニッタン・ビームの制限荷重は最大49kNまでとしま
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てし定設に元を値験実は度強容許のムービ・ンタッニ  .1
あります。

そも重荷のりたあ点一、しと等均は点重荷、合場の②  .2
れぞれW/2、W/3とします。
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10%、③で30%低下させて設定してあります。
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許容強度を求めますと次のようになります。

　①の場合M1＝13.7＝wL
2

8 ＝
W1L
8 　より

　　W1＝8×13.7L ＝ 109.6
5.5 ＝19.9kN
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6 　より

　　W2＝6×12.3L ＝73.85.5 ＝13.4
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　　（ただしPkN＝W2/2……2点集中）

　③の場合M3＝0.7×M1≒9.8＝w3L4 　より

　　W3＝ 4×9.8L ＝39.25.5 ＝

■ニッタン・ビームの施工例

側両は図下  .1 が梁で支えられるスラブの支保工工事で、
その梁とスラブの打設工事として、梁受枠用支保より
束をたて、ニッタン・ビームを受けている施工図。

いなし用使を工保支部下、でムービIな固強が骨鉄梁大  .2
場合、大梁鉄骨にUボルトにて支持した施工図。

のブラスるれらえ支で梁が方他、で面壁が方一は図下  .3
支保工工事で、梁受支保工は枠組足場を併用し、壁面
の方は壁との間隔が少ないのでパイプサポートを使用
し、振れ止めを取り、その先端に根太を通してニッタン・
ビームを受けた施工図。

ニッタン・ビームの中間をサポート等で支持し
ますとビーム自体が座屈しますので、このよう
な補助は行わないで下さい。

標準仕様 特殊仕様
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上段のクランプを上枠の穴にフックしつつ建地に固定すれ
ば一枚の養生枠は安定されます。このようにして下から
順々に、横に進めながら組立てることによりスピーディに
整然とした防護金網養生ができます。

第1種 、場踊の段階設仮、台構げ上荷、部口開用げ上荷 　
トラック棧橋、土止上部に設置するもので、床の
上面より上棧の上面までの高さ95㎝以上とする。

第2種 りよ面上の床でのもるす置設に所箇の外以種1第 　
上棧の上面までの高さ90㎝以上とする。

NRE型（第1種） S-1型（第1種）

養生枠

■使用上の注意

最上段のクランプは養生枠の吹上げ防止の為、下向きに取
り付けて下さい。

■養生クランプ
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〔注意〕第2種ガードポストを第1種の設置箇所に設置することはできません。
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■吊足場

吊足場枠　FL-1509

）トーレプけ付取（スーピのめたるす設架を枠場足り吊  .1
は、右図のものを使用して下さい。なお、プレートの
材質としては、SS400が適当です。

のトーレプけ付取  .2 溶接は鉄骨製作工場で行い、現場で
の溶接作業は極力避けて下さい。また、プレートの溶接
は必ず両面溶接とし、溶接箇所は十分点検して下さい。

用け付取、は立組の場足り吊  .3 馬等を利用して全て地上
にて行って下さい。なお、組立中に鉄骨が転ばないよう、
十分注意して下さい。

、はトルボるす用使にけ付取の枠場足吊  .4 M12かW1/2
の径で、長さが40のものを使用して下さい。ただし基
準によりF8T（JIS B1186・摩擦接合用高力六角ボ
ルト）以上のボルトとナット（1種）及び平座金のセット
を使用して下さい。枠1箇所あたり2セット使用します。

は材床  .5 基本的には認定品の踏板を使用し、左右の上部
は単管で手摺りを取付け、中断の環にロープを通して
下さい。
業作  .6 を行う前に、ボルトの締め付け具合や各部に異常

がないか確認して下さい。また、足場に取付けた補助
剤や資材等の載荷物は、吊り込み時に落下しないよう
十分結束して下さい。

片、は重荷全安の場足吊  .7 側で1.96kN以下とし、でき
るだけ両側平均に載荷して下さい。特に強度の低いト
ラス梁等では、片荷による横曲がりを起こす場合があ
りますので、注意して下さい。
骨鉄  .8 の柱回り等の足場の安全対策にも十分注意して下

さい。

■組立及び使用上の注意

■取付け図

■取付け部詳細

吊足場取付用馬　FL-26D　50.0㎏

片持吊足場　FL-0909　10.0㎏

※取付けプレートボルト類は取扱っておりません。

リース・販売　取扱製品
41 吊足場

　キャッチベース・クロウタイプはH形鋼用として開発し
たもので、その安定性と強度に優れ、取付け取外し作業は
極めて簡単です。
　H形鋼の骨柱使用への増加に伴い、ニッソー・ビルダー
ステージを組み合せることにより、吊り足場或いは組み足
場の設置、定格歩廊巾の確保に極めて有利であり、はね出
し足場への応用等が可能です。

キャッチ
ベース型式

Ⓑフランジ巾
（㎜）

ⓣフランジ巾
（㎜）

許容荷重 重量 色別

CB-1型
150～ 450

20以下 2.94kN 8.5㎏ グリーン
CB-2型 20～ 40 2.94kN 9.0㎏ 赤

キャッチベース・クロウタイプ

１９.６

１４.７

９.８

４.９

kN

荷重とたわみの関係線図

キャッチベース（クロウタイプ） 42
リースのみ取扱製品
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は単管で手摺りを取付け、中断の環にロープを通して
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吊足場取付用馬　FL-26D　50.0㎏

片持吊足場　FL-0909　10.0㎏

※取付けプレートボルト類は取扱っておりません。

リース・販売　取扱製品
41 吊足場

　キャッチベース・クロウタイプはH形鋼用として開発し
たもので、その安定性と強度に優れ、取付け取外し作業は
極めて簡単です。
　H形鋼の骨柱使用への増加に伴い、ニッソー・ビルダー
ステージを組み合せることにより、吊り足場或いは組み足
場の設置、定格歩廊巾の確保に極めて有利であり、はね出
し足場への応用等が可能です。

キャッチ
ベース型式

Ⓑフランジ巾
（㎜）

ⓣフランジ巾
（㎜）

許容荷重 重量 色別

CB-1型
150～ 450

20以下 2.94kN 8.5㎏ グリーン
CB-2型 20～ 40 2.94kN 9.0㎏ 赤

キャッチベース・クロウタイプ

１９.６

１４.７

９.８

４.９

kN

荷重とたわみの関係線図

キャッチベース（クロウタイプ） 42
リースのみ取扱製品

௻
଍
場

Ω
Ỿ
ỽ
ν
ϕ
ー
ス
（
Ϋ
ϩ
΢
タ
Π
ϓ
）



リースのみ取扱製品
43 トビック（ジュラルミン製吊足場）

■特　徴 ■許容積載荷重

■強度グラフ

■使用条件

■NSトビック寸法

■仕様

■使用上の注意

品　名 形　式 形状寸法（A） 組立寸法（B） 単重（㎏）

クイックボード

KB-624 240×1722 L1829 8.5
KB-524 ×1418 1524 6.7
KB-424 ×1113 1219 5.6
KB-324 ×808 914 4.6

取付金具 KB-1 42.7φ×48.6φ兼用 1.9

クイックボード
枠組足場と建築物のすき間からの墜落防護が簡単にでき作
業に合わせて巾木としても使えます。

■特　徴

具工、は外取、付取のドーボ  .1 不要のワンタッチ機構です。
のドーボ  .2 回転だけで落下養生、巾木と使い分けられ便

利です。
設量軽  .3 計ですので取扱いが非常に簡単です。
は材部  .4 ２種類で管理が容易です。
ドーボ  .5 間のすき間もなく、安全です。

クイックボード

取付金具

■許容強度

中央集中荷重980N　等分布荷重1960N（安全率２）

■組立て順序

具金  .1 を枠足場の建枠横地上にクランプで取付けます。
ドイガ板側のドーボ  .2 孔を金具のガイドプレートにはめ

込みます。
ドーボ  .3 をガイドプレートに沿っておろします。

トーレプドイガ  .4 が側板に完全に入ったらボードを前方
に回転させます。（一度巾木の状態にして若干、持ち上
げぎみにすると簡単です。）
ドーボ  .5 が水平になったらボードを前方に押し出します。
ドーボ  .6 が完全に前方に出たら側板上のカバーを回転さ

せ、カバー受けの上に置くと、落下養生は組み上がり
ます。

※巾木の組み立ては3.の状態からボードをピンに落とし込みます。
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リースのみ取扱製品
43 トビック（ジュラルミン製吊足場）

■特　徴 ■許容積載荷重

■強度グラフ

■使用条件

■NSトビック寸法

■仕様

■使用上の注意

品　名 形　式 形状寸法（A） 組立寸法（B） 単重（㎏）

クイックボード

KB-624 240×1722 L1829 8.5
KB-524 ×1418 1524 6.7
KB-424 ×1113 1219 5.6
KB-324 ×808 914 4.6

取付金具 KB-1 42.7φ×48.6φ兼用 1.9

クイックボード
枠組足場と建築物のすき間からの墜落防護が簡単にでき作
業に合わせて巾木としても使えます。

■特　徴

具工、は外取、付取のドーボ  .1 不要のワンタッチ機構です。
のドーボ  .2 回転だけで落下養生、巾木と使い分けられ便

利です。
設量軽  .3 計ですので取扱いが非常に簡単です。
は材部  .4 ２種類で管理が容易です。
ドーボ  .5 間のすき間もなく、安全です。

クイックボード

取付金具

■許容強度

中央集中荷重980N　等分布荷重1960N（安全率２）

■組立て順序

具金  .1 を枠足場の建枠横地上にクランプで取付けます。
ドイガ板側のドーボ  .2 孔を金具のガイドプレートにはめ

込みます。
ドーボ  .3 をガイドプレートに沿っておろします。

トーレプドイガ  .4 が側板に完全に入ったらボードを前方
に回転させます。（一度巾木の状態にして若干、持ち上
げぎみにすると簡単です。）
ドーボ  .5 が水平になったらボードを前方に押し出します。
ドーボ  .6 が完全に前方に出たら側板上のカバーを回転さ

せ、カバー受けの上に置くと、落下養生は組み上がり
ます。

※巾木の組み立ては3.の状態からボードをピンに落とし込みます。
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建枠　TF-1216D
鳥居型）

15.7㎏

足場・支保工用

建枠　TF-1216C
（鳥居型）

15.0㎏

足場・支保工用

建枠　TF-0916C
（鳥居型）

14.0㎏

足場・支保工用

建枠　TF-0716C
（簡易枠）

13.4㎏

足場用

建枠　TF-0616C
（簡易枠）

13.0㎏

足場用

建枠　TF-0616F
（簡易枠）

11.3㎏

足場用

建枠　TF-0416F
（簡易枠）

10.8㎏

足場用

建枠　LF-0616
12.6㎏

ミニ足場用

ズ
イ
サ
チ
ン
イ

建枠　TFB-1219B
（鳥居型）（A-4064）

21.2㎏

足場・支保工用

建枠　TFB-1217B
（鳥居型）（A-4055B）

16.1㎏

足場・支保工用

建枠　TFB-1217C
（鳥居型）（A-4055A）

15.2㎏

足場・支保工用

建枠　TFB-1215D
（鳥居型）（A-405）

15.0㎏

支保工用

建枠　TFB-0917C
（鳥居型）（A-3055A）

14.1㎏

足場・支保工用

建枠　TFB-0717C
（簡易枠）（A-2655A）

13.5㎏

足場用

建枠　TFB-0717E
（簡易枠）（A-2617SN）

12.1㎏

足場用

建枠　TFB-0617C
（簡易枠）（A-6155A）

13.2㎏

足場用

交差筋違   

型式
寸法（㎜）

単重（㎏）
A B C

CB-1812B 1800

1200

2163 4.3

CB-1512 1500 1921 3.6

CB-1212 1200 1897 3.4

CB-1208 900 1500 3.0

CB-1807 1800

700

1931 3.8

CB-1507 1500 1655 3.3

CB-1207 1200 1389 2.5

CB-0907 900 1140 2.3

CB-1804 1800

400

1844 3.7

CB-1504 1500 1552 3.1

CB-1204 1200 1265 2.5

CB-0904 900 985 2.0

アームロック　AL-502
0.54㎏

★ジャッキベース　JB-04
（A-752）

3.8㎏

★大引ジャッキ　SA-1505AB
（A-752H）

6.0㎏

★大引受　SB-1515
（A-15H）

2.9㎏

イ
ン

ズ
イ
サ
チ

交差筋建

型式
寸法（㎜）

単重（㎏）
A B C

CBB-1812B（A14） 1829

1219

2198 4.4

CBB-1512 （A11） 1524 1952 3.9

CBB-1212 （A13） 1219 1724 3.5

CBB-1809 （A19） 1829

914

2045 4.1

CBB-1509 （A18） 1524 1777 3.5

CBB-1209 （A012） 1219 1524 3.1

CBB-0909 （A07） 914 1293 2.6

CBB-1806 （A08） 1829

610

1928 3.9

CBB-1506 （A9） 1524 1642 3.3

CBB-0906 （A09） 914 1099 2.3

CBB-1802 （A18S） 1829
280

1850 3.7

CBB-1502 （A18） 1524 1549 3.1

アームロック

型式 A（㎜） 単重
（㎏）

ALB-826（A-12S） 826 0.8
ALB-739（A-12S） 738 0.7
ALB5075（A-127A） 507.5 0.6
ALB-333（A-12S） 333 0.35

ジャッキ　JA-3507CA
（A-75）
5.0㎏

★連結ピン　CP-78（A-20）
0.54㎏

ラクピン　CPN-28（インチ）　
CPN-27（メーター）

0.8㎏

踏板

型式 L（㎜） 単重（㎏）

FP-0518 1800 15.2

FP-0515 1500 12.9

FP-0512 1200 10.9

FP-0509 900 8.7

FP-0506 500 8.4

踏板

型式 L（㎜） 単重（㎏）

FP-0218H
（ハット鋼補強付） 1800

10.5

FP-0218 8.5

FP-0215 1500 7.4

FP-0212 1200 6.4

FP-0209 900 5.3

FP-0206 600 4.2

ズ
イ
サ
チ
ン
イ

踏板

型式 L（㎜） 単重（㎏）

FPB-0518
（BKN-6） 1829 15.4

FPB-0515
（BKN-5） 1524 13.1

FPB-0512
（BKN-4） 1219 11.0

FPB-0509
（BKN-3） 914 8.8

FPB-0506
（BKN-2） 610 8.5

踏板

型式 L（㎜） 単重（㎏）

FPB-0218H
（ハット鋼補強付）

1829
10.7

FPB-0218
（BKN-624）

8.6

FPB-0215
（BKN-524）

1524 7.5

FPB-0212
（BKN-424）

1219 6.5

FPB-0209
（BKN-324）

914 5.4

FPB-0206
（BKN-224）

610 4.2

枠

PF-2

PF-3

PF-4

梁枠ベース

型式
寸法（㎜） 単重

（㎏）A B

PB-12A 1200 1309 6.3

PB-09A 900 1009 5.6

PB-06A 600 709 4.9

梁枠受　PH-01A
3.0㎏

ズ
イ
サ
チ
ン
イ

梁枠

PFB-2（A-148）

PFB-3（A-147）

FB-4

梁枠ベース

型式
寸法（㎜） 単重

（㎏）A B
PBB-12A
（A-150）

1210 1328 6.4

PBB-09A
（A-152）

914 1023 5.6

PBB-07A
（A-151）

762 871 5.2

PBB-08A
（A-153）

810 719 4.4

梁枠受　PHB-01A（A-1453）
2.4㎏

★方杖

形式 寸法（㎜）単重（㎏）

PS-4215
（A-1475）

1500 4.8

PS-1220
（A-1471）

2020 6.0

（他にも取り扱っております。詳細は営業担当に御問い合わせ下さい）
45 販売製品一例

の式みたたり折で造構ュシッメ面全、はスーエリャキ  .1
ボックスパレットで、多目的に利用されております。

すでキッメ鉛亜融溶は理処面表、で製ルーチスルーオ  .2
から、耐久性に優れています。

に単簡もで所場い狭、らかすで式方り折内の自独社当  .3
組立、折りたたみが可能です。

付がけ受脚の用み積段みたたり折、はにスーエリャキ  .4
いていますから荷崩れを起こし難く、整然としたパレ
ット管理が行えます。また、この時各段にフォークス
ペースが確保される構造になっています。

■特　徴

①正面金網のカンヌキを外して手前に倒す。

②側面網を裏面網の内側へ折りたたむ。

③正面金網を床面にたたみ込み裏面網を手前に倒す。

■折りたたみ順序

品名 型式
寸法（㎜） 線径 ピッチ 単重 積載荷重 段積み

L W H （㎜） （㎜） （㎏） 1台あたり （満載）

キャリエースM

M-0810
（販売のみ）

800 1,000 850 6.4φ 50×50 59.0
14,700N
（1,500㎏）

4段以内

M-1012 1,000 1,200 900 6.4φ 50×50 78.4
19,600N
（2,000㎏）

4段以内

安全な段積
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建枠　TF-1216D
鳥居型）

15.7㎏

足場・支保工用

建枠　TF-1216C
（鳥居型）

15.0㎏

足場・支保工用

建枠　TF-0916C
（鳥居型）

14.0㎏

足場・支保工用

建枠　TF-0716C
（簡易枠）

13.4㎏

足場用

建枠　TF-0616C
（簡易枠）

13.0㎏

足場用

建枠　TF-0616F
（簡易枠）

11.3㎏

足場用

建枠　TF-0416F
（簡易枠）

10.8㎏

足場用

建枠　LF-0616
12.6㎏

ミニ足場用

ズ
イ
サ
チ
ン
イ

建枠　TFB-1219B
（鳥居型）（A-4064）

21.2㎏

足場・支保工用

建枠　TFB-1217B
（鳥居型）（A-4055B）

16.1㎏

足場・支保工用

建枠　TFB-1217C
（鳥居型）（A-4055A）

15.2㎏

足場・支保工用

建枠　TFB-1215D
（鳥居型）（A-405）

15.0㎏

支保工用

建枠　TFB-0917C
（鳥居型）（A-3055A）

14.1㎏

足場・支保工用

建枠　TFB-0717C
（簡易枠）（A-2655A）

13.5㎏

足場用

建枠　TFB-0717E
（簡易枠）（A-2617SN）

12.1㎏

足場用

建枠　TFB-0617C
（簡易枠）（A-6155A）

13.2㎏

足場用

交差筋違   

型式
寸法（㎜）

単重（㎏）
A B C

CB-1812B 1800

1200

2163 4.3

CB-1512 1500 1921 3.6

CB-1212 1200 1897 3.4

CB-1208 900 1500 3.0

CB-1807 1800

700

1931 3.8

CB-1507 1500 1655 3.3

CB-1207 1200 1389 2.5

CB-0907 900 1140 2.3

CB-1804 1800

400

1844 3.7

CB-1504 1500 1552 3.1

CB-1204 1200 1265 2.5

CB-0904 900 985 2.0

アームロック　AL-502
0.54㎏

★ジャッキベース　JB-04
（A-752）

3.8㎏

★大引ジャッキ　SA-1505AB
（A-752H）

6.0㎏

★大引受　SB-1515
（A-15H）

2.9㎏

イ
ン

ズ
イ
サ
チ

交差筋建

型式
寸法（㎜）

単重（㎏）
A B C

CBB-1812B（A14） 1829

1219

2198 4.4

CBB-1512 （A11） 1524 1952 3.9

CBB-1212 （A13） 1219 1724 3.5

CBB-1809 （A19） 1829

914

2045 4.1

CBB-1509 （A18） 1524 1777 3.5

CBB-1209 （A012） 1219 1524 3.1

CBB-0909 （A07） 914 1293 2.6

CBB-1806 （A08） 1829

610

1928 3.9

CBB-1506 （A9） 1524 1642 3.3

CBB-0906 （A09） 914 1099 2.3

CBB-1802 （A18S） 1829
280

1850 3.7

CBB-1502 （A18） 1524 1549 3.1

アームロック

型式 A（㎜） 単重
（㎏）

ALB-826（A-12S） 826 0.8
ALB-739（A-12S） 738 0.7
ALB5075（A-127A） 507.5 0.6
ALB-333（A-12S） 333 0.35

ジャッキ　JA-3507CA
（A-75）
5.0㎏

★連結ピン　CP-78（A-20）
0.54㎏

ラクピン　CPN-28（インチ）　
CPN-27（メーター）

0.8㎏

踏板

型式 L（㎜） 単重（㎏）

FP-0518 1800 15.2

FP-0515 1500 12.9

FP-0512 1200 10.9

FP-0509 900 8.7

FP-0506 500 8.4

踏板

型式 L（㎜） 単重（㎏）

FP-0218H
（ハット鋼補強付） 1800

10.5

FP-0218 8.5

FP-0215 1500 7.4

FP-0212 1200 6.4

FP-0209 900 5.3

FP-0206 600 4.2

ズ
イ
サ
チ
ン
イ

踏板

型式 L（㎜） 単重（㎏）

FPB-0518
（BKN-6） 1829 15.4

FPB-0515
（BKN-5） 1524 13.1

FPB-0512
（BKN-4） 1219 11.0

FPB-0509
（BKN-3） 914 8.8

FPB-0506
（BKN-2） 610 8.5

踏板

型式 L（㎜） 単重（㎏）

FPB-0218H
（ハット鋼補強付）

1829
10.7

FPB-0218
（BKN-624）

8.6

FPB-0215
（BKN-524）

1524 7.5

FPB-0212
（BKN-424）

1219 6.5

FPB-0209
（BKN-324）

914 5.4

FPB-0206
（BKN-224）

610 4.2

枠

PF-2

PF-3

PF-4

梁枠ベース

型式
寸法（㎜） 単重

（㎏）A B

PB-12A 1200 1309 6.3

PB-09A 900 1009 5.6

PB-06A 600 709 4.9

梁枠受　PH-01A
3.0㎏

ズ
イ
サ
チ
ン
イ

梁枠

PFB-2（A-148）

PFB-3（A-147）

FB-4

梁枠ベース

型式
寸法（㎜） 単重

（㎏）A B
PBB-12A
（A-150）

1210 1328 6.4

PBB-09A
（A-152）

914 1023 5.6

PBB-07A
（A-151）

762 871 5.2

PBB-08A
（A-153）

810 719 4.4

梁枠受　PHB-01A（A-1453）
2.4㎏

★方杖

形式 寸法（㎜）単重（㎏）

PS-4215
（A-1475）

1500 4.8

PS-1220
（A-1471）

2020 6.0

（他にも取り扱っております。詳細は営業担当に御問い合わせ下さい）
45 販売製品一例

の式みたたり折で造構ュシッメ面全、はスーエリャキ  .1
ボックスパレットで、多目的に利用されております。

すでキッメ鉛亜融溶は理処面表、で製ルーチスルーオ  .2
から、耐久性に優れています。

に単簡もで所場い狭、らかすで式方り折内の自独社当  .3
組立、折りたたみが可能です。

付がけ受脚の用み積段みたたり折、はにスーエリャキ  .4
いていますから荷崩れを起こし難く、整然としたパレ
ット管理が行えます。また、この時各段にフォークス
ペースが確保される構造になっています。

■特　徴

①正面金網のカンヌキを外して手前に倒す。

②側面網を裏面網の内側へ折りたたむ。

③正面金網を床面にたたみ込み裏面網を手前に倒す。

■折りたたみ順序

品名 型式
寸法（㎜） 線径 ピッチ 単重 積載荷重 段積み

L W H （㎜） （㎜） （㎏） 1台あたり （満載）

キャリエースM

M-0810
（販売のみ）

800 1,000 850 6.4φ 50×50 59.0
14,700N
（1,500㎏）

4段以内

M-1012 1,000 1,200 900 6.4φ 50×50 78.4
19,600N
（2,000㎏）

4段以内

安全な段積
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、りたけ開を網閉開に中用使み積段、はスーエリャキ  .1
カンヌキを解放しますと、非常に危険な状態になりま
すので、このような使いかたは絶対に行わないで下さ
い。（下図参照）

りな異てっよに類種のそ、は重荷容許のスーエリャキ  .2
ます。それぞれ表の制限荷重以下で使用して下さい。

ていつに）ンョシプオ（スーエリャキき付輪車  .3
、らか度強容許の輪車たけ付取、はで合場のき付輪車 ① 

パレットの許容積載荷重が決まることが多いので注意
して下さい。〔当社標準品の車輪は150φで1ヶあたり
の許容強度が1960N（200㎏）ですからパレットの
自重を除くと1台あたりの許容積載荷重は、約6860N
（700㎏）になります。この場合には、M 0810も
M1012も同じ条件です〕

、はみ積段ので態状たれ入を荷のスーエリャキき付輪車 ② 
接地車輪の許容強度を超える危険性がありますので、
原則として行なわないで下さい。

ていつにり吊ーヤイワのスーエリャキ  .4
対を動移るよにトフリクーォフ来元、はスーエリャキ　 　

象としたもので、ワイヤー吊りには不向きな構造です。
やむを得ずワイヤー吊りを行う場合は、次の点にご注意
下さい。

の床、てし渡け掛に部凹の脚の側両ず必、はーヤイワ ①　
フレーム自体を吊ること。ワイヤーを線材等に通して
吊ることは、絶対に行わないこと。（右図参照）

てれら絞にーヤイワ、はてっよに積体やさ重の物載積 ②　
網が大きく変形することがあるので、玉掛け補助具を
使用すること。（右図参照）

　※玉掛け補助具は販売のみ取扱い。

■使用上の注意

危険な段積みの例－1 危険な段積みの例－2

段積み中に扉を開けることは厳禁です！ 段積み中に扉のカンヌキを外すこと
も厳禁です！

キャスター付はオプションです

キャリエース・ワイヤー吊りの例

危険な吊り方の例

この場合の許容吊り上げ積載荷重は
9.8kN（1ton）以下として下さい。

この場合の許容吊り上げ積載荷重は
7.35kN（750㎏）以下として下さい。

●このような吊り方は補助具の有無
にかかわらず厳禁です。

リース・販売　取扱製品
キャリエース47

玉掛けもOK。機材センター・作業所で大活躍。パレット１台で３役をこなす画期的なパレット。

規

格

形式
寸法（mm） 単重

（㎏）
積載荷重 吊り荷重 吊り角度 表面処理

L W H

M-1012M 1,000 1,200 900 98
14,700N
（1,500㎏）
【４段積み】

7840N
（800㎏）

60度以下
溶融

亜鉛メッキ
ワイヤー長
5m以上

■特　徴

1. マルチパレットは１台で３通りの形体になりますので
積載物に合ったスタイルを選んで使用できます。

2. 運搬や移動の方法は、フォークリフト（２方向差し）
とクレーンによるワイヤー吊りの両方に対応できます。

3. 平パレットの状態では、柱４本が床下に収納できます。
（網は別管理して下さい）
4. オールスチール製で、表面処理は溶融亜鉛メッキを施
してありますから、耐久性に優れています。また、柱
も網も破損や紛失した場合は、単品の補充ができます。

5. フック（柱抜け止めピン）は、固定スプリング方式で
すから、通常の使用状態で紛失することはありません。

平パレット 柱パレット 網ボックスパレット

吊り角度60°　ワイヤー長５ｍ 段重ねによってスペース有効利用 段重ね途中よりの取り出しも可
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吊ることは、絶対に行わないこと。（右図参照）
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網が大きく変形することがあるので、玉掛け補助具を
使用すること。（右図参照）

　※玉掛け補助具は販売のみ取扱い。
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段積み中に扉を開けることは厳禁です！ 段積み中に扉のカンヌキを外すこと
も厳禁です！
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この場合の許容吊り上げ積載荷重は
9.8kN（1ton）以下として下さい。
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7.35kN（750㎏）以下として下さい。

●このような吊り方は補助具の有無
にかかわらず厳禁です。

リース・販売　取扱製品
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（1,500㎏）
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（800㎏）
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亜鉛メッキ
ワイヤー長
5m以上

■特　徴

1. マルチパレットは１台で３通りの形体になりますので
積載物に合ったスタイルを選んで使用できます。

2. 運搬や移動の方法は、フォークリフト（２方向差し）
とクレーンによるワイヤー吊りの両方に対応できます。

3. 平パレットの状態では、柱４本が床下に収納できます。
（網は別管理して下さい）
4. オールスチール製で、表面処理は溶融亜鉛メッキを施
してありますから、耐久性に優れています。また、柱
も網も破損や紛失した場合は、単品の補充ができます。

5. フック（柱抜け止めピン）は、固定スプリング方式で
すから、通常の使用状態で紛失することはありません。

平パレット 柱パレット 網ボックスパレット
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■組立て要領

■使用上の注意

。す出り取りよスクッボ納収を柱主 ①
合計４本

主柱抜止め用フックⒶを引き出す。
クッフ用め止抜を置位のⒷ穴、柱主 ③

Ⓐに合わせる。
カの網閉開び及網面側、時のこ、又 　

ンヌキ用穴の位置関係を確認のこと。
（柱パレット組立図参照のこと）

④主材を差し込みセットする。
この穴より主柱抜止め用
フックⒶが確実にセット
されているか確認のこと。

⑤主柱抜止め用フックⒶをもどし主柱を固定する。

網の組立順序は順不同でOKです。 ⑥取っ手を持ち上げスライドさせロックする。

1. 柱は４本共通ですが、組立の際には向きを合わせて、
それぞれ下端面が着くまで差し込んで下さい。

2. 柱、網パレットとして使用する場合は、抜け止めフッ
クを４本共、確実に差し込んで下さい。（貫通している
か、覗き窓から確認して下さい）

3. 許容積載荷重は、平置き段積みの状態では１パレット
あたり14.7kN（1.5ton）で４段積みまで可能です。
また、ワイヤー吊りの場合は、7840N（800㎏）以
下として下さい。

4. マルチパレットをワイヤー吊りする場合は、特に次の
事項に注意して下さい。
①玉掛け操作は、必ず有資格者が行うこと。
②柱抜け止めフックが貫通しているか、再確認すること。
③ワイヤーは、正規の箇所（柱頭部）に通して、必ず
４箇所吊りとすること。

④柱パレットの状態では吊り上げしないこと。
⑤吊り上げ時の積載物は制限荷重以下とし、かつ、片
荷にならないようバランスをとること。

⑥網は４面共正規の位置にセットされ、カンヌキは全
てロックされた状態であること。

リース・販売　取扱製品
マルチパレット49 50

販売のみ取扱製品
マルチパレット

Ｌ Ｗ Ｈ 吊り角度 ワイヤー長
KP-0023 (キャスター付) 1210 1065 1080 99 700 700 60度以下 5m以上 溶融亜鉛メッキ
KP-0041 1210 1065 980 87 1300 800 60度以下 5m以上 溶融亜鉛メッキ

規
吊り仕様寸法(mm)

型　式 単　重
( kg )

KP-0023(キャスター付）：全体写真 KP-0023(キャスター付)：段積み写真

格

表面処理許容積載荷重
( kg )

許容吊り荷重
( kg )

特　長
1. メッシュ構造で主柱折畳み式なので多目的に利用出来ます。
　また、収納がコンパクトに行なえます。
2. 運搬方法が多仕様に行なえます。
　①フォークリフト移動
　②ワイヤー吊り移動
　③台車移動（KP-0023 のみ対応）
3. 主柱は、組立完了時に自動的に吊り仕様に固定されます。
4. オールスチール製で、表面処理は溶融亜鉛メッキを施してありま
　すから、耐久性に優れています。

使用上の注意
1. 許容積載荷重および許容吊り荷重を厳守して下さい。
　（規格表参照）
2. ワイヤー吊りを行なう場合は特に次の事項を厳守して下さい。
　①玉掛け作業は必ず有資格者が行なう事。
　②ワイヤー吊りは正規の箇所（柱頭部）を通すか、または、
　　シャックルにて必ず 4箇所吊りにする事。
　　また、ワイヤー長さは 5m以上を使用する事。
　③パレットの開閉網を開いた状態、および、折畳んだ状態で吊り上げない事。
3. 【KP-0023 の特記事項】
　積載時の段積みは原則禁止とする。（ただし最下部パレット車輪の許容荷重 800kg 以内ならば段積み可能）
　【KP-0041 の特記事項】
　積載時の段積みは 5段以下、折畳み時の段積みは 12段以下とする。
　積載時の移動は、必ず 1段で行なう事。折畳み段積み時の移動は 3段以下とする。

販売のみ取扱
マルチパレット柱折畳み式

《柱折畳み方式ボックスパレット》
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ンヌキ用穴の位置関係を確認のこと。
（柱パレット組立図参照のこと）
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クを４本共、確実に差し込んで下さい。（貫通している
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おりへい幅木51

販売のみ取扱製品

おりへい幅木 52
販売のみ取扱製品
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仮設関連部材　再リース品

＊掲載製品は一例です。
＊運賃は別途請求になります。（一部製品を除く）
＊出荷・返却は各業者センターになります。（一部製品を除く）
＊詳細は弊社営業担当と打合せをお願いします。

■ハンガーステージ

■仮囲い用ドア

■単管バリケード

■フェンスバリケード

ブルーウェーブ 安全＋第一 白 防災メッシュシート

ドア1000 ドア500

■デザインシート一例

●コンパクトに折りたたみ
質量：3.5㎏

再リース品一例53

ゲート

フラットパネル

パネルキャスターゲート（H＝3m）

パネルキャスターゲート（H＝2m）

自動パネルゲート（H＝4.5m）

ミニパネルゲート（H＝4.5m）

キャスターゲート（H＝1.35m）

ハイキャスターゲート（H＝1.85m）

上部にハリがなく、資
材出入れも楽です。
■種類
Ｈ スパン サイズＷ

H＝3m

4 3,600
5 4,500
6 5,400
7 6,300
8 7,200
9 8,100
10 9,000

シンプルで手早く設
置できます。
■種類
Ｈ スパン サイズＷ

H＝2m

4 3,600
5 4,500
6 5,400
7 6,300
8 7,200
9 8,100
10 9,000

硬質塩ビパネル使用、
耐候性・耐衝性に強い。
■種類
Ｈ スパン サイズＷ

H＝
4.5m

4 3,600
5 4,500
6 5,400
7 6,300
8 7,200
9 8,100
10 9,000

柱にＷ単管使用。ノー
アンカーで手軽に設置。
■種類
Ｈ スパン サイズＷ

H＝
4.5m

4 3,600
5 4,500
6 5,400
7 6,300
8 7,200
9 8,100
10 9,000

■仕様
Ｈ サイズＷ

H＝
1.35m

3,000

片開き
4,000
5,000
6,000
6,000

両開き
8,000
10,000
12,000

■仕様
Ｈ サイズＷ

H＝
1.85m

3,000

片開き
4,000
5,000
6,000
6,000

両開き
8,000
10,000
12,000

■側面図 ■断面図 ◆取付方法

取付金具

◆番線使用

◆平面用

◆調整用

◆コーナー用

再リース品一例 54
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仮設関連部材　再リース品

＊掲載製品は一例です。
＊運賃は別途請求になります。（一部製品を除く）
＊出荷・返却は各業者センターになります。（一部製品を除く）
＊詳細は弊社営業担当と打合せをお願いします。

■ハンガーステージ

■仮囲い用ドア

■単管バリケード

■フェンスバリケード

ブルーウェーブ 安全＋第一 白 防災メッシュシート

ドア1000 ドア500

■デザインシート一例

●コンパクトに折りたたみ
質量：3.5㎏

再リース品一例53

ゲート

フラットパネル

パネルキャスターゲート（H＝3m）

パネルキャスターゲート（H＝2m）

自動パネルゲート（H＝4.5m）

ミニパネルゲート（H＝4.5m）

キャスターゲート（H＝1.35m）

ハイキャスターゲート（H＝1.85m）

上部にハリがなく、資
材出入れも楽です。
■種類
Ｈ スパン サイズＷ

H＝3m

4 3,600
5 4,500
6 5,400
7 6,300
8 7,200
9 8,100
10 9,000

シンプルで手早く設
置できます。
■種類
Ｈ スパン サイズＷ

H＝2m

4 3,600
5 4,500
6 5,400
7 6,300
8 7,200
9 8,100
10 9,000

硬質塩ビパネル使用、
耐候性・耐衝性に強い。
■種類
Ｈ スパン サイズＷ

H＝
4.5m

4 3,600
5 4,500
6 5,400
7 6,300
8 7,200
9 8,100
10 9,000

柱にＷ単管使用。ノー
アンカーで手軽に設置。
■種類
Ｈ スパン サイズＷ

H＝
4.5m

4 3,600
5 4,500
6 5,400
7 6,300
8 7,200
9 8,100
10 9,000

■仕様
Ｈ サイズＷ

H＝
1.35m

3,000

片開き
4,000
5,000
6,000
6,000

両開き
8,000
10,000
12,000

■仕様
Ｈ サイズＷ

H＝
1.85m

3,000

片開き
4,000
5,000
6,000
6,000

両開き
8,000
10,000
12,000

■側面図 ■断面図 ◆取付方法

取付金具

◆番線使用

◆平面用

◆調整用

◆コーナー用

再リース品一例 54
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品名 規格

防炎ラッセルネット
（水平ネット）15㎜目

2m×6m

3m×6m

4m×7m

5m×5m

6m×6m

7m×7m

8m×8m

5m×10m

小幅防炎ラッセルネット
0.5m×6m

1m×6m

垂直ネット　15㎜目
グレー・ブルー・グリーン

1m×12m

4m×12m

6m×6m

6m×12m

安全ブロック

12m

15m

20m

防音シート 1.8m×3.4m

品名 規格

メッシュシート　１㎜目
防炎１類
グレー・ブルー・グリーン

1.8m×5.1m

1.5m×5.1m

1.2m×5.1m

0.9m×5.1m

0.6m×5.1m

親綱　16㎜

6m

8m

10m

12m

15m

20m

30m

親綱緊張器

親綱支柱

ネット用ブラケット 300～ 500㎜

シートクランプ

ネットハンガー

防炎養生シート（白シート） 1.8m×5.1m

H高下落のトッネ全安  .1 1は、次式により求められる値と
する。
H1≦0.25×（L＋2A）（単体ネット）……（１）
H1≦0.20×（L＋2A）（複合ネット）……（２）
L：単体ネット及び複合ネットの短辺長（単位ｍ）
A：安全ネットの支持間隔（単位ｍ）

。るすと値るれらめ求りよに式次、はＳれ垂のトッネ  .2
S≦0.2×（L＋2A）／3

Hきあの部下トッネ  .3 2は、次式により求められる値とす
る。
H2≦0.85×（L＋3A）／4

み読とＬをＡはで囲範のL≦Aで式算計の項３・２・１  .4
かえるものとする。

■落下高、ネットの垂れ及び下部のあき

L＜B

単体ネット
　１枚のネットをいう。
複合ネット
　複数のネットをつなぎ合わせたネットをいう。
ネットの支持点、支持面
ネットを取り付ける点を支持点といい、支持点を連ね
る面を支持面という。

ネットの垂れ
ネットを取り付けた際の網地の最低部からネットの支
持面までの垂直距離をいう。（Ｓ単位ｍ）

落下高さ
墜落のおそれのある作業床等から支持面までの垂直距
離をいう。（H1単位ｍ）

ネット下部のあき
ネットの下方における衝突のおそれのある床面又は機
械設備から支持面までの垂直距離をいう。（H2単位ｍ）

安全ネット架設図

■養生部材サイズ表

再リース品一例55
足場部材の許容強度一覧表

No. 品種 型式・例 許容強度 設定条件 備考

＊１

建枠

高さ1800㎜
以下の標準枠

N-4055B
N-3055A他

42600N
（4350㎏）

①脚柱鉛直荷重の場合とする。
②１脚あたりは1/2とする。
③ジャッキベースの繰出し長さが200
㎜以下であること。

◆左記条件の他に、建枠の許容支持力
の項を参照のこと。
◆筋違止め（交差筋違ピン）の曲げ、
せん断の許容強度は１箇所あたり
2940N（300㎏）とする。

＊２ 簡易枠 N-6117SN他 34300N
（3500㎏）

＊３ 拡げ枠
（拡幅枠）

S-3055
S-6117他

29400N
（3000㎏）

４ 調節枠 梯子型 N-404L
N-304L他

42600N
（4350㎏） （同　上）

◆単体強度に余裕はあるが、一般的に
標準枠と組合せて使用する場合が多
いので、標準枠の強度とする。

＊５ 連結ピン（脚柱ジョイント） N-20
N-20R他

4900N
（500㎏） 引張り強度

＊６ アームロック N-127A他 2940N
（300㎏） （同　上）

＊７ ジャッキベース N-752 21300N
（2175㎏） 繰出し長さ200㎜以下の圧縮強度 ◆詳細は基礎及び足回りの項を参照の

こと。

＊８ 踏板
（床付き布枠）

500㎜幅 SKN-6他 2450N
（250㎏）

①中央集中荷重の場合とする。
②等分布荷重では２倍とする。
③吹き上げ耐力は１枚あたり1470N
（150㎏）である。

◆詳細は踏板の許容荷重の項を参照の
こと。

240㎜幅 SKN-3他 1170N
（120㎏）

＊９ 梁枠等
２スパン用
３スパン用
４スパン用

N-0136
N-0154
N0173

9800N
（1000㎏） １セット（２枠）上の全積載荷重とする。

◆詳細は梁枠等の組立、解体上の注意
の項を参照のこと。
◆梁枠受、梁枠ベースも認定対象品と
なる。

＊10 階段 K-3055SA他 2450N
（250㎏）

①中央集中荷重
②ステップ１枚では1220N（125㎏）
までとし、作業者が２人まで載れる
荷重。

＊11 ステップガード
（階段開口部用手摺り枠） KG

H-2433他

NK-3他

-18 392N
（40㎏）

上部手摺りの降り口側先端部の
水平荷重

＊12 壁つなぎ 4410N
（450㎏） 圧縮、引張りとも

＊13 伸縮ブラケット等（持送り枠） 1960N
（200㎏）

14 BKブラケット
（張出し足場用ブラケット）

BK-1606 39200N
（4000㎏）

壁から前踏み側の足場まで
300㎜以下の場合。

◆詳細はBKブラケットの強度等の項を
参照のこと。

BK-1306 49000N
（5000㎏）

＊15 吊り足場 FL

N-4820

-1509他

1960N
（200㎏）
3920N
（400㎏）

…片側
…両側同時 ◆詳細は吊り足場の章を参照のこと。

＊16 鋼製足場板 FG-200C他 1470N
（150㎏） スパン1800㎜で中央集中荷重

＊17 単管クランプ
（緊結金具）

直交型 CF-48A 4900N
（500㎏）

締め付けトルク3430N ㎝
（350㎏ ㎝）程度

自在型 CU-48A 3430N
（350㎏）

＊18 単管ジョイント
（かんざしピン仕様）

7350N
（750㎏）
18600N
（1900㎏）
59500N-㎝
（6070㎏-㎝）

…引張り強さ
…ℓ＝1800㎜に対する座屈強さ
…曲げモーメント

◆摩擦形（通称ボーンジョイント）は
強度に難点があり、足場に使っては
ならない、とされている。

＊19 ローリングタワー 2450N
（250㎏）

組立、使用時の作業床の面積が
2㎡以上の場合

◆詳細はローリングタワーの章を参照
のこと。

20 その他 コーナーステップ　CS-05（スパンにより1470N～ 2450N）
　　　　　　　　　CS-02（スパンにより490N～ 980N）

◆詳細は当カタログの該当掲載事項を
参照のこと。

①表中№の＊印のものは（社）仮設工業会の認定対象品です。ただしローリングタワーは個別部材の認定です。
②各部材の許容強度については、（社）仮設工業会編・『足場工事実務マニュアル』に掲載の数値を引用しました。
　なお、同書に掲載されていないものや認定対象外のものは、安全率2.0以上を基本としたメーカー推奨値です。

足場部材の許容強度一覧表 56
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品名 規格

防炎ラッセルネット
（水平ネット）15㎜目

2m×6m

3m×6m

4m×7m

5m×5m

6m×6m

7m×7m

8m×8m

5m×10m

小幅防炎ラッセルネット
0.5m×6m

1m×6m

垂直ネット　15㎜目
グレー・ブルー・グリーン

1m×12m

4m×12m

6m×6m

6m×12m

安全ブロック

12m

15m

20m

防音シート 1.8m×3.4m

品名 規格

メッシュシート　１㎜目
防炎１類
グレー・ブルー・グリーン

1.8m×5.1m

1.5m×5.1m

1.2m×5.1m

0.9m×5.1m

0.6m×5.1m

親綱　16㎜

6m

8m

10m

12m

15m

20m

30m

親綱緊張器

親綱支柱

ネット用ブラケット 300～ 500㎜

シートクランプ

ネットハンガー

防炎養生シート（白シート） 1.8m×5.1m

H高下落のトッネ全安  .1 1は、次式により求められる値と
する。
H1≦0.25×（L＋2A）（単体ネット）……（１）
H1≦0.20×（L＋2A）（複合ネット）……（２）
L：単体ネット及び複合ネットの短辺長（単位ｍ）
A：安全ネットの支持間隔（単位ｍ）

。るすと値るれらめ求りよに式次、はＳれ垂のトッネ  .2
S≦0.2×（L＋2A）／3

Hきあの部下トッネ  .3 2は、次式により求められる値とす
る。
H2≦0.85×（L＋3A）／4

み読とＬをＡはで囲範のL≦Aで式算計の項３・２・１  .4
かえるものとする。

■落下高、ネットの垂れ及び下部のあき

L＜B

単体ネット
　１枚のネットをいう。
複合ネット
　複数のネットをつなぎ合わせたネットをいう。
ネットの支持点、支持面
ネットを取り付ける点を支持点といい、支持点を連ね
る面を支持面という。

ネットの垂れ
ネットを取り付けた際の網地の最低部からネットの支
持面までの垂直距離をいう。（Ｓ単位ｍ）

落下高さ
墜落のおそれのある作業床等から支持面までの垂直距
離をいう。（H1単位ｍ）

ネット下部のあき
ネットの下方における衝突のおそれのある床面又は機
械設備から支持面までの垂直距離をいう。（H2単位ｍ）

安全ネット架設図

■養生部材サイズ表

再リース品一例55
足場部材の許容強度一覧表

No. 品種 型式・例 許容強度 設定条件 備考

＊１

建枠

高さ1800㎜
以下の標準枠

N-4055B
N-3055A他

42600N
（4350㎏）

①脚柱鉛直荷重の場合とする。
②１脚あたりは1/2とする。
③ジャッキベースの繰出し長さが200
㎜以下であること。

◆左記条件の他に、建枠の許容支持力
の項を参照のこと。
◆筋違止め（交差筋違ピン）の曲げ、
せん断の許容強度は１箇所あたり
2940N（300㎏）とする。

＊２ 簡易枠 N-6117SN他 34300N
（3500㎏）

＊３ 拡げ枠
（拡幅枠）

S-3055
S-6117他

29400N
（3000㎏）

４ 調節枠 梯子型 N-404L
N-304L他

42600N
（4350㎏） （同　上）

◆単体強度に余裕はあるが、一般的に
標準枠と組合せて使用する場合が多
いので、標準枠の強度とする。

＊５ 連結ピン（脚柱ジョイント） N-20
N-20R他

4900N
（500㎏） 引張り強度

＊６ アームロック N-127A他 2940N
（300㎏） （同　上）

＊７ ジャッキベース N-752 21300N
（2175㎏） 繰出し長さ200㎜以下の圧縮強度 ◆詳細は基礎及び足回りの項を参照の

こと。

＊８ 踏板
（床付き布枠）

500㎜幅 SKN-6他 2450N
（250㎏）

①中央集中荷重の場合とする。
②等分布荷重では２倍とする。
③吹き上げ耐力は１枚あたり1470N
（150㎏）である。

◆詳細は踏板の許容荷重の項を参照の
こと。

240㎜幅 SKN-3他 1170N
（120㎏）

＊９ 梁枠等
２スパン用
３スパン用
４スパン用

N-0136
N-0154
N0173

9800N
（1000㎏） １セット（２枠）上の全積載荷重とする。

◆詳細は梁枠等の組立、解体上の注意
の項を参照のこと。
◆梁枠受、梁枠ベースも認定対象品と
なる。

＊10 階段 K-3055SA他 2450N
（250㎏）

①中央集中荷重
②ステップ１枚では1220N（125㎏）
までとし、作業者が２人まで載れる
荷重。

＊11 ステップガード
（階段開口部用手摺り枠） KG

H-2433他

NK-3他

-18 392N
（40㎏）

上部手摺りの降り口側先端部の
水平荷重

＊12 壁つなぎ 4410N
（450㎏） 圧縮、引張りとも

＊13 伸縮ブラケット等（持送り枠） 1960N
（200㎏）

14 BKブラケット
（張出し足場用ブラケット）

BK-1606 39200N
（4000㎏）

壁から前踏み側の足場まで
300㎜以下の場合。

◆詳細はBKブラケットの強度等の項を
参照のこと。

BK-1306 49000N
（5000㎏）

＊15 吊り足場 FL

N-4820

-1509他

1960N
（200㎏）
3920N
（400㎏）

…片側
…両側同時 ◆詳細は吊り足場の章を参照のこと。

＊16 鋼製足場板 FG-200C他 1470N
（150㎏） スパン1800㎜で中央集中荷重

＊17 単管クランプ
（緊結金具）

直交型 CF-48A 4900N
（500㎏）

締め付けトルク3430N ㎝
（350㎏ ㎝）程度

自在型 CU-48A 3430N
（350㎏）

＊18 単管ジョイント
（かんざしピン仕様）

7350N
（750㎏）
18600N
（1900㎏）
59500N-㎝
（6070㎏-㎝）

…引張り強さ
…ℓ＝1800㎜に対する座屈強さ
…曲げモーメント

◆摩擦形（通称ボーンジョイント）は
強度に難点があり、足場に使っては
ならない、とされている。

＊19 ローリングタワー 2450N
（250㎏）

組立、使用時の作業床の面積が
2㎡以上の場合

◆詳細はローリングタワーの章を参照
のこと。

20 その他 コーナーステップ　CS-05（スパンにより1470N～ 2450N）
　　　　　　　　　CS-02（スパンにより490N～ 980N）

◆詳細は当カタログの該当掲載事項を
参照のこと。

①表中№の＊印のものは（社）仮設工業会の認定対象品です。ただしローリングタワーは個別部材の認定です。
②各部材の許容強度については、（社）仮設工業会編・『足場工事実務マニュアル』に掲載の数値を引用しました。
　なお、同書に掲載されていないものや認定対象外のものは、安全率2.0以上を基本としたメーカー推奨値です。
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⑥ ④

⑤

③
②
①

差

差
差

■枠組足場の種類

■枠組足場の使用基準 ■枠組足場の特徴

枠組足場の基本寸法（mm）
サイズ（メーター・インチ）

枠 幅 Ａ 400～ 1219

高 さ Ｈ 1800～ 1725～ 515

スパンＳ 600～ 1829

このカタログに記載してある枠組足場の基本部材は、労働
安全衛生法の規定に基づいて制定された厚生労働省告示の
構造規格及び仮設工業会の構造基準に則って製作しており
ます。
従って、主要な部材は一部を除いて、基準内にある他メー
カーの製品と互換性があります。このことは、枠組足場の
使用基準は、各メーカーごとに違いがない事を意味します。
即ち、共通の基準となりますので、これに該当する当社製
品につきましても（社）仮設工業会発行の『基本部材で構
成する・わく組足場の使用基準』をよくご覧の上、ご使用
下さい。なお、同基準には枠組足場の仕様、組立・解体方
法、使用時の注意事項等についての詳細が記載されており
ます。

（１）－①②図

タンワでしな具工、をどんとほの業作、は体解・立組 ．１
ッチで行うことができます。
①交差筋違、アームロック、手摺等は、筋違止め（交
差筋違ピン）に端部穴を差し込むだけでロックがかか
ります。
②踏板は建枠の横架材につかみ金具を落とし込むだけ
で、自動的にロックされます。
③建枠のジョイントでアームロック不要の連結ピン
（ラクピン）は、建枠をピンに落とし込むだけで、自
動的にロックされます。

で式方）穴き抜用キッメ（穴内てい除を品殊特は枠建 ．２
すから、外観上スマートです。

段階、）具金みかつ（板踏、）め止違筋（枠建の製社当 ．3
（密着重ねの構造）等は、特許庁に実用新案の登録が
されているものがあります。

枠組足場の基本構成

（２）－②③図

枠組足場の組立と構成57

⑧⑨

⑭ ⑬ ⑫ ⑪

④ ② ③ ⑩ ①

⑥ ⑮ ⑯ ⑰

⑱⑦ ⑤

■枠組足場の全体構成

構成部材例
№ 名称 型式
① ジャッキベース N-752
② 建 枠 N-4055B
③ 交 差 筋 違 N-14（B-14）
④ 踏 板 SKN-6
⑤ アームロック N-127A
⑥ アームロック N-128
⑦ 連 結 ピ ン N-20
⑧ ステップガード KG-18
⑨ ステアレール KL-25
⑩ 階 段 K-3055SA
⑪ 梁 枠 受 N-4201
⑫ 梁 枠 N-0154
⑬ 梁 枠 ベ ー ス NB-12
⑭ 方 杖 N-4215
⑮ 手 摺 柱 N-25
⑯ 手 摺 N-31
⑰ 手 摺 N-29
⑱ コーナーガード CG-612K

組足場主要部材の概算所要数
品名 所要数量

ジャッキベース N1＝（S＋1）×2
建 枠 N2＝（S＋1）×H
連 結 ピ ン N3＝N2×2－N1

ア ームロック N4＝N2×2
交 差 筋 違 N5＝S×H×2
踏 板 N6＝N5

手 摺 柱 N7＝S＋1
手 摺 N8＝S×2

▷左表は枠組足場組立例（上図）の部材表です。
▷②建枠の種類やサイズが異なる枠組の場合は、これに関
連して部材の品種や数量が変わることがあります。

●使用上の注意
ご使用にあたっては、仮設工業会発行の枠組足場使用基
準をご覧下さい。

▷左表中、Ｎは部材数量、Ｓはスパン数、Ｈは層数とします。
▷連結ピンは最上層の手摺柱の種類によっては
Ｎ3＝Ｎ2×2となることがあります。

▷踏板の所要数は、使用する建枠が簡易枠等の場合には
N6＝S×Hとなります。
▷枠組の計画図に従って、開口部や階段等の有無により、
算出式を基に適宜、部材の割り出しを行います。

★全体的表現　①製品を使用するときは、安全上問題となるような異常がないか確認の上、適正なもののみをご使用下さい。
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差
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■枠組足場の種類

■枠組足場の使用基準 ■枠組足場の特徴

枠組足場の基本寸法（mm）
サイズ（メーター・インチ）

枠 幅 Ａ 400～ 1219

高 さ Ｈ 1800～ 1725～ 515

スパンＳ 600～ 1829

このカタログに記載してある枠組足場の基本部材は、労働
安全衛生法の規定に基づいて制定された厚生労働省告示の
構造規格及び仮設工業会の構造基準に則って製作しており
ます。
従って、主要な部材は一部を除いて、基準内にある他メー
カーの製品と互換性があります。このことは、枠組足場の
使用基準は、各メーカーごとに違いがない事を意味します。
即ち、共通の基準となりますので、これに該当する当社製
品につきましても（社）仮設工業会発行の『基本部材で構
成する・わく組足場の使用基準』をよくご覧の上、ご使用
下さい。なお、同基準には枠組足場の仕様、組立・解体方
法、使用時の注意事項等についての詳細が記載されており
ます。

（１）－①②図

タンワでしな具工、をどんとほの業作、は体解・立組 ．１
ッチで行うことができます。
①交差筋違、アームロック、手摺等は、筋違止め（交
差筋違ピン）に端部穴を差し込むだけでロックがかか
ります。
②踏板は建枠の横架材につかみ金具を落とし込むだけ
で、自動的にロックされます。
③建枠のジョイントでアームロック不要の連結ピン
（ラクピン）は、建枠をピンに落とし込むだけで、自
動的にロックされます。

で式方）穴き抜用キッメ（穴内てい除を品殊特は枠建 ．２
すから、外観上スマートです。

段階、）具金みかつ（板踏、）め止違筋（枠建の製社当 ．3
（密着重ねの構造）等は、特許庁に実用新案の登録が
されているものがあります。

枠組足場の基本構成

（２）－②③図

枠組足場の組立と構成57
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■枠組足場の全体構成

構成部材例
№ 名称 型式
① ジャッキベース N-752
② 建 枠 N-4055B
③ 交 差 筋 違 N-14（B-14）
④ 踏 板 SKN-6
⑤ アームロック N-127A
⑥ アームロック N-128
⑦ 連 結 ピ ン N-20
⑧ ステップガード KG-18
⑨ ステアレール KL-25
⑩ 階 段 K-3055SA
⑪ 梁 枠 受 N-4201
⑫ 梁 枠 N-0154
⑬ 梁 枠 ベ ー ス NB-12
⑭ 方 杖 N-4215
⑮ 手 摺 柱 N-25
⑯ 手 摺 N-31
⑰ 手 摺 N-29
⑱ コーナーガード CG-612K

組足場主要部材の概算所要数
品名 所要数量

ジャッキベース N1＝（S＋1）×2
建 枠 N2＝（S＋1）×H
連 結 ピ ン N3＝N2×2－N1

ア ームロック N4＝N2×2
交 差 筋 違 N5＝S×H×2
踏 板 N6＝N5

手 摺 柱 N7＝S＋1
手 摺 N8＝S×2

▷左表は枠組足場組立例（上図）の部材表です。
▷②建枠の種類やサイズが異なる枠組の場合は、これに関
連して部材の品種や数量が変わることがあります。

●使用上の注意
ご使用にあたっては、仮設工業会発行の枠組足場使用基
準をご覧下さい。

▷左表中、Ｎは部材数量、Ｓはスパン数、Ｈは層数とします。
▷連結ピンは最上層の手摺柱の種類によっては
Ｎ3＝Ｎ2×2となることがあります。

▷踏板の所要数は、使用する建枠が簡易枠等の場合には
N6＝S×Hとなります。
▷枠組の計画図に従って、開口部や階段等の有無により、
算出式を基に適宜、部材の割り出しを行います。

★全体的表現　①製品を使用するときは、安全上問題となるような異常がないか確認の上、適正なもののみをご使用下さい。
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■建地

■布

単管足場の柱となるものであり、その間隔は布方向を
1.85ｍ以下、腕木方向を1.5ｍ以下とすることと規
定されています。高さ制限に関する法的な規制はあり
ませんが、安衛則では、建地の最高部から測って31
ｍより下の部分は単管を２本組とすることと規定され
ています。

単管足場のけた行方向のつなぎ材となるもので、地上第一
の布は２ｍ以下の位置に設けます。布の上下間隔に関して
は1.6ｍ内外とします

腕木は、ころばしとも呼ばれ、はり間方向のつなぎと足場
板受けを兼用します。その間隔は1.2ｍ内外とし、建地と
布の交差部分では建地に、その中間部では布に緊結しなけ
ればなりません。腕木は建地または布より５㎝程度突き出
して取り付けて下さい。

筋かいは、水平力を有効に建地に伝える材であり、けた行
筋かい（大筋かいともいう）は足場の外面に垂直方向15
ｍ以下、水平方向16.5ｍ以下の設置間隔ごとに交差二方
向に設けて下さい。この場合大筋かいは、なるべく建地と
布の交点付近を通るようにします。また、筋かいの交差し
ない建地がないようにして下さい。はり間筋かいは、足場
の両側端のはり間に設けます。また、水平筋かいは壁つな
ぎに設けたレベル面に取付け、一種の水平構を形成します。

壁つなぎは、足場の倒壊を防ぎ、かつ全体座屈を生じにく
くする材であり、その間隔は水平方向にあっては5.5ｍ（約
３スパンごと）、垂直方向にあっては5.0ｍ（約３層ごと）
以下とし、建物の壁体等と足場を堅固に連結します。なお、
壁つなぎが設けられない場合は、壁つなぎと同等の間隔で
堅固な控え柱を設けて下さい。

建地の脚部にはベース金具を設け、隣接する建地と根がら
みで連結します。軟弱地盤ではさらに所要の幅で、かつ建
地３本以上にわたる長さの敷板を連続して並べます。ただ
し、この敷板にベース金具を固定した場合には、敷板方向
の根がらみを省略することができます。

附属金具には、単管ジョイント、各種クランプ、単管ベー
ス金具がありますが、その使用箇所に生ずる応力に耐えう
る性能のものでなければなりません。

単管足場の作業床は、足場板をもってする場合が多いので
すが、本足場の作業床の場合、安衛則では、その幅は40
㎝以上、そのすき間は３㎝以下にするよう規定されていま
す。しかし、資材などの仮置きを必要とする本足場である
からには、その幅は少なくとも80㎝は必要です。作業床
として、幅が20㎝以上、厚さが3.5㎝以上、長さが3.6ｍ
以上の足場板を用い、これを作業に応じて移動させる場合
には、次の措置を講じなければなりません。
１．足場板は３以上の支持物に架け渡すこと。

、しと上以㎝01はさ長の部出突のらか点支の板場足 ．２
かつ、労働者がこの上に足をかけるおそれのない場合
を除き、足場板の長さの1/18以下（約20㎝）以下
とすること。

そ、ね重で上の点支はきとるね重に向方手長を板場足 ．３
の重ねた部分の長さは20㎝以上とすること。なお、
作業床に合板足場板を使用する場合は、厚生労働省規
格に適合したもので、幅24㎝、厚さ2.8㎝以上のも
のを使用して下さい。

■腕木

■筋かい

■壁つなぎ及び控え柱

■付属金具

■作業床

■基礎

単管足場の組立と構成59

■鋼管（丸パイプ）

足場用鋼管は、JIS G 3444に規定されている一般構造用
炭素鋼鋼管３種（STK500）の規格、または安衛則に定
めるところに適合するもので、溶融亜鉛メッキ等による防
錆処理を施したものであれば使用してよいことになってい
ます。

表１　鋼管の寸法及び断面性能

種類 外径
Ｄ㎜

厚さ
ｔ㎜

重量
Ｗ㎏ /ｍ

断面積
Ａcm2

断面二次モーメント
Ｉcm4

断面係数
Ｚcm3

断面二次半径
ｌ㎝

STK500 48.6 2.4 2.73 3.483 9.32 3.83 1.64

表２　鋼管の機械的性質

種類
引張試験 験試平んへ験試げ曲

引張強さ 降伏点 伸び
％

曲げ角度
度

内側半径
（Ｄは管の外径）

平板間の距離
（Ｄは管の外径）

STK500
（STK51）

500N／mm2以上）
（51㎏／mm2以上）

355N／mm2以上
（36㎏／mm2以上） 15以上 90 8D 7/8D

表３　鋼管の許容荷重
許容耐力

管の種類 引張り 曲げ せん断

48.6φ×2.4t、３種 81.8kN
（8.35ton）

81.8kN-㎝
（8.35t-㎝）

54.59kN
（5.57ton）

一般に、単管足場の建地の座屈長は、壁つなぎの取付け間
隔、各建地の荷重の分担状況によって相違します。
１．壁つなぎを３スパン３層ごとに設ける。

自は地建の他、しとみの地建の部一は担負の重荷載積 ．２
重のみの負担とするものとすれば、建地の座屈長ℓｋ
は次式により求められます。

　　　　  ℓｋ＝1.4h＋0.75ℓ
。すましと長ンパスはℓ、しと高層の層１はｈ、しだた 　　

たとえば、h＝1.6m、ℓ＝1.8mとするとℓｋ＝
3.59mとなります。このℓｋを表４の式に代入すれ
ば、建地の許容座屈荷重（許容支持力）＝94.6ℓｋ２ ＝
7340N（9.65ℓｋ２ ＝750㎏）が求められます。

表４　鋼管の許容座屈荷重
管の種類 座屈長lｋ（ｍ） 許容座屈荷重kN（ton）

48.6φ×2.5、
３種

ℓk＜1.63 75.07－14.52ℓk２（7.66－1.482ℓk２）

ℓk≧1.63 94.6 ／ℓk２（9.65／ℓk２）

なお、各建地の荷重の分担状況を、（2）に代わり

すれば、建地の座屈長ℓｋ＝3hとなり、さらにh＝1.6m
    ℓばれすと ｋ＝4.8mとなり、前記の場合に比べて、建地

の許容支持力は60％以下に低下します。したがって、積
載荷重を全スパン一斉、かつ２層にわたって載荷するよう
な、きびしい積載は慎まなければなりません。これが、枠
組足場に比較して、単管足場が能力において若干の遜色が
みられる点です。
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■建地

■布

単管足場の柱となるものであり、その間隔は布方向を
1.85ｍ以下、腕木方向を1.5ｍ以下とすることと規
定されています。高さ制限に関する法的な規制はあり
ませんが、安衛則では、建地の最高部から測って31
ｍより下の部分は単管を２本組とすることと規定され
ています。

単管足場のけた行方向のつなぎ材となるもので、地上第一
の布は２ｍ以下の位置に設けます。布の上下間隔に関して
は1.6ｍ内外とします

腕木は、ころばしとも呼ばれ、はり間方向のつなぎと足場
板受けを兼用します。その間隔は1.2ｍ内外とし、建地と
布の交差部分では建地に、その中間部では布に緊結しなけ
ればなりません。腕木は建地または布より５㎝程度突き出
して取り付けて下さい。

筋かいは、水平力を有効に建地に伝える材であり、けた行
筋かい（大筋かいともいう）は足場の外面に垂直方向15
ｍ以下、水平方向16.5ｍ以下の設置間隔ごとに交差二方
向に設けて下さい。この場合大筋かいは、なるべく建地と
布の交点付近を通るようにします。また、筋かいの交差し
ない建地がないようにして下さい。はり間筋かいは、足場
の両側端のはり間に設けます。また、水平筋かいは壁つな
ぎに設けたレベル面に取付け、一種の水平構を形成します。

壁つなぎは、足場の倒壊を防ぎ、かつ全体座屈を生じにく
くする材であり、その間隔は水平方向にあっては5.5ｍ（約
３スパンごと）、垂直方向にあっては5.0ｍ（約３層ごと）
以下とし、建物の壁体等と足場を堅固に連結します。なお、
壁つなぎが設けられない場合は、壁つなぎと同等の間隔で
堅固な控え柱を設けて下さい。

建地の脚部にはベース金具を設け、隣接する建地と根がら
みで連結します。軟弱地盤ではさらに所要の幅で、かつ建
地３本以上にわたる長さの敷板を連続して並べます。ただ
し、この敷板にベース金具を固定した場合には、敷板方向
の根がらみを省略することができます。

附属金具には、単管ジョイント、各種クランプ、単管ベー
ス金具がありますが、その使用箇所に生ずる応力に耐えう
る性能のものでなければなりません。

単管足場の作業床は、足場板をもってする場合が多いので
すが、本足場の作業床の場合、安衛則では、その幅は40
㎝以上、そのすき間は３㎝以下にするよう規定されていま
す。しかし、資材などの仮置きを必要とする本足場である
からには、その幅は少なくとも80㎝は必要です。作業床
として、幅が20㎝以上、厚さが3.5㎝以上、長さが3.6ｍ
以上の足場板を用い、これを作業に応じて移動させる場合
には、次の措置を講じなければなりません。
１．足場板は３以上の支持物に架け渡すこと。

、しと上以㎝01はさ長の部出突のらか点支の板場足 ．２
かつ、労働者がこの上に足をかけるおそれのない場合
を除き、足場板の長さの1/18以下（約20㎝）以下
とすること。

そ、ね重で上の点支はきとるね重に向方手長を板場足 ．３
の重ねた部分の長さは20㎝以上とすること。なお、
作業床に合板足場板を使用する場合は、厚生労働省規
格に適合したもので、幅24㎝、厚さ2.8㎝以上のも
のを使用して下さい。

■腕木

■筋かい

■壁つなぎ及び控え柱

■付属金具

■作業床

■基礎
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■鋼管（丸パイプ）

足場用鋼管は、JIS G 3444に規定されている一般構造用
炭素鋼鋼管３種（STK500）の規格、または安衛則に定
めるところに適合するもので、溶融亜鉛メッキ等による防
錆処理を施したものであれば使用してよいことになってい
ます。

表１　鋼管の寸法及び断面性能

種類 外径
Ｄ㎜

厚さ
ｔ㎜

重量
Ｗ㎏ /ｍ

断面積
Ａcm2

断面二次モーメント
Ｉcm4

断面係数
Ｚcm3

断面二次半径
ｌ㎝

STK500 48.6 2.4 2.73 3.483 9.32 3.83 1.64

表２　鋼管の機械的性質

種類
引張試験 験試平んへ験試げ曲

引張強さ 降伏点 伸び
％

曲げ角度
度

内側半径
（Ｄは管の外径）

平板間の距離
（Ｄは管の外径）

STK500
（STK51）

500N／mm2以上）
（51㎏／mm2以上）

355N／mm2以上
（36㎏／mm2以上） 15以上 90 8D 7/8D

表３　鋼管の許容荷重
許容耐力

管の種類 引張り 曲げ せん断

48.6φ×2.4t、３種 81.8kN
（8.35ton）

81.8kN-㎝
（8.35t-㎝）

54.59kN
（5.57ton）

一般に、単管足場の建地の座屈長は、壁つなぎの取付け間
隔、各建地の荷重の分担状況によって相違します。
１．壁つなぎを３スパン３層ごとに設ける。

自は地建の他、しとみの地建の部一は担負の重荷載積 ．２
重のみの負担とするものとすれば、建地の座屈長ℓｋ
は次式により求められます。

　　　　  ℓｋ＝1.4h＋0.75ℓ
。すましと長ンパスはℓ、しと高層の層１はｈ、しだた 　　

たとえば、h＝1.6m、ℓ＝1.8mとするとℓｋ＝
3.59mとなります。このℓｋを表４の式に代入すれ
ば、建地の許容座屈荷重（許容支持力）＝94.6ℓｋ２ ＝
7340N（9.65ℓｋ２ ＝750㎏）が求められます。

表４　鋼管の許容座屈荷重
管の種類 座屈長lｋ（ｍ） 許容座屈荷重kN（ton）

48.6φ×2.5、
３種

ℓk＜1.63 75.07－14.52ℓk２（7.66－1.482ℓk２）

ℓk≧1.63 94.6 ／ℓk２（9.65／ℓk２）

なお、各建地の荷重の分担状況を、（2）に代わり

すれば、建地の座屈長ℓｋ＝3hとなり、さらにh＝1.6m
    ℓばれすと ｋ＝4.8mとなり、前記の場合に比べて、建地

の許容支持力は60％以下に低下します。したがって、積
載荷重を全スパン一斉、かつ２層にわたって載荷するよう
な、きびしい積載は慎まなければなりません。これが、枠
組足場に比較して、単管足場が能力において若干の遜色が
みられる点です。
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（a）直交型 （b）自在型

（c）特殊型（三連クランプ）

鋼管を長手方向に継ぎ足す金具であり、せん断抵抗により
結合させるせん断形と摩擦力により結合させる摩擦形とが
ありますが、引張り、曲げの性能に難点がある（厚生労働
省規格を満足しない）摩擦形（通称ボーン・ジョイント）
は単管足場に使用してはならないとされています。

単管ジョイントの許容荷重および効率
種　類 許容荷重 効率（％）

引 張 り 7.35kN（0.75ton） 8.6

l＝1.8mに対する座屈 18.6kN（1.90ton） 63

曲 げ モ ー メ ン ト 59.5kN－㎝（6.07t－㎝） 64

単管ジョイント（せん断形）例

単管を交差あるいは平行して緊結するときに使用する緊結
金具で、直交型、自在型、特殊型があります。
（a）直交型クランプ

差交の管鋼、でのもるい用にみの結緊の管鋼るす交直 　　
角度を90度に保持させる構造となったものです。

（b）自在型クランプ
、でのもるす結緊に度角の意任を管鋼の本２るす差交 　　

鋼管の交差角度が自由に変えられる構造となったもの
です。

（c）特殊なクランプ
、でのもたせわあをプンラク単と型在自はたま型交直 　　

３本の管の交差緊結に用いる場合のクランプなどがあ
ります。（認定外製品）

単管クランプの許容荷重
種　類 引張強度 許容荷重

直交型クランプ 14700N以上（1500㎏以上） 4900N（500㎏）

自在型クランプ 9810N以上（1000㎏以上） 3430N（350㎏）

■単管ジョイント

■固定型ベース金具

■壁つなぎ

■単管クランプ（緊結金具）

クランプは使用しているうちに爪が減り、ナットが締まら
なくなったり締め過ぎによる受座の降伏などによりクラン
プが滑ってしまう場合があるので十分注意して管理してく
ださい。また、スパナの長さによっても締めつける力が違
ってくるので、必ず規定のスパナ（クランプ回し）を用い
ることが必要です。標準の締めつけトルクは3430N-㎝
（350㎏ -㎝）程度です。なお、48.6φの鋼管と42.7φ
の鋼管を結合する異径式のクランプ（別名　兼用クランプ）
も性能は変わりません。

建地の脚部に取り付け、建地が沈下しないように上部から
の荷重を地盤または床面に分散して伝える金具であり、固
定型とジャッキ型とがありますが、単管足場ではジャッキ
型はあまり使われません。

とるま決が度強てっよに隔間のぎなつ壁は度強の場足 ．１
いっても過言ではありませんので、実情に応じて、で
きるだけ堅固な壁つなぎを密に設けるよう心掛けて下
さい。

下、りよに項５第条075第則衛安、は隔間ぎなつ壁 ．２
に掲げる値以下とします。また、壁つなぎには、厚生
労働省規格に適合した壁つなぎ用金具（仮設工業会で
認められているものは、9810N（1,000㎏）の引張り、
圧縮強度試験に合格している）を使用して下さい。

壁つなぎ間隔
足場の種類 垂直方向 水平方向

単管足場 5.0ｍ 5.5ｍ

61

部材別の各強度は厚生労働省規格または仮設工業会認定基
準で定められていますが、足場の使用上の積載荷重は安衛
則第571条により規定されています。許容荷重限度内で
使用することをまず第一に厳守して下さい。
単管本足場については、１スパン当りの積載荷重は
3920N（400㎏）を限度とし、連続スパンに渡って積載
しないで下さい。
また、足場の自重に積載荷重を加算した建地１本当りに作
用する荷重の限度は、高さ31ｍ以下の通常の本足場の場
合6860N（700㎏）として下さい。したがって足場の高
さがそれ以上高くなると、足場の自重が増加し、建地１本
当りに作用する荷重が6860N（700㎏）を超えてしまう
ため、建地を２本組にするなど建地を補強し建地の許容支
持力を高める必要があります。そのため、安衛則に建地の
補強について規定されています。

■荷重の限度 ■施工例

建物より先行した足場の部分の補強

出入口部の補強
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（a）直交型 （b）自在型

（c）特殊型（三連クランプ）

鋼管を長手方向に継ぎ足す金具であり、せん断抵抗により
結合させるせん断形と摩擦力により結合させる摩擦形とが
ありますが、引張り、曲げの性能に難点がある（厚生労働
省規格を満足しない）摩擦形（通称ボーン・ジョイント）
は単管足場に使用してはならないとされています。

単管ジョイントの許容荷重および効率
種　類 許容荷重 効率（％）

引 張 り 7.35kN（0.75ton） 8.6

l＝1.8mに対する座屈 18.6kN（1.90ton） 63

曲 げ モ ー メ ン ト 59.5kN－㎝（6.07t－㎝） 64

単管ジョイント（せん断形）例

単管を交差あるいは平行して緊結するときに使用する緊結
金具で、直交型、自在型、特殊型があります。
（a）直交型クランプ

差交の管鋼、でのもるい用にみの結緊の管鋼るす交直 　　
角度を90度に保持させる構造となったものです。

（b）自在型クランプ
、でのもるす結緊に度角の意任を管鋼の本２るす差交 　　

鋼管の交差角度が自由に変えられる構造となったもの
です。

（c）特殊なクランプ
、でのもたせわあをプンラク単と型在自はたま型交直 　　

３本の管の交差緊結に用いる場合のクランプなどがあ
ります。（認定外製品）

単管クランプの許容荷重
種　類 引張強度 許容荷重

直交型クランプ 14700N以上（1500㎏以上） 4900N（500㎏）

自在型クランプ 9810N以上（1000㎏以上） 3430N（350㎏）

■単管ジョイント

■固定型ベース金具

■壁つなぎ

■単管クランプ（緊結金具）

クランプは使用しているうちに爪が減り、ナットが締まら
なくなったり締め過ぎによる受座の降伏などによりクラン
プが滑ってしまう場合があるので十分注意して管理してく
ださい。また、スパナの長さによっても締めつける力が違
ってくるので、必ず規定のスパナ（クランプ回し）を用い
ることが必要です。標準の締めつけトルクは3430N-㎝
（350㎏ -㎝）程度です。なお、48.6φの鋼管と42.7φ
の鋼管を結合する異径式のクランプ（別名　兼用クランプ）
も性能は変わりません。

建地の脚部に取り付け、建地が沈下しないように上部から
の荷重を地盤または床面に分散して伝える金具であり、固
定型とジャッキ型とがありますが、単管足場ではジャッキ
型はあまり使われません。

とるま決が度強てっよに隔間のぎなつ壁は度強の場足 ．１
いっても過言ではありませんので、実情に応じて、で
きるだけ堅固な壁つなぎを密に設けるよう心掛けて下
さい。

下、りよに項５第条075第則衛安、は隔間ぎなつ壁 ．２
に掲げる値以下とします。また、壁つなぎには、厚生
労働省規格に適合した壁つなぎ用金具（仮設工業会で
認められているものは、9810N（1,000㎏）の引張り、
圧縮強度試験に合格している）を使用して下さい。

壁つなぎ間隔
足場の種類 垂直方向 水平方向

単管足場 5.0ｍ 5.5ｍ

61

部材別の各強度は厚生労働省規格または仮設工業会認定基
準で定められていますが、足場の使用上の積載荷重は安衛
則第571条により規定されています。許容荷重限度内で
使用することをまず第一に厳守して下さい。
単管本足場については、１スパン当りの積載荷重は
3920N（400㎏）を限度とし、連続スパンに渡って積載
しないで下さい。
また、足場の自重に積載荷重を加算した建地１本当りに作
用する荷重の限度は、高さ31ｍ以下の通常の本足場の場
合6860N（700㎏）として下さい。したがって足場の高
さがそれ以上高くなると、足場の自重が増加し、建地１本
当りに作用する荷重が6860N（700㎏）を超えてしまう
ため、建地を２本組にするなど建地を補強し建地の許容支
持力を高める必要があります。そのため、安衛則に建地の
補強について規定されています。

■荷重の限度 ■施工例

建物より先行した足場の部分の補強

出入口部の補強
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てし守遵をれこ、上の覧ごくよを』準基用使の場足組くわ『の行発会業工設仮）社（、はてしまりたあに工施の場足組枠 ●
下さい。本編ではこれと重複する部分もありますが、補足説明として同様にお考え下さい。

■枠組足場の組立て高さと積載荷重

１．枠組足場の組立て高さ
枠、常通 　　 組足場の高さは、標準枠、簡易枠共45ｍを限度として下さい。もしこれ以上の高さにする場合は、荷重計算

を行い、それぞれ許容強度以内でご使用下さい。その結果により、壁つなぎ間隔を密にしたり脚柱に補強を設ける等の
対策を講じて下さい。

２．建枠に架かる荷重
　　下表は、例として建枠の種類別にそれぞれ45ｍまで建てた場合の、荷重の合計と強度の関係を表したものです。

45ｍ高さの枠組足場の荷重計算例（１スパン当り）

建枠の種類 枠組足場部材荷重
kN（㎏）

作業荷重
kN（㎏）

合計
（最下層に架かる荷重）

kN（ton）

建枠の許容支持力
kN（ton）区分 型式 形状

標準枠

N-4055B
17.4（1776）

【22.7（2318）】
9.81

（500㎏×２層同時）
27.3（2.78ton）
【32.6（3.32）】

＜42.6（4.35）

N-3055A
15.6（1592）

【20.9（2134）】
7.25

（370㎏×２層同時）
22.9（2.34）

【28.2（2.88）】
＜42.6（4.35）

簡易枠 N-6117SN
12.2（1244）

【17.5（1786）】
〃

17.2（1.75）
【22.5（2.29）】

＜34.3（3.5）

標準枠
拡幅枠

N-4055B
拡
幅
枠よ

り
上

16.2（1655）
【21.1（2154）】

9.81
（500㎏×２層同時）
（拡幅枠より上に載荷）

　 26.1（2.66）
★【31.0（3.16）】

＜29.4（3.0）
＞29.4（3.0）

S-3055

最
下
層

17.3（1764）
【22.6（2306）】

〃
27.2（2.77）

【32.5（3.31）】
＜42.6（4.35）

N-3055A

標準枠
拡幅枠
簡易枠

N-3055A
拡
幅
枠よ

り
上

14.6（1487）
【19.5（1986）】

7.25
370㎏×２層同時）

（拡幅枠より上に載荷）

21.9（2.23）
【26.8（2.73）】

＜29.4（3.0）

S-6117

最
下
層

15.4（1572）
【20.7（2114）】

〃
22.8（2.32）

【28.0（2.86）】
＜34.3（3.5）

N-6117SN

●上表の枠組足場の内容は、交差筋違を両側に取付け、鋼製踏板を標準枠及び拡幅枠では２枚、簡易枠では１枚を全層に敷き、
朝顔を２段設け、最上部に手摺柱、手摺を取付けて、外側に全面メッシュシートを張った場合です。また、拡幅枠の位置
は地上から３層目に設定してあります。

●足場の高さ45ｍ以下とは、ジャッキベースの下端から最上層の手摺までとします。
●部材荷重と合計の【　】内数値は、メッシュシートの代わりにエキスバンドメタルの鋼製養生枠（ネットフレーム）を使
用した場合です。上表中、標準枠と拡幅枠の組合せで★印は、強度不足となります。従って、このような場合は作業荷重
を減らしたり、補強する等の対策が必要となります。なお、これに階段等がセットされると、より条件が悪くなります。

枠組足場の施工方法と注意事項63

■基礎及び足回り

１．足場を設置する地盤は、沈下や移動が生じないように
突き固めて整地し、敷板、敷角を使用して下さい。

２． ジャッキベースは、敷板を釘止めし、敷板と直角方向
に根がらみを設けて下さい。また、コンクリート等の
堅固な場所に足場を建てるときは、敷板は不要ですが、
直角２方向に根がらみを設けて下さい。

ーベキッャジ、でのるなに準基の体全は枠建の目層一  ．３
スの調節ナットで高さを揃え、さらに、スパン方向の
通りを出して下さい。

、てっよにさ長し出り繰のキッャジ、はスーベキッャジ ．４
建枠の許容支持力が低下しますので、ご注意下さい。
通常200㎜以下でご使用下さい。（右表参照）

ジャッキの繰り出し長さによる許容支持力

ジャッキの繰り出し長さ 建枠の許容支持力 ジャッキベースの許容支持力

200㎜以下 42.6kN（4.35ton） 21.3kN（2.175ton）

200を超え250以下 40.6kN（4.15ton） 20.3kN（2.075ton）

250を超え300以下 38.7kN（3.95ton） 19.3kN（1.975ton）

300を超え350以下 37.2kN（3.80ton） 18.6kN（1.900ton）

◆建枠の許容支持力は、高さ1800㎜以下の標準枠の場合を表わし、枠の種類に
　よっては、数値が異なることもあるので注意して下さい。

■建　枠

力持支容許の枠建．１ 
　　 建枠の許容支持力は下表の通りですが、この場合ジャッキベースの繰り出し長さを200㎜以下とし、両側に交差筋違を

取付けた上、建枠の幅いっぱいに布枠（踏板）を敷いて、且つ、標準枠及び簡易枠にあっては５層以内毎に、拡幅枠に
あっては、その上下に壁つなぎを取付けることが条件です。

建枠の種類 標準枠（幅が900㎜以上の建枠） 簡易枠（幅が900㎜未満の建枠） 拡幅枠

建枠の高さ㎜ 1800以下 1800以下 1800以下

製品例・型式 N-4018 N-3055A N-6117SN S-3055

形　状

許容支持力Ｐ 42.6kN（4.35ton） 42.6kN（4.35ton） 34.3kN（3.5ton） 29.4kN（3.0ton）

●上表の建枠は、仮設工業会の構造基準に適合するものが前提です。なお、建枠の高さはジョイントのカラーを含まない寸
法です。

●許容支持力は、建枠１枚あたりの脚柱鉛直荷重を表します。１脚あたりでは、各々1/2を限度とします。

２．建枠の変則負荷について
て極力 け避は方い使るえ支を重荷で材架横の枠建。いさ下てしとのもるえ支で柱脚てしと則原、は重荷るす荷負に枠建 　　

下さい。その理由について『仮設機材マンスリー』№179によれば、要旨が以下のように掲載されています。（詳細は
マンスリーをご覧下さい）
①厚生労働大臣が定める規格による横架材の性能試験
は、その許容耐力を設定するための強度確認がされ
ていない。

②建枠の構造が多種多様で、横架材の許容耐力を一様
に決めることができない。

③横架材にかかる荷重が小さい場合でも、支柱にかか
る場合に比べてたわみが大きい。これは、特に支保
工として使用する場合、荷重のバランスが崩れて、
危険を生じる可能性がある。

※参考強度として建枠横架材強度表を次ページに掲載致しています。
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てし守遵をれこ、上の覧ごくよを』準基用使の場足組くわ『の行発会業工設仮）社（、はてしまりたあに工施の場足組枠 ●
下さい。本編ではこれと重複する部分もありますが、補足説明として同様にお考え下さい。

■枠組足場の組立て高さと積載荷重

１．枠組足場の組立て高さ
枠、常通 　　 組足場の高さは、標準枠、簡易枠共45ｍを限度として下さい。もしこれ以上の高さにする場合は、荷重計算

を行い、それぞれ許容強度以内でご使用下さい。その結果により、壁つなぎ間隔を密にしたり脚柱に補強を設ける等の
対策を講じて下さい。

２．建枠に架かる荷重
　　下表は、例として建枠の種類別にそれぞれ45ｍまで建てた場合の、荷重の合計と強度の関係を表したものです。

45ｍ高さの枠組足場の荷重計算例（１スパン当り）

建枠の種類 枠組足場部材荷重
kN（㎏）

作業荷重
kN（㎏）

合計
（最下層に架かる荷重）

kN（ton）

建枠の許容支持力
kN（ton）区分 型式 形状

標準枠

N-4055B
17.4（1776）

【22.7（2318）】
9.81

（500㎏×２層同時）
27.3（2.78ton）
【32.6（3.32）】

＜42.6（4.35）

N-3055A
15.6（1592）

【20.9（2134）】
7.25

（370㎏×２層同時）
22.9（2.34）

【28.2（2.88）】
＜42.6（4.35）

簡易枠 N-6117SN
12.2（1244）

【17.5（1786）】
〃

17.2（1.75）
【22.5（2.29）】

＜34.3（3.5）

標準枠
拡幅枠

N-4055B
拡
幅
枠よ

り
上

16.2（1655）
【21.1（2154）】

9.81
（500㎏×２層同時）
（拡幅枠より上に載荷）

　 26.1（2.66）
★【31.0（3.16）】

＜29.4（3.0）
＞29.4（3.0）

S-3055

最
下
層

17.3（1764）
【22.6（2306）】

〃
27.2（2.77）

【32.5（3.31）】
＜42.6（4.35）

N-3055A

標準枠
拡幅枠
簡易枠

N-3055A
拡
幅
枠よ

り
上

14.6（1487）
【19.5（1986）】

7.25
370㎏×２層同時）

（拡幅枠より上に載荷）

21.9（2.23）
【26.8（2.73）】

＜29.4（3.0）

S-6117

最
下
層

15.4（1572）
【20.7（2114）】

〃
22.8（2.32）

【28.0（2.86）】
＜34.3（3.5）

N-6117SN

●上表の枠組足場の内容は、交差筋違を両側に取付け、鋼製踏板を標準枠及び拡幅枠では２枚、簡易枠では１枚を全層に敷き、
朝顔を２段設け、最上部に手摺柱、手摺を取付けて、外側に全面メッシュシートを張った場合です。また、拡幅枠の位置
は地上から３層目に設定してあります。
●足場の高さ45ｍ以下とは、ジャッキベースの下端から最上層の手摺までとします。
●部材荷重と合計の【　】内数値は、メッシュシートの代わりにエキスバンドメタルの鋼製養生枠（ネットフレーム）を使
用した場合です。上表中、標準枠と拡幅枠の組合せで★印は、強度不足となります。従って、このような場合は作業荷重
を減らしたり、補強する等の対策が必要となります。なお、これに階段等がセットされると、より条件が悪くなります。

枠組足場の施工方法と注意事項63

■基礎及び足回り

１．足場を設置する地盤は、沈下や移動が生じないように
突き固めて整地し、敷板、敷角を使用して下さい。

２． ジャッキベースは、敷板を釘止めし、敷板と直角方向
に根がらみを設けて下さい。また、コンクリート等の
堅固な場所に足場を建てるときは、敷板は不要ですが、
直角２方向に根がらみを設けて下さい。

ーベキッャジ、でのるなに準基の体全は枠建の目層一  ．３
スの調節ナットで高さを揃え、さらに、スパン方向の
通りを出して下さい。

、てっよにさ長し出り繰のキッャジ、はスーベキッャジ ．４
建枠の許容支持力が低下しますので、ご注意下さい。
通常200㎜以下でご使用下さい。（右表参照）

ジャッキの繰り出し長さによる許容支持力

ジャッキの繰り出し長さ 建枠の許容支持力 ジャッキベースの許容支持力

200㎜以下 42.6kN（4.35ton） 21.3kN（2.175ton）

200を超え250以下 40.6kN（4.15ton） 20.3kN（2.075ton）

250を超え300以下 38.7kN（3.95ton） 19.3kN（1.975ton）

300を超え350以下 37.2kN（3.80ton） 18.6kN（1.900ton）

◆建枠の許容支持力は、高さ1800㎜以下の標準枠の場合を表わし、枠の種類に
　よっては、数値が異なることもあるので注意して下さい。

■建　枠

力持支容許の枠建．１ 
　　 建枠の許容支持力は下表の通りですが、この場合ジャッキベースの繰り出し長さを200㎜以下とし、両側に交差筋違を

取付けた上、建枠の幅いっぱいに布枠（踏板）を敷いて、且つ、標準枠及び簡易枠にあっては５層以内毎に、拡幅枠に
あっては、その上下に壁つなぎを取付けることが条件です。

建枠の種類 標準枠（幅が900㎜以上の建枠） 簡易枠（幅が900㎜未満の建枠） 拡幅枠

建枠の高さ㎜ 1800以下 1800以下 1800以下

製品例・型式 N-4018 N-3055A N-6117SN S-3055

形　状

許容支持力Ｐ 42.6kN（4.35ton） 42.6kN（4.35ton） 34.3kN（3.5ton） 29.4kN（3.0ton）

●上表の建枠は、仮設工業会の構造基準に適合するものが前提です。なお、建枠の高さはジョイントのカラーを含まない寸
法です。

●許容支持力は、建枠１枚あたりの脚柱鉛直荷重を表します。１脚あたりでは、各々1/2を限度とします。

２．建枠の変則負荷について
て極力 け避は方い使るえ支を重荷で材架横の枠建。いさ下てしとのもるえ支で柱脚てしと則原、は重荷るす荷負に枠建 　　

下さい。その理由について『仮設機材マンスリー』№179によれば、要旨が以下のように掲載されています。（詳細は
マンスリーをご覧下さい）
①厚生労働大臣が定める規格による横架材の性能試験
は、その許容耐力を設定するための強度確認がされ
ていない。

②建枠の構造が多種多様で、横架材の許容耐力を一様
に決めることができない。

③横架材にかかる荷重が小さい場合でも、支柱にかか
る場合に比べてたわみが大きい。これは、特に支保
工として使用する場合、荷重のバランスが崩れて、
危険を生じる可能性がある。

※参考強度として建枠横架材強度表を次ページに掲載致しています。
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■交差筋違

上業作。いさ下てけ付取に側両の枠建各、は違筋差交 ．１
やむを得ず前踏み側の交差筋違を外した場合は、当該
箇所で安全帯を使用して作業し、作業終了後は直ちに
元の状態に復元して下さい。また、外した状態が長期
に渡る場合は墜落事故防止のため、単管手摺や安全ネ
ット等を設けて下さい。

安業産省働労生厚（ていつに度強組枠の違筋差交側片 ．２
全研究所技術資料・RIIST N843より）

　　①壁つなぎが設置されている各スパン、各層及び最下
層の交差筋違は取り外さない。全スパン・層に建枠
幅に近い布枠（踏板）を取り付けておく。取り外し
は原則として足場一構面に対し、60％以下に留め
る。この条件下で枠組足場の許容荷重は、標準枠で
両面交差筋違の場合の70％、簡易枠で90％を超え
ない範囲で設定することが望ましい。

　　②全面的に交差筋違を片側取り外す場合であっても、
足場の最下層及び両側端のスパンの各層について
は、交差筋違を取り外してはならない。その場合の
枠組足場の許容荷重は、標準枠で両面交差筋違の場
合の55％、簡易枠で75％を超えない範囲で設定す
ることが望ましい。

●上記の厚生労働省安全研究所技術資料では各種研究結果
を踏まえて、以上のように示されております。

枠の種類と適用交差筋違一覧表
交差筋違

枠の種類
高さＢｍ

スパン
筋違本体

Ａ㎜

1829 1524 1219 914 610

建枠
N-4055B
N-3055A
N-405

1219
型式 N-14 N-11 N-13 N-012 N-12

実長
Ｃ㎜ 2198 1952 1724 1524 1363

調節枠

N-404L 914
型式 N-19 N-18 N-012 N-07 N-09

Ｃ㎜ 2045 1777 1524 1293 1099

N-403L 610
型式 N-08 N-9 N-12 N-09 N-06

Ｃ㎜ 1928 1642 1363 1099 863

N-417 280
型式 N-16S N-16 N-16A N-16B N-16C

Ｃ㎜ 1850 1549 1251 956 671

■踏板（床付き布わく）

役のてしと構平水の組枠、に他のてしと床業作は板踏 ．１
目もするものですから、建枠の枠幅いっぱいに全層に
架け渡して下さい。

２．踏板の許容荷重は、下表の通りです。

●長さが短いものについては、理論上は許容強度が高くな
りますが、相手側の建枠の強度が同じであること。床板
の局部座屈が発生しやすくなること等の理由により、同
一の強度でご使用下さい。

●許容強度について
中央集中荷重の許容強度は、荷重が踏板の幅全体に架か
ることを前提としています。従って下右図のような、い
わゆるピンポイント的な荷重を許容しているものではあ
りませんので、ご注意ください。板の種類

許 容 荷 重
幅（㎜） 型 式

500 SKN-6
2450N（250㎏）・中央集中荷重

4900N（500㎏）・等 分 布 荷 重

240 SKN-3
1170N（120㎏）・中央集中荷重

2350N（240㎏）・等 分 布 荷 重

 重荷中集央中・）㎏002（N0691 ：板踏　幅㎜004※
3920N（400㎏）・等分布加重
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■壁つなぎ

１．壁つなぎの目的
壁 　　 つなぎは、足場の全体座屈を防止し、朝顔等による
偏芯荷重を支えて倒壊を防止し、さらに風荷重による
倒壊を防止する、という重要な役割があります。

２．壁つなぎの取付け間隔
①労働安全衛生規則（第570条）によれば、枠組足
場の壁つなぎの間隔は、足場の座屈防止の観点から
垂直方向９ｍ以下、水平方向８ｍ以下となっていま
すが、枠幅600㎜未満の簡易枠組足場については
垂直、水平方向共5.5ｍ以下として下さい。

②足場の外面にはメッシュシート、ネットフレーム、
シートの他、鋼製朝顔等を取付ける現場が多いので、
風荷重や偏芯荷重等を考慮して壁つなぎの間隔はで
きるだけ細かく入れて下さい。

③最初の壁つなぎは足場の最下端より９ｍ以下の高さ
の位置、及び足場の側端に取付けて下さい。

④足場の風荷重に対する安全性については、その計算
方法が足場の構成や環境、立地条件等によって変わ
ってきます。施工の際には（社）仮設工業会編『改
訂・風荷重に対する足場の技術指針』に詳細が掲載
されておりますので、これをご覧下さい。

３．壁つなぎ取付け時の注意
①壁つなぎは、引張り、圧縮とも最大強度が9810N
（1000㎏）以上【許容強度4410N（450㎏）】の
仮設工業会認定基準合格品を使用して下さい。

②壁つなぎの枠組足場への取付けは、建地材に取付け
ますが、できるだけジョイント（横架材）に近い所
にして下さい。また壁つなぎは、建物にできるだけ
直角に取付けて下さい。もし建物の構造上、窓の位
置などで直角に取付けにくいときは、足場に単管な
どでつなぎを取り、それに取付けて下さい。なお、
壁つなぎに単管と緊結金具を組合せて使用するとき
は、緊結部が滑らないようにして下さい。

壁つなぎ、単管の曲げ補強の方法（例）

③朝顔、拡げ枠を使用している箇所は、枠組足場に偏
芯荷重が働くので、朝顔の取付け部には、２スパン
ごとに壁つなぎを取り付け、拡げ枠箇所は各スパン
ごとに上下に壁つなぎを取り付けて下さい。

朝顔使用時の壁つなぎ施工例

拡げ枠使用時の壁つなぎ施工例

④壁つなぎ用アンカーボルトをコンクリートに埋め込
むときは、専用のものを使用して下さい。なお、後
付けアンカーの場合は、アンカーの施工の良否が引
抜き強度に影響しますので、その施工には十分に注
意して下さい。

⑤簡易クレーン等を足場に載せた場合の壁つなぎは、
クレーンの吊り荷重によって足場転倒モーメントが
生じますので、これを防止するために、建枠の最上
層ならびに下方に２層ごとに壁つなぎを設けて下さ
い。なお、どうしても構造上壁つなぎが設けられな
いときは、それに代わる措置を施す必要があります。
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■交差筋違

上業作。いさ下てけ付取に側両の枠建各、は違筋差交 ．１
やむを得ず前踏み側の交差筋違を外した場合は、当該
箇所で安全帯を使用して作業し、作業終了後は直ちに
元の状態に復元して下さい。また、外した状態が長期
に渡る場合は墜落事故防止のため、単管手摺や安全ネ
ット等を設けて下さい。

安業産省働労生厚（ていつに度強組枠の違筋差交側片 ．２
全研究所技術資料・RIIST N843より）

　　①壁つなぎが設置されている各スパン、各層及び最下
層の交差筋違は取り外さない。全スパン・層に建枠
幅に近い布枠（踏板）を取り付けておく。取り外し
は原則として足場一構面に対し、60％以下に留め
る。この条件下で枠組足場の許容荷重は、標準枠で
両面交差筋違の場合の70％、簡易枠で90％を超え
ない範囲で設定することが望ましい。

　　②全面的に交差筋違を片側取り外す場合であっても、
足場の最下層及び両側端のスパンの各層について
は、交差筋違を取り外してはならない。その場合の
枠組足場の許容荷重は、標準枠で両面交差筋違の場
合の55％、簡易枠で75％を超えない範囲で設定す
ることが望ましい。

●上記の厚生労働省安全研究所技術資料では各種研究結果
を踏まえて、以上のように示されております。

枠の種類と適用交差筋違一覧表
交差筋違

枠の種類
高さＢｍ

スパン
筋違本体

Ａ㎜

1829 1524 1219 914 610

建枠
N-4055B
N-3055A
N-405

1219
型式 N-14 N-11 N-13 N-012 N-12

実長
Ｃ㎜ 2198 1952 1724 1524 1363

調節枠

N-404L 914
型式 N-19 N-18 N-012 N-07 N-09

Ｃ㎜ 2045 1777 1524 1293 1099

N-403L 610
型式 N-08 N-9 N-12 N-09 N-06

Ｃ㎜ 1928 1642 1363 1099 863

N-417 280
型式 N-16S N-16 N-16A N-16B N-16C

Ｃ㎜ 1850 1549 1251 956 671

■踏板（床付き布わく）

役のてしと構平水の組枠、に他のてしと床業作は板踏 ．１
目もするものですから、建枠の枠幅いっぱいに全層に
架け渡して下さい。

２．踏板の許容荷重は、下表の通りです。

●長さが短いものについては、理論上は許容強度が高くな
りますが、相手側の建枠の強度が同じであること。床板
の局部座屈が発生しやすくなること等の理由により、同
一の強度でご使用下さい。

●許容強度について
中央集中荷重の許容強度は、荷重が踏板の幅全体に架か
ることを前提としています。従って下右図のような、い
わゆるピンポイント的な荷重を許容しているものではあ
りませんので、ご注意ください。板の種類

許 容 荷 重
幅（㎜） 型 式

500 SKN-6
2450N（250㎏）・中央集中荷重

4900N（500㎏）・等 分 布 荷 重

240 SKN-3
1170N（120㎏）・中央集中荷重

2350N（240㎏）・等 分 布 荷 重

 重荷中集央中・）㎏002（N0691 ：板踏　幅㎜004※
3920N（400㎏）・等分布加重

67

■壁つなぎ

１．壁つなぎの目的
壁 　　 つなぎは、足場の全体座屈を防止し、朝顔等による
偏芯荷重を支えて倒壊を防止し、さらに風荷重による
倒壊を防止する、という重要な役割があります。

２．壁つなぎの取付け間隔
①労働安全衛生規則（第570条）によれば、枠組足
場の壁つなぎの間隔は、足場の座屈防止の観点から
垂直方向９ｍ以下、水平方向８ｍ以下となっていま
すが、枠幅600㎜未満の簡易枠組足場については
垂直、水平方向共5.5ｍ以下として下さい。

②足場の外面にはメッシュシート、ネットフレーム、
シートの他、鋼製朝顔等を取付ける現場が多いので、
風荷重や偏芯荷重等を考慮して壁つなぎの間隔はで
きるだけ細かく入れて下さい。

③最初の壁つなぎは足場の最下端より９ｍ以下の高さ
の位置、及び足場の側端に取付けて下さい。

④足場の風荷重に対する安全性については、その計算
方法が足場の構成や環境、立地条件等によって変わ
ってきます。施工の際には（社）仮設工業会編『改
訂・風荷重に対する足場の技術指針』に詳細が掲載
されておりますので、これをご覧下さい。

３．壁つなぎ取付け時の注意
①壁つなぎは、引張り、圧縮とも最大強度が9810N
（1000㎏）以上【許容強度4410N（450㎏）】の
仮設工業会認定基準合格品を使用して下さい。

②壁つなぎの枠組足場への取付けは、建地材に取付け
ますが、できるだけジョイント（横架材）に近い所
にして下さい。また壁つなぎは、建物にできるだけ
直角に取付けて下さい。もし建物の構造上、窓の位
置などで直角に取付けにくいときは、足場に単管な
どでつなぎを取り、それに取付けて下さい。なお、
壁つなぎに単管と緊結金具を組合せて使用するとき
は、緊結部が滑らないようにして下さい。

壁つなぎ、単管の曲げ補強の方法（例）

③朝顔、拡げ枠を使用している箇所は、枠組足場に偏
芯荷重が働くので、朝顔の取付け部には、２スパン
ごとに壁つなぎを取り付け、拡げ枠箇所は各スパン
ごとに上下に壁つなぎを取り付けて下さい。

朝顔使用時の壁つなぎ施工例

拡げ枠使用時の壁つなぎ施工例

④壁つなぎ用アンカーボルトをコンクリートに埋め込
むときは、専用のものを使用して下さい。なお、後
付けアンカーの場合は、アンカーの施工の良否が引
抜き強度に影響しますので、その施工には十分に注
意して下さい。

⑤簡易クレーン等を足場に載せた場合の壁つなぎは、
クレーンの吊り荷重によって足場転倒モーメントが
生じますので、これを防止するために、建枠の最上
層ならびに下方に２層ごとに壁つなぎを設けて下さ
い。なお、どうしても構造上壁つなぎが設けられな
いときは、それに代わる措置を施す必要があります。
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■開口部梁枠等

１．開口部用梁枠の構成と種類
①梁枠等とは、梁枠、梁枠受け（はり受け金具）、梁
枠ベース（はり渡し）及び方杖（３スパン以上の場
合）のセットをいいます。

②梁枠等の各部材は、メーカーによって形状や寸法が
異なる場合が多く、混用すると上部枠組の組立上、
支障をきたすことがありますので、同一メーカーの
セットでご使用下さい。

③部材の組合せは下表の通りですが、梁枠ベースにつ
いては建枠の幅によって変わってきますので、枠組
足場部材表をご覧下さい。

枠組開口部
梁枠等の部材構成

梁枠 梁枠受け 梁枠ベース 方杖
型式 数量 型式 数量 型式 数量 型式 数量

２スパン用 N-0136 2 N-4201 4 建枠幅別
に選択 1 N-4215（4）

３スパン用 N-0154 2 〃 4 〃 2 〃 4

４スパン用 N-0173 2 〃 4 〃 3 〃 4

２．梁枠等の組立方法
　　 梁枠等を用いて枠組足場の一部のスパン層について開

口部を設け、さらに、その上層に枠組足場を組立て、
使用する場合は、労働安全衛生規則に定めることのほ
か、次の各項目に従って下さい。
①梁枠を用いるときは、開口部の幅に応じた隔離位置
にある両端建枠に、当該建枠専用の梁枠受けを介し
て２枚の梁枠を架け渡して堅固に取付けて下さい。
（Ｕボルト、蝶ナットを確実に締め付ける。）また２
枚の梁枠上において建枠を支持させるため、当該梁
枠専用の梁枠ベースを取付け、同様にネジを締め込
んで下さい。

②梁枠ベースから上方に組立てる枠組足場の高さは、
25ｍ以下として下さい。ただし、梁枠支持部の建
枠に補強等の措置を講ずるときはこの限りではあり
ませんが、必ず強度計算を行って安全性を確認して
下さい。

③梁枠を用いた開口部の寸法は、幅が４スパン以下、
高さは３層以下として下さい。またこの場合、梁枠
の種類に応じて下表により開口部端の支持部から外
方に枠組足場を必要スパン設けて下さい。ただし、
２種及び３種にあっては、これにより難いときには
梁枠支持部の建枠に補強等の措置を講じた場合は、
この限りではありません。

梁枠の種類 開口部端の支持部から外方への枠組スパン数

１種（２スパン用） １スパン以上

２種（３スパン用） ２スパン以上

３種（４スパン用） ３スパン以上

④なお、③に関連して開口部端より外方の枠組足場の
スパン、及び梁枠等で支持される開口部上方の枠組
足場については全スパン、全層に渡り交差筋違を取
付け、かつ、踏板を建枠の幅いっぱいに設けて下さ
い。また、当該交差筋違及び踏板はいかなる場合で
あっても取り外さないで下さい。

⑤梁枠を取付けた両端支持点の建枠には、必ず壁つな
ぎ又は控えを設けて下さい。

⑥梁枠と梁枠とで構成される水平構面には、必ず踏板
を建枠の幅いっぱいに架け渡して、水平構面を設け
て下さい。

⑦開口部の幅が３スパン及び４スパンの梁枠ベースの
取付け作業に当たっては、方杖を設ける等の措置を
講じて下さい。

⑧梁枠の直上部及び梁枠のレベル上の両端それぞれ３
層以内には、一般に市販されている枠組足場用手摺
り枠（先行型手摺り枠）を使用しないで、両面交差
筋違として下さい。（下図参照）ただし、専用部材
を使用する方式の枠組足場に用いる枠組足場用手摺
り枠等の場合や交差筋違を併用する場合を除きま
す。

梁枠等の組立構成図例
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目
項

（図の積載荷重は便宜上㎏で表示） 建枠の種類

足場の強度
作業荷重 梁枠を支持する最下層の建枠に架かる荷

重Ｐ
（図中Aの範囲）

W1 梁枠上の積載荷重
W2 一般部の積載荷重

例
の
合
場
の
ン
パ
ス
２
部
口
開

枠
易
簡

W1 　9800N
（1000㎏）　

①部材荷重　9050N（923㎏）
②作業荷重　7350N（750㎏）
①＋②＝16400N＜34300N
　　　　（1673㎏）（3500㎏）
簡易枠の許容強度以内であるからOKW2 4900N

（250㎏×２層同時

枠
準
標

W1 9800N
（1000㎏）

①部材荷重　12000N（1227㎏）
②作業荷重　8530N（870㎏）
①＋②＝20600N＜42600N
　　　　（2097㎏）（4350㎏）
標準枠の許容強度以内であるからOKW2 7250N

（370㎏×２層同時）

枠
準
標

W1 9800N（1000㎏） ①部材荷重　13600N（1390㎏）
②作業荷重　9800N（1000㎏）
①＋②＝23400N＜42600N
　　　　（2390㎏）（4350㎏）
標準枠の許容強度以内であるからOKW2 9800N

（500㎏×２層同時）

例
の
合
場
の
ン
パ
ス
３
部
口
開

枠
易
簡

W1 9800N（1000㎏） ①部材荷重　12300N（1254㎏）
②作業荷重　7350N（750㎏）
①＋②＝19700N＜34300N
　　　　（2004㎏）（3500㎏）
簡易枠の許容強度以内であるからOKW2 4900N

（250㎏×２層同時）

枠
準
標

W1 9800N
（1000㎏）

①部材荷重　16300N（1664㎏）
②作業荷重　8530N（870㎏）
①＋②＝24900N＜42600N
　　　　（2534㎏）（4350㎏）
標準枠の許容強度以内であるからOKW2 7250N

（370㎏×２層同時）

枠
準
標

W1 9800N
（1000㎏）

①部材荷重　18500N（1882㎏）
②作業荷重　9800N（1000㎏）
①＋②＝28300N＜42600N
　　　　（2882㎏）（4350㎏）
標準枠の許容強度以内であるからOKW2 9800N

（500㎏×２層同時）

例
の
合
場
の
ン
パ
ス
４
部
口
開

枠
易
簡

W1 9800N
（1000㎏）

①部材荷重　15300N（1560㎏）
②作業荷重　7350N（750㎏）
①＋②＝22700N＜34300N
　　　　（2310㎏）（3500㎏）
簡易枠の許容強度以内であるからOKW2 4900N

（250㎏×２層同時）

枠
準
標

W1 9800N
（1000㎏）

①部材荷重　20300N（2068㎏）
②作業荷重　8530N（870㎏）
①＋②＝28800N＜42600N
　　　　（2938㎏）（4350㎏）
標準枠の許容強度以内であるからOKW2 7250N

（370㎏×２層同時）

枠
準
標

W1 9800N
（1000㎏）

①部材荷重　22900N（2339㎏）
②作業荷重　9800N（1000㎏）
①＋②＝32700N＜42600N
　　　　（3339㎏）（4350㎏）
標準枠の許容強度以内であるからOKW2 9800N

（500㎏×２層同時）

■使用上の注意

①梁枠で構成された開口部上方の足場の全積載荷重（足場の部材荷重を除く）は、スパンに関係なく、9800N（1000
㎏）以下として下さい。（下図参照）なお、梁枠の見やすい箇所に積載荷重を表示して下さい。

②梁枠等で構成される枠組足場の各部に、損傷、変形等が認められるものについては、その程度により修理、部品交換、
使用の中止等の必要な措置を講じて下さい。

③開口部端の梁枠支持部から外方に３スパン、２スパン及び１スパンの枠組足場部分については、簡易クレーンや建設
用リフト等を設置しないで下さい。また梁枠は、巻上げ機等による荷の吊り元として使用しないで下さい。

●2、3については（社）仮設工業会・編『仮設機材認定基準とその解説』の「はりわく等の使用基準」より引用。

梁枠等の組立て、使用上の注意の説明図〔１〕

梁枠等の組立て、使用上の注意の説明図〔２〕（梁枠を設置する枠組足場の強度に関する参考例）
●建枠の強度について、記載の荷重計算
は枠組の種類や構成・等によって数値
が変わってきますので、実情に応じた
計算を行なって下さい。なお本表は一
応の目安とし、別途仮設工業会より指
針が示された場合は、それに従って下
さい。

●梁枠自体の強度については、積載荷重
9800N以下の範囲にて仮設工業会の
認定合格品を使用すれば安全性は確保
されます。

●厚生労働省産業安全研究所より「梁枠
を支持する建枠には梁枠上の全荷重
（左表の①＋②）の1.05倍の荷重が作
用する」とされています。【1996年
６月仮設工業会発行の仮設機材マンス
リー№141号掲載】これを左表の荷
重Ｐに加算した場合でも計算上OKと
なります。
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■開口部梁枠等

１．開口部用梁枠の構成と種類
①梁枠等とは、梁枠、梁枠受け（はり受け金具）、梁
枠ベース（はり渡し）及び方杖（３スパン以上の場
合）のセットをいいます。

②梁枠等の各部材は、メーカーによって形状や寸法が
異なる場合が多く、混用すると上部枠組の組立上、
支障をきたすことがありますので、同一メーカーの
セットでご使用下さい。

③部材の組合せは下表の通りですが、梁枠ベースにつ
いては建枠の幅によって変わってきますので、枠組
足場部材表をご覧下さい。

枠組開口部
梁枠等の部材構成

梁枠 梁枠受け 梁枠ベース 方杖
型式 数量 型式 数量 型式 数量 型式 数量

２スパン用 N-0136 2 N-4201 4 建枠幅別
に選択 1 N-4215（4）

３スパン用 N-0154 2 〃 4 〃 2 〃 4

４スパン用 N-0173 2 〃 4 〃 3 〃 4

２．梁枠等の組立方法
　　 梁枠等を用いて枠組足場の一部のスパン層について開
口部を設け、さらに、その上層に枠組足場を組立て、
使用する場合は、労働安全衛生規則に定めることのほ
か、次の各項目に従って下さい。
①梁枠を用いるときは、開口部の幅に応じた隔離位置
にある両端建枠に、当該建枠専用の梁枠受けを介し
て２枚の梁枠を架け渡して堅固に取付けて下さい。
（Ｕボルト、蝶ナットを確実に締め付ける。）また２
枚の梁枠上において建枠を支持させるため、当該梁
枠専用の梁枠ベースを取付け、同様にネジを締め込
んで下さい。
②梁枠ベースから上方に組立てる枠組足場の高さは、
25ｍ以下として下さい。ただし、梁枠支持部の建
枠に補強等の措置を講ずるときはこの限りではあり
ませんが、必ず強度計算を行って安全性を確認して
下さい。
③梁枠を用いた開口部の寸法は、幅が４スパン以下、
高さは３層以下として下さい。またこの場合、梁枠
の種類に応じて下表により開口部端の支持部から外
方に枠組足場を必要スパン設けて下さい。ただし、
２種及び３種にあっては、これにより難いときには
梁枠支持部の建枠に補強等の措置を講じた場合は、
この限りではありません。

梁枠の種類 開口部端の支持部から外方への枠組スパン数

１種（２スパン用） １スパン以上

２種（３スパン用） ２スパン以上

３種（４スパン用） ３スパン以上

④なお、③に関連して開口部端より外方の枠組足場の
スパン、及び梁枠等で支持される開口部上方の枠組
足場については全スパン、全層に渡り交差筋違を取
付け、かつ、踏板を建枠の幅いっぱいに設けて下さ
い。また、当該交差筋違及び踏板はいかなる場合で
あっても取り外さないで下さい。

⑤梁枠を取付けた両端支持点の建枠には、必ず壁つな
ぎ又は控えを設けて下さい。

⑥梁枠と梁枠とで構成される水平構面には、必ず踏板
を建枠の幅いっぱいに架け渡して、水平構面を設け
て下さい。

⑦開口部の幅が３スパン及び４スパンの梁枠ベースの
取付け作業に当たっては、方杖を設ける等の措置を
講じて下さい。

⑧梁枠の直上部及び梁枠のレベル上の両端それぞれ３
層以内には、一般に市販されている枠組足場用手摺
り枠（先行型手摺り枠）を使用しないで、両面交差
筋違として下さい。（下図参照）ただし、専用部材
を使用する方式の枠組足場に用いる枠組足場用手摺
り枠等の場合や交差筋違を併用する場合を除きま
す。

梁枠等の組立構成図例

69

目
項

（図の積載荷重は便宜上㎏で表示） 建枠の種類

足場の強度
作業荷重 梁枠を支持する最下層の建枠に架かる荷

重Ｐ
（図中Aの範囲）

W1 梁枠上の積載荷重
W2 一般部の積載荷重

例
の
合
場
の
ン
パ
ス
２
部
口
開

枠
易
簡

W1 　9800N
（1000㎏）　

①部材荷重　9050N（923㎏）
②作業荷重　7350N（750㎏）
①＋②＝16400N＜34300N
　　　　（1673㎏）（3500㎏）
簡易枠の許容強度以内であるからOKW2 4900N

（250㎏×２層同時

枠
準
標

W1 9800N
（1000㎏）

①部材荷重　12000N（1227㎏）
②作業荷重　8530N（870㎏）
①＋②＝20600N＜42600N
　　　　（2097㎏）（4350㎏）
標準枠の許容強度以内であるからOKW2 7250N

（370㎏×２層同時）

枠
準
標

W1 9800N（1000㎏） ①部材荷重　13600N（1390㎏）
②作業荷重　9800N（1000㎏）
①＋②＝23400N＜42600N
　　　　（2390㎏）（4350㎏）
標準枠の許容強度以内であるからOKW2 9800N

（500㎏×２層同時）

例
の
合
場
の
ン
パ
ス
３
部
口
開

枠
易
簡

W1 9800N（1000㎏） ①部材荷重　12300N（1254㎏）
②作業荷重　7350N（750㎏）
①＋②＝19700N＜34300N
　　　　（2004㎏）（3500㎏）
簡易枠の許容強度以内であるからOKW2 4900N

（250㎏×２層同時）

枠
準
標

W1 9800N
（1000㎏）

①部材荷重　16300N（1664㎏）
②作業荷重　8530N（870㎏）
①＋②＝24900N＜42600N
　　　　（2534㎏）（4350㎏）
標準枠の許容強度以内であるからOKW2 7250N

（370㎏×２層同時）

枠
準
標

W1 9800N
（1000㎏）

①部材荷重　18500N（1882㎏）
②作業荷重　9800N（1000㎏）
①＋②＝28300N＜42600N
　　　　（2882㎏）（4350㎏）
標準枠の許容強度以内であるからOKW2 9800N

（500㎏×２層同時）

例
の
合
場
の
ン
パ
ス
４
部
口
開

枠
易
簡

W1 9800N
（1000㎏）

①部材荷重　15300N（1560㎏）
②作業荷重　7350N（750㎏）
①＋②＝22700N＜34300N
　　　　（2310㎏）（3500㎏）
簡易枠の許容強度以内であるからOKW2 4900N

（250㎏×２層同時）

枠
準
標

W1 9800N
（1000㎏）

①部材荷重　20300N（2068㎏）
②作業荷重　8530N（870㎏）
①＋②＝28800N＜42600N
　　　　（2938㎏）（4350㎏）
標準枠の許容強度以内であるからOKW2 7250N

（370㎏×２層同時）

枠
準
標

W1 9800N
（1000㎏）

①部材荷重　22900N（2339㎏）
②作業荷重　9800N（1000㎏）
①＋②＝32700N＜42600N
　　　　（3339㎏）（4350㎏）
標準枠の許容強度以内であるからOKW2 9800N

（500㎏×２層同時）

■使用上の注意

①梁枠で構成された開口部上方の足場の全積載荷重（足場の部材荷重を除く）は、スパンに関係なく、9800N（1000
㎏）以下として下さい。（下図参照）なお、梁枠の見やすい箇所に積載荷重を表示して下さい。

②梁枠等で構成される枠組足場の各部に、損傷、変形等が認められるものについては、その程度により修理、部品交換、
使用の中止等の必要な措置を講じて下さい。

③開口部端の梁枠支持部から外方に３スパン、２スパン及び１スパンの枠組足場部分については、簡易クレーンや建設
用リフト等を設置しないで下さい。また梁枠は、巻上げ機等による荷の吊り元として使用しないで下さい。

●2、3については（社）仮設工業会・編『仮設機材認定基準とその解説』の「はりわく等の使用基準」より引用。

梁枠等の組立て、使用上の注意の説明図〔１〕

梁枠等の組立て、使用上の注意の説明図〔２〕（梁枠を設置する枠組足場の強度に関する参考例）
●建枠の強度について、記載の荷重計算
は枠組の種類や構成・等によって数値
が変わってきますので、実情に応じた
計算を行なって下さい。なお本表は一
応の目安とし、別途仮設工業会より指
針が示された場合は、それに従って下
さい。

●梁枠自体の強度については、積載荷重
9800N以下の範囲にて仮設工業会の
認定合格品を使用すれば安全性は確保
されます。

●厚生労働省産業安全研究所より「梁枠
を支持する建枠には梁枠上の全荷重
（左表の①＋②）の1.05倍の荷重が作
用する」とされています。【1996年
６月仮設工業会発行の仮設機材マンス
リー№141号掲載】これを左表の荷
重Ｐに加算した場合でも計算上OKと
なります。
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、し用使をのもるす合適に組枠、は段階るなと備設降昇 ．１
２～３スパンに渡って架設して下さい。

001～09、てっ沿に材持支の段階はに側外の段階 ．２ 
㎝の高さに手摺りを設けて下さい。（内側にはステッ
プガードを設置）

１．枠組足場からの墜落防止対策
①足場と建物の間隔を30㎝以下として下さい。もし
30㎝を超える場合には、足場２層ごとに水平ネッ
トフレーム等を取付けて下さい。

②建枠には階段部等を除き、建枠の幅とほぼ同じ幅の
踏板を敷き並べて下さい。なお、踏板どうしのスキ
マは３㎝以下として下さい。

③足場各面のコーナー部についても、作業床にスキマ
がないようにして下さい。

④垂直部分からの墜落防止のため、手摺り、ネットフ
レーム、シート等を設けて下さい。特に、次の箇所
には必ず手摺り等を設けて下さい。…階段・さん橋
部、足場のコーナー部、足場各面のつき当たり部、
足場の最上層等。

２．枠組足場からの落下物防止対策
、めたるす止防をのるす下落が等材資、具工らか場足 　　

外側にメッシュシート、帆布シート、垂直ネットフレ
ーム（養生枠）、朝顔、等を設けて下さい。なお、帆
布シート、防音パネル、ネットフレーム等を取付ける
場合には、足場に対する風荷重や鉛直荷重の面で、か
なり条件が悪化しますので十分検討の上、その対策を
講じて下さい。

１．鉛直荷重
。すで重荷業作と重自の場足、は重荷直鉛るか架に場足 　　

基本的には、これが使用する建枠の許容強度以下であ
ればOKとなります。

と照参を表下はていつに）重荷載積（重荷業作、おな 　　
して下さい。ただし、同時積載荷重は２層までとして
下さい。

組足場１スパンあたりの積載荷重
枠組足場の種類 建枠の幅（㎜） 作業床の幅（㎜） 積載荷重

標準枠組足場

1219
1200

1000
（500幅の踏板２枚）

4900N
（500㎏）

914
900

740
（500と240幅の踏板）

3620N
（370㎏）

簡易枠組足場 610
600

500
（500幅の踏板１枚）

2450N
（250㎏）

２．水平荷重
①風荷重
足場の風荷重に対する安全性の検討については、
（社）仮設工業会編『改訂・風荷重に対する足場の
技術指針』をご覧下さい。

②風荷重以外の水平荷重
足場の水平方向の安定性については、風荷重以外に
鉛直荷重により座屈をする場合に発生する水平力に
相当する水平荷重を設定します。枠組足場の場合、
この水平荷重として鉛直荷重の2.5％の値をとるこ
とが勧められています。風荷重による検討以外に上
記の水平荷重に対しても壁つなぎ、水平構等が安全
であれば、足場の水平方向の安全性は十分であると
いえます。

３．足場部材の許容強度
照参を表の頁次はていつに度強容許の々個の材部場足 　　

にして下さい。

■階　段

■墜落及び落下物防護

■足場に架かる荷重
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品 名 単 位 重量（㎏）

作 業 員 １人 80

タ イ ル 108×60㎜
140枚入り１個 18

水 入 り 石 油 か ん １かん 20
モ ル タ ル 舟 モルタル入り１個 200
セ メ ン ト １袋 40
ベ ン ト ナ イ ト １袋 25
重量コンクリートブロック 厚さ19㎝　１個 20

単 管
外径 48.6㎜
肉厚 2.4㎜

1.8ｍ　１本 4.9
2.7ｍ　１本 7.4
3.6ｍ　１本 9.8
4.5ｍ　１本 12.3

パ イ プ サ ポ ー ト
長尺　１本 15
定尺　１本 13
短尺　１本 10

合 板 ベ ニ ア 厚さ12㎜
900×1800　１枚 10.5

合 板 足 場 板
（ 単 位 ㎝ ）

2.5×24×400　１枚 16
2.8×24×400　１枚 18
2.8×30×400　１枚 23
3.0×24×400　１枚 24
3.0×30×400　１枚 28

木 材（ ま つ ） １ｍ３ 500

バ イ ブ レ ー タ ー HVNF600
MVIGMN56

37.8
44.2

（注） ：繊維方向　　：繊維方向に直角
度力応げ曲容許の期中： ＊ 

種　　　類
ヤング率
Ｅ　N/cm2
（㎏ /cm2）

許容曲げ応力度
fb　N/cm3
（㎏ /cm2）

断面二次
モーメント
l（cm4）

断面係数
Z（cm3）

型枠用合板

12㎜（５）（積層数） 6.86×105（7×104）
1.96×105（2×104）

2350（240）
1170（120） 0.144 0.24

15㎜（５以上） 6.37×105（6.5×104）
2.45×105（2.5×104）

2350（240）
1170（120） 0.281 0.375

18㎜（７以上） 5.88×105（6×104）
2.94×105（3×104）

2350（240）
1170（120） 0.486 0.54

棧木

24×48
（べいつが）

6.86×105（7×104）
2.45×105（2.5×104） 1030（105） lx＝22.12

lY＝5.53
Zx＝9.22
ZY＝4.61

30×60
（べいつが）

6.86×105（7×104）
2.45×105（2.5×104） 1030（105） lx＝54.0

lY＝13.5
Zx＝18.0
ZY＝9.00

端太角 105×105
（べいつが）

6.86×105（7×104）
2.45×105（2.5×104） 1030（105） 1012.9 192.9

単管 φ48.6×2.4 STK500 2.06×107（2.1×106） 23500（2400） 9.32 3.83

角形鋼管
100×100×3.2

60×60×2.3
STKR400 2.06×107（2.1×106） 19600※（2000） 187

28.3
37.5
9.44

アルバタ
45×45×2.5
50×50×2.5
60×60×2.5

A6061S・T6 6.86×106（7×105） 17600※（1800）
11.56
17.82
30.01

5.14
7.13
10.00

軽量形鋼
60×30×10×2.3

60×30×2.3
SSC400 2.06×107（2.1×106） 19600※（2000） lx＝15.6

lY＝14.2
Zx＝5.20
ZY＝4.72

■工事用材料等の標準重量表

■支保工工事材料の特性

〔 〕
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、し用使をのもるす合適に組枠、は段階るなと備設降昇 ．１
２～３スパンに渡って架設して下さい。

001～09、てっ沿に材持支の段階はに側外の段階 ．２ 
㎝の高さに手摺りを設けて下さい。（内側にはステッ
プガードを設置）

１．枠組足場からの墜落防止対策
①足場と建物の間隔を30㎝以下として下さい。もし
30㎝を超える場合には、足場２層ごとに水平ネッ
トフレーム等を取付けて下さい。
②建枠には階段部等を除き、建枠の幅とほぼ同じ幅の
踏板を敷き並べて下さい。なお、踏板どうしのスキ
マは３㎝以下として下さい。

③足場各面のコーナー部についても、作業床にスキマ
がないようにして下さい。

④垂直部分からの墜落防止のため、手摺り、ネットフ
レーム、シート等を設けて下さい。特に、次の箇所
には必ず手摺り等を設けて下さい。…階段・さん橋
部、足場のコーナー部、足場各面のつき当たり部、
足場の最上層等。

２．枠組足場からの落下物防止対策
、めたるす止防をのるす下落が等材資、具工らか場足 　　

外側にメッシュシート、帆布シート、垂直ネットフレ
ーム（養生枠）、朝顔、等を設けて下さい。なお、帆
布シート、防音パネル、ネットフレーム等を取付ける
場合には、足場に対する風荷重や鉛直荷重の面で、か
なり条件が悪化しますので十分検討の上、その対策を
講じて下さい。

１．鉛直荷重
。すで重荷業作と重自の場足、は重荷直鉛るか架に場足 　　

基本的には、これが使用する建枠の許容強度以下であ
ればOKとなります。

と照参を表下はていつに）重荷載積（重荷業作、おな 　　
して下さい。ただし、同時積載荷重は２層までとして
下さい。

組足場１スパンあたりの積載荷重
枠組足場の種類 建枠の幅（㎜） 作業床の幅（㎜） 積載荷重

標準枠組足場

1219
1200

1000
（500幅の踏板２枚）

4900N
（500㎏）

914
900

740
（500と240幅の踏板）

3620N
（370㎏）

簡易枠組足場 610
600

500
（500幅の踏板１枚）

2450N
（250㎏）

２．水平荷重
①風荷重
足場の風荷重に対する安全性の検討については、
（社）仮設工業会編『改訂・風荷重に対する足場の
技術指針』をご覧下さい。

②風荷重以外の水平荷重
足場の水平方向の安定性については、風荷重以外に
鉛直荷重により座屈をする場合に発生する水平力に
相当する水平荷重を設定します。枠組足場の場合、
この水平荷重として鉛直荷重の2.5％の値をとるこ
とが勧められています。風荷重による検討以外に上
記の水平荷重に対しても壁つなぎ、水平構等が安全
であれば、足場の水平方向の安全性は十分であると
いえます。

３．足場部材の許容強度
照参を表の頁次はていつに度強容許の々個の材部場足 　　

にして下さい。

■階　段

■墜落及び落下物防護

■足場に架かる荷重
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品 名 単 位 重量（㎏）

作 業 員 １人 80

タ イ ル 108×60㎜
140枚入り１個 18

水 入 り 石 油 か ん １かん 20
モ ル タ ル 舟 モルタル入り１個 200
セ メ ン ト １袋 40
ベ ン ト ナ イ ト １袋 25
重量コンクリートブロック 厚さ19㎝　１個 20

単 管
外径 48.6㎜
肉厚 2.4㎜

1.8ｍ　１本 4.9
2.7ｍ　１本 7.4
3.6ｍ　１本 9.8
4.5ｍ　１本 12.3

パ イ プ サ ポ ー ト
長尺　１本 15
定尺　１本 13
短尺　１本 10

合 板 ベ ニ ア 厚さ12㎜
900×1800　１枚 10.5

合 板 足 場 板
（ 単 位 ㎝ ）

2.5×24×400　１枚 16
2.8×24×400　１枚 18
2.8×30×400　１枚 23
3.0×24×400　１枚 24
3.0×30×400　１枚 28

木 材（ ま つ ） １ｍ３ 500

バ イ ブ レ ー タ ー HVNF600
MVIGMN56

37.8
44.2

（注） ：繊維方向　　：繊維方向に直角
度力応げ曲容許の期中： ＊ 

種　　　類
ヤング率
Ｅ　N/cm2
（㎏ /cm2）

許容曲げ応力度
fb　N/cm3
（㎏ /cm2）

断面二次
モーメント
l（cm4）

断面係数
Z（cm3）

型枠用合板

12㎜（５）（積層数） 6.86×105（7×104）
1.96×105（2×104）

2350（240）
1170（120） 0.144 0.24

15㎜（５以上） 6.37×105（6.5×104）
2.45×105（2.5×104）

2350（240）
1170（120） 0.281 0.375

18㎜（７以上） 5.88×105（6×104）
2.94×105（3×104）

2350（240）
1170（120） 0.486 0.54

棧木

24×48
（べいつが）

6.86×105（7×104）
2.45×105（2.5×104） 1030（105） lx＝22.12

lY＝5.53
Zx＝9.22
ZY＝4.61

30×60
（べいつが）

6.86×105（7×104）
2.45×105（2.5×104） 1030（105） lx＝54.0

lY＝13.5
Zx＝18.0
ZY＝9.00

端太角 105×105
（べいつが）

6.86×105（7×104）
2.45×105（2.5×104） 1030（105） 1012.9 192.9

単管 φ48.6×2.4 STK500 2.06×107（2.1×106） 23500（2400） 9.32 3.83

角形鋼管
100×100×3.2

60×60×2.3
STKR400 2.06×107（2.1×106） 19600※（2000） 187

28.3
37.5
9.44

アルバタ
45×45×2.5
50×50×2.5
60×60×2.5

A6061S・T6 6.86×106（7×105） 17600※（1800）
11.56
17.82
30.01

5.14
7.13
10.00

軽量形鋼
60×30×10×2.3

60×30×2.3
SSC400 2.06×107（2.1×106） 19600※（2000） lx＝15.6

lY＝14.2
Zx＝5.20
ZY＝4.72

■工事用材料等の標準重量表

■支保工工事材料の特性

〔 〕
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S G 3444　一般構造用炭素鋼鋼管の寸法及び重量STK400、500JI

外径
㎜

厚さ
㎜

重量
㎏ /m

断面性能
断面積
cm2

断面二次
モーメントcm4

断面係数
cm3（Z）

断面二次
半径 i ㎝

21.7 2.0 0.972 1.238 0.607 0.560 0.700
27.2 2.0 1.24 1.583 1.26 0.930 0.890

2.3 1.41 1.799 1.41 1.03 0.880
34.0 2.3 1.80 2.291 2.89 1.70 1.12
42.7 2.3 2.29 2.919 5.97 2.80 1.43

2.5 2.49 3.157 6.40 3.00 1.42
2.8 2.76 3.510 7.02 3.29 1.41

48.6 2.3 2.63 3.345 8.99 3.70 1.64
2.5 2.84 3.621 9.65 3.97 1.63
2.8 3.16 4.029 10.6 4.36 1.62
3.2 3.58 4.564 11.8 4.86 1.61

60.5 2.3 3.30 4.205 17.8 5.90 2.06
3.2 4.52 5.760 23.7 7.84 2.03
4.0 5.57 7.100 28.5 9.41 2.00

76.3 2.8 5.08 6.465 43.7 11.5 2.60
3.2 5.77 7.349 49.2 12.9 2.59
4.0 7.13 9.085 59.5 15.6 2.56

89.1 2.8 5.96 7.591 70.7 15.9 3.05
3.2 6.78 8.636 79.8 17.9 3.04
4.0 8.39 10.69 97.0 21.8 3.01

101.6 3.2 7.76 9.892 120 23.6 3.48
4.0 9.63 12.26 146 28.8 3.45
5.0 11.9 15.17 177 34.9 3.42

114.3 3.2 8.77 11.17 172 30.2 3.93
3.6 9.83 12.52 193 33.6 3.92
4.5 12.2 15.52 234 41.0 3.89
5.6 15.0 19.12 283 49.6 3.85

139.8 3.6 12.1 15.40 357 51.1 4.82
4.0 13.4 17.07 394 56.3 4.80
4.5 15.0 19.13 438 62.7 4.79
6.0 19.8 25.22 566 80.9 4.74

165.2 4.5 17.8 22.72 734 88.9 5.68
5.0 19.8 25.16 808 97.8 5.67
6.0 23.6 30.01 952 115 5.63
7.0 27.3 34.79 109×10 132 5.60

190.7 4.5 20.7 26.32 114×10 120 6.59
5.0 22.9 29.17 126×10 132 6.57
6.0 27.3 34.82 149×10 156 6.53
7.0 31.7 40.40 171×10 179 6.50

JIS G 3466
1. 正方形　　一般構造用角形鋼管の寸法及び重量　STKR400、490

辺の長さ
Ａ×Ｂ
㎜

厚さ
ｔ
㎜

重量
㎏ /m

断面性能
断面積 断面二次

モーメント
断面係数 断面二次

半径
cm2 cm4

lx,lY
cm3
Zx,ZY

cm
ix,iY

40×40 1.6   1.88   2.392     5.79   2.90 1.56
40×40 2.3   2.62   3.332     7.73   3.86 1.52
50×50 1.6   2.38   3.032   11.7   4.68 1.96
50×50 2.3   3.34   4.252   15.9   6.34 1.93
50×50 3.2   4.50   5.727   20.4   8.16 1.89
60×60 1.6   2.88   3.672   20.7   6.89 2.37
60×60 2.3   4.06   5.172   28.3   9.44 2.34
60×60 3.2   5.50   7.007   36.9 12.3 2.30
75×75 1.6   3.64   4.632   41.3 11.0 2.99
75×75 2.3   5.14   6.552   57.1 15.2 2.95
75×75 3.2   7.01   8.927   75.5 20.1 2.91
75×75 4.5   9.55 12.17   98.6 26.3 2.85
80×80 2.3   5.50   7.012   69.9 17.5 3.16
80×80 3.2   7.51   9.567   92.7 23.2 3.11
80×80 4.5 10.3 13.07 122 30.4 3.05
90×90 2.3   6.23   7.932 101 22.4 3.56
90×90 3.2   8.51 10.85 135 29.9 3.52
100×100 2.3   6.95   8.852 140 27.9 3.97
100×100 3.2   9.52 12.13 187 37.5 3.93
100×100 4.0 11.7 14.95 226 45.3 3.89
100×100 4.5 13.1 16.67 249 49.9 3.87
100×100 6.0 17.0 21.63 311 62.3 3.79
100×100 9.0 24.1 30.67 408 81.6 3.65
100×100 12.0 30.2 38.53 471 94.3 3.50

■鋼管の種類と性能

形状
積
面
断

量
重
位
単

径
半
次
二
面
断

数
係
面
断

寸法

製品名・形状
法
寸
称
呼 ㎜ ㎜ cm2 ㎏ /m cm4 cm cm3

A B a lx lY ix iY Zx ZY

木材〔バタ角〕
90□

85 85 72.25 5.78 453.0 2.453 102.3

90 90 81.00 6.48 546.7 2.598 121.5

100
□

97 97 94.09 7.53 737.7 2.800 152.1

100 100 100.0 8.00 833.3 2.886 166.6

105
□

103 103 106.1 8.49 937.9 2.973 182.1

105 105 110.3 8.82 1.012 3.031 192.9

120
□

115 115 132.3 10.58 1.457 3.319 253.4

120 120 144.0 11.52 1.728 3.464 288.0

150
□

145 145 210.3 16.82 3.683 4.185 508.1

150 150 225.0 18.00 4.218 4.330 562.5

木材〔棧木〕 60 30 18.00 1.44 54.00 13.50 1.732 0.866 18.00 9.000

50 27 13.50 1.08 28.12 8.201 1.443 0.779 11.25 6.075

50 25 12.50 1.00 26.04 6.510 1.443 0.721 10.41 5.208

48 24 11.52 0.92 22.11 5.529 1.385 0.692 9.216 4.608

木材〔タル木〕 45 40 18.00 1.44 30.37 24.00 1.299 1.154 13.50 12.0

45 36 16.20 1.30 27.33 17.49 1.299 1.039 12.15 9.720

40 36 14.40 1.15 19.20 15.55 1.154 1.039 9.600 8.640

40 30 12.00 0.96 16.00 9.000 1.154 0.866 8.000 6.000

合板パネル
（厚さＡ：12㎜）

12 600 72 3.96 8.64 0.346 14.4

12 900 108 5.94 12.96 0.346 21.6

12 1000 120 6.60 14.40 0.346 24.0

12 1800 216 11.88 25.92 0.346 43.2

12 2000 240 13.20 28.80 0.346 48.0

■木材の断面性能表

■一般的に用いられる鋼材の性能 ［単位重量は比重木材0.8　合板0.55で表示］

部　材
断面積
（cm2）

単位
重量

（㎏ /m）

断面二次モーメント
（cm4）

断面二次半径
（cm）

断面係数
（cm3）

lx lY lx lY Zx ZY

H-250×250
×9×14

92.18 72.4 10,800 3,650 10.8 6.29 867 292

H-300×300
×10×15

119.8 94.0 20,400 6,750 13.1 7.51 1,360 450

H-350×350
×12×19

173.9 137 40,3009 13,600 15.2 8.84 2,300 776

H-400×400
×13×21

218.7 172 66,600 22,400 17.5 10.1 3,330 1,120

[-150×75
×6.5×10

23.71 18.6 861 117 6.03 2.22 115 22.4

[-200×90
×8×13.5

38.65 30.3 2,490 277 8.02 2.68 249 44.2

[-250×90
×9×13

44.07 34.6 4,180 294 9.74 2.58 334 44.5

[-300×90
×9×13

48.57 38.1 6,440 309 11.5 2.52 429 45.7

L-50×50
×6

5.644 4.43 12.6 12.6 1.50 1.50 3.55 3.55

L-65×65
×6

7.527 5.91 29.4 29.4 1.98 1.98 6.26 6.26

L-75×75
×6

8.727 6.85 46.1 46.1 2.30 2.30 8.47 8.47

L-90×90
×10

17.00 13.3 125 125 2.71 2.71 19.5 19.5

L-100×100
×10

19.00 14.9 175 175 3.04 3.04 24.4 24.4

73

■片持・単純梁の荷重公式

■鋼材の許容応力度　 N/cm2
（㎏ /cm2）…長期 ■木材の許容応力度　 N/cm2

（㎏ /cm2）…繊維方向

◇ 中期許容応力度を採用する場合は上記数値の1.25倍とする。
。るすと倍5.1の値数記上は合場るす用採を度力応容許期短 ◇

。るす算計てし用採を値数の）級つまぞえ、ぎす（値小最、は合場な瞭明不が種材 ◇

片
持
梁

梁 荷重条件 反力R 最大剪断力Qmax 最大たわみδmax最大曲げモーメントQmax

単
純
梁

R＝P Qmax＝P Mmax＝Pℓ δmax＝

R＝P Qmax＝P Mmax＝Pb δmax＝ 3EI
Pℓ3

3EI
Pℓ3

1+ 2b
3a( )

R＝ Qmax＝ Mmax＝ 2 δmax＝ 8Eℓ

R＝ 2 Qmax＝ 2 Mmax＝ 6 δmax＝30EI

R1＝R2＝ 2
P Qmax＝ 2

P Mmax＝ 4 δmax＝48EI
Pℓ3

R1＝ ℓ
Pb

R2＝ ℓ
Pa Qmax＝

ℓ
Pa Mmax＝

ℓ
Pab δmax＝

9 3 Elℓ
Pb ℓ‐b2 2( )3

R1＝R2＝P Qmax＝P Mmax＝ 3 δmax＝ 648EI
23Pℓ3

R1＝R2＝P Qmax＝P Mmax＝Pa δmax＝ 24EI
Pℓ3

ℓ
3a ‐

ℓ3

4a2( )

R1＝R2＝ 2
3P Qmax＝ 2

3P Mmax＝ 2
Pℓ δmax＝ 384EI

19Pℓ3

R1＝R2＝ 2 Qmax＝ 2 Mmax＝ 8
wℓ2

wℓ2

δmax＝ 384EI
5wℓ4

R1＝ 6

R2＝ 3
Qmax＝

3
Mmax＝ 9 3

2
δmax＝0.00653 EI

wℓ4

R1＝R2＝ 2
wb Qmax＝ 2

wb Mmax＝ 8
wb ( ) δmax＝ 384EI

wb b3 2+b3( )

wℓ wℓ
2wℓ

2wℓwℓ

wℓ wℓ

wℓ
wℓ

wℓ

wℓ

Pℓ

Pℓ

4wℓ

4wℓ
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種　　類

SPHC・SPCC

STKR490

STK500

7690（780）

11800（1200）

8820（900）

12700（1300）

13500（1370） ひのき、あかまつ級

すぎ、えぞまつ級

かし

なら、くり級

合板足場板

1180（120）

880（90）

1320（135）

1030（105）

－

1320（135）

1030（105）

1910（195）

1470（150）

1620（165）

103（10.5）

74（7.5）

210（21）

150（15）

－

1320（135）

1030（105）

1910（195）

1470（150）

－

21600（2200）

15700（1600）

23500（2400）

SS400・SSC400
STK400・STKR400

引張り 圧縮 曲げ せん断 種類 引張り 圧縮 曲げ せん断

【安衛則241条に準拠】 【安衛則241条・563条より】

●計算上の留意点
１．強度計算等を行う際の許容応力度のとりかたについては、基本的に上記の表の数値を採用すればOKです。なお、鋼材

の場合には仮設構造物の性質上、中期または短期で計算を行うことがありますので、安全上できるだけ長期の許容応力
度で計算して下さい。

２．実際に計算を行う場合には、同一計算式内の数値の単位【Ｎ、kN（㎏、ton）、ｍ、㎝、㎜】を統一して計算してさい。
３．荷重や応力等のＳＩ単位（Ｎ、kN）と従来単位（㎏、ton）との換算について
　　①従来単位をＳＩ単位に換算するには、１㎏（ton）＝9.80665N（kN）とします。
　　②ＳＩ単位を従来単位に換算するには、１N（kN）＝0.101972㎏（ton）とします。

算式を相互に使用した場合などには、端数の丸め方の関係によって他の項と多少の違いがあったり、その換算式を相
互に使用した場合などには、必ずしも換算値が一致しないことがあります。また、従来単位において荷重や応力等の
単位を本来はkgfとすべきところ、便宜上㎏と表示してありますので、ご了承下さい。

４．型枠支保工の各部材の計算を行う場合には、一般的に許容たわみ量が0.3㎝以内とされています。従って、計算上曲げ
強度には十分余裕があるのに、たわみが大きくなってしまうため根太や大引きの間隔を縮める必要がある、ということ
がよくあります。
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S G 3444　一般構造用炭素鋼鋼管の寸法及び重量STK400、500JI

外径
㎜

厚さ
㎜

重量
㎏ /m

断面性能
断面積
cm2

断面二次
モーメントcm4

断面係数
cm3（Z）

断面二次
半径 i ㎝

21.7 2.0 0.972 1.238 0.607 0.560 0.700
27.2 2.0 1.24 1.583 1.26 0.930 0.890

2.3 1.41 1.799 1.41 1.03 0.880
34.0 2.3 1.80 2.291 2.89 1.70 1.12
42.7 2.3 2.29 2.919 5.97 2.80 1.43

2.5 2.49 3.157 6.40 3.00 1.42
2.8 2.76 3.510 7.02 3.29 1.41

48.6 2.3 2.63 3.345 8.99 3.70 1.64
2.5 2.84 3.621 9.65 3.97 1.63
2.8 3.16 4.029 10.6 4.36 1.62
3.2 3.58 4.564 11.8 4.86 1.61

60.5 2.3 3.30 4.205 17.8 5.90 2.06
3.2 4.52 5.760 23.7 7.84 2.03
4.0 5.57 7.100 28.5 9.41 2.00

76.3 2.8 5.08 6.465 43.7 11.5 2.60
3.2 5.77 7.349 49.2 12.9 2.59
4.0 7.13 9.085 59.5 15.6 2.56

89.1 2.8 5.96 7.591 70.7 15.9 3.05
3.2 6.78 8.636 79.8 17.9 3.04
4.0 8.39 10.69 97.0 21.8 3.01

101.6 3.2 7.76 9.892 120 23.6 3.48
4.0 9.63 12.26 146 28.8 3.45
5.0 11.9 15.17 177 34.9 3.42

114.3 3.2 8.77 11.17 172 30.2 3.93
3.6 9.83 12.52 193 33.6 3.92
4.5 12.2 15.52 234 41.0 3.89
5.6 15.0 19.12 283 49.6 3.85

139.8 3.6 12.1 15.40 357 51.1 4.82
4.0 13.4 17.07 394 56.3 4.80
4.5 15.0 19.13 438 62.7 4.79
6.0 19.8 25.22 566 80.9 4.74

165.2 4.5 17.8 22.72 734 88.9 5.68
5.0 19.8 25.16 808 97.8 5.67
6.0 23.6 30.01 952 115 5.63
7.0 27.3 34.79 109×10 132 5.60

190.7 4.5 20.7 26.32 114×10 120 6.59
5.0 22.9 29.17 126×10 132 6.57
6.0 27.3 34.82 149×10 156 6.53
7.0 31.7 40.40 171×10 179 6.50

JIS G 3466
1. 正方形　　一般構造用角形鋼管の寸法及び重量　STKR400、490

辺の長さ
Ａ×Ｂ
㎜

厚さ
ｔ
㎜

重量
㎏ /m

断面性能
断面積 断面二次

モーメント
断面係数 断面二次

半径
cm2 cm4

lx,lY
cm3
Zx,ZY

cm
ix,iY

40×40 1.6   1.88   2.392     5.79   2.90 1.56
40×40 2.3   2.62   3.332     7.73   3.86 1.52
50×50 1.6   2.38   3.032   11.7   4.68 1.96
50×50 2.3   3.34   4.252   15.9   6.34 1.93
50×50 3.2   4.50   5.727   20.4   8.16 1.89
60×60 1.6   2.88   3.672   20.7   6.89 2.37
60×60 2.3   4.06   5.172   28.3   9.44 2.34
60×60 3.2   5.50   7.007   36.9 12.3 2.30
75×75 1.6   3.64   4.632   41.3 11.0 2.99
75×75 2.3   5.14   6.552   57.1 15.2 2.95
75×75 3.2   7.01   8.927   75.5 20.1 2.91
75×75 4.5   9.55 12.17   98.6 26.3 2.85
80×80 2.3   5.50   7.012   69.9 17.5 3.16
80×80 3.2   7.51   9.567   92.7 23.2 3.11
80×80 4.5 10.3 13.07 122 30.4 3.05
90×90 2.3   6.23   7.932 101 22.4 3.56
90×90 3.2   8.51 10.85 135 29.9 3.52
100×100 2.3   6.95   8.852 140 27.9 3.97
100×100 3.2   9.52 12.13 187 37.5 3.93
100×100 4.0 11.7 14.95 226 45.3 3.89
100×100 4.5 13.1 16.67 249 49.9 3.87
100×100 6.0 17.0 21.63 311 62.3 3.79
100×100 9.0 24.1 30.67 408 81.6 3.65
100×100 12.0 30.2 38.53 471 94.3 3.50

■鋼管の種類と性能

形状
積
面
断

量
重
位
単

径
半
次
二
面
断

数
係
面
断

寸法

製品名・形状
法
寸
称
呼 ㎜ ㎜ cm2 ㎏ /m cm4 cm cm3

A B a lx lY ix iY Zx ZY

木材〔バタ角〕
90□

85 85 72.25 5.78 453.0 2.453 102.3

90 90 81.00 6.48 546.7 2.598 121.5

100
□

97 97 94.09 7.53 737.7 2.800 152.1

100 100 100.0 8.00 833.3 2.886 166.6

105
□

103 103 106.1 8.49 937.9 2.973 182.1

105 105 110.3 8.82 1.012 3.031 192.9

120
□

115 115 132.3 10.58 1.457 3.319 253.4

120 120 144.0 11.52 1.728 3.464 288.0

150
□

145 145 210.3 16.82 3.683 4.185 508.1

150 150 225.0 18.00 4.218 4.330 562.5

木材〔棧木〕 60 30 18.00 1.44 54.00 13.50 1.732 0.866 18.00 9.000

50 27 13.50 1.08 28.12 8.201 1.443 0.779 11.25 6.075

50 25 12.50 1.00 26.04 6.510 1.443 0.721 10.41 5.208

48 24 11.52 0.92 22.11 5.529 1.385 0.692 9.216 4.608

木材〔タル木〕 45 40 18.00 1.44 30.37 24.00 1.299 1.154 13.50 12.0

45 36 16.20 1.30 27.33 17.49 1.299 1.039 12.15 9.720

40 36 14.40 1.15 19.20 15.55 1.154 1.039 9.600 8.640

40 30 12.00 0.96 16.00 9.000 1.154 0.866 8.000 6.000

合板パネル
（厚さＡ：12㎜）

12 600 72 3.96 8.64 0.346 14.4

12 900 108 5.94 12.96 0.346 21.6

12 1000 120 6.60 14.40 0.346 24.0

12 1800 216 11.88 25.92 0.346 43.2

12 2000 240 13.20 28.80 0.346 48.0

■木材の断面性能表

■一般的に用いられる鋼材の性能 ［単位重量は比重木材0.8　合板0.55で表示］

部　材
断面積
（cm2）

単位
重量

（㎏ /m）

断面二次モーメント
（cm4）

断面二次半径
（cm）

断面係数
（cm3）

lx lY lx lY Zx ZY

H-250×250
×9×14

92.18 72.4 10,800 3,650 10.8 6.29 867 292

H-300×300
×10×15

119.8 94.0 20,400 6,750 13.1 7.51 1,360 450

H-350×350
×12×19

173.9 137 40,3009 13,600 15.2 8.84 2,300 776

H-400×400
×13×21

218.7 172 66,600 22,400 17.5 10.1 3,330 1,120

[-150×75
×6.5×10

23.71 18.6 861 117 6.03 2.22 115 22.4

[-200×90
×8×13.5

38.65 30.3 2,490 277 8.02 2.68 249 44.2

[-250×90
×9×13

44.07 34.6 4,180 294 9.74 2.58 334 44.5

[-300×90
×9×13

48.57 38.1 6,440 309 11.5 2.52 429 45.7

L-50×50
×6

5.644 4.43 12.6 12.6 1.50 1.50 3.55 3.55

L-65×65
×6

7.527 5.91 29.4 29.4 1.98 1.98 6.26 6.26

L-75×75
×6

8.727 6.85 46.1 46.1 2.30 2.30 8.47 8.47

L-90×90
×10

17.00 13.3 125 125 2.71 2.71 19.5 19.5

L-100×100
×10

19.00 14.9 175 175 3.04 3.04 24.4 24.4
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■片持・単純梁の荷重公式

■鋼材の許容応力度　 N/cm2
（㎏ /cm2）…長期 ■木材の許容応力度　 N/cm2

（㎏ /cm2）…繊維方向

◇ 中期許容応力度を採用する場合は上記数値の1.25倍とする。
。るすと倍5.1の値数記上は合場るす用採を度力応容許期短 ◇

。るす算計てし用採を値数の）級つまぞえ、ぎす（値小最、は合場な瞭明不が種材 ◇

片
持
梁

梁 荷重条件 反力R 最大剪断力Qmax 最大たわみδmax最大曲げモーメントQmax

単
純
梁

R＝P Qmax＝P Mmax＝Pℓ δmax＝

R＝P Qmax＝P Mmax＝Pb δmax＝ 3EI
Pℓ3

3EI
Pℓ3

1+ 2b
3a( )

R＝ Qmax＝ Mmax＝ 2 δmax＝ 8Eℓ

R＝ 2 Qmax＝ 2 Mmax＝ 6 δmax＝30EI

R1＝R2＝ 2
P Qmax＝ 2

P Mmax＝ 4 δmax＝48EI
Pℓ3

R1＝ ℓ
Pb

R2＝ ℓ
Pa Qmax＝

ℓ
Pa Mmax＝

ℓ
Pab δmax＝

9 3 Elℓ
Pb ℓ‐b2 2( )3

R1＝R2＝P Qmax＝P Mmax＝ 3 δmax＝ 648EI
23Pℓ3

R1＝R2＝P Qmax＝P Mmax＝Pa δmax＝ 24EI
Pℓ3

ℓ
3a ‐

ℓ3

4a2( )

R1＝R2＝ 2
3P Qmax＝ 2

3P Mmax＝ 2
Pℓ δmax＝ 384EI

19Pℓ3

R1＝R2＝ 2 Qmax＝ 2 Mmax＝ 8
wℓ2

wℓ2

δmax＝ 384EI
5wℓ4

R1＝ 6

R2＝ 3
Qmax＝

3
Mmax＝ 9 3

2
δmax＝0.00653 EI

wℓ4

R1＝R2＝ 2
wb Qmax＝ 2

wb Mmax＝ 8
wb ( ) δmax＝ 384EI

wb b3 2+b3( )

wℓ wℓ
2wℓ

2wℓwℓ

wℓ wℓ

wℓ
wℓ

wℓ

wℓ

Pℓ

Pℓ

4wℓ

4wℓ
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種　　類

SPHC・SPCC

STKR490

STK500

7690（780）

11800（1200）

8820（900）

12700（1300）

13500（1370） ひのき、あかまつ級

すぎ、えぞまつ級

かし

なら、くり級

合板足場板

1180（120）

880（90）

1320（135）

1030（105）

－

1320（135）

1030（105）

1910（195）

1470（150）

1620（165）

103（10.5）

74（7.5）

210（21）

150（15）

－

1320（135）

1030（105）

1910（195）

1470（150）

－

21600（2200）

15700（1600）

23500（2400）

SS400・SSC400
STK400・STKR400

引張り 圧縮 曲げ せん断 種類 引張り 圧縮 曲げ せん断

【安衛則241条に準拠】 【安衛則241条・563条より】

●計算上の留意点
１．強度計算等を行う際の許容応力度のとりかたについては、基本的に上記の表の数値を採用すればOKです。なお、鋼材

の場合には仮設構造物の性質上、中期または短期で計算を行うことがありますので、安全上できるだけ長期の許容応力
度で計算して下さい。

２．実際に計算を行う場合には、同一計算式内の数値の単位【Ｎ、kN（㎏、ton）、ｍ、㎝、㎜】を統一して計算してさい。
３．荷重や応力等のＳＩ単位（Ｎ、kN）と従来単位（㎏、ton）との換算について
　　①従来単位をＳＩ単位に換算するには、１㎏（ton）＝9.80665N（kN）とします。
　　②ＳＩ単位を従来単位に換算するには、１N（kN）＝0.101972㎏（ton）とします。

算式を相互に使用した場合などには、端数の丸め方の関係によって他の項と多少の違いがあったり、その換算式を相
互に使用した場合などには、必ずしも換算値が一致しないことがあります。また、従来単位において荷重や応力等の
単位を本来はkgfとすべきところ、便宜上㎏と表示してありますので、ご了承下さい。

４．型枠支保工の各部材の計算を行う場合には、一般的に許容たわみ量が0.3㎝以内とされています。従って、計算上曲げ
強度には十分余裕があるのに、たわみが大きくなってしまうため根太や大引きの間隔を縮める必要がある、ということ
がよくあります。
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ࢿ
ྉ
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ߟ
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ྉ



品名 型式 寸法 単重
建　　　枠 50

50
50
50
50
50
50
40
40
40
40

80
80
80
80

40
40
40
40

100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
50
50
50
50
50
25
25
25
25
25
50
25
25
25
25
25
25
25
25
25

N-4055B 1219×1700 18.00
N-405 1219×1524 17.00
N-3055A   914×1700 15.00
N-305   914×1524 14.00

N-6117SN   610×1700 11.10
N-4117   410×1700 12.10

ハイタイプ N-4018 1219×1775 18.00
踏　　　板 SKN-6   500×1829 15.30

FPB-0515   500×1524 12.50
FPB-0512   500×1219 11.00
FPB-0509   500×  914   9.00
FPB-0506   500×  610   6.10
SKN-3   240×1829 10.40

FPB-0215   240×1524   7.00
FPB-0212   240×1219   6.00
FPB-0209   240×  914   5.50
FPB-0206   240×  610   3.70
FPB-0418   400×1829 13.20
FPB-0415   400×1524 11.20
FPB-0412   400×1219   9.40
FPB-0409   400×  914   7.40
FPB-0406   400×  610   5.50

筋　　　違 N-14    全長   2198   4.60
N-11 　　　　1952   4.00
N-13 　　　　1724   3.50
N-012 　　　　1524   3.10
N-12 　　　　1363   2.90
N-08 　　　　1928   3.90
N-09 　　　　1099   2.30
N-19 　　　　2045   4.50
N-18 　　　　1777   3.70
N-9 　　　　1642   3.40
N-06 　　　　  863   2.00
N-07 　　　　1293   2.70
N-16S 　　　　1850   3.80
N-16 　　　　1549   3.00
N-16A 　　　　1251   2.40
N-16B 　　　　  956   1.90
N-16C 　　　　  671   1.40

B  ブ レ ス B-14 　　　　2198   6.20
B  ブ レ ス B-11 　　　　1952   5.40
B  ブ レ ス B-13 　　　　1724   4.70
B  ブ レ ス B-012 　　　　1524   4.00
B  ブ レ ス B-12 　　　　1363   3.70
調　節　枠 N-404L 1219×1219 14.50

N-403L 1219×  914 11.60
N-417 1219×  490   8.90
N-304L   914×1219 12.60
N-303L   914×  914   9.80
N-6115S   610×1524 13.00
N-6112S   610×1219 11.00
N-6109S   610×  914 10.90
N-6104S   610×  490   6.00

支保工ブラケット枠 SB-317   914×  490 10.00
SB-303   914×  914 12.40
SB-304   914×1219 14.40
SB-417 1219×  490 12.00
SB-403 1219×  914 14.20
SB-404 1219×1219 16.30

品名 型式 寸法 単重

拡　幅　枠 S-6117 610-  914 17.80
S-3055 914-1219 18.00
S-4117 410-  610 15.5

連 結 ピ ン N-20   0.60

30
30
30
30
30

N-20R   0.60
アームロック N-127A 有効長　509   0.50

N-123 有効長　420   0.50
N-125 有効長　330   0.40
N-126 有効長　739   0.60
N-128 有効長　826   0.70

ジャッキベース N-752 51～ 300   4.10
ロングジャッキベース N-752S 51～ 500   5.40

建枠ベース N-15 枠組用   1.50
U字ベース UB-1   1.50
大　引　受 N-15H   3.30
大引受ジャッキ N-752H 65～ 361   6.00

ダブル大引受ジャッキ ND-752WH 56～ 450   8.20
ロング大引受ジャッキ N-752HS 65～ 500   7.10

アルミ階段 K-3055SA W=450 13.90
階　　　段 K-4117S W=270 21.70
階　　　段 K-3018S ハイタイプ専用 13.9

ステップガード KG-18 階段開口部手摺 15.60
ステアレール KL-25 階段手摺   5.30

コーナーステップ CS-05 500×500   7.40
CS-02 240×500   4.80
CS-05V 変角用   5.30

コーナーガード CG-612 （引掛式）   2.10
CG-612K （クランプ式）   2.80
CG-612A （蝶ネジ式）   2.40

コーナー手摺 CGL-1 10.40
伸縮ブラケット NK-3 300～   500   4.20

NK-5 500～   750   5.40
NK-7 750～ 1000   6.40

先端クランプ NKC-48   0.80 
BKブラケット BK-1306 1400 43.40

BK-1606 1706 49.40
BKアタッチ BK-15A 23.90
鋼製足場板 FG-400C 4.0M 13.50

FG-300C 3.0M 10.90
FG-200C 2.0M   6.70

敷　　　板 WG-420R 4.0M 20.00
WG-200R 2.0M 10.00

敷　　　角 WG-100R   1.00
脚　　　立 KS-30 900   7.80

KS-45 1330 10.50
KS-60 1735 14.00

マイティベース CSR-100D 646-959 11.50
CSR-130D   925-1238 13.20
CSR-150D 1204-1493 16.10
CSR-180D 1417-1777 24.40

サ ル 梯 子 NT-170   9.00
NT-240 12.00

10
10
10
10
10
20
20

50
50
10
30
30
30
50

60
60
60

10
10
10
5
5
5
5
10
10

部材重量表例75
※品名の右数字は基準梱包単位。 ※品名の右数字は基準梱包単位。

手　摺　柱 N-25   3.60100

アルミ単梯子 1AX-30 3.0M   6.80
1AX-40 4.0M   8.80

梁　　　枠 N-0136 2スパン用 26.90
N-0154 3スパン用 41.20
N-0173 4スパン用 61.20

梁　枠　受 N-4201 隅梁受   3.00
梁枠ベース NB-12 1219用   6.30

NB-09 914用   5.60
NB-06 610用   4.90
NB-04 410用   4.60

10
10
2
2
2
4

方　　　杖 N-4215   4.804

品名 型式 寸法 単重
手　　　摺 N-31 1829   2.50

N-32 1524   2.10
N-29 1219   1.80
N-27 914   1.10
N-28 610   0.90

下さん(メーターインチ兼用） SS-31 1800～ 1829   1.90
SS-32 1500～ 1524   1.60
SS-29 1200～ 1219   1.30
SS-27 900～ 914   1.00
SS-28 600～ 610   0.70

下さん(インチ専用）
SS-32B 1524   1.57
SS-29B 1219   1.26
SS-27B 914   0.96
SS-28B 610   0.65
H-1619 160-190 0.90

H-2025 200-250   0.91
H-2433 240-330   1.03
H-3249 320-490   1.28
H-4867 480-670   1.57
H-6786 670-860   1.78
H-86105 860-1050   2.07
H-2542A 250-420   1.25
H-3876A 380-760   1.50

単管パイプ（バタ） SP-10 φ48.6×2.4   2.73
単管パイプ（バタ） SP-15 〃   4.10
単管パイプ（ピン） SP-20P 〃   5.46
単管パイプ（ピン） SP-25P 〃   6.83
単管パイプ（ピン） SP-30P 〃   8.19
単管パイプ（ピン） SP-35P 〃   9.56
単管パイプ（ピン） SP-40P 〃 10.92
単管パイプ（ピン） SP-45P 〃 12.29
単管パイプ（ピン） SP-50P 〃 13.65
単管パイプ（ピン） SP-55P 〃 15.02
単管パイプ（ピン） SP-60P 〃 16.38

吊　足　場 FL-1509 1500×990 13.90
片 吊 足 場 FL-0909 　900×990 10.00
吊足場ウマ FL-26D 50.00
トビック TB-1 1260 13.00

TB-2 1260 15.00
TB-4 1430 19.00

スタンション S-1 0-80
0-600

  6.20
NRE   8.00 

  

道 板 受 台 N-600 500×415   9.50
KB-1 1.90

クイックボード KB-624 240 ×1829   8.50
KB-524 　　  ×1524   6.70
KB-424 　　  ×1219   5.60
KB-324 　　  ×914　   4.60

ベランダブリッジ(A) SB-11A 15.20
ベランダブリッジ(B) SB-11B 11.80

手摺枠 SB-12 12.40
根がらみ SB-13   6.80

品名 型式 寸法 単重

M3パーチ
20

CC-48M   1.50
パイプステップ US-60   6.50
手摺枠（A) N-4010A 1219×1000 13.50
手摺枠（B) N-4010B 1219×1000   9.50
梯　子　枠 N-4055L 1219×1700 20.70
アウトリガー OR-0808 800×800 14.00
巾　　　木 SG-12 1200   2.00
巾　　　木 SG-18 1800   4.00
車　　　輪 N-3601B 150   4.60
ジャッキ付車輪 N-3601J 150   5.70
ジャッキ付車輪 N-3602J 200   8.90
外ビーム L-29 2959 27.20
外ビーム L-23 2359 22.10
外ビーム L-18 1809 17.30
内ビーム P-28 2862 30.60
内ビーム P-20 2000 21.40
内ビーム P-14 1435 15.50

ビームハンガー 右側用 枠組取付用   9.00
ビームハンガー 左側用 枠組取付用   9.00
強力サポート CH-18型 1200～ 1850 34.20

CH-24型 1815～ 2470 40.10
CH-32型 1865～ 3270 49.00
CH-40型 2665～ 4070 58.00
CH-50型 3665～ 5070 69.30
CH-60型 4665～ 6070 80.60

強力サポート上柱 CHI-24 1009 12.60
強力サポート上柱 CHI-32 1809 21.50
強力サポート上柱 CHI-40 2609 30.50
強力サポート上柱 CHI-50 3609 41.80
強力サポート上柱 CHI-60 4609 53.10
強力サポート下柱 CHO-09 1011 20.60
強力サポート下柱 CHO-16 1629 26.50

鎖ピン還 PCH-19 19φ×160   1.00
上柱用直交クランプ CF-8248A   1.00
上柱用自在クランプ CU-8248A   1.00
下柱用直交クランプ CF-1148A   1.10
下柱用自在クランプ CU-1148A   1.10
パイプサポート CD-09（2尺） 600～ 886   4.90
パイプサポート CD-14（3尺） 900～ 1486   7.50
パイプサポート CD-21（4尺） 1230～ 2116   9.50
パイプサポート CD-30（6尺） 1820～ 3156 12.80
パイプサポート CD-34（7尺） 2110～ 3446 13.50
パイプサポート CD-39（9尺） 2610～ 3946 14.80
補助サポート CDC-09 900   4.10
補助サポート CDC-12 1200   4.90
補助サポート CDC-15 1500   5.50

根がらみクランプ直交 CD-4860   0.90
根がらみクランプ自在 CD-4860U   0.90
キャッチベース CB-1   8.50

CB-2   9.00
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10
10
10
10
10
10

20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
20
10
15
15
15
15

30
30
30
30
30
30
30
30

100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100

壁つなぎ
H-1824A 180-240   0.8010

10

10
10
10
10
10
10
10
10
50
50
50
50
50
50
50
50
50
50
50

25

80
取 付 金 具

80
80
80

SS-31B 1829   1.88

兼用直交クランプ CF-48A   0.70
兼用自在クランプ CU-48A   0.70
三連クランプ直交
三連クランプ自在

3CF-48
3CU-48

  1.20
  1.20

直線ジョイント N-4820   0.60
単管ベース PN-48   0.80

角丸直交クランプ KF-4860 48.6×60   0.90
角丸自在クランプ KU-4860 48.6×60   0.90

角々直交クランプ KF-6060 60×60   1.00

25
25

30
20
25
25

25

角パイプ（60） S-6010 □-60×2.3   4.06
S-6015 〃   6.09
S-6020 〃   8.12
S-6025 〃 10.15
S-6030 〃 12.18
S-6035 〃 14.21
S-6040 〃 16.24
S-6045 〃 18.27
S-6050 〃 20.3030

※品名の右数字は基準梱包単位。 ※品名の右数字は基準梱包単位。

角々自在クランプ KU-6060 60×60   1.0025
六役キャッチ CC-48AL   1.5020
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品名 型式 寸法 単重
建　　　枠 50

50
50
50
50
50
50
40
40
40
40

80
80
80
80

40
40
40
40

100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
50
50
50
50
50
25
25
25
25
25
50
25
25
25
25
25
25
25
25
25

N-4055B 1219×1700 18.00
N-405 1219×1524 17.00
N-3055A   914×1700 15.00
N-305   914×1524 14.00

N-6117SN   610×1700 11.10
N-4117   410×1700 12.10

ハイタイプ N-4018 1219×1775 18.00
踏　　　板 SKN-6   500×1829 15.30

FPB-0515   500×1524 12.50
FPB-0512   500×1219 11.00
FPB-0509   500×  914   9.00
FPB-0506   500×  610   6.10
SKN-3   240×1829 10.40

FPB-0215   240×1524   7.00
FPB-0212   240×1219   6.00
FPB-0209   240×  914   5.50
FPB-0206   240×  610   3.70
FPB-0418   400×1829 13.20
FPB-0415   400×1524 11.20
FPB-0412   400×1219   9.40
FPB-0409   400×  914   7.40
FPB-0406   400×  610   5.50

筋　　　違 N-14    全長   2198   4.60
N-11 　　　　1952   4.00
N-13 　　　　1724   3.50
N-012 　　　　1524   3.10
N-12 　　　　1363   2.90
N-08 　　　　1928   3.90
N-09 　　　　1099   2.30
N-19 　　　　2045   4.50
N-18 　　　　1777   3.70
N-9 　　　　1642   3.40
N-06 　　　　  863   2.00
N-07 　　　　1293   2.70
N-16S 　　　　1850   3.80
N-16 　　　　1549   3.00
N-16A 　　　　1251   2.40
N-16B 　　　　  956   1.90
N-16C 　　　　  671   1.40

B  ブ レ ス B-14 　　　　2198   6.20
B  ブ レ ス B-11 　　　　1952   5.40
B  ブ レ ス B-13 　　　　1724   4.70
B  ブ レ ス B-012 　　　　1524   4.00
B  ブ レ ス B-12 　　　　1363   3.70
調　節　枠 N-404L 1219×1219 14.50

N-403L 1219×  914 11.60
N-417 1219×  490   8.90
N-304L   914×1219 12.60
N-303L   914×  914   9.80
N-6115S   610×1524 13.00
N-6112S   610×1219 11.00
N-6109S   610×  914 10.90
N-6104S   610×  490   6.00

支保工ブラケット枠 SB-317   914×  490 10.00
SB-303   914×  914 12.40
SB-304   914×1219 14.40
SB-417 1219×  490 12.00
SB-403 1219×  914 14.20
SB-404 1219×1219 16.30

品名 型式 寸法 単重

拡　幅　枠 S-6117 610-  914 17.80
S-3055 914-1219 18.00
S-4117 410-  610 15.5

連 結 ピ ン N-20   0.60

30
30
30
30
30

N-20R   0.60
アームロック N-127A 有効長　509   0.50

N-123 有効長　420   0.50
N-125 有効長　330   0.40
N-126 有効長　739   0.60
N-128 有効長　826   0.70

ジャッキベース N-752 51～ 300   4.10
ロングジャッキベース N-752S 51～ 500   5.40

建枠ベース N-15 枠組用   1.50
U字ベース UB-1   1.50
大　引　受 N-15H   3.30
大引受ジャッキ N-752H 65～ 361   6.00

ダブル大引受ジャッキ ND-752WH 56～ 450   8.20
ロング大引受ジャッキ N-752HS 65～ 500   7.10

アルミ階段 K-3055SA W=450 13.90
階　　　段 K-4117S W=270 21.70
階　　　段 K-3018S ハイタイプ専用 13.9

ステップガード KG-18 階段開口部手摺 15.60
ステアレール KL-25 階段手摺   5.30

コーナーステップ CS-05 500×500   7.40
CS-02 240×500   4.80
CS-05V 変角用   5.30

コーナーガード CG-612 （引掛式）   2.10
CG-612K （クランプ式）   2.80
CG-612A （蝶ネジ式）   2.40

コーナー手摺 CGL-1 10.40
伸縮ブラケット NK-3 300～   500   4.20

NK-5 500～   750   5.40
NK-7 750～ 1000   6.40

先端クランプ NKC-48   0.80 
BKブラケット BK-1306 1400 43.40

BK-1606 1706 49.40
BKアタッチ BK-15A 23.90
鋼製足場板 FG-400C 4.0M 13.50

FG-300C 3.0M 10.90
FG-200C 2.0M   6.70

敷　　　板 WG-420R 4.0M 20.00
WG-200R 2.0M 10.00

敷　　　角 WG-100R   1.00
脚　　　立 KS-30 900   7.80

KS-45 1330 10.50
KS-60 1735 14.00

マイティベース CSR-100D 646-959 11.50
CSR-130D   925-1238 13.20
CSR-150D 1204-1493 16.10
CSR-180D 1417-1777 24.40

サ ル 梯 子 NT-170   9.00
NT-240 12.00

10
10
10
10
10
20
20

50
50
10
30
30
30
50

60
60
60

10
10
10
5
5
5
5
10
10
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※品名の右数字は基準梱包単位。 ※品名の右数字は基準梱包単位。

手　摺　柱 N-25   3.60100

アルミ単梯子 1AX-30 3.0M   6.80
1AX-40 4.0M   8.80

梁　　　枠 N-0136 2スパン用 26.90
N-0154 3スパン用 41.20
N-0173 4スパン用 61.20

梁　枠　受 N-4201 隅梁受   3.00
梁枠ベース NB-12 1219用   6.30

NB-09 914用   5.60
NB-06 610用   4.90
NB-04 410用   4.60

10
10
2
2
2
4

方　　　杖 N-4215   4.804

品名 型式 寸法 単重
手　　　摺 N-31 1829   2.50

N-32 1524   2.10
N-29 1219   1.80
N-27 914   1.10
N-28 610   0.90

下さん(メーターインチ兼用） SS-31 1800～ 1829   1.90
SS-32 1500～ 1524   1.60
SS-29 1200～ 1219   1.30
SS-27 900～ 914   1.00
SS-28 600～ 610   0.70

下さん(インチ専用）
SS-32B 1524   1.57
SS-29B 1219   1.26
SS-27B 914   0.96
SS-28B 610   0.65
H-1619 160-190 0.90

H-2025 200-250   0.91
H-2433 240-330   1.03
H-3249 320-490   1.28
H-4867 480-670   1.57
H-6786 670-860   1.78
H-86105 860-1050   2.07
H-2542A 250-420   1.25
H-3876A 380-760   1.50

単管パイプ（バタ） SP-10 φ48.6×2.4   2.73
単管パイプ（バタ） SP-15 〃   4.10
単管パイプ（ピン） SP-20P 〃   5.46
単管パイプ（ピン） SP-25P 〃   6.83
単管パイプ（ピン） SP-30P 〃   8.19
単管パイプ（ピン） SP-35P 〃   9.56
単管パイプ（ピン） SP-40P 〃 10.92
単管パイプ（ピン） SP-45P 〃 12.29
単管パイプ（ピン） SP-50P 〃 13.65
単管パイプ（ピン） SP-55P 〃 15.02
単管パイプ（ピン） SP-60P 〃 16.38

吊　足　場 FL-1509 1500×990 13.90
片 吊 足 場 FL-0909 　900×990 10.00
吊足場ウマ FL-26D 50.00
トビック TB-1 1260 13.00

TB-2 1260 15.00
TB-4 1430 19.00

スタンション S-1 0-80
0-600

  6.20
NRE   8.00 

  

道 板 受 台 N-600 500×415   9.50
KB-1 1.90

クイックボード KB-624 240 ×1829   8.50
KB-524 　　  ×1524   6.70
KB-424 　　  ×1219   5.60
KB-324 　　  ×914　   4.60

ベランダブリッジ(A) SB-11A 15.20
ベランダブリッジ(B) SB-11B 11.80

手摺枠 SB-12 12.40
根がらみ SB-13   6.80

品名 型式 寸法 単重

M3パーチ
20

CC-48M   1.50
パイプステップ US-60   6.50
手摺枠（A) N-4010A 1219×1000 13.50
手摺枠（B) N-4010B 1219×1000   9.50
梯　子　枠 N-4055L 1219×1700 20.70
アウトリガー OR-0808 800×800 14.00
巾　　　木 SG-12 1200   2.00
巾　　　木 SG-18 1800   4.00
車　　　輪 N-3601B 150   4.60
ジャッキ付車輪 N-3601J 150   5.70
ジャッキ付車輪 N-3602J 200   8.90
外ビーム L-29 2959 27.20
外ビーム L-23 2359 22.10
外ビーム L-18 1809 17.30
内ビーム P-28 2862 30.60
内ビーム P-20 2000 21.40
内ビーム P-14 1435 15.50

ビームハンガー 右側用 枠組取付用   9.00
ビームハンガー 左側用 枠組取付用   9.00
強力サポート CH-18型 1200～ 1850 34.20

CH-24型 1815～ 2470 40.10
CH-32型 1865～ 3270 49.00
CH-40型 2665～ 4070 58.00
CH-50型 3665～ 5070 69.30
CH-60型 4665～ 6070 80.60

強力サポート上柱 CHI-24 1009 12.60
強力サポート上柱 CHI-32 1809 21.50
強力サポート上柱 CHI-40 2609 30.50
強力サポート上柱 CHI-50 3609 41.80
強力サポート上柱 CHI-60 4609 53.10
強力サポート下柱 CHO-09 1011 20.60
強力サポート下柱 CHO-16 1629 26.50

鎖ピン還 PCH-19 19φ×160   1.00
上柱用直交クランプ CF-8248A   1.00
上柱用自在クランプ CU-8248A   1.00
下柱用直交クランプ CF-1148A   1.10
下柱用自在クランプ CU-1148A   1.10
パイプサポート CD-09（2尺） 600～ 886   4.90
パイプサポート CD-14（3尺） 900～ 1486   7.50
パイプサポート CD-21（4尺） 1230～ 2116   9.50
パイプサポート CD-30（6尺） 1820～ 3156 12.80
パイプサポート CD-34（7尺） 2110～ 3446 13.50
パイプサポート CD-39（9尺） 2610～ 3946 14.80
補助サポート CDC-09 900   4.10
補助サポート CDC-12 1200   4.90
補助サポート CDC-15 1500   5.50

根がらみクランプ直交 CD-4860   0.90
根がらみクランプ自在 CD-4860U   0.90
キャッチベース CB-1   8.50

CB-2   9.00
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100
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壁つなぎ
H-1824A 180-240   0.8010

10

10
10
10
10
10
10
10
10
50
50
50
50
50
50
50
50
50
50
50

25

80
取 付 金 具

80
80
80

SS-31B 1829   1.88

兼用直交クランプ CF-48A   0.70
兼用自在クランプ CU-48A   0.70
三連クランプ直交
三連クランプ自在

3CF-48
3CU-48

  1.20
  1.20

直線ジョイント N-4820   0.60
単管ベース PN-48   0.80

角丸直交クランプ KF-4860 48.6×60   0.90
角丸自在クランプ KU-4860 48.6×60   0.90

角々直交クランプ KF-6060 60×60   1.00

25
25

30
20
25
25

25

角パイプ（60） S-6010 □-60×2.3   4.06
S-6015 〃   6.09
S-6020 〃   8.12
S-6025 〃 10.15
S-6030 〃 12.18
S-6035 〃 14.21
S-6040 〃 16.24
S-6045 〃 18.27
S-6050 〃 20.3030

※品名の右数字は基準梱包単位。 ※品名の右数字は基準梱包単位。

角々自在クランプ KU-6060 60×60   1.0025
六役キャッチ CC-48AL   1.5020
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品名 型式 寸法 単重

S-6070 〃 28.42
S-6080 〃 32.48

角パイプ（100） S-1010 □-100×3.2   9.52
S-1015 〃 14.28
S-1020 〃 19.04
S-1025 〃 23.80
S-1030 〃 28.56
S-1035 〃 33.32
S-1040 〃 38.08
S-1045 〃 42.84
S-1050 〃 47.60
S-1055 〃 52.36
S-1060 〃 57.12
S-1070 〃 66.64

ハッチ付布板 ALT-518S 1829×500 13.50
ハッチ付用梯子 ALT-518K 専用ハシゴ   4.00
固 定 金 具 ST-1A セーフティーレール   3.80
手　摺　柱 ST-2A 〃   6.40

コーナー用手摺柱 ST-2S 〃   7.10
伸 縮 手 摺 ST-3A 〃   2.90

調整用伸縮手摺 ST-3S 〃   8.50

フレームL+  (斜材） ALA1LSN アルミ朝顔（直線） 10.70
固 定 金 具 ST-10A 3.70(ミヤコ式)

フレームR+  (斜材） ALA2RSN 〃 10.70
万能板受け（上） ALA318A 〃   4.60
万能板受け（下） ALA418M 〃   5.00
万能版押え ALA518B 〃   1.80
振 れ 止 め ALA618A 〃   2.10

フレーム受け金具 ALA7N 〃   2.90
FRP製万能版 ALAF1A 〃   5.00
サイドフレームL ALAC1LM アルミ朝顔（コーナー）   9.50
サイドフレームＲ ALAC2RM 〃   9.50
センターフレーム ALAC3SN 〃 19.10
万能版押え（上） ALAC4N 〃   2.30
振れ止めA ALAC5A 〃   1.70
振れ止めB ALAC6A 〃   1.90

隅フレーム受け金具 ALAC7N 〃   9.50
FRP製万能版　小 ALAF21A 〃   3.00
FRP製万能版　中 ALAF22B 〃   5.00
FRP製万能版　大 ALAF23C 〃   8.00
妻側フレーム受け金具 ALA7TN アルミ朝顔（妻側）   3.00

養　生　枠 L-8 11.00
養生クランプ
LBマット

L-4855A              兼用     0.40
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LB-4520　 　 　 6.20

※品名の右数字は基準梱包単位。

S-6055 〃 22.3330
S-6060 〃 24.3630

総　則

１・１　主旨
本基準は、仮設構造物の安全性を確保するため、経年仮設機材に対し行う管理について規定する。経年仮設機材とは、現場
等で使用したことのある次の仮設機材のことをいう。

き付床、くわ布、いか筋さ交、）。む含をトンイョジ柱脚（くわ建、トーポサグンイウ、トーポサ助補、トーポサプイパ ）1（
布わく、持送りわく、布板一側足場用の布板及びその支持金具、移動式足場用の建わく及び脚輪、壁つなぎ用金具、ジ
ャッキ型ベース金具、つりチェーン及びつりわく

メ、立脚製金合ムウニミルア、トーポサ梁切、板場足製属金、立脚製鋼、トスポドーガ、トッネ全安、ムーレフトッネ ）2（
ッシュシート、ピボット型ベース金具、鉄骨用クランプ及びつりチェーン用クランプ

１・３　選別
（1）選別は、経年仮設機材について、変形、損傷、さび等の程度により、次の四階級に区分するため行うものとする。

イ．Ａ級…変形、損傷及びさび等のいずれもが、わずかなもの。
ロ．Ｂ級…変形又は損傷等がある程度あるもの。
ハ．Ｃ級…さびがかなりあるもの。一定期間を超えて使用するもの。
ニ．Ｄ級…変形、損傷又はさび等のいずれかが著しいもの。

（2）選別後の取扱いは、次の各号によるものとする。
イ．Ａ級…整備を行い再使用する。
ロ．Ｂ級…修理（部品交換を含む。）及び整備を行い、再使用する。
ハ．Ｃ級…性能試験により、再使用の可否を決定し、可であれば修理及び整備を行い再使用し、否であれば廃棄する。
ニ．Ｄ級…廃棄する。

（3）選別の時期は、原則として次のとおりとする。
イ．現場から保管場へ返却されたとき。
ロ．現場から他の現場へ移送しようとするとき。
ハ．保管場で長期間経過したものを出荷しようとするとき。

１・４　整備
（1）整備は、機材をいつでも使用できる状態に保持するため行うものとする。
（2）整備の内容は、コンクリート等の付着物の除去、注油等とする。
（3）整備は、選別の結果、再使用できると判定されたものに対し、例外なく、かつ、すみやかに行うものとする。

１・５　修理
（2）修理は、機材を再使用可能な状態に復元させるため、行うものとする。
（2）修理の内容は、変形（曲がり、へこみ、反り等）の矯正、部分的損傷部の再溶接、再塗装、再メッキ、部品交換等とする。

かやみす、つか、くな外例、てし対にのもたれさ定判とるす要を理修めたの用使再、果結の験試能性は又別選、は理修 ）3（
に行うものとする。

１・７　廃棄
（1）選別又は性能試験により、再使用否と判定されたものは、廃棄するものとする。
（2）前記（1）に基づき廃棄と判定されたものは、その旨の確認が容易であるための表示を行うものとする。

経年仮設機材の管理に関する技術基準抜粋 78

෦
材
ॏ
ྔ
表
ྫ

ܦ
೥
仮
設
機
材
の
؅
ཧ
ʹ
ؔ
͢
Δ
ٕ
ज़
ج
४
ൈ
ਮ



品名 型式 寸法 単重

S-6070 〃 28.42
S-6080 〃 32.48

角パイプ（100） S-1010 □-100×3.2   9.52
S-1015 〃 14.28
S-1020 〃 19.04
S-1025 〃 23.80
S-1030 〃 28.56
S-1035 〃 33.32
S-1040 〃 38.08
S-1045 〃 42.84
S-1050 〃 47.60
S-1055 〃 52.36
S-1060 〃 57.12
S-1070 〃 66.64

ハッチ付布板 ALT-518S 1829×500 13.50
ハッチ付用梯子 ALT-518K 専用ハシゴ   4.00
固 定 金 具 ST-1A セーフティーレール   3.80
手　摺　柱 ST-2A 〃   6.40

コーナー用手摺柱 ST-2S 〃   7.10
伸 縮 手 摺 ST-3A 〃   2.90

調整用伸縮手摺 ST-3S 〃   8.50

フレームL+  (斜材） ALA1LSN アルミ朝顔（直線） 10.70
固 定 金 具 ST-10A 3.70(ミヤコ式)

フレームR+  (斜材） ALA2RSN 〃 10.70
万能板受け（上） ALA318A 〃   4.60
万能板受け（下） ALA418M 〃   5.00
万能版押え ALA518B 〃   1.80
振 れ 止 め ALA618A 〃   2.10

フレーム受け金具 ALA7N 〃   2.90
FRP製万能版 ALAF1A 〃   5.00
サイドフレームL ALAC1LM アルミ朝顔（コーナー）   9.50
サイドフレームＲ ALAC2RM 〃   9.50
センターフレーム ALAC3SN 〃 19.10
万能版押え（上） ALAC4N 〃   2.30
振れ止めA ALAC5A 〃   1.70
振れ止めB ALAC6A 〃   1.90

隅フレーム受け金具 ALAC7N 〃   9.50
FRP製万能版　小 ALAF21A 〃   3.00
FRP製万能版　中 ALAF22B 〃   5.00
FRP製万能版　大 ALAF23C 〃   8.00
妻側フレーム受け金具 ALA7TN アルミ朝顔（妻側）   3.00

養　生　枠 L-8 11.00
養生クランプ
LBマット

L-4855A              兼用     0.40
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※品名の右数字は基準梱包単位。

S-6055 〃 22.3330
S-6060 〃 24.3630

総　則

１・１　主旨
本基準は、仮設構造物の安全性を確保するため、経年仮設機材に対し行う管理について規定する。経年仮設機材とは、現場
等で使用したことのある次の仮設機材のことをいう。

き付床、くわ布、いか筋さ交、）。む含をトンイョジ柱脚（くわ建、トーポサグンイウ、トーポサ助補、トーポサプイパ ）1（
布わく、持送りわく、布板一側足場用の布板及びその支持金具、移動式足場用の建わく及び脚輪、壁つなぎ用金具、ジ
ャッキ型ベース金具、つりチェーン及びつりわく

メ、立脚製金合ムウニミルア、トーポサ梁切、板場足製属金、立脚製鋼、トスポドーガ、トッネ全安、ムーレフトッネ ）2（
ッシュシート、ピボット型ベース金具、鉄骨用クランプ及びつりチェーン用クランプ

１・３　選別
（1）選別は、経年仮設機材について、変形、損傷、さび等の程度により、次の四階級に区分するため行うものとする。

イ．Ａ級…変形、損傷及びさび等のいずれもが、わずかなもの。
ロ．Ｂ級…変形又は損傷等がある程度あるもの。
ハ．Ｃ級…さびがかなりあるもの。一定期間を超えて使用するもの。
ニ．Ｄ級…変形、損傷又はさび等のいずれかが著しいもの。

（2）選別後の取扱いは、次の各号によるものとする。
イ．Ａ級…整備を行い再使用する。
ロ．Ｂ級…修理（部品交換を含む。）及び整備を行い、再使用する。
ハ．Ｃ級…性能試験により、再使用の可否を決定し、可であれば修理及び整備を行い再使用し、否であれば廃棄する。
ニ．Ｄ級…廃棄する。

（3）選別の時期は、原則として次のとおりとする。
イ．現場から保管場へ返却されたとき。
ロ．現場から他の現場へ移送しようとするとき。
ハ．保管場で長期間経過したものを出荷しようとするとき。

１・４　整備
（1）整備は、機材をいつでも使用できる状態に保持するため行うものとする。
（2）整備の内容は、コンクリート等の付着物の除去、注油等とする。
（3）整備は、選別の結果、再使用できると判定されたものに対し、例外なく、かつ、すみやかに行うものとする。

１・５　修理
（2）修理は、機材を再使用可能な状態に復元させるため、行うものとする。
（2）修理の内容は、変形（曲がり、へこみ、反り等）の矯正、部分的損傷部の再溶接、再塗装、再メッキ、部品交換等とする。

かやみす、つか、くな外例、てし対にのもたれさ定判とるす要を理修めたの用使再、果結の験試能性は又別選、は理修 ）3（
に行うものとする。

１・７　廃棄
（1）選別又は性能試験により、再使用否と判定されたものは、廃棄するものとする。
（2）前記（1）に基づき廃棄と判定されたものは、その旨の確認が容易であるための表示を行うものとする。
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品　　名 型　式／重　量 数量 品　　名 型　式／重　量 数量

建枠（W＝1219） B/18kgN-4055 梁枠（3スパン） N0154/41.2kg

　〃（W＝914） N-3055 A/15kg 梁枠（2スパン） N0136/26.9kg

　〃（W＝610） N-6117SN/11.1kg 梁枠ベース NB　（　　　 kg）

踏板（500×1829） SKN-6/15.3kg 梁枠受 N4201/3kg

　　〃（500×1524） FPB-0515/12.5kg 方杖 N4215/4.8kg

　　〃（500×1219） FPB-0512/11kg 単管ベース PN48/0.8kg

　　〃（500×914） FPB-0509/9kg 単管ジョイント N4820/0.6kg

　　〃（500×610） FPB-0506/6.1kg 単管クランプ（直交） CF48A/0.7kg

踏板（240×1829） SKN-3/10.4kg 単管クランプ（自在） CU48A/0.7kg

　　〃（240×1524） FPB-0215/7kg 伸縮ブラケット NK3/4.2kg

　　〃（240×1219） FPB-0212/6kg 〃 NK5/5.4kg

　　〃（240×914） FPB-0209/5.5kg 〃 NK7/6.4kg

　　〃（240×610） FPB-0206/3.7kg 先端クランプ NKC48/0.8kg

交差筋違（1829） N-14/4.6kg 単管パイプ（バタ） SP10/2.73kg

　　　  〃　 （1524） N-11/4kg 〃 SP15/4.1kg

　　　  〃　 （1219） N-13/3.5kg 単管パイプ（ピン） SP20P/5.46kg

　　　  〃　 （914） N-012/3.1kg 〃 SP25P/6.83kg

　　　  〃　 （610） N-12/2.9kg 〃 SP30P/8.19kg

Bブレス（1829） B-14/6.2kg 〃 SP35P/9.56kg

　　　  〃　 （1524） B-11/5.4kg 〃 SP40P/10.9kg

　　　  〃　 （1219） B-13/4.7kg 〃 SP45P/12.3kg

　　　  〃　 （914） B-012/4kg 〃 SP50P/13.65kg

　　　  〃　 （610） B-12/3.7kg 〃 SP55P/15kg

ラクピン N-20R/0.8kg 〃 SP60P/16.4kg

ジャッキベース N-752/4.1kg 脚立（3尺） KS30/7.8kg

アルミ階段 K-3055SA/13.9kg 脚立（4.5尺） KS45/10.5kg

ステアレール KL-25/5.3kg 脚立（6尺）

コーナーガード CG612K/2.8kg

KS60/14kg

ステップガード KG-18/15.6kg

鋼製足場板（4m） FG-400C/13.5kg

鋼製足場板（3m） FG-300C/10.9kg

鋼製足場板（2m） FG-200C/6.7kg （販売品）敷板（4m） WG420R/20kg

コーナーステップ（W＝500） CS-05/7.4kg （販売品）敷板（2m） WG200R/10kg

コーナーステップ（W＝240） CS-02/4.8kg （販売品）敷角 WG100R/1kg

総重量 kg

１．梱包荷姿のご協力
２．最大積載重量　11ｔユニック＝8000㎏　８ｔユニック＝6500㎏　６ｔユニック＝5000㎏　４ｔユニック＝2500㎏　２ｔユニック＝2000㎏　赤帽＝350㎏
積荷の組合わせ、荷姿の状態によっては最大積載重量以下で運搬する場合があります。

をお願い致します。（クランプ類25個、建枠50枚、踏板40枚、筋違100本、パイプ50本）

仮設材注文書 　　　月　　　　日年

株式会社シンニッタン行 FAX　044-200-7835　　TEL　044-200-7832

御得意先 殿 T E L

作 業 所 F A X

御 住 所 御 名 前 様

納 入 日 　　　　　月　　　　　日　　　　　　　時着
トラックの
指定

 ｔユニック 台
 ｔユニック 台
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総重量 kg
１．梱包荷姿のご協力をお願い致します。（クランプ類25個、建枠50枚、踏板40枚、筋違100本、パイプ50本）

仮設材注文書 
株式会社シンニッタン行

御得意先 殿 T E L

作 業 所 F A X

御 住 所 御 名 前 様

納 入 日 　　　　　月　　　　　日　　　　　　　時着
トラックの
指定

 ｔユニック 台
 ｔユニック 台
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　　　月　　　　日年

FAX　044-200-7835　　TEL　044-200-7832

２．最大積載重量　11ｔユニック＝8000㎏　８ｔユニック＝6500㎏　６ｔユニック＝5000㎏　４ｔユニック＝2500㎏　２ｔユニック＝2000㎏　赤帽＝350㎏
積荷の組合わせ、荷姿の状態によっては最大積載重量以下で運搬する場合があります。
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相模原機材整備工場
〒252-0326　神奈川県相模原市南区新戸470-3　TEL：046-244-0738　FAX：046-257-4839

北関東機材整備工場
〒304-0006　 茨城県下妻市大字柴98-1　TEL：0296-43-7751　FAX：0296-43-7753

  両工場共通事項 　営業時間：午前8時～午後5時（平日）　　　※受付時間は午後4時までとなります。
　※土曜・日曜（祝日）は全休となります。　※午前8時前の周辺待機は厳禁です。
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●アサガオの設置高さは、地上から１段目を地上より10ｍ以下、 
　2段目以上はその下の段より10ｍ以下で設置してください。 
 
●アサガオを設置する建枠には壁つなぎを『アサガオの引張材』および 
 『アサガオ圧縮材』の部分2スパン以下ごとに設置してください。 
　※アサガオ引張材・・・フレーム 
　   アサガオ圧縮材・・・斜材 
 
●アサガオを設置する建枠に、『手すり枠』・『幅木』等によって所定の位置 
　に設置出来ない場合がありますので事前に確認して下さい。 
 
●アサガオを設置する前に、防音パネル・養生枠等が下記寸法内で設置でき 
　るか確認して下さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●アサガオフレームの組み立て、解体にはロープを用いて作業を行って下さい。 
　※ロープはφ8 ～ φ10mm 、長さ 5m 程度のものを用意して下さい。 
　※ロープは組み立てが完了した後も取り外さないで下さい。 
 
●設置されたアサガオの上に人は乗らないで下さい。 
 
●強風時はアサガオを起こしてフレームをロープで建枠に固定し、ＦＲＰ製バンノー板 
　を全て取り外して下さい。 
　または、アサガオを解体して、FRP製バンノー板を全て取り外して下さい。 
 
●ＦＲＰ製バンノー板に『穴を開ける』・『切断する』等の加工を行わないで下さい。 

ご使用にあたりましては下記の注意事項を守り、正しくご使用ください。 

�

ア ル ミ 合 金 製 軽 量 ア サ ガ オ を ご 使 用 の 前 に  

AL _N型  

フレーム取付位置 

C（シート使用時） 
B（養生枠使用時） 
Ａ（防音パネル使用時） 

55 
0

75
朝顔と足場の距離（ｍｍ） 

●フレーム受け金具 
朝顔と足場の距離 

建枠脚柱 

バンノー板受け（下） 

フレーム受け金具 

Ａ B
C



コーナー部設置可能 
(通常角度24.5°） 

コーナー部設置不可 

24.5ﾟ 

24.5ﾟ 

2
4
.5
ﾟ 

(ハ
ン
ガ
ー
の
設
置
）
 

1
7
2
5
ｍ
ｍ
 

（
1
7
0
0
ｍ
ｍ
）
 

センターフレーム 

●コーナー部の設置時は、受側の直線部・妻側部の設置を通常角度で設置して下さい。 
　通常角度より起こした角度では、コーナー部が設置できません。 

ご使用にあたりましては下記の注意事項を守り、正しくご使用ください。 

�

ア ル ミ 合 金 製 軽 量 ア サ ガ オ を ご 使 用 の 前 に  

●上下の隅フレーム受け金具のハンガーの設置距離は、1725（1700）mmに設定 
　して下さい。1725（1700）mm  以外ですと、設置角度が変わり、コーナー部が 
　設置できません。 

AL _N型  

※1

※
1

※1 （　　）はメーター仕様です。 



※解体はその逆手順で行って下さい。 

直線部とコーナー部 (妻側部 ) の両方がある場合の組立手順は以下の通りです。 

�

組 立 の 流 れ  

直線部のフレーム受け金具 上下を組み立てる �

コーナー部の隅フレーム受け金具 上下を組み立てる �

妻側部の妻側フレーム受け金具 上下を組み立てる �

直線部のアルミ製軽量アサガオを組み立てる �

妻側部のアルミ製軽量アサガオを組み立てる �

コーナー部のアルミ製軽量アサガオを組み立てる �

AL _N型  



�

構  成  図  

直線部  部材数量  （1829サイズ Nスパン辺り） 

質量（Kg） 

直線部／ 構成図・部材表 

①フレームL＋（斜材）  ALA1LSN N 10.7

②フレームR＋（斜材）  ALA2RSN N 10.7

③万能板受け（上）  ALA318A N 4.6

④万能板受け（下）  ALA418M N 5.0

⑤万能板押え  ALA518B N 1.8

⑥振れ止め  ALA618A N×2 2.1

⑦フレーム受け金具  ALA7N （N＋1）×2 2.9

⑧FRP製万能板  ALAF1A_S N×6 5.0

Nスパン質量合計                         72.8kg×Nスパン＋5.8kg

※1 5.8kgは（ALA7N×2個）の質量です。 
● 引き上げロープ（φ8～φ10mm、長さ5m程度）を、1スパンあたり2本を用意してください。 

ALAF1A_S⑧FRP製バンノ－板 

ALA418M④バンノ－板受け(下)

ALA7N⑦フレーム受け金具 

ALA518B⑤バンノ－板押え 

ALA１LSN①フレ－ムＬ 

ALA318A③バンノ－板受け(上)

ALA618A⑥振れ止め 

ALA2RSN②フレ－ムＲ 

ALA7N⑦フレーム受け金具 

18
29

18
29

914

1
7
2
5

1
7
2
5

1
7
2
5

品　　　　　名 型　　　式 数　量 

※1

AL _N型  



�

直  線  部  /  部  材  表  

10.7Kg

10.7KgALA1LSN

ALA2RSN

ALA518B

ALA509B

ALA506B

 1,829

914

610

スパンサイズ 

  1,811

896

592

A寸法 

1.8

1.0

0.8

ALA515B   1,524 1,506 1.5

ALA512B   1,219  1,201 1.3

質量 Kg型    式 

ALAM518B

ALAM509B

ALAM506B

 1,800

900

600

スパンサイズ 

  1,782

851

551

A寸法 

1.8

1.0

0.8

ALAM515B   1,500 1,482 1.5

ALAM512B   1,200  1,151 1.3

質量 Kg型    式 

5
6 36

A

⑦フレーム受け金具 

ALA7N 2.9Kg

B
C

A

AL _N型  

ALA418M

ALA409M

ALA406M

 1,829

919

600

スパンサイズ 

  1,780

865

561

A寸法 

5.0

2.2

1.4

ALA415M   1,524 1,475 4.1

ALA412M   1,219  1,170 3.2

質量 Kg型    式 

ALAM418M

ALAM409M

ALAM406M

 1,800

900

600

スパンサイズ 

  1,751

851

551

A寸法 

4.9

2.2

1.4

ALAM415M   1,500 1,451 4.0

ALAM412M   1,200  1,151 3.1

質量 Kg型    式 

1
4
2

1
8
2

41A

2253

2510

2817

2253

2510

2817

3
0
2

259

9
4

ALAS1 3.2Kg

直線フレーム間隙間埋め材  

●オプション部材 

8
2

2306

8
4

③ 万 能 板 受 け （ 上 ）  

④ 万 能 板 受 け （ 下 ）  

⑤ 万 能 板 押 え  

① フ レ ー ム  L ⑥ 振 れ 止 め  

② フ レ ー ム  R

ALA318A

ALA309A

ALA306A

 1,829

914

610

スパンサイズ 

  1,800

885

581

A寸法 

4.6

2.5

1.8

ALA315A   1,524 1,495 3.9

ALA312A   1,219  1,190 3.2

質量 Kg型    式 

ALA618A

ALA609A

ALA606A

 1,829

914

610

スパンサイズ 

  1,999

1,334

1,189

A寸法 

2.1

1.6

1.4

ALA615A   1,524 1,752 1.9

ALA612A   1,219  1,527 1.7

質量 Kg型    式 

ALAM618A

ALAM609A

ALAM606A

 1,800

900

600

スパンサイズ 

  1,975

1,326

1,185

A寸法 

2.1

1.6

1.4

ALAM615A   1,500 1,734 1.9

ALAM612A   1,200  1,514 1.7

質量 Kg型    式 

ALAM318A

ALAM309A

ALAM306A

 1,800

900

600

スパンサイズ 

  1,771

871

571

A寸法 

4.5

2.4

1.7

ALAM315A   1,500 1,471 3.8

ALAM312A   1,200  1,171 3.1

質量 Kg型    式 

3
1

3
6

ALAF1A_S 5.0Kg

⑧ F R P 製 万 能 板  

2,350

3
1
0

28

A

41

A
40

5
3

7
3
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直線部／ 組立手順 

①斜材のスライド管を引き伸ばし、（1.7）の穴に 
　位置決めピンを差し込み固定します。 

フレーム受け金具 

クランプ で締付けます。 

ハンガー 

フレーム受け金具を上下の建枠の横架材 
にそれぞれ取付けます。 

②フレームの先端にロープを取付けます。 

� フレームL（R）の斜材をセットします。 �

1. ラチェット　17×21（3/8×1/2）　　2. スパナ　17×21（3/8×1/2） 
3. ロープ（5m程度）2本1セット　　　　 4. その他一般工具　 

■必要工具等   

建枠横架材 

AL _N型  

1
7
2
5
ｍ
ｍ
 

（
1
7
0
0
ｍ
ｍ
）
 

フレーム受け金具 

フレーム受け金具 

位置決め 
ピン 1.7ｍ足場用穴位置 

A部 

A部拡大図 

1.8ｍ足場用穴位置 

収納時 

斜材 
2
2
5
3
ｍ
ｍ
 

引き伸ばし時 

吹き上げ防止ピン 

3
0
5
0
ｍ
ｍ
 



�

直線部／ 組立手順 

※ロープは建枠の適当な箇所に結び、フレームを固定 

　させてください。 

フレームRフレームL

六角ナット 

六角ナット 

脱落防止ワッシャー 

脱落防止 
ワッシャー 

フレーム受け金具 

脱落防止ボルト 

脱落防止ボルト 
のピン 

①順2でセットしたフレームL（R）をロープで足場 
　内から引き上げます。 

①六角ナットをゆるめ、 
　脱落防止ワッシャー 
　と脱落防止ボルトを 
　離します。 

②脱落防止ボルトのピン 
　をフレーム（斜材） 
　端部の取付穴と、フレ 
　ーム受け金具の取付 
　穴に通します。 

③脱落防止ボルトのピン 
　に脱落防止ワッシャー 
　を取付け、六角ナット 
　を締め付けます。 

③最後に、六角ナットを 
　ラチェットで締め付け 
　ます。 

②上のフレーム受け金具にフレームL（R）の端部 
　を取付けます。（固定の仕方は→右図参照） 

フレーム受け金具とフレームL（R）の取付け固定 
位置は、A部（防音パネル使用時）、B部（養生枠 
使用時）、C部（シート使用時）となります。 

④スライドさせた斜材端部を下のフレーム受け金具 
　に取付けます。（固定の仕方は→右図参照） 

③吹き上げ防止ピンを抜いて斜材を引き伸ばします。 

フレームL、Rを取付けます。 �

1. ラチェット　17×21（3/8×1/2）　　2. スパナ　17×21（3/8×1/2） 
3. ロープ（5m程度）2本1セット　　　　 4. その他一般工具　 

■必要工具等   

!  注 

AL _N型  

ロープ 

フレーム 

斜材 

ロープ 

フレーム端部を 
上部フレーム受 
け金具に取付け 

① ② 

③ ④ 

スライド 

吹き上げ防止 
ピンを外す 

斜材端部を下部 
フレーム受け金具 
に取付ける 

フレーム受け金具の固定位置について 

フレームとフレーム受け金具の固定のしかた 

C 部取付け時 
（シート取付け時） 

B 部取付け時 
（養生枠取付け時） 

A 部取付け時 
（防音パネル取付け時） 

脱落防止ボルト・ワッシャーの位置 

C
BＡ 

C
BＡ 

C
BＡ 
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直線部／ 組立手順 

振れ止めを1スパンに2本ずつ取付けます。 �

ロープを左右均等にゆるめながらフレームL、 
Rを前方に倒し朝顔を降ろします。 

�

斜材の吹き上げ防止ピンを上から通します。 ��

アサガオ取付ロープを十分にゆるめて、 
外れないように、建枠に結んでください。 

��

万能板受け（上）を足場内より取付けます。 �

万能板を取付けます。 �

上図のように①～③の順に万能板を重ねて取付 

けます。 

※600スパン時には、万能板受け（上）の片側を外して 
　万能板を取付けます。 

万能板の先端を万能板受け（上）に差し込み、 

下部の万能板受け（下）へ取付けます。 

※どちらの方向にも取付けられますが、全体の流れを考慮して 
　取付けてください。 

万能板押えの三角の 

山と万能板の関係 

万能板押えの三角の山 
が左図のようになって 
いることを確認し、ピン 
を差し込んでください。 

最後まで押し込む 
とストッパーピン 
が作動します。 

斜材受け金具の穴に 
吹き上げ防止ピンを 
通します。 

▲
 

▲
 

フレームL フレームR

吹き上げ防止ピン 

斜材 

① 

② 

③ 

万能板受け上 

!  注 

!  注 

万能板押えを取付けます。 �

フレ止め 

フレーム 

フレーム 

万能板受け下 

万能板受け（下）を足場内より取付けます。 �

AL _N型  
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構  成  図  

コーナー部 部材数量 （1セット辺り） 

妻側部 部材数量 （1セット辺り） 

質量（Kg） 

コーナー部／ 構成図・部材表 

① サイドフレームL

ALA7TN 2 3.0

②  サイドフレームR

③  センターフレーム ALAC3SN 1

1

1

19.1

9.5

9.5

④  万能板押え（上） ALAC4N 2 2.3

⑤  振れ止めA ALAC5A 2 1.7

⑥  振れ止めB ALAC6A 2 1.9

⑦  隅フレーム受け金具 ALAC7N 2 9.5

2

2

⑧  FRP製万能板 小 

⑨  FRP製万能板 中 

⑩  FRP製万能板 大 

ALAF21_S

ALAF22_S

ALAF23_S

2 3.0

5.0

8.0

1セット質量合計  100.9kg

※引き上げロープ（φ8～φ10mm、長さ5m程度）を、1スパンあたり2本を用意してください。 

※引き上げロープ（φ8～φ10mm、長さ5m程度）を、1セットあたり3本を用意してください。 

品　　　　　名 型　　　式 数　量 

  妻側フレーム受け金具 

ALAC3SN③センターフレーム 

ALAC4N

④バンノ－板押え 

ALAF23_S⑩FRP製バンノ－板　大 

ALAF22_S⑨FRP製バンノ－板　中 

ALAF21_S⑧FRP製バンノ－板　小 

ALAC1LM_N①サイドフレ－ムＬ 

ALAC2ＲM_N
②サイドフレ－ムＲ 

ALAC5A⑤振れ止めＡ（横） 

ALAC6A⑥振れ止めＢ（縦） 

ALAC7N⑦隅フレーム受け金具 ALAC7N⑦隅フレーム受け金具 

ALAC1LM_N

ALAC2RM_N

AL _N型  



3
8
5

2376
133

1
8
9

3
8
5

1
8
9

2376
133

2456

2184

2761

2
1
4

1
8
2

1678 104

1
1
0

4
3
5

3
1
5

435

3
0
8

240

1
0
2

BC A

��

コーナー部  /  部  材  表  

妻側部  /  部材表  

①サイドフレーム  L

③ セ ン タ ー フ レ ー ム  

⑦隅フレーム受け金具 

ALAF23_S

ALAC7N9.5Kg

9.5Kg

9.5Kg

⑨FRP製万能板 中 ⑧FRP製万能板 小 

妻側フレーム受け金具 

ALAF21_S ALAF22_S 5.0Kg3.0Kg

ALA7TN 3.0Kg

8.0Kg

⑤振れ止め A

④ 万 能 板 押え（ 上 ） 

⑥ 振 れ 止 め B

⑩FRP製万能板  大  

ALAC1LM_N

② サ イ ド フ レ ー ム  R
ALAC2RM_N

19.1KgALAC3SN

2.3KgALAC4N

1.7KgALAC5A

1.9KgALAC6A

1,495

1,726

6
1
8

6
1
8

6
1
8

318 774

1,230

764 1,221

1,676

28 28

28

AL _N型  
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コーナー部／ 組立手順 1. ラチェット　17×21（3/8×1/2）　　2. スパナ　17×21（3/8×1/2） 
3. ロープ（5m程度）3本1セット　　　　 4. その他一般工具　 

■必要工具等   

隅フレーム受け金具を上下の建枠の横架 
材にそれぞれ取付けます。 

� センターフレームを取付けます。 �

サイドフレームを取付けます。 �

①サイドフレームの先端にロープを取付けます。 

②取付けられたセンターフレームにサイドフレーム 
　L（R）を差し込み、下図の様に取付けます。 

①順2でセットしたセンターフレームと斜材を 
　ロープで足場内から引き上げ、上の隅フレーム 
　受け金具にセンターフレームの端部を取付け 
　ます。 

センターフレームと、上下の隅 

フレーム受け金具を、脱落防止 

ボルトで固定します。 

　※サイドフレームは、動かないようにロープで建枠の 
　　適当な箇所に結び、固定してください。 

　※取付ける順序はL,Rに関係ありません。 

●隅フレーム受け金具取付け 

クランプで締付けます。 

下向きに 
移動させます。 

センター 
フレーム 
の穴 

サイドフレームL 
（R）のピン 

②センターフレームに 
　ロープを取付けます。 

センターフレームの斜材をセットします。 �

!  注 

建枠横架材 

クランプ 

ハンガー 

①斜材のスライド管を引き伸ばし、（1.7）の穴に 
　位置決めピンを差し込み固定します。 

2
9
8
1
ｍ
ｍ
 

2
1
8
4
ｍ
ｍ
 

収納時 

センターフレーム 

サイドフレーム 

引き伸ばし時 

斜材 

脱落防止ボルト 
位
置
決
め
ピ
ン
 

1.7ｍ足場用 
穴位置 

1.8ｍ足場用 
穴位置 

AL _N型  

②スライドさせた斜材端部を下の隅フレーム受け 
　金具に取付けます。 

① 

② 
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コーナー部／ 組立手順 

振れ止めAとBを取付けます。 � 万能板押え（上）を取付けます。 �

コーナー朝顔を降ろし広げます。 �

直線部同様、斜材の吹き上げ防止ピンを 
取付けてください。 

�

万能板小、中、大を取付けます。 �

　※万能板は直線部のように重ねず、上図Aのように 
　　乗せていきます。 

万能板を小から順に中、大とセンターフレーム 
とサイドフレームの溝にはめ込みます。 

①センターフレームとサイドフレームの上部に 
　振れ止めAを取付けます。 

①センターフレームを前に押し出し、コーナー朝顔 
　をたたむようにしながら全体を降ろします。 

②センターフレームが完全に降りたらサイドフレーム 
　のロープをゆるめ、隣の直線部朝顔のフレーム 
　にかぶせて下さい。 

②振れ止めAの中央と、サイドフレームに 
　振れ止めBを取付けます。 

万能板押え（上）を、センターフレームとサイドフレーム 
の先端にセットます。 

小 

中 

大 

振れ止めA 

万能板押え（上）の 
ロックピンで固定し 
ます。 

振れ止めB 

アサガオ取付ロープを十分にゆるめて、 
外れないように、建枠に結んで下さい。 

��!  注 

図A

万能板押え（上） 

フレーム 

AL _N型  
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妻側部／ 組立手順 

妻側部  連結部の組立手順  

●妻側フレーム受け金具 ●妻側フレーム受け金具 

妻側フレーム受け金具を上下の建枠に 
それぞれ取付けます。 

建枠脚柱連結部は、妻側フレーム受け金具 
上下とも、下図のように方向を逆にして 
取付けます。 

�

�

1. ラチェット　17×21（3/8×1/2）　　2. スパナ　17×21（3/8×1/2） 
3. ロープ（5m程度）2本1セット　　　　 4. その他一般工具　 

■必要工具等   

ABC

B  : 養生枠使用時 C  : シート使用時 A  : 防音パネル使用時 

コーナー部：組立手順により、隅フレーム受け金具 
を取り付けます。 

後は、直線部と同じ手順で組み立てます。 � 後は、直線部と同じ手順で組み立てます。 �

建枠脚柱 

この穴位置のレベル 
を合わせてください。 

自在クランプ 

建枠横架材 

ハンガー 

クランプ 

AL _N型  



��

直線フレーム間隙間埋め材／組立手順 

取
付
穴
の
説
明 

ご使用された下段フレームL（R）取付穴の上部2段 
の穴を使用します。 

シート使用時の C をフレームL（R）で使った場合 

●フレーム受け金具（ALA7N） 

直線フレーム間隙間埋め材の先端に 
ロープを取付けます。 

� 直線フレーム間隙間埋め材をフレーム 
の隙間に降ろします。 

�

ボルトナットで直線フレーム間隙間埋め 
材を固定します。 

�

直線フレーム間隙間埋め材をフレーム受け 
金具に仮止めします。 

�

1. ラチェット　17×21（3/8×1/2）　2. スパナ　17×21（3/8×1/2） 
3. ロープ（5m程度）1本1埋め材　　　 4. その他一般工具　 

■必要工具等   

B  : 養生枠使用時 

C  : シート使用時 

A  : 防音パネル使用時 

①吹き上げ防止のため、もう片方の穴をボルト 
　ナットで固定します。 

②最初に仮締めしたボルトナットを本締します。 

使用する穴に、ボルト1本を仮締めします。 
［下図参照］ 

フレーム間隙間埋め材 
取付用穴 

フレームL（R）取付用穴 

フレームL（R）取付で使用した穴 

使用する上部2段の穴 

!  注 

直線フレーム間隙間埋め材に付いているボルトを2本 
とも外しておきます。 

2本とも外す 

フレーム受け金具 

直線フレーム間隙間埋め材 

もう片方をボルトナット 
で固定する 

本締する。 
この穴を合わせ、ボルトナット 

（1本）を仮締めします。 

!  注 

［例］ 

直線部のアルミアサガオを起こす場合は、 
先に直線フレーム間隙間埋め材（ボルト 
ナットとも）を取り外してください。 

!  注 

AL _N型  
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■吊足場

吊足場枠　FL-1509

）トーレプけ付取（スーピのめたるす設架を枠場足り吊  .1
は、右図のものを使用して下さい。なお、プレートの
材質としては、SS400が適当です。

のトーレプけ付取  .2 溶接は鉄骨製作工場で行い、現場で
の溶接作業は極力避けて下さい。また、プレートの溶接
は必ず両面溶接とし、溶接箇所は十分点検して下さい。

用け付取、は立組の場足り吊  .3 馬等を利用して全て地上
にて行って下さい。なお、組立中に鉄骨が転ばないよう、
十分注意して下さい。

、はトルボるす用使にけ付取の枠場足吊  .4 M12かW1/2
の径で、長さが40のものを使用して下さい。ただし基
準によりF8T（JIS B1186・摩擦接合用高力六角ボ
ルト）以上のボルトとナット（1種）及び平座金のセット
を使用して下さい。枠1箇所あたり2セット使用します。

は材床  .5 基本的には認定品の踏板を使用し、左右の上部
は単管で手摺りを取付け、中断の環にロープを通して
下さい。
業作  .6 を行う前に、ボルトの締め付け具合や各部に異常

がないか確認して下さい。また、足場に取付けた補助
剤や資材等の載荷物は、吊り込み時に落下しないよう
十分結束して下さい。

片、は重荷全安の場足吊  .7 側で1.96kN以下とし、でき
るだけ両側平均に載荷して下さい。特に強度の低いト
ラス梁等では、片荷による横曲がりを起こす場合があ
りますので、注意して下さい。
骨鉄  .8 の柱回り等の足場の安全対策にも十分注意して下

さい。

■組立及び使用上の注意

■取付け図

■取付け部詳細

吊足場取付用馬　FL-26D　50.0㎏

片持吊足場　FL-0909　10.0㎏

※取付けプレートボルト類は取扱っておりません。

リース・販売　取扱製品
吊足場

　キャッチベース・クロウタイプはH形鋼用として開発し
たもので、その安定性と強度に優れ、取付け取外し作業は
極めて簡単です。
　H形鋼の骨柱使用への増加に伴い、ニッソー・ビルダー
ステージを組み合せることにより、吊り足場或いは組み足
場の設置、定格歩廊巾の確保に極めて有利であり、はね出
し足場への応用等が可能です。

キャッチ
ベース型式

Ⓑフランジ巾
（㎜）

ⓣフランジ巾
（㎜）

許容荷重 重量 色別

CB-1型
150～ 450

20以下 2.94kN 8.5㎏ グリーン
CB-2型 20～ 40 2.94kN 9.0㎏ 赤

キャッチベース・クロウタイプ

１９.６

１４.７

９.８

４.９

kN

荷重とたわみの関係線図
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ジャッキ付車輪

ジャッキベース　N-752　4.1㎏ ロングジャッキベース　N-752S　5.4㎏

大引受ジャッキ　N-752H　6.0㎏ ロング大引ジャッキ　N-752HS　7.1㎏

ダブル大引受ジャッキ　ND-752WH　8.2㎏ 車輪　N-3601B　4.6㎏

型式 車輪径 単重（㎏）
N-3601J 150㎜ 5.7
N-3602J 200㎜ 8.9

建枠ベース（建枠専用）　N-15　1.5㎏

U字ベース　UB-1　2.0㎏

ーア ※ ムロックをご使用下さい。（N-125）
※作業荷重のかかる使用は出来ません。

大引受　N-15H　3.3㎏

※在庫要問い合わせ。

リース・販売　取扱製品
枠組足場関連部材

壁つなぎ（リースのみ取扱）

方杖　N-4215　4.8㎏

φ42.7

手摺柱　N-25
Yロック式　3.6㎏

手摺

（連結ピン併用）

型式 寸法（㎜） 単重（㎏）A B
NB-12
（A-150） 1219 1328 6.3

NB-09
（A-152） 914 1023 5.6

NB-06
（A-153） 610 719 4.9

2スパン 3スパン 4スパン
N-0136 2

24510-N
N-0173A 2
N-0173B 2

NB-12～NB-06 1 2 3
N-4215 （4） 4 4
N-4201 4 4 4

型式 L調節長（㎜） 単重（㎏）

600

～

1219
CG-612K

（クランプ式） 2.8

型式 L（㎜） 単重（㎏）
N-31 1829 2.5
N-32 1524 2.1
N-29 1219 1.8
N-27 914 1.1
N-28 610 0.9

型式 L調節長（㎜） 単重（㎏）

H-1824A 180～ 240 0.8
H-1619 160～ 190 0.9

H-2025 200～ 250 0.91
H-2433 240～ 330 1.03
H-3249 320～ 490 1.28
H-4867 480～ 670 1.57
H-6786 670～ 860 1.78
H-86105 860～ 1050 2.07
H-2542A 250～ 420 1.25
H-3876A 380～ 760 1.5

梁枠

N-0136　26.9㎏

N-0154　41.2㎏

N-0173A　30.6㎏
N-0173B　30.6㎏

梁枠ベース

梁枠受　N-4201　3.0㎏

コーナーガード

※取付けボルト（先端）はW1/2（4分）
※取付けクランプは兼用タイプ

←在庫要問合せ
←在庫要問合せ

←在庫要問合せ
←在庫要問合せ

梁枠部材数

※下さんはP.5の製品になります。

枠組足場関連部材 8

NB-06使用の時は400幅の踏板を使用してください。

※610枠に取り付け時は400幅の踏板を使用してください。
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ジャッキ付車輪

ジャッキベース　N-752　4.1㎏ ロングジャッキベース　N-752S　5.4㎏

大引受ジャッキ　N-752H　6.0㎏ ロング大引ジャッキ　N-752HS　7.1㎏

ダブル大引受ジャッキ　ND-752WH　8.2㎏ 車輪　N-3601B　4.6㎏

型式 車輪径 単重（㎏）
N-3601J 150㎜ 5.7
N-3602J 200㎜ 8.9

建枠ベース（建枠専用）　N-15　1.5㎏

U字ベース　UB-1　2.0㎏

ーア ※ ムロックをご使用下さい。（N-125）
※作業荷重のかかる使用は出来ません。

大引受　N-15H　3.3㎏

※在庫要問い合わせ。
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7 枠組足場関連部材
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手摺
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NB-12
（A-150） 1219 1328 6.3

NB-09
（A-152） 914 1023 5.6
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（A-153） 610 719 4.9

2スパン 3スパン 4スパン
N-0136 2

24510-N
N-0173A 2
N-0173B 2

NB-12～NB-06 1 2 3
N-4215 （4） 4 4
N-4201 4 4 4

型式 L調節長（㎜） 単重（㎏）

600

～

1219
CG-612K

（クランプ式） 2.8

型式 L（㎜） 単重（㎏）
N-31 1829 2.5
N-32 1524 2.1
N-29 1219 1.8
N-27 914 1.1
N-28 610 0.9

型式 L調節長（㎜） 単重（㎏）

H-1824A 180～ 240 0.8
H-1619 160～ 190 0.9

H-2025 200～ 250 0.91
H-2433 240～ 330 1.03
H-3249 320～ 490 1.28
H-4867 480～ 670 1.57
H-6786 670～ 860 1.78
H-86105 860～ 1050 2.07
H-2542A 250～ 420 1.25
H-3876A 380～ 760 1.5

梁枠

N-0136　26.9㎏

N-0154　41.2㎏

N-0173A　30.6㎏
N-0173B　30.6㎏

梁枠ベース

梁枠受　N-4201　3.0㎏

コーナーガード

※取付けボルト（先端）はW1/2（4分）
※取付けクランプは兼用タイプ

←在庫要問合せ
←在庫要問合せ

←在庫要問合せ
←在庫要問合せ

梁枠部材数

※下さんはP.5の製品になります。

枠組足場関連部材
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